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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第148回 年次総大会報告

1978年4月1，2日 の 両 日に ， ユ タ 州 ソ ル トレー ク ・シ テ ィ ー ，.

テ ン ブ ル ス ク ェ ア ， タ バ ナ ク ル に お い て 催 さ'れた 大 会 の 説教

はる
「聴 け

， 汝 らわが教 会 の人 々 よ。… …遙 か な

る所 よ り耳 を傾 け よ。海 の 島々 に あ る者 よ，

共 に聴 け。」(教 義 と聖 約1：1)

総 大会 の霊 感 あふ れ る メ ッセ ー ジに は，教

義 と聖約 の この 冒頭 の言 葉 がぴ っ た りであ る。

本年4月 の総 大会 ，す なわ ち末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教 会 第148回 年 次総 大会 は ， この よ

うな霊的 な雰 囲気 の下 に 催 され た。

大 会 はスペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長

の管理 の 下 に開か れ， 土 曜 日午前 の最 初 の一

般 大会 で;新 た に4人 の教 会 幹部 の名 前 が提

示 され， 七十 人 第一定 貝会 会 員 として支持 さ

れ た。 また， キ ンボー ル大 管長 か ら，系 図 に

関す る 「ふ た.つの大切 な プ ロ グラム」 の発 表

が あ った 。ひ とつ は， 「個 人の 歴 史 を書 き，家

族 の組 織化 を図 る」 こ と， お よび 「4代 家 族

の記録 プ ロ グラム」， も うひ とつ は， 「系 図記

録か ら人名 を抄 出す るプ ロ グラム」 であ る。

可能 であ れば4代 以 上 さか のぼ って系 図 を調

べ て家 族 の記録 を作 成 す る よ う大管 長 か ら勧

めが あっ た。 また この よ うに して，4代 家族

の記 録 プ ロ グラム と並 行 して， 人名 抄 出 プ ロ

グ ラ ム が 実 施 さ れ る こ とに なっ た。(p.2参

照)

この大 会 には， 合衆 国外 に住 む11名 の地域

担 当教会 幹部 をは じめ，183名 の地 区代 表，

900名 の ス テー キ部 長 ， その ほか世 界 各 地か

ら大 勢 の指 導 者 が出 席 した。

大会 は4月1日(土)，2日(日)の 両 日催

され， 総：勢66名 の 教会 幹部 の 内，32名 が 説教

を行 な った。 七十 人 第一 定 貝会 は，4人 の 会

貝が加 わ って47名 とな った。新 たに会員 とな

った の は，以 下 の4人 であ る。 カ リフォルニ

ア州 の ロナル ド ・E・ ポー ル マ ン長 老，英 国

のデ リ ック・A・カ スバー ト，ソル トレー ク ・

シ テ ィー の ロバ ー ト ・L・ バ ックマ ン長 老，

同 じ くレ ッ クス ・C・ リー ブ長 老。(略 歴 に関

してはp.164を 参 照)

大会 は テ ンプル ス クェ アの タバナ クル で開

か れ たが， ア セ ンブ リー ホー ル と近 くの ソル

トパ レス に も会 場 が設 け られ た。大 会の 時間

は，4月1日(土)午 前7時(福 祉部 会)， 午

前10時 ， 午 後2時 ， 午後7時(神 権 部会)，4

月2日(日)午 前10時 ， 午後2時 であ る。

大 会 の模様 は，合 衆 国 とカナ ダの テ レビ局

215局 と125の 有 線 テ レ ビ放 送，合 衆 国の ラ ジ

オ局51局 ， 中南 米75局 ， オース トラ リア44局 ，

ヨー ロ ッパ， ア フ リカ， 中南米 向け の短波放

送局1局 ，FM放 送 局7局 か ら放 送 され た。

また，合 衆 国 とヨー ロ ッパ の331ヵ 所 で有 線

放 送 が行 なわ れ た。 その ほか， 世 界 の1，360

ヵ所 で，神 権 部会 の模 様 が放 送 され た。

さ らに ，.3月31日 には ，教 会本 部 ビル で地

区代表 セ ミナ ー が催 され， キ ンボール 大管長

か らステ ー キ部大 会 を年 に2回 とす るこ と，

また1979年 に合 衆 国 内の数 ヵ所 で地 域 大会が

開 か れ るこ とが発 表 され た。 その ほか，政 治

に 関す る事 柄， 大会 ， 簡易 化， 系図， 伝道 等

につ いて， キン ボー ル 大管 長か ら重要 な指 示

が幾 っ か与 えられ た。(詳細 につ いて は，p.153

を参 照)'
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1978年4月1日(土)午 前 の部 におけ る説教

生命と救 いに至る

まことの道

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

私 たち が今 日この世 に告 げる 最 も大切 な

メ ッセ ー ジは， イエ ス ・キ リス トが 生さ

てお られ，私 た ち に生命 の道 を示 して下

さ っている と いう こ とで ある

兄 剃 市妹 の皆 さん ・信教 の 自由の下 に こ う
して再 び き ょ う皆 さん にお会 いす る こ と

がで き，感 謝の 気持 ち で一杯 で あ る。 また，

教会 の忠実 な聖徒 た ちの献 身に も感謝 した い

と思 う。私 は これ まで機 会 あ る ご とに 「歩 み

を速 め る」 よ う皆 さん に呼 び掛 け て きたが，

これか ら も引 き続 きその よ うに勧 め て ゆ きた

い。 と同 時 に， 現在 皆 さ んが その勧 告 に応 え

て下 さって い るこ とに対 して 感謝 を申 し上 げ

た い。多 くの人 々が勧 告 に従 い， 自分 の家や

庭 を美 し くし，可能 な限 り菜 園 を造 って いる。

そ して土 に親 しむ こ とを忘 れず， 幾 らか で も

自分 た ちで食 料 と物 資 を確 保 す るよ うに努 力

して い る。

で きるだけ 自分 の敷 地 内 で食物 を栽 培 す る

ように してい ただ きた い。木 い ち ごや ぶ ど う

な ど， 果樹 が最 も望 ま しい 。気候 に適 して い

れば ， これ を植 える よ うに して い ただ きた い。

また，野菜 を栽 培 し， 自分 の菜 園か ら収 穫 し
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た もの を食べ る よ うに して い ただ きた い。 ア

パ ー トや 共 同住 宅 に住 んで い る人 も，植 木鉢

や プ ラ ンター を使 えば 少 しは栽 培す るこ とが

で きるはず で あ る。

以前 に も申 し上 げ た よ うに，教 会 貝 の大半

が伝 道 活動 に大 きな関 心 を寄せ て い る。 また，

す べ ての 人々 に 回復 の 良 きお とず れ を携 えて

行 く宣 教師 を備 え，福 音 を宣べ伝 え よ う との

決 意 を新 たにす るよう，私 た ちは 多 くの 国々 で

訴 え て きた。 そ の訴 えに も， 多 くの教会 員 が

心 を向け て い る。 さ らに私 は，生 者 へ の伝 道

と同様 に， 死 者 のため の神 殿 活動 も急 ぐ必要

があ る と感 じて い る。 なぜ な らば ， このふ た

つ は 基本 的 に同 じだか らで ある。私 は先 日も

教 会 幹部 の兄 弟 た ちに話 したが， 死者 の ため

の この業 の こ とが いつ も私 の心 を離 れな い。

大 管長会 と十 二使徒 評議 員会 は先 頃， この

非 常 に大切 な業 を早 急に推 し進 め る ために は

どの ようにす れ ば よいか につ い てい ろい ろ と

検 討 を加 えた。 そ して， ふ たつ の大切 なプ ロ

グラム を強調 す るこ とにな った 。

第1に ， 教会 員 はすべ て個 人 の歴 史 を書 き，

家族 の 組織 化 を図 る よ うに す る。 また私 た ち

は4代 家族 の記 録 プ ロ グラムの 重要性 を ここ

で再 び強調 し， このプ ロ グ ラム に関 す る責任

を個 人 と家 族 の双肩 に 直接 課 した い と思 う。

さ らに可能 で あれ ば，4代 以上 さか の ぼ って

調べ ， 家族 の記 録 を作 成す るよ うにす る とよ

いQ

第2に ， 系 図記録 か ら人名 を抄 出す る プ ロ

グラム を実施 す る。教 会 員 は2マ イル行 く精

神 を もって， この抄 出プ ロ グ ラムに従 事 し，

奉仕 す る よ うに して い ただ きた い。 この プ ロ

グラム は地 元の神 権指 導 者が 管理 し， 運営 す

る。 従 って詳 細 につ い ては地 元 の神権 指導 者

に尋 ね て いただ きたい。

私 の書 斎 の本棚 には，33冊 の分 厚 い 日記帳

が並 ん で い る。 毎年1冊 ず つ毎 日の 出来事 を

記 して きた 日記 帳 で ある。 その 中に は，訪 問

した世 界各 国 の こ と， そ こで開 い た集会 ， 出

会 っ た人 々， 自分 が執行 した結婚 式 ， その ほ



か 自分 の家族 に とって興 味 の あ りそ うな こ と

が記 録 され て いる。 それ らが いつ か 教会 の た

め に も役 立 てば と願 っ てい る。

私 は この教 会 の全会 員 に， 自分 の 家族 の歴

史に 深 く関心 を寄せ る よ うに ， ま た両親 や祖

父.母に彼 らの 日記 を書 くこ と を勧 め る ように

切 に お願 い した い。 いか な る家族 も， 子供 や

孫 ， 曾孫 の ために 自分 の 記憶 に あ る事 柄 を書

き残 さず に永 遠の世 界に行 くこ との ない よ う

に してい ただ きた い。 これは義 務 で あ り，責

任 で あ る。 したが って，子 供 た ちに個 人 の歴

.史や 日記 を書 かせ るよ うに して い ただ きた い。

先 頃， 教 会本 部 を訪 れ て きたあ る政 府 の高

官 が次 の よ うに述べ た。

「家族 ほ ど重 要 な もの はあ りませ ん
。家 族

は私 たちの文 明の 力の基 です。 そ うであ りな

が ら，現 実 に はそ の こ とが忘 れ られ てい る よ

うです 。家族 は とて も大切 です 。家 族 は道徳

的 な力 の源 で あ り， 心 身の健 康 を もた らす主

要 な源 で あ り， 災 いか ら身 を守 る避 け所 です 。

また， 私 た ち を堅 固 にす る原 則や概 念 をいつ

まで も存 続 させ る環境 を与 えて くれ る唯 一の

場 で もあ ります。

議 会 小委 員会 で家族 の 大切 な こ とにつ いて

述べ た人 の こ とを，私 は今 で も覚 えて い ます。

彼 は こ う言 ってい ました。『皆 さん は家族 をな

お ざ りにす る前に， 有 史以 来 人類社 会 は子供

を養 育 し， 訓練 す るこ とに終始 して きた こと

を認識 しなけ れば な りませ ん。 家族 を忘 れ る

前 に，歴 史上 のすべ て の文 明が， なぜ 家族 に

固執 して きたか を理 解 す る必要 が あ ります』

と。 あ な たの教会 で家 族の 大切 さが 強調 され

て い るこ とは本 当 に素晴 ら しいこ とだ と思 い

ます 。」

福 音 は家族 に 結 び付 いた もの であ る。霊的

な家 庭の 夕べ を定 期 的 に開 こ う と決 意 し， そ

の プロ グ ラムの 内容 をよ く計 画す るこ とによ

って ，私 た ちは子 供 た ちに永 久 に忘 れ るこ と

の ない教 えを施す こ とが で き るの で あ る。 こ

の よ うに して私 た ちが子供 た ちに 自分 の時 間

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル 大 管 長
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を捧 げ る時， 親子 の対 話 とい う何 物 に も代 え

難 い贈 り物 を与 え るこ とに な るの であ る。

家庭 の夕べ の テ キス トに は，数 多 くの良 い

提 案が 載 って いる。 しか し， 家族 に特 に満 た

す必要 の あ る事柄 が あ る場合 ，両 親 は この テ

キ ス トに とらわれず ， 自分 た ちの受 け た霊感

に従 うよ うにす る。私 た ちが家 庭 にあ る福 音

の畑 か ら取 れ る もので 家族 を養 お う とす る時

に， 教会 の集 会か ら得 られ る もの は その栄 養

を十分 に補 うこ とだ ろ う。 しか し，教 会 の集

会 は決 して彼 らの 主 食 とは な り得 ないの で あ

る。

家庭 は聖徒 たちの苗 床 で あ る。 しか しまだ

望 ま しい状態 に な い家 庭 が 多 く見 受 け られ る。

暴力 の絶 えな い家 庭， 愛 の な い家庭， 真 理 を

教 えてい ない家庭 ， こ の よ うな家 庭 で あ って

も，子 供 た ちの帰 る所 は家庭 しか ない ので あ

る。

私 た ちは，新 聞 で よ く報 じられ て い るよ っ

に， 幼 児の虐 待が 多い こ とを非常 に憂 慮 して

いる。子供 に危害 を加 え る親 が ひ と りで もい

るこ とは重 大 な問 題 であ る。 主は 幼 な子 を愛

して， こ う言 われ た。

「幼 な子 らをその ま まに してお きな さい。

わた しの とこ ろに来 るの を とめ ては な らな い。

天 国 は このような者 の 国 である。」(マ タイ19：

14)

末 日聖徒 の親 は，幼 児の虐 待 とい う最 も極

悪非道 な罪 を犯す こ とのな い よ うに してい た

だ きた い。

最近 の合 衆国 政府 の統 計 に よ る と， 離婚 と
まんえん

い う流行病 は全 国 に蔓延 し， 離婚 率：は 増加 の

一途 をた どってい る。1975年 の離婚 お よび婚

姻の 無効宣 告 は100万 件以 上 に上 って お り，

この数字 は今 までの最 高 で ある。

昨 年 は， 結婚2組 に つ き，離 婚 が1組 とな

って いる。 その数 は1966年 の2倍 ，1950年 の

約3倍 に達 す る。 しか もこの よ うな家 庭 の崩

壊 の犠 牲 となっ た18歳 未満 の 子供 た ちは100

万人 を上回 る と言わ れて い る。 また， その た

めに被った精 神 的 な苦痛 は，お とな とは地較 に
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な らない ほ ど深刻 で あ る。

この よ うな大切 な事 柄 に対 して無関 心 と無

頓 着 を装 う人 もか な り多い 。 しか しこの こ と

を重 要視 し， よ く心 に思 い計 る人 は， 家庭 の

崩壊 が 国 家の 滅亡 を招 くこ とを痛 感す るに違

い ない。 この こ とに 関 して疑 問の 余地 は な い

であ ろ う。 これ は，世 の歴史 家や 歴 史的 な考

察 を行 なっ て いるすべ て の 人が打 ち出 して い

る結論 で もあ る。

私 た ちは， い ろい ろな プ ログ ラムの主 唱者

た ちが家 庭 と家 族 の神聖 さに ほ とん ど関心 を

払 お うと しな い こ とに 何 とも理 解 し難 い もの

を感 じて い る。

私 た ちが 最 も関 心 を抱 い てい るの は， 子供

か ら青 少 年期 を経てお となに至 るまでの家 族全

員の霊 的， 道 徳 的，情 緒 的健康 を図 る こ とで

あ る。

1974年 に合 衆 国 内で堕 胎 に よって生 命 を絶

た れた胎 児 は10g万 人 を上 回 った と言 われ て

い る。 しか もこの数年 間， その数 は爆発 的 な

増加 を示 して い る。私 た ちは こ こで再 び，特

殊 な場合 を除 いて， 堕 胎に は全 面 的に 反対 で

あ る こ とを確 認 してお きたい。

次に， 教 会 の素 晴 ら しい女性 た ちに 感謝 し

たい。私 た ちは教会 の 女性 た ち を心か ら愛 し

て い る。 その愛 は ， 自分 の妻や 母 ，祖 母や 妹，

あ るいは友 人 に対 す る もの と同 じ くらい に深

い6い つか これ まで の神権 時代 の出来事 がす

べ て 明 らか に され る時に は，教 会 の女 性 た ち

の知 恵 と勇気 と献 身 の物語 が 沢 山紹 介 され る

こ とだ ろ う。 主 イエ ス ・キ リス トの復 活 後，

最 初 に キ リス トの墓 を訪 れ たの が女性 であ っ

た よ うに，・教 会 の義 しい女性 たーちは いつ も永

遠 の行 ぐ末 に敏 感 だか らで あ る。 あ る識 者が

賢明 に も述べ て い る よ うに， 母 親の 言葉 は私

た ちに不 変 の影響 をもた らす。 しか し， 私 た

ちの 心 を永 遠 に，'しか も大 き く揺 り動 かす も

の に母親 め 愛が あ る こ とを忘れ て はな らない。

ところが ，現 在 の世 の傾 向 は これ とは逆 で

母親 の 愛が 次 第 に失 われつ つ あ る。私 た ちは

この こ とを憂慮 して い る。 神 は女性 に，子 供



を幼 ない時代 か ら導 く責 任 を託 してお られ る。

一方 男性 や教 会 に は
，初 期 の教 育 で足 りなか

った所 を補 う役割 が 課せ られ てい るの で あ る。

それに 引 き換 え， 人生 の後 半 に訪 れ る喜 びの

多 くは， 子供 が まだ幼 い時 に母 親 が家庭 で与

えた影響 に負 うとこ ろが大 きいの で あ る。

ゲー テ は こ う語っている。「女 性 の高 貴 な特

質 は私 た ち を駆 り立 て ず には おか な い。」(ゲ

ー テ 「フ ァウ ス ト」)

また聖 典 に は， 「女 は， ま た 男 の 光 栄 で あ

る」(1コ リン ト11：7)と 記 されて い る。

末 日の聖典 はこ う戒 めて いる。 「妻 た る者 は

夫 の死 に至 るまで夫 に扶 養 を要 求 す る権 利あ.

り。」(教 義 と聖 約83：2)ま た妻 には 夫 に尊

敬 と忠 節 と思 いや りを求め る権 利 が あ る。 そ

の微 妙 で， かつ 麗 しい 関係 の 中に， 神権 者 と

の絆 が あ るか らで あ る。

私 た ちは， 教会 の姉妹 た ちが 才能 を伸 ば し，

表現 力 を増 してい る こ とを驚 く と同時 に， そ

れ を喜 ば し く感 じて い る。確 か に教 会 の教 育

制度 は女性 の ため に 多大 の貢献 を して きた。

他 の いか な る団体 よ りも，私 た ちは 女性 の

才 能 と技術 の 習得 に熱 心 であ る。 それ は， 教

会 の教 育 プ ロ グラムが単 に この世 に とどま ら

ず， 永 遠 にわ た る教 育 で あ る と信 じて い るか

らで あ る。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会 は， 設 立当

初 か ら女性 の進 歩 成長 を図 って きた。 女性 の

理 想像 につ い て最初 に 語 った のは ，予 言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス であ った 。 ジ ョセ ラ ・ス ミス

は，最 も純粋 な言葉 で女性 を擁 護 し， 女性 が

母 親 として;病 人 の看護 人 と して ， あ るいは

地 域社 会 の高 まいな理 想 の推進 者 ，道 徳 の守

り手 として存分 に 自己 を表 現 す る 自由 を女性

に与 えた の であ る。

これ以 上 に何 を女 性 は望 む だ ろ うか 。 また

夫 が妻 に求 め る もの で これ以上 の ものが あ る

だ ろ うカ〕。男性 に とって も， この 標準 に か な

う生活 を.した い と願 うこ と以上 に大 きな望 み

が あ るだ ろ うか。

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 末 日聖 徒 の女

性 が この崇 高 な 目標 を達 成 で きる よ うに と扶

助 協会 を組織 した 。今 日この組織 は， 女性の

進歩 成長 を図.るため に世 界 各地 に会員 を擁す

る大 きな組織 とな って い る。

讃 美歌 の 中 に 「高 きに栄 え て」(140番)と

い う教 義 的 で しか も慈愛 に あふ れ た歌 が ある。

この讃美 歌 を歌 うたび に，私 たちは最 も高 貴

な母 親 の気 品 と， 天 に住 み た も う御母 の女 王

と して の優 しさ を感 じずに はお られ な い。そ

しで この世 の母 が私 た ちに どれほ ど大 きな

感化 を与 えて い るか を知 り，私 た ちが 天の御

母 のみ も とに帰 れ る よ うな生 活 をす るな らば，

この世 の母 が もた らす 影 響 を過小 評価 す るこ

ともな いで あ ろ う。

愛 す る兄弟 姉妹 の皆 さん， 私 は神 が生 きて

お られ る こ とを証 す る。 イエ ス ・キ リス トも

生 きて お られ る。 キ リス トは生命 と救 い に至

る まこ との 道 を定 め られ たお方 で ある。

これが 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の伝

え る，今 日こ の世 にお け る最 も大切 な メ ッセ

ー ジで あ る
。 イエ ス ・キ リス トは神 の御子 で

あ り，御 父 か ら この世 の救 い主 と して選 ばれ

た お方 であ る。キ リス トの 来臨 は誕生 の何世

紀 も前 に予 言 され てい た。 そ の示 現 は， アダ

ム を初め ， モー セ， イザヤ， エ レ ミヤ ， エゼ

キエ ル， リーハ イ， ニ ー フ ァイ， ベ ン ジャ ミ

ン王 ， アル マ， サ ムエ ル な ど， 多 くの予 言者

た ち と， その ほか 永遠 の母 で あ るマ リヤ も見

て い る。

近 代 の予 言者 ，故 ジェー ム ズ ・E・ タル メ

ー ジ長 老は
， イエ スに つ いて 次の よ うに 宣言

してい る。

「今
， 生 きてい ると死ん で い る とにか かわ

らず， 無数 の 人々 の厳 粛 な証 が ， この イエス

こそ神 であ り， 生 け る神 の御 子 で あ るこ とを，

また人類 の購 い主， 救 い主 で あ って， 人間の

身 も霊 も裁 く永遠 の裁 き主 で あ り， 父 な る神

が選 ん で油 注 ぎた も うた御 方， す なわ ち 『キ

リス ト』 で あ る と異 口同音 に宣 言 して いる。

.まこ とに イエ ス ・キ リス トは過去 にお いて
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[

も現在 にお いて も， エ ホバ であ り， ア ダム の

神， ノアの神 であ り， ア ブ ラハ ム， イサ ク，

ヤ コブの神 であ り， またイ ス ラエル の神 で あ

る。 また様 々の 時代 の予 言者 の 語 った神 で あ

り，万 国の 民の神 であ り， またや が て 『王 の

王 』『主 の主 』として地 上 に君 臨 した も う神 で

あ る。」(「基 督 イエ ス」PP.2，4)

そ れでは この世 に おけ るキ リス トの使 命 は

何 で あろ うか 。

「神 は 自分 の かた ちに 人 を創造 され た
。す

なわ ち， 神 のか た ちに創 造 し， 男 と女 とに創

造 された。」(創 世 紀1：27)

人 は神 のか たちに創 造 され ， 前世 と来世 の

中間 に位 置す るこの死 すべ き世 の生 活 を経験

す るために この地 上 に置 かれ た 。

しか し，私 た ちの 父祖 ア ダム とイヴ は神 の

み言葉 に径 わず に禁 じられ た木 の実 を食べ，

死 すべ き体 となっ た。 その結 果， ア ダム とイ

ヴ㌧ それに 彼 らのすべ ての子 孫 は 肉体 の 死 と

霊 の死 を受 け るよ うになった 。(肉 体 の死 とは

霊 と体 が分離 す る こ とであ り，霊 の 死 とは霊

が神 のみ前か ら断 ち切 られ る こ と， す なわ ち

霊 に関 わ る事 柄 の死 を意 味す る)

そ こでア ダム が再 び元 の状 態(神 のみ 前)

に立 ち返 るため には， この不 従順 の 結果 か ら

贈 われ る必要 が あ った。 そ のた めに神 の 崇高

な計 画 の下 に，死 の縄 目 を解 く贈 い主が 備 え

られ， 主の復 活 に よ って この 地上 に住 む すべ

ての 人々の霊 と体 が再 び 結合 す る こ とが 可能

にな ったの であ る。

このみ業 を推 し進め ， 肉体 の死 を征 服 す る

ため にこ.の世 に来 る よう創世 の 以前 に選 ばれ 、

たお方 こそ，ナ ザ レの イエ ス であ る。 イエ ス
とが

の 自発 的 な行為 に よって， ア ダ ム とイ ヴの省

は貝費われ， 人の霊 は再 び体 に 返 って霊 と体 が

ひ とつ となる こ とに な ったの で あ る。

イエ ス ・キ リス トは この世 の だれ よ りも人

類 に大 きな影 響 を及 ぼ したお 方 であ る。 天 父

とこの世 の母 との間 の子供 として生 まれ，33

年 間 の生 涯 を送 られ た。 しか しその 内の30年

間 は， この世 に おけ る使 命 を果 たす準 備 に費
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や された 。 それか ら ヨル ダ ン川 に 出掛 け て行

き， い と こであ るバ プ テスマ の ヨハ ネか ら水

に沈 め られ るバ プ テスマ を受 け られ た。 イエ

ス ・キ リス トは この 象徴 的 な儀 式 を 自 ら受け

るこ とに よって， バ プ テ スマ こそ教 会 に入 る

門 であ る こ とを万 人に示 さ.れたの であ った。

この 時 に， 御 父 は この重 大 な 出来事 を，次 の

よ うなみ 言葉 を もって承 認 した も うた。 「こ

れは わ た しの愛す る子， わ た しの心 にかな う

者 で あ る。」(マ タ イ3：17)

そ の後3年 間， 救 い主 は人 類の た めに働 き

た も うた 。病 め る者 を癒 し，盲 人の 目を開け，

悪霊 を追 い出 し， 死者 を よみ が え らせ た もう

た。 また悩 め る者 に慰 め を与 え， 愛 の福音 の

良 きお とずれ を人 々 に宣べ 伝 え，御 父に つい

て証 を述べ ， 永遠 の救 いの計 画 を教 え， 人に

救 い を もた らす ため に設 け られ た組織 す なわ

ちキ リス トの教 会 の基 を据 え られ た ので あ る。

この教 会 はバ プ テス マの ヨハ ネの教 会 で もな

け れ ば，ペ テ ロ， パ ウ ロ， あ るいは その ほか

だれ の教 会 で もない 。 キ リス ト御 自身の教 会

であ り， キ リス トが この教 会 の頭 な ので あ る。

キ リス トが教 会 を組 織 され た こ とは，新 約

聖 書 に詳 し く記録 されて い る。エ ペ ソ書 に，

イエ ス ・キ リス トの教会 は， 「使 徒 た ちや預 言

者 た ち とい う土台 の上 に建 て られ た もの で あ

って， キ リス ト ・イエ ス ご自身が 隅 のか しら

石 で あ る」(エ ペ ソ2：20)と 述べ られて い る。

また救 い主 はペ テ ロに こ う告 げて お られ る。

「わ た しは
， あ なた に天 国の か ぎ を授 け よ う。

そ して， あな たが 地上 でつ な ぐこ とは，天 で

もつ なが れ， あ なたが 地上 で解 くこ とは 天で

も解 か れ るで あ ろ う。」(マ タイ16：19)

キ リス トは この御 自身 の教会 に 十二使 徒 と

七十 人 を選 び， 御 自分 が御 父 か ら承 認 された

こ とを宣 べ 伝 え る権 威 を彼 らに授 け られ た。

ア メ リカ大 陸 で も， 神 殿 の周 囲に集 まっ た人

々 に，御 父は イエ ス ・キ リス トを紹 介 して次

の ように言 わ れた 。

・「わが喜 ぶ愛 子 を見 よ。 わ れは これ に 由 り

てす でに わが名 の栄 光 を示 しぬ。 わが 愛子 に



聞 け。」(IIIニ ー ファ イ11：7)

また， この世 で の務 め を終 え るに先 立 ち，

主 は愛 す る使徒 ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネの3

人 を伴 っ て変貌 の 山に行 か れ た。 その 時の模

様 が聖典 に こ う記 され て い る。

「六 日のの ち
， イエ スは ペ テ ロ， ヤ コブ，

ヤ コブの兄 弟 ヨハ ネだ け を連れ て， 高 い 山に

登 られた。

ところが ，彼 らの 目の前 で イエ スの姿 が 変

り， その顔 は 日の よ うに輝 き， そ の衣 は光 の

よ うに 白 くな った。

す る と， 見 よ， モー セ とエ リヤが 彼 らに現

れ て， イエ ス と語 り合 って い た。

ペ テ ロは イエ ス にむ か って言 った， 『主 よ，

わた した ちが ここに い るの は， す ば ら しい こ

とで す。 も し， お さ しつ か えなけ れば， わ た

しは ここに小 屋 を三つ 建 て ま し ょう。一 つは

あな たの ため に， 一つ は モー セの ため に，一

つ は エ リヤ のた めに』。

彼 が まだ話 し終 えない うちに， た ちま ち，

輝 く雲 が 彼 ら をおお い， そ して雲 の 中か ら声

が した，『これ は わた しの 愛す る子，わ た しの

心 に か な う者 で あ る。 これに 聞け』。

弟子 た ち は これ を聞い て非常 に恐 れ， 顔 を

地 に伏 せ た。

イエス は近づ いて きて， 手 を彼 らに おい て

言わ れ た， 『起 きな さい， 恐れ るこ とは ない』。

彼 らが 目をあ げ る と， イエ スの ほか には，

だれ も見 え なか った。」(マ タイ17：1-8)

この神権 時代 に も， 栄 え ある 出来事 が予言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に起 こ った。 ジ ョセブ ・

ス ミスは そ の時 の模 様 をこ う証 して いる。

「私 は筆 紙 に尽 し難 い輝 き と栄光 とを有 ち

た も う二 人 の御 方 が私 の真 上 の空 中に 立 ちた

もっの を見 た。 そ して その 中のお一 人 が私 に

言葉 をか け て私 の名 を呼 び た まい， 他 のお一

人 を指 して 『こはわが 愛子 な り， 彼に 聞け』

と仰せ られ た。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：17)

これは救 い主 イエ ス ・キ リス トが実 在のお

方 で あ る こ との も うひ とつの証 であ る。

私 は何 度 も繰 り返 し皆 さんに証 す る。 イエ

ス ・キ リス トは神 の御 子 で あ る。 主 は確 か に

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに現 われ， またニー

フ ァイ人 に も現 われ た もうた。

これは神 のみ業 であ り， この教会 は まこ と

の教 会 であ る。 この教 会 で行 な われ るすべ て

の儀 式は 神 が定 め られ た もので あ り， すべ て

の 人々は 日の光栄 の律 法 に従 って生活 す る必

要 の あ る こ とを証 す る。 これ らの こ とを主 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よって証 申 し上 げ る。

アー メン。
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論争 している暇はない

十二使徒評議員会会員

マー ビン ・J・ ア シ ュ トン

現代の諸悪に対してしっかり自分の立場
を守ろうとするに当たって，議論をせず
に自分の信条を表明できないものだろう

か

数 カ月前・ は るか な南太 平洋 の 島々 に し'る
宣教 師 たち を2，3日 間 の予定 で訪 問 す

るこ とにな り， その こ とを彼 らに知 らせ て お

いた。す る と， 宣教 師 た ちは私 が 到着 す るや

否や ，待 ちか ね た よ うに， 当地 に 出 回 ってい

る反 モルモ ンのパ ンフ レ ッ トを持 っ て きた。

宣教 師 た ちは非難 と中傷 に心 を乱 し， 反論 の

策 を講 じよ うと して い た。

身 を乗 り出す よ うに して いす に腰か け て い

る宣 教 師 たち を前 に して， 私 は あ る牧 師が 書

いた 中傷 と偽 りの文書 に 目を通 した。 この牧

師が私 た ちの宣教 師 の訪 れ と伝 道 の成 功 に脅

威 を感 じて いた こ とは明 らか で あ った。私 は

この悪 意に 満 ちた的 外 れの文書 を読 んで思 わ

ず苦笑 して しまっ た。 そば で私 の様子 を見 て

いた宣 教師 た ちは， い さ さか 驚 いた よ うで，

こう尋 ね て きた。「これ か らい かが い たしまし

ょうか 。 この偽 りの証 言 に対 して どの よ うに

反論 す れば よろ しい で し ょ うか 。」
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そこで私 は 答 えた。「私 たちは何 もす る必要

は あ りませ ん。論 争 を して いる暇 は ないの で

す 。私 たち にあ るの は， た だ御 父 の仕事 をす

る時 間 だけ です 。冷静 に確 信 を持 って紳士 ら

し く振 る舞 って下 さい。 そ うすれ ば必 ず良 い

成果 が得 られ ます 。」

宣教 師 や私 た ち全 員が従 うべ き原則 が モル

モ ン経 の ヒ ラマ ン書5章30節 に記 されて い る。

「人々 が この声 を聞 くと
， それ は雷 の音 で も

な くまた大 きな騒 しい音 で もな くて ， 全 くや

さ し くささや くよ うな静 か な声 で あっ たが ，

人 々の心 の 底 まで貫 い た。」

私 た ちが 末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教会 の

会 員 として 現在 ほ どそ の立場 を明確 に し， 確

信 を貫 いて様 々な情 況に賢明に対 処す ることが

求 め られ て いる時代 はな い。私 た ちは， 今 日

の論争 の 引 き金 を巧 み に 引 く人々 に操 られ，

怒 りをか き立 て られ る よ うな こ とがあ って は

な らな いの であ る。

神 の律法 に反す るよ うな問題 が 起 これば，

教 会 は その立場 を明 らか にす るは ずで あ る。

過 去 に教会 の基本 原則 が非 難 され た時 は その

よ うに して きた し，今 後 もそ うす る はず であ

る。世 の 中 には経 済 的 な利 益や 名 声 を求め て，

不 品行 や不 道徳 な事業 を奨 励 してい る人 々が

い る。 た とえ人 々が 私 た ちの立場 を理 解 して

くれ な くて も，議 論や 論争 は避 け，報 復 を し

ては な らな い。私 た ち の時 間 と労 力 を賢 明に

使 えば， 争 い を起 こさず に正 しい関係 を維 持

して い け るはず であ る。

福 音 を宣べ 伝 え る時， また 自分 た ちの信 条

を表 明す る時に， 相 手 と摩擦 を起 こ さない よ

うに努 め る こ とは私 た ちの責 任 であ る。相 手

の行 動 を変 え させ る こ とが で きなけ れば， 自

分 自身 を正 し く治め るよ う努 め る必要 が あ る。

その こ とを絶 えず心 に留 め るべ きで あ る。

私 たち を中傷 し， 当て こす りを言 い， 不 当

な差 別 を して論 争 に引 き込 も うとす る人や 団

体 が ある。 しか し今 日の社 会 で，私 た ちの立

場 や プ ロ グラム を曲解 す る 人々 のため に私 た

ちが怒 っ た り， 不快 な感情 を抱 い た りす る こ



とは賢 明 では ない。 私 た ちの従 う原 則や 標準

は， 論議 を呼 ぶ 言葉 に よ って変 わ る もの では

ない。私 たち は， 論 理 的に， しか も親 しみ の

あ る態 度 で，正 しい事実 に 基づ い た説得 を行

な って立場 を明 らか にす る責 任 が あ る。私 た

ちは現 代 の道徳 の 問題や 永 遠 の福 音の 原則 に

対 して揺 る ぎな い立場 を堅 持 しなけれ ば な ら

な い。 しか しなが ら， い か な る人や団体 とも

論 争 しては な らないの で あ る。論 争 は壁 を造

り， 障害 を生 む だけ で ある。 他方 愛 には 門戸

を開 く力が あ る。 私 た ちの責 任 は，彼 らに耳

を傾 け させ ， 教 え るこ とで あ る。 ただ論 争 を

避 け るだけ で な く，論 争 心 を除去 す る よ うに

努 め な けれ ば な らない。

「まこ とに
， まこ とに汝 らに告 ぐ，争 い を

つ

好 む心 あ る者 はわ れに属 く者 にあ らず して悪
つ

魔 に属 くもの な り， 悪魔 は争 い を生 む親 に し

て， 人々の 心 を煽動 して互 い に怒 り争 わ しむ

る者 な り。

見 よ， 人々 の心 を煽動 して互 い に怒 り争 わ

しむ る ご ときは わが教 義 にあ らず。 わが教義

はか くの如 き怒 り と争 い とを止め よ と言 うも

のな り。」(IIIニ ー ファ イ11：29-30)

争 いに は， 闘争 ，対 決， 戦争 ， 口論，紛 争

と様 々 あ る。 争 い によ って よい結 果が生 まれ

た こ とは これ まで になか っ た し， また今 後 も

進歩 と組 す る こ とはな いで あ ろ う。私 た ちが

論争 したか ら と言 って， 決 して それが 忠実 で

あ る こ との証 明 とはな らな いの であ る。 ある

人 々は， 論 争 の限 界や 危険性 を誤解 して いる。

また，私 た ちの 多 くは， よ く次 の よ っに言 り。

「だれ です って，私 が?私 は論争 が嫌 い です 。

で も自我 を通 そうとする人 とは 断固戦 い ます。」

私 た ちの 中に は， 論 争 に負 け る くらいな ら友

達 を失 な った方が ま しだ と考 えて い る人々が

い る。相 手 と仲 たが い をせ ず に， 反対意 見 を

述 べ る には どの よ うにす れば よいか を知 るこ

とが， 非常 に大切 であ る。私 た ちは皆， 事実

謙 翻

』《

大会 の光景
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に基づ い た話 し合 いや 意義 あ る研 究 に参加 す

る よ うに努 めな けれ ばな らない。 しか し決 し

て後味 の悪 い議論 や論 争 をして はな らな い。

論 争 に加 わ る家庭 や 人 は かな らず傷 つ く。

したがって論 争 の絶 えない家 庭 で育 てられる子

供はか わ いそ うであ る。また，論 争 を不 文律 の

よ うに して い る組 織 も気 の毒 で あ る。 一般 に，

論 争 のな い家庭 で育 った 人々 は，争 い を 日常

茶 飯事 とす る人 々か ら拒絶 され る傾 向に あ る。

現在， 教育 の場 と して の家庭 はあ らゆ る方

面か ら攻 撃 を受 けて い る。 そ し℃ 家 庭 内の

不 和 は致 命 的で あ り， しば しば大 きな損害 を

被 っ てい る。論争 は家 庭 の安定 と平安 ， 強 さ

と和合一 致 に著 しい 緊張 を招 く。確 か に堅 固

な家庭 を築 くの に論争 して いる暇 な どな い は

ずで ある。

家族 の間 に議 論 や あつ れ きが生 じた ら， 積

極 的 に相 手 の話 を聞 き，一 緒 に な ってそ の理

由 を究 明す る こ とが大切 で ある。私 は， あ る

フ ァイヤ サ イ ドで15歳 の少 女 か ら次 の よ うな

質 問 を受 け たことが ある。「家族 の仲 を良 くす

るため に，私 は何 を した らよい で し ょうか 。

私 は今15歳 ですが， 家 に帰 りた くな いの です 。

家族 のみ ん なか ら， 言 葉 じ りを とらえ られ て

は，ばか に され る よ うに感 じられ るの です 。」

また17歳 にな る女 の 子 は， なぜ両 親 の下 を

離 れて姉 と一 緒 に暮 ら して いるのか と尋 ね ら

れた時，次の よ うに 答 えて いた。「とにか く口

論 の絶 え間が な いの です。 で きる限 り我慢 し

ま した。 で も， いつ もけん かば か りで，け ん

か しない 日は一 日だ って あ.りませ ん。 家の 者

は皆 ，特.に父 と母 は いつ も口汚 くのの し り合

って いま した。」家 族の 中 で人 の心 を傷 つけ ，

論争 に導 くせ りふ に次 の よ うな ものが あ る。

「君 は何 も知 らないか ら
， そ んな こ とが言 え

るんだ よ。」 「どう して そん なば か な こ とを し

たのだ。」 「自分 の部 屋 くらい少 しきれ いに し

た らど うか ね。」「どう して私 の 言 うこ とが き

けないん だ。」

今 か ら5世 紀 ほ ど前， イ タ リア に レオナ ル

ド・ダ ・ビンチ とい う天才 が いた 。今 日， 「モ
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ナ ・リザ 」 の絵 を描 いた 人 と して彼 の名 を知

らな い人 はほ とん ど と言 って よ いほ どい ない。

しか し彼 は また，討 論家 ， 弁士 と して も一 流

であ り， 創 造 力に 富ん だ物 語作 家 で もあ った。

ここ で， 彼 の寓 話 の 中か ら 「オオ カ ミ」 とい

う話 を紹 介 した い。

「ある晩
， オオ カ ミは羊 の群 れ の臭 いに誘

わ れて， こっ そ り森 を抜け 出 しま した。 そ し

て， そ お っ と羊 の 囲 いに忍 び寄 りま した。 眠

って いる犬 を起 こさ ない よ うに ，か すか な物

音 さ え もたて まい と，オオカ ミは用 心 しま した。

ところが， ち ょっ とした不 注 意か らオオ カ

ミは一枚 の板 を踏み付 けて しまっ たの です 。

とたん に板 がバ リッと割 れ， 犬 が 目を覚 ま し

て しまい ま した。結 局， オ オ カ ミは え さに あ

りつ けず ， お なか をすか した ま まで一 目散 に

逃 げ帰 りま した。 こ う して ほん の一 歩の不 注

意 の ため に， オオ カ ミは その 目的 を達 せ られ

ませ ん で した。」(「レ オナル ド・ダ ・ビンチ の

メモ」 よ り)

あ る人に とって は取 るに 足 らな い話の よ う

に思 わ れ るか も しれ な いが， 末 日聖徒 の 霊性

を低 下 させ て い る何 かが ここに描 写 され て い

るよ うに私 には思 われ る。先 程 のふ た りの若

い女性 の 境遇 は ど うで あ ろ うか 。 オオ カ ミの

不用 意 な一 歩の よ うに， 口では 言 い表わせ な

い苦 しみ を もた らし， 霊 的 成長 と家族 の 一致

を奪 い去 っては い ない だ ろ うか 。私 が今 ここ

で 申 し上 げ たい のは， 怒 りや憤 りに まかせ て

不用 意 な，心 な い言葉 の 発せ られることが ある

とい っこ とであ る。家 族 が争 い の言葉 に よっ

て家 を出 る とし癒 ら，何 と悲 しいこ とだ ろ うか 。

論争 に よって 引 き起 こ され る憎 しみ と苦 い

経験 の例 は枚 挙 にい とまが ない。 ひ どい 口論

の末 に，転 居 を強い られ た家族 もあ る。 この

ような論争 をな くす唯 一 の方 法 は，2マ イル

行 き， 誇 りを捨 て，謙 虚 に な るこ とであ る。

私 た ちは， 家庭 や社 会， 学校 の教 室 ，指 導

者 間， そ の いずれ の場 で も論争 が どこか ら来

るか， 救 い主 の 言葉 を通 して よ く知 って い る。

「まこ とに
， まこ とに汝 らに告 く"，争 い を好



つ

む心 あ る者 はわ れ に属 く者 に あ らず して悪魔
つ

に 属 くもの な り。悪 魔 は争 い を生 む親 に して，

人 々の 心 を煽 動 して互 いに 怒 り争 わ しむ る者

な り。」(IIIニ ー フ ァイ11：29)つ ま り， サ タ

ンは私 た ちが心 を許 す 時に， その 力 を もって

私 た ち を支 配す るので あ る。私 た ちは 自由意

志 が与 え られ てお り，行 動 を自分 で選 ぶ こ と

が で きる。 予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは あ る時

次 の よ うに語 った 。「悪魔 は 私 た ちが それ を許

さな い限 り，私 た ち を支 配 す る こ とが で きな

い。私 たちが神 よ りもた ら され る もの に そむ

いた瞬 間， 悪魔 は 力 を得 るの であ る。」(乃 α一

6雇π8sげ 漉6P70ρhθ'ノo∫θ助S編 漉 「予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え」p.181)

論争 の ため に悪 感情 や不 快感 を覚 えた ら，

「なぜ 論争 す るの だ ろ うか 」 と自問 して み る

こ とで あ る。 も しも 自分 自身 に正 直 で あるな'

らば， 次 の よ うな答 えが返 って来 るで あろ う。

「討論 や論 争 を して いれ ば
， 自分 自身 を変 え

る必要 はな い し， 相手 に仕 返 しをす る こ とも

で き るか ら。」 「自分が 今幸 せ で ない ので， ほ

かの 人 に も幸せ に なって もらいた くないか ら。」

「私 は独善 的な 人間 だ し
， 論争 に よって我 を

通 せ るか ら。」 「自分 に 多 くの知 識 が あ るこ と

を知 って も らい ないか ら。」

理 由 が何 であ れ，大 切 な のは 自分 の行動 は

自分 で選 び とる もの だ と言 うこ とで あ る。 こ

の問 題 の根 源に は昔 か ら語 り継が れ て きた高

慢 が あ る。 「高 ぶ りは ただ 争 いを生 じる」だ け

で あ る。(箴 言13：10>

サ タンに とっては ，議 論や 口論 ，論 争 の 習

慣 を生 むの に成功 す れ ば， 次に私 たち の永遠

の生 命へ の希 望 を打 ち砕 くような重 い 罪のか

せ につ な ぐこ とな どたや す い こ とであ る。論

争 は生 活の あ らゆ る面 に影響 を及ぼ す 。乱雑

に書 か れ た怒 りの手 紙 は， 時に は数年 間 も傷

跡 を残 す こ とが あ る。 ま た憎 しみ に まかせ て

発 し.た不用 意 な言葉 の ため に， 結婚 生 活や個

人 の友 情 にひ びが入 るこ と， また社 会 の進 歩

を阻害 す る こ とも起 こって い る。

堕 胎 や 同性 愛 ，不 道徳 ， ア ル コー ルや 麻 薬

中毒 ，不 正 直，短 気 な ど，現 代の諸 悪に対 してし

っか り自分 の立 場 を守 ろ うとす るにあ たって，

こぶ しを握 りしめ ，声 を張 り上 げ，議 論 を促 す

ことな く，自分 の信 条 を表 明で きない ものだ ろ

うか 。私たちは，知 恵 の言 葉や安 息 日の遵 守，清

さを保 つ こと，その ほか聖 典 に述 べ られている

数 多 くの真理 を含 む有益 な福 音の原 則を，聴 き

手 がその心 を閉 ざす ことのない ような方法 で話

す ことがで きない ものだ ろうか 。これは容 易 で

はない。しか し可 能であ る。自分 自身のあぜ を作

り，種 をま き，手 入れ をし，収 穫 をす るのは私 た

ちの責 任 であ る。これを行 な う最 良 の道具 は剣
くわ

ではな く，鍬 である。論 争 ではな く，決 意 である。

皆 さんに論 争 を和 らげ る方 法 を幾つ か提案

したい。

1.心 に神 の愛 を持 て る よ うに祈 る。 とき ど

きこの こ とで悩 む こ とが あ るが， 主 のみ た ま

はか た くな な者 の心 を和 らげ，冷 淡 な心 を変

えて下 さ る。

2.舌 を制 す ることを学 ぶ。 「語 る前 に2度 考

え，行 動 す る前 に3度 考 え よ」 とい う古 い こ

とわ ざが あ る。

3.感 情 に支 配 されず に， 一緒 に論理 を追 っ

て考 える。
てつ

4.旧 来の議 論 や対 決 の轍 を踏 まな い ように

す る。

5.お だや か な声 で話 す よ うに心掛 け る。平

安 な生 活 は， 「大 きな騒 しい音」で は な く，救

い主 の模 範 に従 い，「全 くや さ しくさ さや くよ

うな静 な声 」 で語 る人に もた らされ る もの で

ある。(ヒ ラマ ン5：30)

論 争 を して い る暇 はな い。私 た ちは毎 日，論

争 を避 け るよ う心掛 け， 自己 を訓 練 して いか

なけ れば な らない。 この恐 ろ しい 敵 を征 服 し

ようとす る時 に， か な らず 神 の 大 いなる助 け

が 与 え られ る ことを私 は知 っている。 「汝 ら互.

いに争 論す るを止 め よ。また他 人の悪 口を言 う

を止め よ。」(教 義 と聖約136：23)私 たち にあ

るのは ，た だ御 父の仕 事 をす る時 間.だけである。

これ らの こ とが真 実 で あ るこ とを，イ.エス・キ

リス トの み名 に よって証 申 し上 げ る。アー メン。
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神 に従う女性

七十人第一定員会会長

ニール ・A・ マ ツク スウ エル

あらゆる時代に神に従う素晴らしい女性

たちがいて，神権者と並んで正義の感化

を人々に及ぼしている

兄 弟姉 妹・ 私 た ちは男性 と女性 の役 割 ・ な
らびに母 親 と神権 者 の役 割が それ ぞれ分

担 され てい る理 由 をあ ま り理 解す るこ とな く

過 ご して いる。 これ らの 役割 は前 世 にお い て

神 に よ って定 め られ た もの で ある。私 たち は，

男性が 神権 を持 ち，指 導 に 当 たっ てい る こ と

か ら， 神 に従 順 な 男性 ばか りに 目を向 け る傾

向が あ る。 しか し，現 代 を含 め あ らゆ る時代 ，

あ らゆ る神権 時代 に，神 に従 う素 晴 ら しい女

性 たちが いて，神 権 者 と並 ん で正 義 の感 化 を

人々 に及ぼ してい るとい う事 実 を忘 れ ては な

らない。 入の偉 大 さは， 新 聞や 聖典 に 記 され

た その 人につ いて の記事 の 多少 に よってはか

られ る もの では ない。神 に従 う女性 たちの 物

語 は， ドラマ の 中の語 られ ぬ ドラマ であ る。

私 た ち男性 は， 妻 と母 ，姉 妹 ，娘 ， 同僚，

友 人が神 に従 う女性 であ る こ とを知 って い る。

神 に従 う女 性 は私 た ち男性 を従 順 に し，教 え，

励 まして くれ る。私 た ち男性 は女 性 の皆 さん
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に愛 と尊 敬 の気持 ち を抱 いて い る。 それ は，

義が 役割 で ど うこ うされ る もので はな く，・善

が性 別 で とや か く言わ れ る もの で はな いか ら

で あ る。王 国 のみ業 を果 たす のに 男女 はお互

いに な くては な らない 存在 で あ り， またお互

い を うらや む こ と をしな い。役 割が 逆 に なっ

た り，役 割 を放 棄 した りして は， 男性 も女性

も荒廃 を招 くだけ で あ る。

世 界 の基 が据 え られ る以 前 に予任 され た男

性 が いた よ うに， あ る務 め を果 た.すよ う定 め

られ た女性 もい る。 それ は偶 然 ではな く，神

の ご計 画 に よ ったの で ある。 イエ スの母 にな

るよ う定 め られ たマ リヤ が その好例 であ る。

少年予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは偉 大 な父親 だ

け でな く， この神 権時 代全 体 に影 響 を残す ル

ー シー ・マ ック とい う立 派 な母親 に 恵 まれた 。

また， 愛情 あふれ た誠 実 な人間 関係 を語 る

時， ダ ビデ とヨナ タン よ り も， ル ツ とナ オ ミ

の関係 が 話題 に上 るの では な いだ ろ うか 。神

が女性 に この上 な い関心 を寄 せ てお られ る こ

とを考 え る と， 未亡 人 に対す る私 たちの責 任

が強 調 され るの も何 ら不 思議 では ない。

や もめの2レ プ タの話 は， 私 た ちに什 分の

一 の精神 を教 えて くれ る。腹 をすかせ た息子

を持 つ 飢 えた貧 しい未亡 人 がエ ラ イ ジャに油

と粉 を与 えた話 は， 人 に分 け与 え る方法 につ

いて教 訓 を与 え て くれ る。 また， エ ジプ ト女

性 の天 与 の母性 愛 は， モー セ をあ しの 中か ら

救 い 出 した。 こ の出来 事 は，歴 史 の一部 をな

す と共 に， その赤 子が 重荷 で は な く祝福 とな

る さま を見 せ て くれ たの で ある。

エ リサベ ツの胎 に宿 った子供 はマ リヤ を認

め て喜 び お どっ たが， この 出 来事以 上 にふ た

りの母 親 に 明 るい希望 を与 えた もの が ほか に

あった であ ろ うか。(ル カ1：41参 照)

「遠 くの方か ら見て い る女 た ち も多 くい た」

(マ タ イ27二55)と カルバ リの十 字架 の光 景

が記 され て い るが ， この光 景 は女性 固有の 英

知 を よ く物 語 っ ては い ない だろ うか。 彼女 た

ち の立 ち尽 くす姿 は祈 りで あ り， いつ まで も

とど まる姿 は願 い であ る。



ま た， キ リス トの復 活 後， 墓 を最 初 に訪 れ

た の はだれ で あっ たか 。ふ た りの女 性 で ある。

復 活 され た救 い主 に最 初 に まみ え た人 はだ

れ で あっ たか。 マ グダラの マ リヤ で ある。神

に従 うこの女性 た ちは， 多 くの人 々が あ き ら

め た後 で も，女 性特 有 の霊 的 な感受 性 を もっ

て長 く希 望 を抱 き続 け た ので あ った。

善 良 な女性 の純粋 な愛 は， 人の歓 心 を買 う

よ うな仰 々 しい もの では ない 。善 良 な女性 た

ちは 人が誤 ま るの を喜 ばず ， また座 る暇 もな

いほ ど忙 し く奉 仕 に 明け暮 れ る。 彼女 た ちは，

マ リヤの よ うに他 の 人な らば つ まず くよ うな

苦 難 に遭 っ て も， 信頼 を もって その 出来事 を

思 い巡 らす。神 は女性 を深 く信 頼 してお られ

るの で，御 自分 の霊 の子 た ちの養 育 を女性 に

任 せ られ るので あ る。

現 代 の神 の王 国 で， 扶助 協 会 を通 じ， 女性

た ちに愛 の奉 仕が ゆだね られて い るの も偶然

で はな い。 男性 の奉仕 が か な り意識 的 であ る

の に比べ て， 女性 の 奉仕 は天 性 の もの であ る

よ うに思 われ る場 合 が 多い。敵 対者 が シオ ン

の娘 た ち を放 ってお か ないの は， 彼女 た ちが

ただ な らぬ存 在 であ るか らに ほか な らな い。

姉妹 た ち， 私 た ちは皆 さん を尊敬 して いる。

皆 さんが 赤 ち ゃんの初 め ての 笑み を見 て喜ぶ

時， 入学 して最初 の 日の様子 を一 心 に聞 く時，

そ こに無 私 の姿 が あ り， 皆 さ んは そこに幸福

を 見い だす こ とが で きるので ある。 女性 は，

「達 成 」 とい う言 葉 の前 にが む しゃらに 「自

分 の」 とい う言葉 を付 け るこ との危 険 を男性

よ りも早 く悟 る。皆 さんは， き ょ うの世 界が

過 ぎ去 るの に動揺 もせず ，す す り泣 く子供 を

優 し くな だめ る。両 腕 に未 来 を しっか り抱 き

しめ てい る こ とを知 って い るか らであ る。

姉 妹 た ちは 自分 に差 し迫 っ た問題 があ る時

に も， 人 々 を慰 め励 ます。 そ れは十 字架上 の

イエ スが示 された 寛大 さに似 てい る。苦悩 の

中の思 いや りは ま さに神 性 の一 部 であ る。

私 は神 の独 り子 がカルバ リで， 「私 の体 は私

の もの だ」 と主張 な さ らなか った こ と を天 父

聖 歌 隊 の コー ラ ス
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に感謝す る。 また，神 聖 な胎 を墓 場 に変 え る

こ とを拒 否 して堕 胎 に反対 す る， 現代 の女 性

たち を私 は賞 賛す る。

人類 の真実 の 歴史 がすべ て明 らか に され る

時， 脚光 を浴び るの は砲 火 の響 きであ ろ うか ，

それ とも子守 歌 の調べ であ ろ うか。 軍人 の停

戦 条約 で あろ うか， それ と も家庭 や 地域 社会

で女 性 た ちが作 り出す平 和 で あ ろ うか。議 会

の出来事 よ りも， ゆ りか ごや 台所 の出来 事 に

一 層 の抑 止 力が あ る こ とを知 るで あ ろ う
。

時 の流 れが大 ピラ ミッ ドを砂 と化 す 時 に も，

永遠 の家族 は なお存 在 し続 け る。 それ は， 星

の光 栄の 時間 を越 え て形成 され た 日の光 栄 の

制度 だか らで あ る。神 に従 う女 性 は それ を知

って い る。

神 に従 う男性 が姉 妹 の皆 さんの 有す る特 別

な役 割 を支持 す るの は当 然で あ る。 なぜ な ら，

社会 運動 の ため に家族 を見捨 て る行為 は， 洪

水 の予防 を考 えず に， 泳 ぎを教 え よ うとす る

の に似 てい るか らで あ る。

私 たち男性 は， 無分別 には 思 いや りを もっ

て， わが ままに は無欲 を もって接 す る皆 さん

を愛 して いる。私 た ちは皆 さん の立 派な模 範

に胸 を打 たれ る。私 た ちが最上 の状 態に な い

時 に， さなが ら神 の よ うに，.私た ちの現 在の

状 態 のみ な らず将 来 の姿 を見 詰 めて 愛 し，忍

耐 して くれる皆 さ んに心 か ら感謝 して い る。

また，神 の最 も高 貴 な娘 た ち を交 えた， 目

立 た ないが， しか し汚れ な い独 身女性 た ちを

特 に 賞賛 した い。 これ らの姉 妹 た ちは 自分が

神 か ら愛 され てい る こ とを知 って い る。 た と

え今 は最 良の務 め に就 け な くて も， 自分 の 歩

む道 を賢 明に選 ぶ 。 また， 第二 の位 で第一 の

望 み をか な え られ な くて も， 彼 女 た ちは依 然

と して世 に打 ち勝 っ てい る。 また これ らの姉

妹 たちは， 今結 婚生 活 の祝福 に浴 さな くて も，

社会 の別 の制度 で貢献 す る こ とが で き る。あ

る祝 福が今 は 与 え られ な いか らとい って，他

の祝 福 を拒 んだ りしない 。彼女 た ちが神 に寄

せ る信頼 は， 子供 の ない妻 た ちの そ れ と似 て

い る。何 も 自分 の選 びに よ って その よ うな状
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態 に あ るので は ない。 したが って， やが て い

つ の 日か 神 の正 義 の うち に，特 別 な祝福 を.受

け るであ ろ う。

私 は神 権 者 の兄 弟 た ち と共 に， 自分 の永遠

の伴 侶 に 対 して尽 きる こ との な い感 謝 を捧 げ

.たい。私 た ちは伴侶 な しでは 目指す 場所 に行

けず， また 目的 を達 成 で きな い こ とを知 って

い る。祈 る時， 私 た ちは一 緒 に ひ ざまず き，

聖 な る神 殿 の聖 壇 で も共 にぬか ず く。 イエ ス

自ら門番 とな られ る最 後 の 門に近づ く時， 私

たちは 忠実 で あ るな らば， ふ た りで そこ を通

るであ ろ つ。

き ょう， 予 言者 は， 夫婦 の一 致 につ いて 話

され た。使 徒 の 召 しの重 さに耐 え きれな くな

り， 自分 はふ さわ し くないの で はな いか とい

う思 い に とらわ れ苦 しむ 彼 を見 て， キ ンボー

.ル姉妹 が 髪 を優 しくなで なが ら，「あなた には

で きます わ 。 あな たに はで.きます と も」 と励

ま した と予 言者 は語 られ た。 予 言者 はそ の務

め を立派 に果 た したが， その陰 に姉 妹 の 力が

あ っ たの であ る。

兄 弟 の皆 さん ，す べ ての予 言 者た ちが 妻に

どの よ うに接 し，女 性 をどの よ うに敬 ったか

をよ く知 って， 私 た ち も同 じよ うに しよ うで

は な いか。

最 後 に忘 れ ない で し}ただ きたい。 私 た ちが

天 の家 庭 に も どる時期 につ い ては， 「高 き世 」

で統 治 してお られ る御 二方 の一 致 した承 認が

あ る とい うこ とを。 その天 の家 庭 で，私 たち

は肉体 の 「目が まだ見 」 た こ との な い美 しい

もの を 目に し， 肉体 の 「耳 が まだ 聞」 い たこ

との ない こ よな き調 べ を耳 にす るこ とだ ろ う。

その よ うな この上 な い名誉 の帰 宅 が， 天 の御

母 の 同意 な しに果 た して， 可能 で あ ろ うか 。

また， その 天 の家 に帰 るの に道 はふ たつ は

な い。た だ ひ とつ 真 ろす ぐな狭 い道 だけ であ

る。 そ して， 涙 なが らに 歩む その 道 の終点 で

は， その 涙 は一瞬 の うちに 「喜 びの涙」 と変

わ るで あ ろ う。 この こ とをイエ ヌー キ リス ト

のみ 名 に よ り証す る。ア ー メ ン。



「夜 あ けだ ，

朝 あ けだ 」

十二使徒評議員会会員

ブル ース ・R・ マ ッコ ンキー

「シオ ンの旗 か か げよ
。明る い 夜あ けだ 。

厳か に あま ね く朝 日は昇 りゆ く」

「夜 あけだ潮 あけだ・.シオンの廊}か げ

よ。… …厳 か に あ まね く朝 日は昇 りゆ

く。」(讃 美歌189番)

太 陽が 沈み ， 夕や みが 深 ま り， 夜 の闇 が辺

りを支配 す る。夜 の 間， 至 る所 闇に 包 まれ，

すべ て がお ぼ ろげ で， 遠 くの光景 は見 えな い。

天 には無数 に星が 輝 き，借 りものの光 を照 り

返 す 月が 夜空 を治 め る。 しか し， そ れ らの光

も闇 を貫 くこ とな く， 依 然 として夜 の暗 さが

続 く。

深 い陰に， 野や 森 の獣 は その 身 を隠す 。 山

猫 は音 もな く獲 物 に忍 び寄 り， 空腹 に たけ り

立 つ狼 の群 れ はそ の遠 ぼ えで近 くのえ じき を

恐怖 に陥れ る。 コ ヨー テは遠 くで ほ え， ライ

オ ンの うな り声 が どこか らか聞 こえて くる。

深 い闇の 中に ジ ャ ッカルが 潜 んで殺 りくの機

を うか が う。夜 の 恐怖 が辺 りを支配 す る。

や がて空 がか すか に 白み始 め る。 明 けの星

が ひ ときわ輝 き，光 の 筋が雲 の残 る東 の空 に

射 し始 あ る。 それ ほ ど遠 くな い山 のか なたの

自然 の中 で，新 しい一 日が産 ぶ声 をあ げた。

地球 が ゆ っ くり と定め られた進 路 をた ど り，

夜 明 け.を迎 え る。 そ して， 朝 日が 照 り， 闇は

去 る。 星 は光 を失 い， 月は面 を隠 し，照 り返

す わず か な光 に もはや 夜 の暗 闇 を貫 き通 す力

は ない。や が て太 陽が 昇 り， 天の まば ゆ い光

が 地上 を覆 う。

夜が 明 け， 太 陽が 照 る と， 夜の 陰気 な生 き

物 は退 却 を始 め る。 ライオ ンはね ぐらに帰 り，

狐 は穴 に戻 り， コ ヨー テや 狼 の遠 ぼ えは静 ま

∵る。 闇の 中 に待 ち伏せ た無法 者 た ちは， 岩 山

や 洞窟 に身 を潜 め る。

新 しい夜 明け と共 に， 野 の花， 森の 木 々は

新 しい生 命 をみ な ぎらせ る。 畜舎 の牛や 羊 は

眠 りか ら覚 め， 空 の鳥 は第一 日の創造 主 なる

サバ オ ツの 主 をほ め歌 う。生 命 と光 の恵み が

そ こか しこに満 ちる。新 しい 日， 幸せ と喜 び

と光 の 日で あ る。

ほぼ2，000年 の昔 ，.∴福 音 の太 陽が沈 ん だ。

神権 は取 り去 られ， かつ て光 を知 って いた民

に も寂 しい夕暮 れ が訪 れ， 天か ら射す 光 と真

理 が失 われ て， 地上 の 民は使 徒 と予 言者 の教

えや 導 きを得 られ な くな った。 そ して霊 の暗

闇 が支 配 した 。暗 闇 は地 を覆 い，深 い闇 が民

の心 を覆 った 。(イ ザ ヤ60：2参 照)

こ うして暗 黒時代 が 始 ま り， 天 の光 は 主 を

拝 して い る と公言 す る人 々の心 を照 らさな く

な った。 ま た，す べ ての示 現 は封 じ.ちれ た書

物 の言 葉 の ように なった 。(イザ ヤ29：11参 照)

予 言者 と聖 見 者 は沈 黙 し， 聖典 は一般 大 衆の

手 の届 か な い もの とな り， 完 成へ の道 を知 る

者 は な くドだ れ ひ と り永遠 の神 の み も とに帰

る道 を知 らなか っ た。 そ して， 流 浪の 民は禁

じられ たわ き道 を行 き，夜 の 闇 に迷 った。

しか し， 天 に は数知 れ ぬ星 が輝 いて いた。

自分 の持 つ光 と真 理 と善 を人々 のため に輝か

す 多 くの 賢 人，善 人が いた。や が て年 を経て

新 たな 月が昇 り， 心 の.命℃ る まま，理性 の告

げ る まま天 の真理 を民 に放 った。聖 オー ガス

チ ン， マ イ モニ デ ス， ジャ ンヌ ダル ク， トー

15



マ ス ・モア， ミケラ ンジ ェ ロ， ガ リレオ， そ

の他 大勢 の人 々が それ ぞ れ月 として借 り もの

の光 を 自分 自身 の光 の こ ど くに放 っ た。 しか

し永遠 の生命 に至 る狭 い道 を照 らす天 の光 は

そ こになか った 。

辺 りには， 地獄 の獣 が 身 を隠す 深 い闇 があ

った。 ル シフ ェルは 目を覚 ま してい た。 ニケ

アに おいて，また後 には ア タナ シウ ス(293-

373年)の ペ ンを借 り，ル シフェ ルは 天の まこ

との神 々 を卑 しめ，神 々 を全 宇宙 に満 ち る不

可 解 な霊 的実 体 と断 定す る信 条 を作 成 させ た。

ル シフ ェル は，コ ンス タンチ ン大 帝(280-337

年)に 勅令 を出 させ， 人々が 大教 会 と呼 ん だ

教 会 に異教 の帝 国 の教 え を取 り入 れ させ た 。

また，コルテ ス(メ キ シコの スペ イ ン人征 服者 ，

1485-1547年)の 剣 に よ り， 異教 徒 の手 に十

字架 を握 らせ ， 彼 らに キ リス ト教 徒 と 自称 さ

せ た。 さ らに， テ ッツェル(ド イ ツ人修 道僧 ，

1465-1519年)の 甘 言 に よ り， 罪 を金 で贈 う

免 罪符 を売 らせ た 。

スペ イ ンで， メキ シ コで， ペ ルー で， ル シ

フェル は宗 教裁 判 の悪 を繁茂 させ， 何 千何 万

の住 人 を異端者 として殺 害 した。既 成 の組 織

か ら外 れたユ グノーや そ の他 の反対 者 た ちは

大勢 謀殺 され た。 当時 の支 配宗 教 は， 恐怖 と

無知 と迷 信の 宗教 で あ り， 人 の 自由意 志 を無

視 した剣 に よ る強制 の宗教 で あ った。

長 く暗 い夜 で あ った。物 陰 には ジャ ッカル

が ，森 には狼 が， そこか しこに コ ヨー テ が い

て， ライ オンが ほ えて いた。 蛇の毒 牙 に かか

る者 も多か った。 ペ ス トが ヨー ロ ッパ をなめ

つ くし， 戦争 が各 地 に起 こった。 また， 道徳

と礼節 の支持 者 は数 少 なか った。 そ して， 夜

の恐怖 は底知 れず ， 夜は長 い。実 に 暗 い闇 で

あ った。

やが て空 がかす か に 白み始 め た。 カル ビン

や ツビ ング リー， ル ター ， ウエ ス レーが 来 て，

賢人， 善 人が 出た。 ひ ときわ輝 く明 けの 星 た

ちが そ こか しこの 国に生 まれ た。夜 の罪 と悪

にへ きえき した勇気 あ る人 々，識 見 あ る人 々

で ある。 これ らの偉 大 な人 々が大 衆 を縛 る鎖
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をたた き切 っ た。彼 らは善 を行 な い;同 胞 を

助 け るこ とを願 っ た。 ひ たす ら 自分 の持 つ最

善 の光 と知識 に従 って 。

ドイツ， フ ラ ンス， イ ギ リス， ス イス， そ

の他 各地 で， 過 去幾世 紀 もの 間支配 を続 け た

宗教 か らの離脱 が始 ま った6ほ のか な光 が 東

の 空 の闇 を貫 いて射 し始 めた 。

良心 の命 じる ま まに神 を礼 拝 で きる.ように，

多 くの人 々が 自由 を求 め てア メ リカに移 住 し

た。 そし て時 が来 て，御 父の 力に よ りひ とつ

の 国が で きた。「自由に の っ と り，万 人 みな平

等 に造 られ し を旨 と した」(ア ブ ラハ ム ・リン

カー ン， ゲテ ィス バー グ宣 言 よ り)国 家 であ

った 。 こ う してア メ'リカ合 衆 国が 誕生 した。

それ ほ ど遠 くな い 山のか な たの大 自然の 中で，

新 しい 日が産 ぶ声 をあげ て.いた。

地球 が ゆ っ くり と着 実 に定 め られ た進路 を

た ど り， 夜明 け を迎 え た。 そ して空 は ます ま

す 明 る くな った。 合衆 国 憲法 が信 教 の 自由 を

保 証 し， 心 を静め られ た人 々が公 平 な 目 をも

って 互 い を見 るよ うに な った。 そ して，聖 書

が 出版 され て 多 くの民 衆 に読 まれ る よ うに な

る と，闇 は消 え去 って光 が増 し， 福 音の 太陽

の昇 る時 刻が 間近 に迫 っ.た。

つ い に定め られ た時が 来 て，約 束 され た万

物 の回復 の 日が訪 れた 。無 限の知 恵 と慈 悲 と

善 を もって， 天 の主 は栄 光 のみ座 か ら， 時満

ちた る神 権 時代 を開 く務 め を予任 され た永遠

の霊 を遣 わ して下 さ った。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

が その 人 であ る。1805年12月23日 の こ とで あ.

る。 その時， 太 陽 は山 の頂 に さ しか か って い

た。.

1820年 春 の栄 えあ る 日， 言 い伝 えに よれ ば

4月6日 ， そ の太 陽が姿 を見せ た。 大 いな る

神 が右 手 に主 イエ ス を伴 い， 天 か らニ ュー ヨ

ー ク州 西部 の森 に 降 りて来 られた
。 そ して，

少年 ジ ョセブ を名指 しで呼 び， すべ て の教会

は 誤 って い るので どの教 会 に も加 わ っては な

らな い と命 じられ た。 彼 らの信 条 は こ とご と

く神 の 目よ り見て憎 むべ き もので あ る。信仰

を 口にす る人 々は み な腐敗 して， 口で は主 に



近づ くが心 は遠 く離 れ て， 人の 教 え を戒 め と

して教 え，神 を敬 うふ りを しな が ら， 神 の力

を否 定 して い る と教 え られ た。(ジ ョセ ブ ・ス

ミス2：19参 照)

その瞬 間か ら， 星 は光 を失 い， 月 は面 を隠

し， 照 り返 す わ ずか な光 に夜 の 暗闇 を貫 き通

す力.はなか った 。時 満 ちた る神権 時代 が ，天

上 の神か ら地 上 の人 間 に まさに 手渡 され よう

と して いた。

そ れか ら間 もな くして， 天使 たちが神 のみ

前 か ら降 りて 来て， 教 え を述べ ，神 権 の権 能

と権 威 を授 け，.聖な る使 徒職 に属 け る王 国の

もろ もろの鍵 を回復 した。 こ う して， この世

の 人間 に， この地 上 で結 ぶ こ とが天 で も永遠

に結 ばれ る結 び 固め の力 が与 え られ たの で あ

る。(教 義 と聖 約132：46参 照)

それか ら10年 を経 な い うちに ， モル モ ン経

が世 に 出 され，神 の 王 国 であ る教 会 が再 興 さ

れ て，啓 示 と予 言が 時代 の秩 序 を保 つ手段 と

なっ た。 そ してみ た まの賜， 古代 の しる し と

不思 議 と奇 跡が， 信仰 あつ い 人々 に注 がれ た。

示現 と異 言 と予 言が再 び 人 々 を益 す るよ うに

説 教 中 の マ ッコ ンキ ー長 老

な り，病 人が 癒 され， 足 の不 自由 な入 が 歩 き，

盲 人 の 目が開 き， 死 人が生 き返 った。 いに し

えの聖 徒 が経 験 した と同 じ経験 を末 日聖徒 も

す るよ うにな っ たの であ る。

順 次， 古代 の真理 が 回復 され ，次 々に古代

の儀 式が 明 らか に され た。や が て福 音が， 完

全 な る永 遠 の福 音が ， まさ し く人 を救 い， 昇

栄 させ る神 の力 が， 栄光 と美 と完全 さを もっ

て輝 き出 た。 暗 闇が 地 を覆 っ た 日に姿 を隠 し

た福 音 の太陽 が ，新 た な回復 の 日に再 び輝 き

昇 った ので あ る。

福 音の 光が 射 し，真 理 が全 地 に広 が るにつ

れて ，夜 の恐 怖 が消 え去 っ た。 そ して， 恐怖

と無知 と迷 信 の支 配 した場 所 を，今 や愛 と光

と純粋 な宗教 が 治め た。 恐れ は勇 気 とな り，

無 知 は知 恵 と代 わ り， 迷信 と伝 説 は天 の光 と

真 理 に とっ て代 わ った。

多 くの 時 を待 たず に，邪 悪 な狼 は遠ぼ えを

や め， 罪 の ジャ ッ カルは発 展す る王 国 をね ら

った うな り声 を静 め て，大 い な る福 千年 の時

代 が私 た ちに訪 れ るであ ろ う。

これぞ， 汝 の代， おお， シオ ンよ!「 起 き

よ， 光 を放 て 。 あな たの光 が臨 み， 主の栄 光

が あ なた の上 にの ぼ ったか ら。 ……

… …主 の栄光 が あ なた の上 にあ らわれ る
。

もろ もろの 国は， あな たの光 に来， もろ も

ろの王 は， の ぼ るあ なたの 輝 きに来 る。

暴 虐 は， もはや あ なたの 地 に聞か れず， 荒

廃 と滅亡 は， もはや あな たの境 の うちに 聞か

れず ， あ なた は その城壁 を 『救』 ととなえ，

その門 を 『誉 』 と となえ る。

… …主 は とこ しえに あ なたの光 とな り
， あ

な たの神 は あ なた の栄 え とな られ る。」(イ ザ

ヤ60：1-3，18-19)

「夜 あけ だ
， 朝 あけ だ， シ オンの旗 かか げ

よ。 明 る い夜 あけ だ。厳 か に あ まね く。朝 日

は昇 りゆ く。」(讃 美 歌189番)

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よって 申 し上 げ

る。 アー メン。
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「真理を

知るであ ろう」

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

「而 して
， 人も し彼 の 誠命 を 守 らず ん ば

完 さを受 くる こ とな し。彼 の誠 命 を守 る

人は真理 と光と を受 け， つい に真 理 によ

りて栄 光を得 て， すべ て の事物 を知 る。」

(教義 と聖約93：27-28)

今 軌 私たちは美し暗 楽を聴き・多くの
真理 を学 んだ 。 イエ スは御 自分 を信 じた

ユ ダヤ 人た ちに次 の ように 言わ れ た。「もしわ

た しの 言葉 の うちに とどま ってお るな ら， あ

なたが たは， ほ ん と うに わ た しの 弟子 なの で

ある。 また真 理 を知 るで あ ろ う。 そ して真 理

は， あなた がた に 自由 を得 させ るで あ ろ う。」

(ヨハ ネ8：31-32)

また， 主 の予言 者 スペ ンサ ー ・W・ キン ボ

ー ル大 管長 の メ ッセー ジ を聴 け た こ とも大 き

な祝 福 であ る。 キ ンボー ル大 管長 が語 る真 理

の言葉 を，私 た ちは み な心 に留め る必 要 が あ

る。

私 た ちの救 い 主 は， 裏切 り，死 ，復 活 と続

く一連 の 出来事 の起'こる少 し前 に， 非常 に神

聖 で厳 粛な一 時 を使徒 たち と過 ご し， 彼 らを

慰 め， その 後に 起 こ る出来事 の幾つ か を明 ら

かに された。 しか し， 使徒 たち はみ言 葉 の意
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味 を充分 には理 解 で きなか った。 主は使 徒 た

ちがや が て取 り残 され るこ と， つ ま り主 と別

れ るこ とをほ のめ か して か ら，世 の 簸 難 につ

いて語 られ た。 同時 に， 元気 を出 しな さい，

私 はす でに世 に勝 って い る と諭 され た。 それ

か ら，天 を仰 いで こ う言 わ れ た。「父 よ，時が

来 ま した。 あ なた の子 が あ な たの栄光 をあ ら

わす よ うに， 子 の栄 光 をあ らわ して下 さ.い。

あ なた は， 子 に賜 わ ったすべ ての者 に， 永遠

の 命 を授 け させ るため， 万 民 を支 配 す る権威

を子に お与 えにな っ たの ですか ら。

永遠 の命 とは， 唯一 の， まこ との神 でい ま

す あ なた と， また， あな たがっ か わ された イ

エ ス ・キ リス トとを知 るこ とであ ります 。

わ た しは， わ た しに させ るため にお授 け に

な ったわ ざをな し遂 げて， 地上 で あな たの栄

光 をあ らわ しま した。

父 よ，世 が 造 られ る前 に， わた しが み そば

で持 って い た栄光 で， 今 み前 に わた し を輝 か

せ て下 さい。

わた しは， あ な たが 世か ら選 ん で わた しに

賜 わっ た人 々に， み名 をあ らわ しま した。 彼

らは あ なた の もの であ りま したが ， わた しに

下 さい ま した。 そ して， 彼 らは あ なたの言 葉

を守 りましたσ ……

なぜ な ら， わ た しは あな たか らいただ い た

言葉 を彼 らに与 え， そ して 彼 らは それ を受 け ，

わ た しが あ なた か ら出 た もので あ るこ とをほ

ん とうに知 り， また， あな たが わ た しをつ か

わ され た こ とを信 じるに至 ったか らです 。……

聖 な る父 よ， わ た しに賜 わ った御名 に よっ

て 彼 ら を守 って下 さい 。そ れは わ た したちが

一 つで あ るよ うに
， 彼 らも一 つ に なる ため で

あ ります 。」(ヨ ハ ネ17：1-6，8，11)

この 言葉 の 中に， 人類 に祝 福 を もた らす最

も大 いな る真理 が 幾つ かあ る。世 界 が創 造 さ

れ る前 に イエ スが御 父 と共 にお られた こ と，

イエ スが御 父か ら特 別 な使 命 を与 え られて こ

の 地上へ 遣 わ され た こ と， 十字架 上 で の死 と

復 活 に関連 して起 こ るはず の 出来事 が イエ ス

にす でに示 されて い た こ と，主 の み業 を手伝



う使 徒 た ちが神 よ り召 された こ と，彼 らは御

子 を通 して御 父か ら下 された み言葉 を受 け入

れ ，信 じた こ と， そ.して使徒 た ちに こ うあ る

よ うに と祈 られ た通 り，御 父 と御子 が別 個 の

御 方 で あ りなが ら， 目的 にお いて は ひ とつ で

あ るこ とが，実 に 明瞭 に分 か る。

イエ スは御 父 に対す るこの 嘆願 の 中 で，永

遠 の生 命 とは何か を定義 された 。「永遠 の命 と

は，唯 一 の， まこ との神 で い ます あな た と，

また， あな たがつ か わ され た イエ ス ・キ リス

トとを知 るこ とであ ります。」(ヨ ハ ネ1713)

また別 の時 に，こ う も言 って お られ る。「見 よ，

これ わが 業 に して わが 栄光 ， す な わち 人に不

死 不 滅 と永遠 の生 命 とを もた らす な り。」(モ

ー セ1：39)

これ らの真 理 を理解 し，受 け 入 れ るこ とが

大切 な のは なぜ で あろ うか。

これ な しでは， 昇栄 す な わ ち永遠 の生 命 に

あず か るこ とが で きな いか らであ る。 す なわ

ち， 私 た ちは生 活 の霊 的な面 を優 先 しなけ れ

ば な らない の であ る。

イエ スは信 仰 を保 ち， 御 父 に栄 光 を帰 し，

求 め られ る こ とをすべ て果 た され た。 これ が，

私 は世 に勝 ってい る と言 われ た イエス のみ 言

葉 の意 味す る ところで あ る。 こ う して イエ ス

は死の縄 目 を解 き， 御 父 と共 に不死 不 滅 と永

遠 の生 命 にあ ずか る用 意 を された の であ る。

これは万 人 に対す る約 束 で あ る。 ヨハ ネに

よ る福 音書 に は次 の よ うに記 され て い る。'

「イエ スは 自分 を信 じたユ ダヤ 人 た ちに言

われ た，『もしわ たしの 言葉 の うちに と どまっ

てお るな ら， あ なたが た は， ほ ん と うに わた

しの弟 子 なの で あ る。

また真理 を知 るで あ ろ う。 そ して真 理 は，

あ なたが た に 自由 を得 させ るで あろう』。」(ヨ

ハ ネ8：31-32)

自由は真 理 を基 盤 として いる。 信 念が 幾分

か で も誤 っ てい た ら， そこ に完全 な 自由 は な

い。誤 った鎖 が心 を縛 るか らで あ る。 その よ

うなわけ で， あ らゆ る源か らで き る限 り多 く

の真理 を学ぶ こ とが非 常 に大切 に なって くる。

と りわ け私 た ちは聖典 を研 究す る必要 が ある。

な.ぜな ら， そ の中 に，私 た ちが受 け入れ，従

い さ えすれ ば， 永遠 の生 命 を得 るこ との で き

る言葉 が あ るか らで あ る。

聖 典 は神 と御 子 イエ ス ・キ りス トが それぞ

れ別 個 の実 在 の御 方 であ る こ とを証 明 してい

る。神 を信 じるた めに は，神 の属性 を理解 す

るこ とが必 要 であ る。 そ して， 神 を信ず る信

仰 は， まこ との原 則に 立脚 してい なけ ればな

らな.い。誤 った前提 の上 にあ る信仰 は，私 た

ちに とって何 ら益 とは な らないの であ る。 そ

の 一例 を挙 げる と， ア メ リカの初期 の移 住者

たちの 中 には ， これ を まけ ば 火薬 の実が な る

と言 って イ ンデ ィア ンに火 薬 を渡 した者 た ち

が い た。 イ ンデ ィア ンは素 直 に それ を信 じて

火 薬 を まい たが， 当然 その苦 労は 実 を結 ば な

か った。 その 信仰 が偽 りを基 に してい たか ら

であ る。

私 た ちは学 び， 祈 り，知 恵 を求 め，互 い に

教 え合 うよ うに勧 め られて い る。 教義 と聖約

には， 次 の よ うに書か れて いる。

「また わ れ汝 らに一 つ の誠 命 を与 う。す な

わ ち汝 ら互 いに こ の王 国の教 義 を教 ゆべ し。

汝 ら熱 心 に教 え よ， さ らばわ が恩 恵は，汝

らに伴 い， か くして汝 らの理 解す る必要 あ る

理 論 と原理 と，教 義 と福 音 の律法 と， 神の王

国 に就 け るすべ て の事 は更 に完全 に教 えらる。

これ， 汝 らが わが 汝 らを召 した る天 職 と，

わが 汝 らに 委任 した る使 命 とを全 力 を尽 して

遂 行 す るため に， われ再 び 汝 ら を遣 わす 時 に

汝 らすべ て の事 に 用意 あ らんた め な り。

見 よ， わ れ は民 に証 し民 を警 め んため汝 ら

を遣 わせ り。 され ば， その 警め を受 け しこ と

あるすべ ての 人は その 隣 人 を警 む る責 任 あ り。

故 に 人 々言逃 れ あ る こ とな し。 罪は 人々 自

らの頭 の上 に あ り。

われ を求 む る こ と早 き者 は， わ れ を見出 し

て棄 て らる るこ となか らん。 ……

汝 らの束 縛 を解 きた る 自由 を守 り， 罪に陥

るこ とな く して主 の来 るま でその 手 を清浄 に
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な し置 くべ し。」(教 義 と聖 約88：77-78，80

-83 ，66)

私 た ちは従 順 に な るため に教 え を理 解 しな

ければ な らず， ま た 自由 を得 るため に従順 に

な らなけれ ば な らない。 これは神 の律 法 につ

いて も国の法 律 につ い て も言 える。私 た ちは

自由 とい うもの を， 外部 か らの抑 制や 強制 が

な く， 他 人の意志 に従属せ ず， 自分 や他 人 に

招 く結 果 な どお か まい な しに妊 き勝 手 な こ と

がで きる選 択権 の あ る状 態 と考 えが ちであ る。

しか しブ リガム ・ヤ ングは次 の よ うに述べ

て いる。

「私 たちの 中に
， 神 が厳 し く従順 を要 求 し

てお られ るとい っこ と を認 め な.い人は い ない。

しか しその よ っに従順 で あ るこ とに よって ，

私 た ちは奴隷 となるの で あ ろ うか 。否 。 これ

こそ， 私 た ちが 自由 を得 るため の この世 でた

だ ひ とつ の道 で ある。 も しも他 の 道 を取 るな

らば，私 た ちは 自分の欲 情 ， よこ しま な欲 情

の奴 隷 とな って… …悪 魔の 手下 とな るで あ ろ

う。」(ノo%吻 α1(ゾ1)露60π鴬θs「説 教 集 」18：

246)

私 た ち を導 き，祝 福 す る ため に与 え られ た

イエ ス ・キ リス トの教 えの 中に， 十戒 ， 山上

の垂 訓， 入福 の教 えが あ る。 そ して実 に興 味

深 い こ とで あ るが ， 国法 の ほ とん どは この倫

理規 範 か ら成 ってい る。神 の律 法 は真 理 に の

っ とってい て不 変 で あ り， 人が手 を加 える余

地 は ない。 そ して，私 たち は従 順 の度 合 に応

じて祝福 や 罰 を受 け るの で あ る。

自然 界に は，.逆らえば病 気や 不 慮 の死 を招

く不 変 の法 則が あ る。 また私 た ちは， 法 則 と

して認 め られ る真 理 を応 用 して， 省 力 を図 る

設備 や 高速化 され た快 適 な交 通手 段， イ ンス

タン ト食 品，繊 維や建 材 等 の合 成物 質 を利 用

で きる ように なった 。 また， 時 間や労 働 力が

節減 され る ように な った。 そ こで私 た ちは，

神の 恵み に対す る感 謝 の表現 として， こ う し

て得 た余暇や 余 力 を神 のみ業 の ため に用 い る

ようにすべ きであ る。

聖典 は， あ らゆ る真理 が キ リズ トの光 を通
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して明 らか に され ると教 えている。「この光 は，

神 の前 よ りさ し出で て広大 なる宇 宙 に満 ち充

て り。

す なわ ち， こ の光 はすべ ての もの の中 に在

る光 な り。 こはす べ て の ものに生 命 を与 え，

而 もす べ て のもの を支 配 する律法 にして… …」

(教義i.と聖 糸勺88：12-13)

この よ うに， ア イザ ッ ク ・ニ ュー トン卿 や

トー マ ス ・エ ジソ ン， ア ルバ ー ト ・ア イン シ

ュ タイ ン とい う人々 の発 見 した真 理 は，事 実

キ リス トの光 を通 して彼 らに明 らか に され た

ので あ る。 その 明 らか に された真 理 は， 人類

を無知 の奴隷 の境 遇 か ら解放 す るの に貢献 し，

宇宙 に対 す る理解 の眼 を開 かせ て くれ た。.こ

れ と同様 に， 人 と神 との関係 や， イ エ ス ・キ

リス トの使命 に 関す る真 理 が，聖 霊 の力 によ

っ て明 らか に され てい る。

父 な る神 が感 情， 感覚 ，体 を持 ちた も う御

方 であ り， イエ ス ・キ リス トが 肉 にお け る神

の独 り子 で あ って， 人 間の特 性 を具 え て民 の

間 で生 活 され た とい うこ とは， 人生 に 目的 を

与 え る と共 に， 信 じる人々 を人類誕 生 に まつ

わ る謎 か ら解放 す る真理 であ る。

救 い主の瞭 罪 と復 活 につ い ての真 理 を理解

す る人 々は， 人 間 の究極 の行 く末 につ いて の

疑 念 を解 消 す る こ とが で き る。 また，真 理 に

従 う時 に， 永遠 の進 歩 を続 け， 永遠 の 生命 と

い う栄 え あ る祝 福 に あずか るこ とが で きる と

い うこ とを知る の で ある。

私 たち の教会 の会 貝 であ り， 著名 な科 学 者

の ひ とりであ るヘ ン リー ・ア イ リン グ博 士 は，

次 の よう に語 って い る。

「私 は この世 界の神 秘 の解 明に努 め れば 努

め る ほ ど，世 を治 め てお られ る唯一 の御 方 の

実 在， す な わち神 の実 在 をます ます身 近 に感

じる よ うにな って きた。私 たちは祈 りと聖 霊

の証 に よって， また この宇 宙 の調和 と驚異 を

ほか に ど う説 明す るこ と もで きない ため， あ

るい は昔救 い主が 言 われ た よ うに 試 してみ れ

ば分 か る とい う実 際 の体験 に よって， こ の こ

とを理 解す る こ とが で き るので あ る。



私 は 『ア イ リン グ博 士， あな たは科 学 者 と

して 啓示 に よっ て導か れ る と言 う宗教 を どの

ように受 け 入れ てい ます か』 と よ く尋 ね られ

る。 そ の答 えは簡 単 で あ る。福 音 は私 たち に

真 理 のみ を追 求 させ るか らであ る。科 学 に用

い る試験 法が 宗教 に も当て は まる。 それ が有

益 か ど うか試 してみ る とよい。宇 宙 を治め ，そ

の運行 に も関与 な さる神 が お られ る とい う概

念は ，神 が世 界最 大 の驚 異 であ る人間 に関心

を抱 い てお られ る との推 論 な しに は，私 に は

とて も理 解 で きな い こ とで あ る。神 が 人類 に

関心 を持 ってお られ る とす れば 、 人間 の進 歩

と幸福 のた めに 計画 を与 えて下 さるの は 自然

で あ る。 その計 画が イエス ・キ リス トの福 音

で あ る。… …

科 学 者に とって重要 な こ とは ，真 理 が あ る

が ゆ えに その真 理 を追求 す る とい うこ とであ

る。科 学 では あ る事 実 が存 在す る。 そ してそ

の存 在 は 人の意 思 に左 右 され な いの であ る。

もし も追求 方法 が誤 って いれ ば，何 を もって

して も成功せ ず， また，正 しけれ ば必 ず成 功

す るので あ る。

そ れは， 福音 に して も同 じで あ る。」(ヘ ン

リー ・ア イ リン グ η昭 丑Z∫漉 げ αS6飽 η傭'

「科 学 者 の信仰 」pp .103，105)

永遠 の 父 な る神 は あ らゆ る真 理 に通 じてお

られ， 真理 にか なっ て働か れ る とい うこ とか

ら，神 が きの う も， きょ うも， 永 遠 に同 じで

あ る とい う説 明が つ く。神 の行 なわ れ る こと

はすべ て， 宇 宙 の不変 の真 理 に調 和 して い る。

また， 同 じ属 性 が ，「め ぐみ とまこ と とに 満

ち」(ヨ ハ ネ1：14)た 神 の御 子 イ エス ・キ リ

ス トに も見 られ る。

神 と人間 の大 きな相 違 の ひ とつ は， 真 理 の

知 識 の深 さにある。 神 はその知 識 が深 いが ゆえ

に，御 自身 の意 の ま まにも.うもろの世 界 を創造

し，宇 宙 を治 め る こ とが お で きになるので ある。

私 たちは，「人が 現在 あるが ご とくに神 もか

つ て あ り，神 が現 在 あ るが ご とくに人 もな り

得 るの で あ る」(ロ レ ン ゾ ・ス ノー ，1號漉 処

4αッP"卿 θお 助 θ盈 「末 日の予 言者 は語 る」

ダニエ ル ・H・ ラ ドロ ウ編p.72)と い う言葉

を信 じて い る。 そ のた めに も， 人は 生涯 自分

の英 知 を増 し， で きる限 り多 くの真理 を学 ぶ

よ うに努 め る必 要 が ある。 イエ ス ・キ リス ト

の福 音 は， そ れが どこで見 いだ され よう と，

すべ ての真 理 を包 含 して い る。 したが って，

知 識 と真理 を得 た人は ， それ を隣 人に教 え る

こ とが 大切 で あ る。

特 に，親 に は，子 供 を教 える責任 が あ る。

子供 に善悪 の違 い を教 えな さい。子供 を好 き

勝 手 に させ て お けば， 悪 い こ とだ け を学 ぶか

もしれな い。子 供 に は， 自分 の選択 の結 果 に

つ い て， す なわ ちあ る もの には祝福 ， あ る も

のに は罰 が伴 う理 由 を教 え，導 き を与 え る必

要 が あ る。

自分 が 自分 の将 来 の設 計者 で あ るこ とを忘

れな い よ うに し よう。私 た ちの行動 の結果 に

対 す る責任 は神 には な い。神 は， 私 たち に真

理 の御 言葉 と， 従 うべ き規 範 と，学 び， 行 な

い，進 歩 す る機会 を与 えて下 さる。私 は この

こ とにつ い て故 デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管

長 の 語 った 言葉 が好 きであ る。

「私 は神 が愛 で あ るこ とを信 じて い る。神

は私 た ちの御 父 で あ り， 子供 たちが幸 福 と永

遠の 生命 を得 る よ うに と願 って お られ るこ と

を信 じて い る。 … …神 は 人 を地 上 に置 き… …

『自ら 自由意志 を使 うこ と』 を許 され た
。(教

義 と聖約29：35参 照)人 は正 義 を選 ぶ ことも，

悪 を選 ぶ こ と もで きる。暗 闇 を歩 くこ とも，

光 の 中 を歩 くこ と もで きる。 しか し，覚 えて

お い てい ただ きたい のは， 神 は子供 た ち を光

の な い ままに放 って はおか れ ない とい うこと

であ る。神 は， 各神 権 時代 の 民に， つ まずか

ず に歩 む こ との で きる福音 ，平 和 と幸福 が得

られ る福 音の光 を，慈 愛 に富 ん だ御 父 として

恵ん で下 さった。 とは いえ，主 は人々か ら自

由意志 を取 り上 げて はお られ な い。

神 は… …放蕩 な子供 たちが 自らの愚行 や 罪

替 に よって招 い た結果 を現在 悲 しん でお られ

る。しか し，『息子 よ，こ こに2本 の道 が ある。

右 へ行 く道 と左へ 行 く道 だ。 左 の道 を取 れ ば
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悲惨 と不 幸 に至 り， 恐 ら くは死 が待 っ て いる。

右 の道 を取 れば 成功 と幸福 が 得 られ る。 しか

しどち らを選 ぶ か はお前 の 自由 だ。 選 ん で よ

ろ しい。私 は どち ら とも強制 は しない。』この

よ うに言 う父親 を責 め られ な いの と同 じよ う

に，私 た ちは決 して御 父 を責 め るこ とは で き

な い。

若 者は 歩 き始 め る。 そ して， 左へ 行 く道 の

魅 力に誘 われ て， それ が幸福 へ の近 道 だ と考

え， 左 の道へ行 こ うと決め た。 父親 は 息子 が

ど うな るか を知 ってい る。 花 の咲 き乱 れ る場

所か ら遠 くない所 にぬ か るみ が あ って， 息子

が そ こに足 を踏み 込む だ う っ とい っこ とを。

また，悪 戦苦 闘 して そ こか らは い出 て も， ま

た別 の どう沼 には まるだ ろ うとい うこ と も分

か って い る。 …… 父親 は 息子 が そ うな るず っ

と前か らそ れ を知 って いた.ので， 警告 で きた

ので ある。父親 は なお変 わ らず に息子 を愛 し，

警 告 を続 け，正 しい道 へ戻 るように 呼 びかける。

そ の父親 と同 じよ うに ，神 も過 去 の予 言者

た ちを通 じて，御 自分 の 民 の 多 くが個 人 と し

て も国民 として も， 悲惨 と死 に至 る道 を選ぶ

であ ろ う とい うこ とを世 の 人々 に明 らか に し，

予 言 され た。 しか し責 任 は神 に で はな く，神

のみ言 葉に 耳 を傾 け よ うと しなか った 人々 に

あ るので あ る。」(レ ウ ェ リン ・マ ッケ イ7伽 θ

'o漉 θ勲 励 「信仰 に忠 実 に」pp.86787)

しか し， 限 りな い愛 と慈 悲 に富 んで お られ

る神 は，正 しい選 択 をせ ず に真理 の道か らは

ず れて いる人 々の ため に，悔 い改め とい う栄

えあ る原則 に よ って救 う準備 を してお られ る。

悔 い改め とは， 過 ち を認め ，後 悔 し， その過

ちを克服 しよ うと決 心 す る こ とで あ る。主 は

次 の よ うに言 われ た。

「人罪 を悔 い改 め しや 否や は
， 見 よ，彼 は

自 らこれ を告 白 しその 罪 を捨 つべ けれ ば， そ

の悔 い改 め たる こ とは これ に よ りて知 るを得

べ し。」(教 義 と聖 約58：43)

時の初 めか ら，神 は 子供 た ちに 愛 と関心 を.

抱 いて お られ るが ゆ えに， 真理 と光の 敵， す

なわ ち手 下 を率 いて 人類 を滅 ぼ し，子 供 た ち
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を救 う神 の計 画 を転覆 させ よう と図 るサ タン

の誘惑 に対 して警 告 を発 して こ られ た。 モ ル

モ ン経 の 予言 者 が主 のみ た まに促 されて 民 に

告 げた次 の 言葉 は， 現代 に もよ く当て は まる。
わざわい

「ま こ とに この 民 は禍 であ る
。 なぜ な らば今

あ なた た ちは昔 の 人の ように予 言者 た ち を迫
あざけ

い 出 し， これ を嘲 り笑 い， こ れに石 を うちつ

け， これ を.殺し， また これ に あ らゆ る悪 い事

を して い る。

罪深 い よ こ しまな時代 の 人 々 よ■。強情 で か

た くな な民 よ。主 が いつ まで赦 してお きた も

う と思 って い るの か。 あ なた た ちはいつ まで

甘 ん じて愚 な盲 目の案 内者 に導 か れて い るの

か 。あ な たた ちは いつ まで光 よ りも暗や み の

方 を好 ん で選 ぶの か。」(ヒ ラマ ン13：24，29)

しか し一 方 で， 次の よ うな約 束 もあ る。

「しか し， あ なた た ちが 悔 い改 め て 自分 の

神 で あ る主 に 立 ち帰 る な らば， 主 は わが怒 り

を解 こ う と仰せ にな って い る。 また主 は仰せ

にな る 『悔 い改め て われ に立 ち帰 る者 は さ い

わい な り。され ど悔 い改 め ざ る者 は禍 な り。』」

(ヒ ラマ ン13：11)

私 た ち全 貝 が知 恵 と真理 を追 い求め ，神 の

王 国 を受 け継 い で，約 束 された祝 福 を享受 す

る こ とが で き るよ うに願 う次 第 で ある。 主 は

次の ように言 ってお られ る。

「真 理 の 『み た ま』 神 よ り出 ず
。 われ は真

理 の 『み た ま』 な り。 ヨハ ネわ れ に就 き記録

を為 して言 え り。彼 は完 き真 理 を受 け た り。

す なわ ち， 完 全 に あ らゆ る真 理 を受 け た り。

而 して， 人 も し彼 の誠 命 を.守らず ん ば完 き

を受 くる こ とな し。

彼 の誠 命 を守 る人は真 理 と光 とを受 け，つ

い に真理 に よ りて栄 光 を得 て， すべ て の事 物

を知 る。」(教 義 と聖 約93：26-28)

私 た ち全 員が神 を 自分 の御 父 と して， また

御子 イ エス ・キ リス トを救 い主 と して受 け 入

れ， 主 の戒 め を守 って， 私 た ち を自由 に し永

遠 の生命 に 導 く真理 を常 に 求め 続 け る ように，

イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ りへ り くだ って

祈 る もので あ る。 アー メン。



1977年 度統 計報告

大管長会書記

フラ ン シス ・M・ ギボ ンズ

大 管 長会 は・1977年12月31日 現 在 の教会 員
に関す る統 計 記録 を以 下 の よ うに発表 し

ま した。

教 会ユ ニッ ト

ステー キ部 数 885

157

大祭 司129，000

1977年 度 内に，45，000人 の神権 者が 増 えた

こ とに な る。

専任 宣教 師25，300

伝道部数

ワー ド部数

ステ ー キ部 内の独 立支 部数

伝 道部 内の支部 数

1977年 度 内に，541の ワー ド部 と支 部 が増

加 した こ とにな る。

ワー ド部 または支 部 のあ る国54ヵ 国

教会員数

教会員総数

5，917

1，549

1，694

3，966，000

昨年 度 の増加 率 を考 える と， 現 時点 で は，

400万 人 を超 えて い る と思 わ れ る。

1977年 度 内の会 員 数の 増加

幼児の祝福数

子 供 のバ プ テスマ数

改宗者 のバ プテ スマ数

95，000

62，000

一 般 統 計

出 生 率(1，000人 当 り)

結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡 率(1，000人 当 り)

167，939

31.66

13.25

神権者

執事

教 師

祭 司

長 老 ，

4.14

七十人

142，000

112，000

201，000

338，000

28，000

福 祉 活動

現金 または 日用 品 の援助 を受 け た人 …99，600

末 日聖徒 社会 福祉 機 関 の

援 助 を受 け た人15，000

有給 の職 業 に就 い た人16，000

労働 奉仕 日数累 計427，000

倉庫 か らの支 給 日用 品(キ ログラム)8，051，000

系 図

神 殿 儀 式 の ため に 処 理 した名 前 の 数3，374，000

年 度 内 に36ヵ 国 に お い て ， マ イ ク ロ フ ィル

ム に 収 録 し た 系 図 記 録 は ，100フ ィー トの ロ

ー ル で949
，000巻 に の ぼ る。 こ れ は300ペ ー ジ

の 本 で4，517，000冊 分 に 相 当 す る。

神 殿

年度 内 に執行 され たエ ン ダウ メ ン ト数 ：

生者

死者

47，037

儀 式 を行 な って い る神 殿

建 築 中，

3，555，118

または計画中の神殿

14

改築工事中の神殿

6

2

儀 式 を行 な って い る神 殿 は昨年 度 よ りも2

つ少 な いが， エ ンダ ウメ ン ト数 は，180，362

増加 してい る。

教 会 の 学 校

1976-77年 ， 在 籍 者 数 ：

セ ミナ リー ， イ ン ス テ ィテ ユ ー ト

(特 別 プ ロ グ ラム を 含 む)… … ・…288，000
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教 会 の学校， 大学 74，000

死 亡者

七十 人 第一定 貝会会 員 ア ルマ ・ソニ長 老，

十 二使徒 評 議貝会 会 員 リグラ ン ド ・リチ ャー

ズ長老 夫 人ア イナ ・J・ ア シュ トン ・リチ ャ

ー ズ姉 妹， 大祝福 師エ ル ドレッ ド ・G・ ス ミ

ス長 老夫 人 ジャ ン ・N・ ス ミス姉 妹 ， テ キサ

ス ・エル パ ソステー キ部 ジ ョン ・ハ ロル ド ・

マ リン 部 長 ， サ モ ア ・ア ピ ア ス テ ー キ 部 オ リ

ー ・ リチ 寿 一 ド ・ク リチ トン 部 長
， 著 述 家 ・

教 育 家 シ ドニ ー ・B・ ス ペ リー 博 士 ， ロサ ン

ゼ ル ス ， ロ ン ドン ， ス イ ス ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド神 殿 設 計 者 エ ドワー ド ・オ リバ ー ・ア ン ダ

ー ソ ン
， 元 連 邦 準 備 会 議 議 長 マ リナ ー ・S・

エ ッ ク ル ス 氏 ， 作 曲 家 ・教 育 家 ・教 会 シ ン ギ

ン グ ・マ ザ ー 活 動 デ ィ レ ク タ ー の フ ロ ー レ ン

ス ・J・ マ ドセ ン 博 士 。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会大管長会への

教会財務委員会報告

委 員 長

ウ イ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ドリ ング

私 た ちは・1977年12月31日 現 在 の教会 の年
次財政 報告 書， な らび に年 間 の業務 状 況

を検査 致 しま した。 当委貝 会 は，教 会 の 中央

基金 お よび その他 関連 組織 の基 金， 教 会財務

部 の保 持す る報 告 書等 ，す べ ての財 政 報告 書

と運 用状 況 を検 査致 し ま した 。 また， 予算 編

成， 会計， 監査 の諸 手 続 き， な らびに 基金 の

受領 方法 と支 払 いの処理 方 法 につ いて も調 べ

ま した 。その 結果， 教 会 の 中央基 金の 支 出が

大管 長会 の承 認 の下 に，予 算 手続 きを踏 んで

行 なわ れて い る と判断 致 します 。予算 編 成 は，

大 管長会 な らび に十二 使徒 評 議員 会， 管 理監

督 会 よ り構 成 され た什 分 の一 配分 評議 会 で承

認 され て い ます。 そ して， 支 出承 認委 員 会が

毎 週開 かれ る会合 にお いて， そ の予算 の下 で

基 金の 支 出 を管理 運営 して い ます 。

現在， 教会 の急 速 な発展 に立 ち遅れ るこ と

のな い よう， 財務 部や その他 の部 門 に最：新 の

会 計技術 と設備 を導 入 して， 資料 の処 理 を的

確 に行 な ってい ます。 また財務 部 と法 務部 は ，

連 邦政 府 な らび に州政 府， 諸 外 国の政 府 に よ

る課税 問題 を共 同 で適 切 に処 理 して い ます 。

監査部 は， 他 の あ らゆる部 門か ら独 立 して

お り，教 会 の全部 門お よび その他 関連 組織 の

運 営 と財 政 の監査 ， な らび に財務 部 の保持 す

る報告 書 の監 査 を定期 的に実 施 してい ます。

また これに は，伝 道部 ，財 務 セ ンター ，諸 外

国 にお け る各部 門 の活動 の監 査 も含 まれ て い

ます 。 さ らに監査 部 は，教 会 が 利用 してい る

コン ピュー ター システ ムの 監査 も実施 して い

ます 。教 会 の発 展 と活動 の拡 大 に伴 って， 教

会 の資産 を保 護 す る運営 規模 も大 き くな って

い ます。 ワー ド部 とス テー キ部 の基 金 の監査

は， ス テー キ部 監査 員 に割 り当て られ てい ま

す 。 また，教 会 が所 有 あ るいは 管理 して いる

法 人組織 の事 業 につ い ては ，財務 部 は その報

告 書 を保 管 しな い ので， 公認 の会 計検 査 貝が

監査 を行 な ってい ます 。

当委 貝会 は， 年 次財政 報告 書 ， その他 の会

計 資料， な らびに財 政 業務 の管理 の基 とな る

会計 お よび 監査 方法 を検 討 し， さらに財 務部 ，

監査 部， 法務 部 の職 貝 と会合 を持 って調 べ ま

した。 その 結果 ，1977年 度 の教 会 中央基 金 の

収支 は 適切 に会 計処 理 され て い ま した 。

教 会財 務委 貝 会

ウ イル フォー ド ・G・ エ ドリン グ

ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ ト

ウ ェス トン ・E・ ハ ミル トン

デ ビ ッ ド ・M・ ケネ デ ィー

ウ ォー レ ン ・E・ ビュー
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教会役員の支持

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

前 回の大会で 教会役員の支持に反対の挙
手 を した方 が ひ と りい らっ しゃ い ま した。

そ の こ とに 関連 して誤解 が あ った ようです。

あ る方か ら， その時 の私 の 彼 に対す る態 度 が

非常 に素 っ気 無 か った と言 われ ま した。 した

が い ま して， 役 貝 の支持 に 反対 の挙 手が あっ

た場 合， どの よ うにす るか につ い て説 明 した

い と思 い ます。 私 た ちは その方 々 に， ひ とり

の教 会幹 部 の とこ ろへ行 って， ど うして支持

で きない のか， そ の理 由 を説 明 して いた だ き

ます。そ して，必要 で あれ ば手 続 き を取 ります。

私 たち は予 言 者， 聖 見者， 啓 示 を受 け る者 ，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の大 管長 とし

て スペ ンサ ー ・W・ キン ボール を支 持 して下

さる よ う提議 致 し ます 。 この提 議 に賛成 の方

は その 意 を表 わ して下 さ い。 もし反 対 の方 が

あ れば， 同 じよ うに その意 を表 わ して下 さい。

大 管長 会 第一 副管 長 と してナ サ ン ・エル ド

ン ・タナー を， 第二 副管 長 と してマ リオ ン ・

G・ ロムニ ー を支持 して下 さる よ う提議 致 し

ます 。賛 成 の方 は その意 を表 わ して下 さい。

も し反対 の方が あ れば， 同 じよ うに その意 を

表 わ して下 さい。

私 たち は十二 使徒 評議 員 会会 長 としてエ ズ

ラ ・タフ ト ・ベ ン ソン を支持 して下 さ るよ う

提議 致 します。 賛成 の 方 はそ の意 を表 わ して

下 さい。 もし反対 の方 が あれ ば， 同 じ よ うに

その意 を表 わ して下 さい。

私 たち は十二 使徒 評議 貝 会会 員 として， エ

ズラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン， マ ー ク ・E・ ピー

ター セ ン， デ ルバ ー ト ・L・ ス テイ プ レー ，

リグラ ン ド ・リチ ャー ズ， ハ ワー ド ・W・ ハ

ン ター ， ゴー ドン ・B・ ヒン クレー， トーマ

ス ・・S・ モ ン ソン， ボイ ド ・K・ パ ッ カー ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シュ トン， ブル ー ス ・R・

マ ッ コ ン キ ー ，L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド・

B・ ヘ イ トを 支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て下 さ い 。 も

し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表

わ し て 下 さ い 。

教 会 の 大 祝 福 師 と し て エ ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を 支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 反 対 の

方 が あ れ ば ， そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 ， 十 二 使 徒 ， 大 祝 福 師 を予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 貝 と し て
， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ， ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト，J・

トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・ セ オ ドア ・タ

トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ

ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポー ル ・H・ ダ ン を支 持

し て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て下 さい 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して 以 下

の 人 々 を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

ス タ ー リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ

イ ラ ー ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， バ ー ナ ー.

ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ ェー ム ズ ・A・

カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン， ウ ィ リ

ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョ ン ・H・ バ ン デ ン

バ ー グ， ロバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン ，0・ レ

ス リー ・ス トー ン， ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト ・

バ ン ガ ー タ ー ， ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア

ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ

ン，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ， ハ ー トマ ン ・
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レ ク ター ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン，

レ ッ クス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ

ク， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ ・P・

リー ， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ

ル ・バ ラー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロ

ー バ ー グ
， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・

J・ フ ェザ ー ス トー ン， デ ィー ン ・L・ ラー

セ ン， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロ バ ー ト ・

E・ ウ エ ル ズ ，G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ

ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア
， リチ ャ ー ド ・◎ ・ス

コ ッ ト， ヒュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ

ィ オ ・ブ ッ シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・

ポ ー ル マ ン， デ リ ッ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ロ

バ ー ト ・L・ バ ッ クマ ン ， レ ッ ク ス ・C・ リ

ー ブ 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と して ビ ク ター ・L・

ブ ラ ウ ン を ， 第一 副 監 督 と し てH・ バ ー ク ・

ピー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し てJ・ リチ

ャー ド ・ク ラー グ.を支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

地 区 代 表 と して ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 し て下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と し て バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミス を， 第 一 副 会 長 と して ジ ャナ

ス ・ラ ッセ ル ・キ ャ ノ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て

マ リア ン ・リチ ャ ー ド・ボ イヤ ー を， そ の 他 管

理 会 員 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ラ.ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を， 第一 副 会 長 と して ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・ オ ズ ワ ル ド を， そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ニ ー ル ・D・ シ ェ イ

ラ ー を ， 第一 副 会 長 と して グ ラハ ム ・W・ ド

ク シー を， 第 二 副 会 長 と し て ク イ ン ・G・ マ

ッケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支
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持 して 下 さ る よ う に 。

若 い 女 性 ， 会 長 と し て ル ー ス ・ハ ー デ ィー ・

フ ァ ン ク を， 第 一 副 会 長 と して ホ ー テ ン ス ・

H・ チ ャ イ ル ド を， 第 二 副 会 長 と.して ア ー デ

ス ・G・ カ ップ を， そ の 他 管 理 会 負 を現 状 の

ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

初 等 協 会 ， 会 長 と，し て ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第 一 副 会 長 と し

て コ ー リ ン ・ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン.を， 第 二

副 会 長 と し て ドロ シ ア ・ル ー ・ク、リス チ ャ ン

セ ン ・マ ー ドッ ク を， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状

の ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と して ス ペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ サ ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ， ニ ー ル ・A.・・マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ビ

ク ター ・L・ ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を支 持 し て 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ し て 下 さ い。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と して ウ イ ル フ ォ ー

ド ・G・ エ ドリ ン グ， ハ ロ ル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィ ー ， ヴ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を

支 持 して 下 さ る よ.う に 。

タバ ナ クル 合 唱 団 ，団 長 と して オ ー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と して ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リプ リ ン ガ ー を， タバ ナ クル オ ル ガ ニ ス

トと して ロ バ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク， ロ イ ・M・

ダ ー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グ ハ ー ス トを 支 持 し

て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

キ ン ボー ル 大 管 長 ，以 上 の 役 員 お よび 教 会 幹

部 に 対 して 全 会 一 致 の支 持 が 得 られ た よ うで す 。



信仰の祈 リ

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソ ン

絶 え ざる祈 リは， 不信 者 を改 宗さ せ， 危

険 に直面 して いる 人 を守 り， ため ら う人

を変 える

カ、 わ いい初 等協 会の 少年 少女 た ちの 美 しい
歌 は実に 感動 的 であ る。 き ょうこの 美 し

い歌 を聴 かせ て くれ た子供 た ちはみ な，週 に

一 回同年 代の 子供 た ち と共 に初等 協会 に 参加

してい る。 しか しこの子供 た ち と同 じよ っに ，

か わい く，貴 い子 供 で あ りなが ら， 恵 まれ な

い子 供 た ち もいる。

何 年 か前 に オー ス トラ リア伝道 部 を訪 問 し

た時 の こ とで ある。私 はダー ウ ィン市 に初め

て教 会 の礼拝 堂 を建 て るた め の鍬 入れ 式に 出

席す るこ とに な り，伝 道 部長 に同行 した。途

中， 飛行 機 は燃 料補 給 のた め，小 鉱 山都 市 の

マ ウ ン トア イザ に立 ち寄 った。 そ この 空港 で，

私 は ひ と りの母 親 と初 等協 会 の年 齢 の ふ た り

の 子供 に会 った。 彼女 は ジュ デ ィス ・ルー デ

ンです と 自己紹 介 し， この町 の教会 員 は 自分

た ち3人 だけ です と語 った。夫 の リチ ャー ド

氏 は教 会員 では なか った。 私 た ちは短 い集 会

を開 き， そ こで私 は毎 週家 庭 初等協 会 を開 く

こ とが大 切 で あ るこ と を話 した。 そ して， 教

会本 部か ら家 庭 初等 協会 の資料 を送 る こ とを

約束 した。 そ れに対 して ルー デ ン姉 妹は， 必

ず祈 り， 家庭 初 等協 会 を開 き，信 仰 を保 ち ま

す と約 束 して くれ た。

ソル トレー ク ・シテ ィー に帰 ってか ら，私

は 当時 の ラバ ー ン ・パ ー ム リー 会長 に手 伝 っ

て い ただ き，家 庭初 等協 会 の 資料 を送 り，「チ

ル ドレ ンズ ・フ レ ン ド」誌 を予 約 した 。

そ れか ら数年 後 ，私 は オー ス トラ リア ・ブ

リスベ ー ン ステー キ部 の ス テー キ部大会 に出

席 した折， た また ま神 権 会 でその 忠実 な女性

と子供 たちの こ とを話 した。そ して ，「いつ か，

あの家 庭初 等 協会 が続 いて い るか ど うか を知

りたい と思 い ます 。 また， あの素 晴 らしい御

家 族 の教 会貝 でな い御 主 人 にお会 い した い も

の です」 と話 した。 す る とひ と りの兄 弟 が立

ち上 が って こ う言 った。「モ ンソ ン兄 弟，私 が

リチ ャー ド ・ル ーデ ンです 。今 お話 に なった

女 性 め夫 で， そのか わ いい子 供 た ちの父 親で

す。祈 りと初 等協 会 が， 私 を教 会 に導 いて く

れ ま した。」

また 昨年 の 冬の 出来事 か ら も，私 は祈 りの

力 につ いて学 んだ 。責任 を受 けて， ア ルゼ ン

チ ンの 美 しい都 市 ブエ ノスア イ レス を訪 れ た

時 の こ とであ る。 この 町の 大通 りを彩 る歴 史

的 なパ レル モ 公園 で車 を止 め た。 とい うの は，

1925年 の ク リスマ ス の 日に， 主の使 徒 であ る

メル ビ ン ・J・ バ ラー ド長 老 が南 米諸 国 を福

音伝 道 の ため に奉 献 したのが その場 所 だ った

か らであ る。 現在 ， その地 の 教会 の発 展は予

想 をは るか に上 回 ってお り， 霊感 に満 ちた祈

りが現 実 となっ て い るこ とは明 白 であ る。

そ のパ レルモ 公 園に は， 合 衆 国の建 国 の父

であ り，初 代 大統 領 で あ るジ ョー ジ ・ワシ ン

トンの大 きな像 が立 っ てい る。 それ を見 てい

た時， 私 の胸 に， 祈 りが大 きな役 割 を演 じた

もうひ とつ の重要 な場 所 が思 い 浮か んだ 。バ

レー ・フ ォー ジで あ る。 ジ ョー ジ ・ワ シ ン ト

ン率 い る軍 隊が， ひ どい痛 手 を受 け， 食物 は

少 な く， 装備 に も事 欠 いて い たあ る冬 のさ中
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に， 彼が 導 いたの が この 谷で あ った 。

現在 ，バ レー ・フ ォー ジの静 か な森 に ワシ

ン トン をたた え る記 念像 が あ る。 そ こに刻 ま

れた ワ シン トンは， 馬上 の 人 で も栄 光 の戦場

を見 わ たす人 で もな い。謙遜 にひ ざまず いて

天 の神 に助 け を願 う祈 りの姿 であ る。 そ の像

を じっ と見て い る と， よ く耳 にす る次 の 言葉

が胸 に響 いて くる。「ひ ざ まず く時 に，人 は最：

も大 き く見 え る」 と。

誠実 な人， 気高 い 人格 者， 志 のあ る 入は い

つ も自分 よ り大 きな 力の 存在 す る こ とを認め ，

その力 に対 して導 きを祈 り求 め る。 それ は過

去 にそ うで あ り， また将 来 もそ うで あ る。

初め に，父祖 ア ダムは， 「今 よ りいつ まで も

御 子 の御 名 に よ りて神 を呼 ぶべ し」(モ ー セ5

：8)と 命 じ られ た。 ア ダム は祈 り， ア ブラ

ハ ム も祈 り， イサ クもモー セ も祈 り， すべ て

の予 言者 が力 の源 であ る神 に祈 った。砂 時計

の砂 が落 ち る ように， 大勢 の 人間 が生 まれ，

生 き， そ して死 ん で行 っ た。 こう して つ いに，

予言 者 たちが祈 り， 詩 篇作 者 が歌 い， 殉教 者

た ちが命 を捧 げ， 全 人類 が願 っ たあ の栄 えあ

る出来事 が起 こったの で あ る。

ベ ツ レヘ ムのみ ど り児 の誕 生 は美 し く， た

ぐいな く意義 深 い 出来事 で あ った。 ナザ レの

イエスは予 言 を成就 された の であ る。 らい病
ろうしゃ

人 を清 め， 盲 入の 目を開 き， 聾 者 の耳 を開 き，
そ せい

死 者 を蘇生 させ， 真理 を教 え，万 人 を救 っ た。

主 イエ スは その よ うに して御 父 をあがめ ，私

た ちに見習 うべ き模範 を示 され た ので あ る。

イエ スは ほか の どの予 言 者や 指導 者 に も勝

って，祈 りの 方 法 を よ く教 えて お られ る。

だれ もゲ ッセマ ネ の園 にお け る苦悩 とあの 熱

烈 な祈 りを決 して忘 れ な いこ とだ ろ う。「わが

父 よ， も しで きるこ とで した らど うか， この

杯 をわ た しか ら過 ぎ去 らせ て くだ さい。 しか

し， わ た しの 思 いの ま まにで は な く， み こ こ

ろの ままになさって下 さい。」(マ タイ26：39)

そ して主 は次 の よ うに 私 た ちに命 じ られ た。

「誘 惑 に陥 らな い よ うに
， 目 をさ ま して祈 っ

ていな さい。」(マ タイ26：41>
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イエス の勧告 が 思い 出され る。「祈 る時 には，.

偽 善 者 た ちの よ うに す るな。 彼 らは 人に 見せ

よ うと して， 会堂 や 大通 りのつ じに 立 って祈

るこ とを好 む。 ……

あな たは祈 る時， …… 隠 れ た所 にお いで に

な るあ な たの父 に祈 りな さい。す る と， 隠れ

た事 を見 て お られ るあ な たの父 は， 報 いて く

だ さ るで あ ろ う。」(マ タイ6：5-6)

私 た ちへ の指 針 であ る この教 え は，悩 む 心

に求 め てや まぬ平安 を与 えて くれ る。

残念 な こ とに，繁 栄や 富裕 ， 名誉 ，名 声 は

時 に， 尊大 な 自信 に裏 打 ち された偽 りの安心

感 と，祈 りの心 の放 棄 を招 くこ とが あ る。逆

に，試 練や 苦 難，病 気 ，死 は人の 高慢 を打 ち

砕 き， 謙 虚 な気持 ちで天 の力 を求 め させ る。

私 は， 大勢 の死 傷者 を出 した第 二次世 界大

戦 こそ， 人類 史上 最 も多 くの 人間 が祈 った時

では な いか と思 う。徴 兵 され て戦 場 に向 か う

息子や 夫 や 父の ため に全 能 の神 の加 護 を祈 っ

た母， 妻 ，子 供 の胸 の 内 をだれ が知 り得 よ う

か。祈 りは 聞か れ る。祈 りは答 え られ る。

こ こで， 感動 的 なひ とつ の実話 を御紹 介 し

た い。艦 船 に乗 り組 ん で太平 洋 の戦場 に向 か

った子 息の 無事 を祈 り続け た あ るア メ リカ人

女性 の 話 であ る。 彼女 は毎 朝祈 りを終 え る と，

兵士 た ちの救命 索 を製 造す る工場 ヘ ボ ラン テ

ィア として働 きに 出掛 け た。 はた して その母

親 の手 掛 け た仕 事 が直 接 に愛す る息子 の命 を

救 っ たで あ ろ うか 。彼 女 とそ の家族 を知 っ て

い る人々 は，水 兵 と して ガ ダル カナ ル島 に 出

征 したエ ル ジ ン ・ス テ イプル ズの 経験 談 をな

っ か し く思 い 出す 。 ステ イプル ズは舷 か ら投

げ出 され た時 に， 救命 索 のお 陰 で命拾 い を し

た。 ところが ，後 で分 か っ たこ とで あ るが，

それ は オハ イオ州 オ クロ ン市 に住 む 自分 の母

親 が検 査 し， 包装 し， ス タンプ を押 した もの

で あっ た。

どん な方 法に よるの か，

わ た しは知 らない 。

しか し確 か に分 か る，



神 は 祈 り に答 え て くだ さ る と。

祈 り をい つ も 聞 い て い る，

早 晩 祈 り に 答 え よ う と，

み 言 葉 を私 に 下 さ る 。

だ か ら わ た し は 祈 り，

心 穏 や か に そ の 日 を待 つ 。

(エ ラ イ ザ ・M・ ピ コ ッ ク`：P勉 鐸 〆'B2s'

Loθ θ41～61顧0πsPO6勉S『 祈 り』 「宗 教 詩 選 集」

ジ ェ ー ム ズ ・ギ ル ク リス ト ・ロ ー ソ ン編 ，

P.160)

若 い世 代 の 人々 は， 「で も現在 はど うだ ろう。

今 も祈 りを聞 いて下 さ るだ ろ うか 。 まだ答 え

て下 さ るだ ろ うか」 と尋ね るか も しれ な い。

それ には こ う答 えよう。「祈 りな さい とい う主

の命令 に は期 限が つ いて い ない。私 た ちが 主

を覚 えて い る限 り，主 も私 たち を覚 えて いて

下 さる」 と。

祈 りが 答 え られ る時 に， 旗 が掲 げ られ た り，

楽 隊 の演奏 が あ っ た り とい うこ とは まず な い

とい って よい。主 の奇 跡 は秘 か に 自然 に行 な

われ るこ とが 多いか らであ る。

私 は何年 か 前， コロ ラ ド州 グラ ン ドジャ ン

クシ ョンス テー キ部 の大会 に出席 した時 に，

ス テー キ部長 か ら， あ る夫婦 に会 って ほ しい

と言わ れ た。彼 らは伝 道 地 に着 い たばか りの

息子 か ら， 帰 りた い とい う手 紙 をも らって 困

り果て て いたの で あ る。 そ こ で私 は， 大会 を

終 え た後， その夫 婦 に会 い， ス テー キ部 長 を

交 えて4人 で静 か にひ ざまず いた 。私 が祈 り

始 め る と， 悲 しむ母 親 と落 胆 した 父親 のすす

り泣 きが聞 こえて きた 。

祈 り終 えて立 ち上 が っ た時 に， 父親 が言 っ

た。「モ ンソン兄 弟，天 父は伝 道 半 ばで帰 国 す

る とい う息 子 の決心 を変 えて下 さる と本 当に

思 い ますか 。私 は正 しい こ とを し よ うと一 生

懸命 に努め て い ますが ，祈 りが 聞 かれ な いの

です 。 なぜ で しょ うか 。」

私 は，「御子 息 は どちらで伝 道 をしてお いで

です か」 と尋 ね た。

「ドイツの デ ュ ッセ ル ドル フです 」 とい う

返事 であ った 。

私 はその夫 婦 の肩 に手 を置 いて言 った。「お

ふ た りの祈 りはす で に聞か れ， 答 え られて い

ます。 き ょう教 会 幹部 が 出席 して行 な われた

ステー キ部 大会 は28あ り， 私 があ な たのス テ

ー キ部 に割 り当 て られ ま した。 そ して今 週 の

木 曜 日に，私 は ドイ ツ・デ ュ ッセル ドル ツ伝 道

部 の宣 教 師 と面接 す る こ とにな って い ます。」

その夫婦 の 願 いは主 に受 け 入れ られ たの で

あ った。私 は彼 らの子 息 に会 うこ とが で きた。

その結 果， 彼 は両 親 の願 い に応 えて，最 後 ま

で立 派に伝 道 を続 け たの で あ る。

それか ら何 年か 後 に， コロ ラ ド州 グ ラン ド

ジ ャ ンク シ ョンス テー キ部 を再 び訪 問 した折

に もあ の夫婦 に お会 い した。 そ の時 には，兄

弟 に資格 が な くて， 大勢 の子 供 た ち と共 に永

遠 の家族 とな る神 聖 な結 び 固め の儀式 を受 け

られな い状 態で あ った 。そ こで私 は， 家族 が

熱心 に祈 るな らば その 資格 が得 られ るはず で

す と話 した。 そ して， いつ か神 殿 で神聖 な結

び固め の儀 式 を是 非 とも 自分 に司式 させ てほ

しい とお願 い した。

母 親 が請 い， 父親 も努 力 し，子 供 た ち も懇

願 し，全 員 で祈 った。 その 結果 は ど うであ っ

ただ ろ うか 。幼 い 息子 の トッ ドが， 父 の 日の

朝 に父 親の 枕 の下 に置 い た貴重 な一 通 の手 紙

を読 ん でみ たい と思 う。

「ノぐノぐへ
，

ぼ くはパ パ がだ いす きです。 で もす きで な

い こ ともあ ります 。 どう して タバ コがや め ら

れな いの です か。 た くさんの 人がや め てい る

のに… … ど うしてパパ はで きな いの ですか。

か らだに も， は いに も， しんぞ うに もわ るい

で し ょう。パ パ は ちえ のこ とば を ま もれ なけ

れば， ぼ くや ス キ ップや ブ ラ ッ ドやマ ー クや

ジェフや ジニーや パ ム とい っ し ょに， 天 ご く

へ 行 け ませ ん。 ぼ くた ちは ちえ の こ とば を ま

もって い ます 。 ど うしてパパ は まもれな いの

です か 。パパ は つよ い し， お となな のに。 パ

パ， ぼ くは 天 ご くでパパ とあい た いです。 み

ん な もあ いた いです 。 天 ご くで ，み ん ないっ
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1

し ょの か ぞ くに な りた い で す 。 … … は な れ ば

な れ は い や で す 。

バ バ ， パ パ とマ マ は ふ る い じて ん し ゃ を2

だ い か っ て ， まい ば ん こ う え ん で の っ て くだ

さ い 。 パ パ とマ マ は わ ら うか も し れ な い け れ

ど， ぼ くは し ん け ん で す 。 と し を と っ た 人 た

ち が こ っ え ん で マ ラ ソ ン を し た り， じて ん し

ゃに の っ た り， さ ん ぽ を した りす る の をみ て

わ ら っけ れ ど， そ の 人 た ち の ほ うが パ パ や マ

マ よ りな が い き をす る とお も い ます 。 そ の 人

た ち は ， は い や ， しん ぞ うや ， き ん に く を う

ん ど っ させ て い るか ら で す 。 そ の 人 た ち は あ

とに な っ て よか っ た と お も う とお も い ま す 。

パ パ ， お ね が い で す 。 よ い 人 に な っ て くだ

さ い 。 タ バ コ を す わ な い で ， お さけ を の ま な

い で ， か み さ ま の お し え と ち が う こ と は や め

て くだ さ い 。 パ パ に は ぼ くた ち の そ つ ぎ ょ う

し き に で て ほ し い の で す 。 タ バ コ をや め て ぼ

くた ち の よ うに す れ ば ， パ パ と マ マ で モ ン ソ

ン き ょ うだ い の と こ ろ へ 行 っ て ， しん で ん で

む す び か た め を うけ ， ぼ くた ち との む す び か

ため も で き ま す 。

ね え， パ パ ， マ マ とぼ くた ち は ま っ て い ま

す 。 パ パ と え い え ん に い っ し ょ に い た い の で

す 。 ぼ くた ち は パ パ を あ い じ て い ます 。 す ば

ら しい バ バ へ 。 ト ッ ドよ り

お に い さ ん や お ね え さ ん が か い て も， ぼ

く とお な じこ と をか く とお も い ます 。

ニ ュー トン さ ん は タバ コ を や め ま し た 。

だ か ら， バ バ もや め られ ます 。 だ っ て パ パ

は ニ ュー トン さ ん よ り， か み さ ま の お しえ

を よ くま も っ て い るか ら で す 。」

この願 い， この信 仰 の祈 りは聞 き届 け られ

た。 そ して私 は今 ， この テ ンプ ル ス クェア に

そび え立つ 美 しい神 殿の 聖 な る部屋 に家 族全

員が集 まったあ の晩 の思 い 出 を貴重 な宝 と し

て この胸 に しまって い る。 父親 と母 親 と子供

たちが全 貝 ひ とつの部 屋 に集 まって， 永 遠 の

意義 を持 つ儀 式 が執行 され たの であ る。 そ し
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て謙 遜 な感謝 の祈 りで， 待 ちに待 った この夜

は 閉 じたの で あ った。

祈 りは た ま しい の 見 えぬ望 み，

述べ て も述べ ず も 胸 に燃 ゆ る

神 生 命， 真理 へ 誘 いた も う

主 よ祈 りの道 教 え た まえ

(讃 美歌176番)

主 は私 た ちに祈 りの方 法 を教 えて下 さった 。

私 は すべ ての 人が その教 え を知 って それ に従

うこ とを， 切 に願 い， 心 よ り祈 る次 第で あ る。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。

アー メ ン。



初等協会は

子供たちの人生を

豊かにする

十.二使徒評議員会会 員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

片田舎で始まった集いが，今日大勢の

子供たちに祝福をもたらしている

救 い主 は， あ らゆ る機会 を とらえて 弟子 た
ち を教 え られ た。 そ の よ うな あ る 日，救

い主は ，穏 や か で な い 質 問 を受 け た 。弟子

たちが 自分 の地 位 を知 りたい と思 った ので あ

る。 その ひ と りが， 「いったい，天 国で はだれ

が い ちば ん偉 いの です か」(マ タイ18：1>と

尋 ねた 。主 は 多 分 ，御 自分 を取 り囲 ん だ群

衆 の中 の幼 児 に手 を差 し伸べ ， そ の子 を抱 き

よせ られ たに違 い ない 。主 は次 の よ うに言 わ

れ た。 「心 をいれか えて幼 な子 の よ うに な らな

けれ ば， 天 国 には い るこ とは で きない であ ろ

う。

この幼 な子 のように 自分 を低 くす る者が ，天

国 でいちばん偉 いの で ある。」(マタイ18：3-4)

救 い主 は この 出来事 に よって，私 たちお とな

に，再 び 子供 時代 を思 い出 して弱 さや 悪 を捨

て るよ っに教 え よっ とされ たの では ない だ ろ

うか 。私 た ちお とな は最 も素 晴 らしい幼 な子

の ような信仰 を取 り戻 す必要 が あ る。

「また
， だれ で も， この よ うなひ と りの幼

な子 を， わ た しの名 の ゆえ に受 け いれ る者 は，

わ た し を受 け いれ るの であ る。」(マ タイ18：

5)

多分 まだ幼 な子 を脇 に抱 い てい たの であ ろ

っ。王 は さ らに こ っ言 われ た。 「しか し， わ

た し を信 ず る これ らの小 さ い者の ひ と りをつ

まず かせ る者 は， 大 きなひ き うす を首 にかけ

られ て海 の深 み に沈め られ る方 が， そ の人の

益 に な る。」(マ タ イ18;6)幼 な子 の純粋 さ

には非 常 な価 値が あ る。幼 な子 に は真 理 と愛

を知 る権利 が あ り， その権 利 は， その後 の生

活 が どうで あれ， 決 して委譲 で きない もので

あ る。

昨年 の10月 ， ユ タ州バ ウ ンテフル ステー キ

部 の初 等協 会 は，子 供 た ちに 自分 の お金， す

な わ ち 自分 で働 いて得 たお金 でモル モ ン経 を

買 うこ とを勧 めた 。

子 供 た ちは それ ぞれ， 見開 きのペー ジに 自

分 の写真 を張 り，証 を書 い た。 その よ うに し

て準備 した 写真 と証 入 りの620冊 の モル モン

経 が伝 道 部 に送 られ た。

数 日前 ， そ の初 等協 会 のサ ラ ・リチ ャー ズ

ち ゃん の も とへ， ア リゾナ州 タク ソンのアー

ル ・モ ック夫 人か ら次の ような手紙 が届 いた。
「しんあ い なるサ ラ ちゃん

， あなた の しゃ

しん が は られ たモル モ ンけ い をほ ん と うに あ

りが と う。か わ い ら し くてす て きなお じょ う

さん です ね。 わ た しは この本 とあ なた の しゃ

しん とあか しをいつ もた いせ つ に します 。

た っ たい ま，本 をぜ ん ぶ よみお わっ た とこ

ろです が， わた しもこの本 にか か れて い るこ

とを しん じます。 これ をよん で とて もよか っ

た です 。 これか ら もな ん ど もよむつ も りです。

も うい ち ど， お れ い をいい ます。 あ りが と

う。か み さ まの し ゅ くふ くをお いの りしてい

ます。」

初 等協 会 ， この組 織 は どの よ うに して誕 生

したの で あ ろ うか6主 は カー トラ.ンドの聖徒

た ちに， 忠 実 に忍耐 す ればす べ ての こ とが祝

福 とな り，福 音 の理 解 に応 じて， 規 則に規 則
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が加 え られ， 戒め に戒 めが加 え られ る と約 束

されなか っ ただ ろ うか 。(教 義 と聖 約98：2，

3，12参 照).

子 供 た ちのため の霊 感 は， 今か ら100年 前，

ユ タ州 フ ァー ミン トンに 住む オー レ リア ・ロ

ジ ャー ズ姉妹 に与 え られ た。 子供 た ちに ，礼

儀 や 身だ しなみ と共 に， 子供 の 言葉 で福 音 の

原則 を教 え る必要 が あ った の であ る。

1878年 の ユ タ州 ファー ミン トンは，1，200人

を超す 人 ロで， 美 しい石 造 りの教 会堂 を持つ

文化杜 会 であ った 。扶助 協会 と青 年 男子 文芸

協 会 と青年 女子 相互 発達 協会 が あ σ， ブ ラス

バ ン ドもあ った。

この よ うに霊 的 ，文化 的 な色 彩 の濃 い フ ァ

ー ミン トンに も
， 他 の社会 と同 じ よ うな子供

の 問題が あ った。 少年 た ちが 夜遅 くまで外 に

出てい て，暗 闇や 害悪 に おびや か され て いた

のであ る。

そ こでモ ルモ ン大 隊 に従 軍 した経験 を持 つ

ジ ョン ・W・ ヘ ス監督 は， 両 親 の集 ま りを開

き，子供 の 面倒 をよ く見 るよ うに忠告 した。

その よ うな状 態 をオー レ リア ・ロ ジャー ズ姉

妹 も憂 慮 し，考 え，祈 った 。

1878年3月 に ， エ ライザ ・R・ ス ノー姉 妹

とほか に数 名の姉 妹 た ちが フ ァー ミン トンで

開か れ た扶 助協 会大 会 に出 席 した。 そ の 日の

こ とをオー レ リア ・ロジ ャー ズ姉 妹 は次 の よ

うに記録 して い る。

「集 会 の後 ，……姉 妹 た ちは停 車 場へ 行 く

途 中……私 の家 に 立 ち寄 った。 … …子供 た ち

と青 少年 の無 頓着 で乱 暴 な態度 の こ とに話題

が移 り……私 はこのように尋 ね た。 『この よ う

な状 態が 続 いて も，立 派 な 人に なれ るで し ょ

うか 。 ……少年 たち のため に何 か の組 織 を作

って，立派 なお となに な る しつ けが で きな い も

ので し ょうか 。』」(オ ー レ リァ.・S・ ロ ジャー

ズ 五旋 舗 θ娩6s「 人生 の ス ケ ッチpp.207-8)

エ ライザ ・R・ ス ノー姉 妹 は この質 問 に強

い印象 を受 け た ようで，教 会 幹部 に話 してみ

ると言 っ た。 それは ， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管

長が死 亡 した数 ヵ月後 の こ とで， 当 時， ジ ョ.
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ン ・テ イ ラー長 老 を会長 とす る十二 使徒 会 が

教会 を管理 してい た。

それ か ら間 もな く，ヘ ス監督 あ てに子 供 の

ため に新 しい組 織 を設 立 して よい との承 認 が

届 い た。 そ こでヘ ス監 督 はオー レ リア ・ロ ジ

ャー ズ姉妹 に その よ うな組 織 の管理 を依 頼 し，

ロ ジャー ズ姉 妹 はそれ を快 諾 した。

彼女 は少年 た ちの組 織 を設 け る こ とが可 能

か ど うか じっ くりと考 えた。 す る と 「胸 の 中

が 熱 く燃 え る よ うに感 じた。 …… 少年 たちが

正 しい事柄 と行儀 作法 を教 わる組 織が で きな

い ものか しらという考 えが ，その時 浮か ん だ。」

(同上p.207)

その 時 まで少女 たち の こ とにつ いて は何 も

言 われ て いなか った。 しか し， オー レ リア は

少女 を除外 して は完 全 な クラスが 構 成 で きな

い と感 じた。 まな， 「初期 の」とか 「最 初 の」と

い う意 味 で初 等協 会 とい う名 称 が提案 され た。

1878年8月11日 ，オー レ リア ・スペ ンサー ・

ロジ ャー ズ姉 妹 はヘ ス監督 に よ り最 初 の初 等

協 会 の管理 者 に任 命 され た。 オー レ リァ ・ロ

ジャー ズ姉 妹 とふ た りの副 会長 ル イー ザ ・ヘ

イ ト， ヘ レ ン ・ミラー 両姉 妹 は， 監督 の提 言

に従 い，子 供 の名 簿』を作 成 し， 初 等協 会へ の

参加 に対す る両 親 の意 向 を聞 くため にすべ て

の家庭 を訪 問 した。 その 周到 な準備 を終 えて，

1878年8月25日 ，115人 の少年 と100人 の 少女

が 石造 りの教 会堂 に集 まって， 初 め ての集 会

が開 か れ た。 そ の記 念すべ き 日に集会 所 の前

を通 りか か った市 民 は，子 供 た ちの歌 声 に耳

を傾 け た。

「神 の聖徒 の会 うデゼ レ トに

子 供 ら あ また集 まる

勇気 を持 て る 貴 き霊 は

福 音 に 聞 き従 え

聴 け 子 らの 歌 を

聖 ぎ 歌 声

天 使 の ご と く 汚れ もな くて

うれ しげに集 う時 に 」

(「子供 の 歌」B-24)

今 日，教 会 は忠実 で卓越 した開拓 者 の女性



をほめ た た える。 オー レ リア ・スペ ンサ ー ・

ロジ ャー ズ姉 妹 ， 彼女 は逆 境 と試練 ，決 断，

愛 に育 まれ た 入， 難事 に難事 を重 ねて信 仰 を

築 いた 人で あ る。 彼女 の生 い立 ちは ど うで あ

ったの だ ろ っか 。

オル ソン ・スペ ンサ ー兄 弟 と母 を失 った6

人 の子供 たちは ， ミズー リ河 を渡 し船 で渡 り，

ウィ ン ター クォー ター ズの 未完 成 の丸木 小屋

へ 急い だ。母 親 は一 家 が ノーヴ ー を出 てか ら

間 もな く死亡 した 。一 方， オル ソン ・スペ ン

サー 兄弟 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ十 二使徒 会 長か

らイ ギ リス で教会 の新 聞 を発行 す る よ うに と

の要 請 を受 けて い たの で， 出発 す る前 に，子

供 た ちの落着 き先 を決 めて おか な けれ ばな ら

なか った。

オル ソンはわ ずか14歳 の エ レ ン と12歳 の オ

ー レ リアに4人 の子供 の親代 わ りにな る よ う

教 えた。 また， ミル クがた っぷ り とれ て，売

るのに も不 自由 しない ように乳 牛 を8頭 買 い

入れ た。 そ のほ か， 必要 な 時に， 必 需 品の購

入 に 当て る こ との で き る馬 も1頭 いた 。

その 冬は長 く， 寒 さが 厳 しか っ た。 そ して，

ウ ィ ンター クォー ター ズで大 勢 の 人々が死 ん

だ。オー レ リア は 日記 に こ う書 いて い る。 「冬

の前半 はか な りよか った。 ・… ・・馬 と牛 は1頭

を残 してみ んな死 ん で しまった。 その ため ，.

ミル ク もバ ター もな く， 食べ 物 はほ とん ど底

をつ い てい た。… … 食べ る物 に は本 当に苦 労

した。 ひ き割 と うもろ こ し しか な く， それ を

水 で伸ば して焼 い たこ ともあ る。 お なかが す

けば お い し くな い食べ 物 で も食べ られ るだ ろ

うと， 夕 ごは ん を食べ ない で床 に入 った こ と

が 幾晩 もあ った。」(同 上pp.48，50-51)

あ る 日， ブ リガム ・ヤ ン グ十二 使徒 会長 が

スペ ンサー 家 の小 屋 を訪 れ た。 ところが小 屋

は片付 い てお り， 子供 た ちの 身 な りは 清潔 で

あ った。 父親 が 出かけ てす で に1年 経 って い

た時 の こ とであ る。聖 徒 た ちは西 部へ 旅 立っ

支 度 を始 め てい た。

子 供 た ちはヤ ン グ十 二使 徒会 長 に， 父親 か

ら着 る ものや 髪 の とか し方 ，病 気 の手 当て の

仕 方， お互 いに対 す る態度 につ いて よ く手紙

で教 え られ ます と話 した。ヤ ング会長 は父親

か らの最 近 の手紙 に 目を通 した後 で， 非常 に

大 切 な こ とだか らよ く考 え る よ うに と前置 き

して，こ う尋 ね た。「も しお父 さんが もう1年

イ ギ リスに い るこ とに なっ た ら， ど うかね 。

私 た ち はお 父 さんにぜ ひそ うして ほ しい と思

ってい るの だが 。」

子供 たち は互 いに顔 を見合 わせ てか ら，年

長 の エ レ ンの言葉 を待 った。 エ レンは静 か に

こ う言 った。 「もしそれが 一番 良 い こ とで した

ら， そ うして下 さい 。私 た ちは一 番良 い こ と

を した いです か ら。」(同 上p.87)

ほ か の子 供 た ち もみ な賛 成 した。以 前に 父

親 が 書 いて きた次 のよ うな言葉 を思 い出 した

か らで あ った。 「た とえ主 が 私 た ち の命 を取

る と して も， 私 た ちは主 を信頼 しなけ れば な

らな い。 そ うす れば， きっ とす べ てが よ くな

る。」(同 一ヒp.62)

子供 たち は父親 と， 父 の助 言 と，天 の御 父

を信 じた。1848年 の春 ， スペ ンサ ー家 の子供

たち は感謝 の心 を もって聖 徒 た ち と共 に西へ

向 か っ た。

父親 の い ない2年 間に，6人 の子 供 た ちは

様 々 な 困難 に遭 った。 平 原 を越 えて ソル トレ

ー ク盆 地 に着 き
， オー ル ドフォー トに 入 り，

ひ と部 屋 だけ の ア ドー ビれ んが 造 りの家 に住

ん だ。 親戚 や友 人 が面倒 を見 て くれたが， 責

任 は年 上 のエ レン とオー レ リアの肩 にか か っ

て い た。

や が て オル ソ ン ・スペ ンサー 兄弟 は， 勇敢

な子供 た ち の歓 呼 とキ ス と抱擁 に迎 え られ て

帰宅 した。 そ して ニ ュー イ ング ラン ド ・バ プ

テ ス ト教会 の元 教 師で あ った彼 は，新 設 され

た デゼ レ ト大学 の学 長 に任 じられ た。娘 の オ

ー レ リア も短期 間 その 大学 で学 ん だが
，や が

て平 原 を横 断 中に知 り合 った若 き指導 者 トー

マ ス ・ロジ ャー ズ と愛 し合 うよ うにな った。

そ して ふ た りは 結婚 し， ファー ミン トンの丸

木小 屋 で新 生活 を始 め た。 その後 ， グレー ト

ソル トレー ク を望 む ワサ ッチ 山 脈 の 山 す そ
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で， オー レ リア ・スペ ンサー ・ロ ジ ャー ズ姉

妹 は余 生 を送 ったの で あ る。彼女 は ここで12

人の子供 を産 ん だが ， そ② 内の5人 は幼 くし

て世 を去 った。 そ して， 子供 たちが 成長 す る

につれ ，彼 女は子 供 の週 日の健全 な活動 が 欠

けて い るこ とが 気 にか か る よ うに な った。 そ

れが初 等協 会 の起 こ りで あ る。

オー レ リア ・ロ ジャー ズ姉妹 は， 錬 金術 師

の娘 であった。「自分の子 供 らを飢 え させ た り

はだか の まま置 いた りは しない… …神 の律 法

に背 き… … こ とを許 さず， … …真 の道 を行 な

りこ とと… …互 いに愛 し互 いに助 けね ば な ら

ぬ事 とを教 え るであ ろ う」(モ ーサ ヤ4：15)

とい うモーサ ヤ の勧 告 は， 彼女 の生 涯 その ま

まであ った。

こ っして， 片 田舎 に始 ま った子供 の 組織 は，

やが て全世 界 に広 まった ので あ る。 初 等協会

の プ ログラム は どの一 面 を取 って も， キ リス

トの教 えにか な って いる。初 等協 会 が初 め の

1世 紀 を閉 じよ うと して い る現 在，健 全 さ と

徳 と文 化 と奉仕 と愛 は， さ らに この初 等協 会

に 力 と意 義 とを増 し加 え るので あ る。

初 等協 会が 始 ま った当初 は， レ ッス ンのテ

キス トも手 引 き もなか った。子 供 た ちは従 順，

神 を信 じる信 仰， 祈 り， 時間 を守 るこ と， 礼

儀作 法， 知 恵の 言葉 を教 わ った。 オー レ リア

は次 の主 の み言葉 か ら励 まし を得 た こ とで あ

ろ う。 「この故 に善 を為 す に うむ こ となか れ。

これ汝 ら今偉 大 な る一 事業 の基礎 を置 きつ つ

あれば な り。そ れ， 小 な る事 よ り偉大 な る事

起 る。」(教 義 と聖 約64：33)

初 等協 会 は これか ら も，子 供 た ちの人生 を

豊 か にす る とい う目標 を満 た し続 け るで あ ろ

う。子供 たち 自身の み な らず， 家族や 友 入 に

も祝 福 を もた らす こ とだ ろ う。 すべ ての子 供

たち に， 自分 を愛 して下 さる天 父が お られ る

こ とを理 解 させ ，イエ ス ・キ リス トを信 じる信

仰をはぐくませ ，現代 社会 の圧 力や 問 題 に屈 し

ない よ うに福音 に従 って生 きよ う とす る望 み

を抱かせ る こ とが必 要 で ある。 オー レ リア は

次の よ うに書いている。「子 供の霊 的福 利 を図
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る とい う， 親 に課せ られ た最 も神聖 な務め に

優 先す る ものが何 か あ るだ ろ うか 。 この疑 問

が いつ も私の心 を離 れなか った 。」(同上p.206)

初等 協 会 の責 任 は大 切 で あ る。 しか し， 親

としての務 め は もっ と大切 であ る。有 害 な テ

レ ビ番 組 の ほか に，薬物 乱用や 幼 児 の虐待 ，暴

力行為 の容認 ，子供 の ポルノ，今 日様 々な悪 事

が あ る。 調査 で は， ア メ リカの子供 た ちは起

きて い る時 間の半 分 をテ レビに 費や して い る

とい う。12歳 までに18，000回 殺 人場 面 を見 て

い る こ とに な り， この年 齢 まで に10，720時 間

をテ レビの 前で過 ごす とい う。 ところが， 初

等協 会 に休 まず 出席 して もその 時間 はた か だ

か352時 間 に過 ぎな い。

私 た ちは オー レ リア ・ロジ ャー ズ姉 妹 のみ

な らず， 過去1世 紀 に わた り私 た ち を教 え て

下 さ った初 等協 会の指 導 者 と教 師 を もこ こで

た た えた い。

子 供 た ちは私 た ちの宝 物 。

どん な犠 牲 を払 って も価値 が あ る。

天 使 た ちが いつ まで も守 って下 さ るよ うに，

ひ とりの 子 も失 われ る こ との な い よ うに 。

(同上P.3)

私 たちが 親 として， ま た霊 の指 導 者 として，

主 の次 の み言葉 の意味 を理 解 で きる よ うに願

う次 第 で あ る。「心 をいれか えて幼 な子 の よ う

に な らな けれ ば，天 国 には い る こ とは で きな

いで あろ う。」(マ タ イ18：3)イ エ ス ・キ リ

ス トの み名 に よ って 申 し上 げ る。 アー メ ン。

☆ ☆



聖霊を

悲 しませてはいけな い

七十人第一定員会会員

ジェー ムズ ・A・ カ リモ ア

私た ち の 内に は，.間違 った こ とを して 自

らの手 で追 い 出 して しまわな い限 り， 友

が いる 。そ の 友 とは聖 さみ た まであ る

兄 弟姉 妹 の皆 さん ・ まず皆 さん に・英 国 と
南 ア フ リカの聖徒 た ちか らの ごあ い さつ

をお伝 え したい 。実 に喜 ば しい こ とに， これ

らの 地域 で も主 のみ業 は著 しい進 展 を見 て い

る。 現在 ，英 国 には27， 南 ア フ リカに はひ と

つの ス テー キ部 が組織 され てい る。指 導 者 も

立派 で， み業 は進 展 し， 人 々は祝 福 に あずか

って い る。

さて この度 ， この地 域 か らひ と りの教 会幹

部が 召 され た。聖 徒 た ちは， このニ ュー ス に

必ずや 大喜 びす る こ とだろ う。 カ スバ ー ト兄

弟， 故 国の 人々 は きっ とあ なた を心 か ら祝 福

し，喜 んで お られ るこ と と思 う。本 当 におめ

で とつ。

英 国 と南 アフ リカにお け る仕 事 は実 に楽 し

い。毎 週 末 に私 はス テー キ部 を訪 問す るが，

その 時 ステー キ部 長 に， あ なた のス テー キ・部

の一番 の 問題 は何 です か とよ く尋 ね る。 す る

と， 次の よ うな答 えが しば しば返 って くる。

「会 員一 人一 人 の決 意 が乏 しい こ とです
。 主

のみ 業 を優 先 しよ うとい う決意 に欠 け るので

す。」そ のよ うな時.に思 い 出 され るの はニー フ

ァイの言 葉 で あ る。

「私 は また天 の御 父が 『わが 愛子 の言 うこ

とは 真実 に して確 な り。 終 りまで忍 ぶ者 は救

われ ん』 と仰 せ に な る声 を聞 いた。 ……

さて私 の 愛す る兄 弟 た ちよ，私 は尋 ね たい，

あ なた た ちは この真 直 ぐで狭 い道 に 入 った ら，

それ で万事 終 りで あ るか 。 ご らんそ うで はな

い。 あ なた た ちが もし もキ リス トの 言葉 に よ
かた

って キ リス トを確 く信 仰 し， 人 を救 う大 きな
ちから

能 力の あ るキ リス トの功徳 に全 く頼 らなか っ

た な ら， あ なた た ちは こ こまで進 ん で くるこ

とさえ で きなか っ.たの であ る。

そ れ であ るか ら， あ なた た ちは これか らも
かた

キ リス トを確 く信 じて疑 わ ず，完 全 な希 望 の

光 を抱 き，神 とすべ ての 人 とを愛 して強 く進

まな けれ ば な らな い。 それ であ るか ら， この

後 もた えず キ リス トの言葉 を よ く味 わい なが

ら強 く進 み， 終 りまで耐 え忍ぶ な らば 『永遠

の生命 を受 ける』，、か くの 如 く天 の御 父が言 い

た も うた 。」(IIニ ー フ ァイ31：15，19-20)

私 た ちに行 くべ き道 を示 して下 さる聖霊 の

光 を受 け るこ とは， きわめ て大切 で あ る。神

権 を通 して働 く聖 霊 は， 私 た ちの生活 を大 い

に高 めて下 さ る。

「而 して今 輝 きて汝 ら を照 らす そ の光は
，

汝 らの眼 を明 る くす る彼 に よ りて来 り。而 も

また汝 らの理解 を生 かす光 と同 じ光 な り。

而 して こ の光 は，神 の 前 よ りさ し出で て広

大 な る宇 宙 に満 ち充 て り。」(教 義 と聖 約88：

11-12)

主 はフ レデ リック ・G・ ウイ リヤ ムスに，

次 の ように語 ってお られ る。

「これ を以 て汝.忠実 なれ。 而 して われに 命
たす

ぜ られた る職務 に服 し， 弱 き を扶 け，垂 れ た
かいな

る腕 を挙 げ， か よわ きひ ざを強 うす べ し。

而 して汝 終 りまで忠 実 な らば，汝 はわが 父

の家 にわ が備 え た る住 居 に あ りて， 不 死不滅

の冠 と永遠 の生 命 と を与 え られ ん。」(教 義 と
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聖糸勺81：5-6)

神 は， 神 のすべ ての 子供 が戒 め を守 り， 人

生 の 目的 を達 成す るこ とが で きる よ うに ，一

人一 人にみ た まを与 えて 下 さ って いる。 次 の

聖 句 に記 されて い る通 りで あ る.。

「『目が まだ見 ず
， 耳が まだ聞 かず， 人の心

に思 い浮 び もしなか っ た こ とを， 神 は， ご 自

分 を愛す る者 た ちのた めに備 え られた』 の で

あ る。
み た ま

そ して， それ を神 は ，御 霊に よ って わ た し

たちに啓示 して下 さった ので あ る。御 霊 はす

べ ての もの を きわめ， 神 の深 み まで もきわめ

るの だか らであ る。一 …

ところが ，わ た したちが 受 け たの は，この世

の霊 では な く，神 か らの霊 であ る。 そ れに よ

って， 神か ら賜 わ った 恵み を悟 る ため であ る。

この賜物 につ い て.語るに も， わ た した ちは

人間 の知 恵が教 え る言葉 を用 いな いで， 御霊

の教 え る言葉 を用 い… …。」(1コ リン ト2：

9-10，12-13)

ロ レンゾ ・ス ノー 大管 長 は，み た まを求め る

こ との大切 さにつ い て次 の よ うに 語 って い る。

「人 が神 と人 の前に 明 らか な良 心 を持 ち続

け るために は， それ な りの方 法が あ る。 それ

は 自 らの内 に神 のみ た ま を持 ち続 け る こ とで

あ り， その みた まとは ， すべ て の男女 に与 え

られ る啓示 のみ た まで あ る。 このみ た まは，

些 細 な事柄 につ いて も， その人 が何 をなすべ

きか を提案 と して示 して くれ る。私 た ちは こ

のみ た まの本質 を理 解 す る こ とが で きる よ っ

に努 め なけれ ば な らない。 それ が理 解 で きれ

ば， 常 に正 しい こ とを行 な うこ とが で きる よ

うにな るか らで ある.。これは広 く末 日聖徒 全

貝 に与 え られて い る特 権 で ある。私 た ちは，

毎 日の生 活 にお いてみ.たまの 導 きを受 け る特

権 が私 た ちに与 えられ て い る こ とを知 って い

る。…… このみ た まは.全 くの 暗闇 を歩 くこ

とが ない よ うに すべ ての 男女に.与え られ て い

る。.従っ て大管長 や十 二 使徒。 それ に イス ラ

エル の長老 た ちの もとに勧告 を求 め てや って

来 る ことは，必 ず しも必 要 な こ とで は ない の
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で あ る。教会 の会員 に は何 をなすべ きか が分

か る。 自らの 内に， 自分が 受 け るはず の勧告

を一 字一 句 違 えず に知 ってい る友 が い るの で

あ る。福 音 を受 け 入れ ，バ プテス マの 水 に下

り立 ち，聖 霊 の賜 を受 け る ため に頭 に手 を按

か れ て以 来， 私 た ちの 内に は，間 違 った こ と

をして 自 らの手 で追 い 出 して し まわ な い限 り，

友が い る。 その友 とは聖 きみた まであ り， 神

につ け る事 柄 を察知 しては私 た ち に示 して下

さる聖霊 な の であ る。 これ こそ私 た ちが光 を

知 る こ とが で き， 続け て暗 黒の世 界に とどま

るこ との ない よ うに， 主が お与 え下 さった偉

大 な手段 なの で ある。」(ロレンゾ ・スノーCoη 一

血泥η061～砂07'「大 会報告 」1899年4月 ，p.52)

使徒 パ ウ ロは， 私 た ちが 聖 きみ た ま を悲 し

ませ， みた まを失 うこ との な い よ うに， 勧告
r
を与 えて い る。

「神 の聖 霊 を悲 し ませ て はい けな い。 あな

たが た は， あが な いの 日の ため に，聖 霊 の証

印 を受 けた ので あ る。

すべ ての無 慈 悲，憤 り， 怒 り， 騒 ぎ， そ し

り， また， い っ さいの悪 意 を捨 て去 りな さい。

互 に情 深 く， あ われ み深 い者 とな り， 神 が

キ リス トに あ って あ なたが た をゆ る して下 さ

った よ うに， あ なたが た も互 にゆ る し合 いな

さい。」(エ ペ ソ4：30-32)

ハ ロル ド ・B・ リー 長老 は， 次 の よ うに語

って い る。

「私 は み た まか ら教 え を得 た こ とが あ る。

その結 果， 今 私 は， この世 界で安 全 な場所 は

どこに もな い こ と，私 た ち の住 んで い る場 所

とて も例 外 で は ない とい うこ とを知 って いる。

最 も大切 なの は，私 た ちが どの ように生 きるか

とい うこ とで あ る。戒 め を守 って初 め て，イス

ラエ ル は安 全 を得 るの で ある。 つ ま り， 主 の

聖 きみ た ま を伴侶 とし， その導 き と慰め を受

け られ る よ う戒 め に従 って 生活 し， また神 の

代弁 者 と して この世 におけ る管 理 を任 され た

これ らの 人々 の言葉 に進 んで 耳 を傾 け， 教 会

の勧 告 に従 う.時， イ ス ラエ ル は安全 を保 て る

ので あ る。」(「大 会報 告」1943年4月 ，p.129)



大会の説教 に聞き入 る聖 徒たち

教会 を支 え る活 力源 は， 聖 な る神 権 を通 し

て働 く聖霊 であ る。教 会 はすべ ての プ ロ グラ

ム を啓示 に よ って運営 して い る。主 はオ リヴ

ァ ・カウ ドリに， 次 の よ うに告 げ られ た。

「誠 に まこ とにわ れ汝 に告 く"。… …汝 あ る

知識 を受 くべ し と信 じて信仰 を もて 真心 よ り
い か

求 む る如 何 な る事 の知識 を も， こ れ を得 ん こ

とは汝 の神 に して汝 の瞭 い主 な る主 の今 生 き

て 在 るが如 く正 に確 な り。

然 り，見 よ， わ れ今 汝 に来 りて汝 の心 の中

に留 るべ き聖霊 に よ りて汝 の 智 と情 に告 げん

とす 。

そ もそ も， 見 よ， これ は啓示 の 『みた ま』

な り。」(教 義 と聖 約8：1-3)

教 会 の大管 長 に指示 が下 され るの もこの方

法 であ る。 ステー キ部 長 ， ワー ド部 監督 ，教

会 員一 人一 人に指 示 が下 され るの も， この 同

じみた まに よ る。

私 は 次の 歌詞 が好 きで あ る。

み たま は魂 を 目覚 め させ，

心 は喜 びに あふ れ る。

わ れ らは神聖 な 目標 を眺 め 見て，℃

主 を身近 に 感 じる。

シナ イ山 での よ うな柴 は な くとも，

主 よ，今 少 しみ 姿 を近 くに現 わ した まえ。

わ れ らの心 は 燃 えなか ったか。

み た まは こ こに火 と燃 ゆ る。

み た まは奉 仕 の望 み を駆 り立 て，

義 務 の道 を明 らか にす る。

主 よ， 日ご とわ れ らに示 した まえ，

す べ て の行 ない， すべ ての言葉 に。

(讃美歌204番 〔英文 〕)

私 は， この 大 いな るみ業 が 真実 であ るとい

う私 の証 を兄 弟姉 妹 の皆 さん の心 に残 したい

と思 う。 こ の証 は，今 述 べ た と同 じ方 法 で，

つ ま り聖霊 を通 して， 得 た もの であ る。以上

の こ とを， イエ ス ・キ リ.ストの み名 に よ り申

し上 げ る。 アー メン。
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世の汚れに

染まらないように

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

ジ ョ ー ジ ・Pl・ リー

人 は神 とサタ ンの 両 方 と同時 に 手をつ な

ぐこ とはで きな い。 いず れか 一方 に 限 ら

れ る

愛 する兄弟姉妹・き・う私は激 会の若人
の皆 さんに お話 したい と思 う。私 は教 会

の若 人 を愛 して い る。今 日の 若 人は， 有 史以

来最 も立派 な人 々で あ る と， 私 は心か ら信 じ

てい る。 この よ うに 申 し止.げる理 由 のひ とつ

は， 私が 管理 して いるア リゾ ナ州 ホ ルブ ル ッ

ク伝 道部 で働 く献 身 的で 立派 な宣 教師 た ちの

中に， その証 拠 を見 る こ とが で き るか らであ

る。今 日の宣 教師 はか つ て な く準備 を よ く整

え， 成長 し， 高 い霊性 を備 えて伝 道 に従事 し

て い る。

皆 さんは前世 にお いて， 最 も勇敢 で， 最 も

気高 い霊 た ちの 内に数 え られ てい た人 々 であ

る。 したが って神 は， あ る神 聖 な 目的 をもっ

て， この 苦難 に満 ちた末 の時 代 まで皆 さん を

と どめ置 かれ たの で あ る。 今 日地上 に生 を受

け てい る選 ば れた霊 たち は， 前世 です でに選

び を受 け てい た。 天で従 川頁で あ り， 勇敢 であ

り，義 し く生活 してい た ため に選 ばれ たの で
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あ る。その時 ，皆 さんに は もの を見 る 目が あ っ

た。 す なわ ち霊 の 目 を もって神 と，長 子で あ

るイエ ス ・キ リス トを見 た 。 また， サ タ ンを

も見 た ので あ る。

天上 で戦 い を起 こ したサ タ ンが皆 さん を 自

分 に従 わせ よう とした時， 皆 さんは主 の側 に

つ いて戦 った。皆 さん は誠実 で あ り， 忠実 で

あ った。 皆 さん は義 しい生 活 を し，主 に望 ま

れ る こ とをす べ て行 な った。

そ して今 ， この苦難 に満 ちた末 の時 代 に，

天 父 はみ業 を遂行 す る ため再 び皆 さん を必 要

としてお られ るので あ る。天上 にお いて試 し

に遭 っ た時， 誠実 かつ 忠実 に対 処 し， そ の試

しに合 格 した皆 さん を，主 は今 必要 としてお

られ る。主 は また，皆 さん方若 人 に， 地上 の

あ らゆ る悪 に 立 ち向か い， 前世 に おけ る と同

じよ うに現 世 で も誠実 かつ 忠実 で あ る よ う望

んでお られ る。 さ らに ，長 子 であ り，贈 い主

であ り，救 い主 であ る神の 生 みた もう独 り子

イエ ス ・キ リス トの再 臨 に備 えて ，主 のみ 業

を遂行 す る よ う望 ん でお られ るの で あ る。

ここで， 皆 さん が主 の僕 と して働 く備 え を

す るに 当 た って，世 の 汚れ に染 ま らな い よ う，

次 の事 柄 を提案 申 し上 げ る。

1.神 は ，若 人 の皆 さん が徳 高 くあ る よ う

に望 ん で お られ る。皆 さん は， 神 の選 りす ぐ

りの息子 ， 娘 であ る。従 って， 徳高 く生 活 で

きるは ずである。主 は， 「絶 えず 徳 を以 て汝 の
おもい

想 を飾 るべ し」(教 義 と聖 約121：45)と 言 っ

て お られ る。

若 人 の皆 さんが持 ってい る あ らゆ る もの の

中 で最 も大切 な ものは徳 で あ る。徳 は高 価 な

真珠 で あ る。 人は， 富 と名声 を得 るため に，

生 涯額 に汗 して あ くせ くと働 く。 しか し， 皆

さんの 最 も大 いな る富 と名 声 は，徳 高 い生 活

を送 る こ とに よ って こそ得 られ るので あ る。

そ して ，徳 高 い生 活か ら得 られ る富 と名声 と

は，自分 自身 と隣 人 に，また神 よ りもた らされ

る平安 であ り， それ に義 しい生活 の もた らす

喜 び と幸 福 であ る。 ま た， 誠 実か つ忠 実 で，

主 を愛す る者 と して天 父 の生 命の 書 にそ の名



前 を記録 され る こ とは， 世 の誉 れや栄 光 を得

るよ りも， は るか に価値 の あ る こ とで あ る。

徳 と純 潔 を盾 と し， よ ろい として身 に ま と

って いただ きたい。 そ うす れば 決 して 打 ち負

か され る こ とはな い であ ろ う。 値踏 み の で き

ない尊 い徳 を公 然 と身 に ま とって い ただ きた

い。王冠 の宝石 の よ うに箱 の 中に しまい こ ま

ない よ うに。

パ ウ ロは述べ て いる。 「もし人が，神 の宮 を

破壊 す るな ら， 神 は その 人 を滅 ぼす であ ろ う。

なぜ な ら， 神 の宮 は 聖 な る もの であ り， そ し

て， あな たが た はそ の宮 なの だか らであ る。」

(1コ リン ト3：17)

若 人の皆 さん に 申 し上 げ る。神 を侮 っては

な らな い。徳 は神 の律 法 で あ る。

2.神 は， 皆 さん が常 に祈 るよ うに望 ん で

お られ る。私 は子 供 の頃 ， ナバ ホ族 の保 留地

に あ る粗 末 な狭 い小 屋の 中 で， ひ ざ まず い て

よ く祈 った もの で あ る。 私 は 多 くの 試練 を受

け， そ の度 に誘 惑 に立 ち向 か うに必要 な信仰

と力 と勇気 を天 父 に願 い求 め たの であ る。私

が ひ ざまず いて祈 って い る と，私 の 兄弟 た ち

は小 屋 のす き間 か ら笑 っ た り， 叫ん だ りして

よ く私 をひやか した もの であ る。 しか し私 は

その よ うな こ とを一 向 に気 に留 め なか った 。

幼 い頃か ら誘 惑 に立 ち 向か う信仰 と勇気 を

ひ ざまず いて 神 に願 い求 め る若 人は， 誘惑 に

遭 っ て も， そ れが 色 あせ て非常 に魅 力 の ない

もの であ る こ とを発 見す るで あ ろ う。 この満

ち足 りた俗 世 に浸 ってい ては， 神 が生 きてお

られ， この教 会が 真実 で あ る とい う証 を強 く

す るこ とは で きない 。 た とえわず か で も第一

歩 を踏み 出 し，絶 えず成 長 に努め るこ とで あ

る。

皆 さんは祈 りに よ って信仰 を養 い育 て る必

要 が あ る。信 仰 とい う名 の 筋 肉を， 自分 自身

を支 えるほ どに 強 くな る まで鍛 練 して いた だ

きたい。 愛す る若 人の皆 さん， ひ ざ まず い て

祈 る よ うに して い ただ きたい。 主 は皆 さん一

人一 入に見合 った証 を備 えて下 さって い る。

しか し， 願 い求 め なけ れば そ の証 を得 る こ と

はで きない ので あ る。

すべ て の若 い 男女 は， デー トに出か け る前

に祈 るよ うにすべ きで あ る。 非常 に質 素 で貧

しい環境 の下 に 生 まれ たナバ ホ族 の少 年が 洗

練 され た神 の器 に なれ たの は， ひ ざまず いて

祈 った こ とに よ る。 若 い時 に祈 る者 は大 人に

な って も祈 る。 そ して， さらに祈 り続 け るな

らば やが て神 とな るの であ る。

3。 神 は ，皆 さん が主 イエス ・キ リス トと

教会 ， お よび主 の義 に従 って立 つ よ うに望 ん

で お られ る。 ヨシュア は 自分 の 歩む 道 を決 め，

次 の よ うに宣 言 して いる。 「あなたが たの仕 え

る者 を， き ょ う，選 び な さい， ただ し， わ た

し とわた しの家 とは共 に主 に仕 えます。」(ヨ

シュ ア24：15)

皆 さん もヨ シュア に倣 う必要 が あ る。 ヨシ

ュア と同 じ決心 をす べ きであ る。新 た な誘 惑

に遭 って も，皆 さん は何 を決意 し， どの よう

に対処 す れば よいかす で に知 って い るはず で

あ る。す な わち， 主 に仕 えな けれ ばな らな い

とい うこ とであ る。皆 さんの求 め るべ きもの

は神 の誉 れ であ って， 人 の誉 れ では ない。

私 は家族 の 中 でた だひ と りの末 日聖徒 とし

て保留 地 で少 年 時代 を過 ごした。 その 間私 は，

価 値 観 を異 にす る友達 か ら何 度 も誘 惑 を受 け

た。 実 の兄弟 や姉 妹 まで私 を試み た。

私 の兄 弟 た ちは， 私 に も 自分 た ち と同 じよ

うな生 活 を させ よ うと相 談 し， あ る 日私 に襲

いか か っ て私 の手 足 を縛 りあげ よ うとした。

そ して， 身動 きの で きな くな った ところで，

私 の 口にぶ ど う酒 とビー ル を流 し込 もう とし

た の であ る。 しか しその企 て は成功 しなか っ

た 。私 が あ らん限 りの力 と勇気 をふ りしぼ っ

て 抵抗 したか らであ る。私 は必 死 に その場か

ら逃 げ た。 しか しそ れで も私 は彼 らを愛 し，

彼 らを赦 して下 さ るよ う天父 に願 い求 め た。

皆 さん もその よ うで あ って ほ しい。 皆 さん

の 肉親 の兄弟 姉妹 ， 愛す る人々， 友 人 と真 向

うか ら対 立す る よ うな事 態 に陥 ろ.うとも， 主

の側 に立 つ よ うに すべ きであ る。

4。 神 は， 皆 さんが 自分 な りに作 り上 げた

39



神 の姿 を追 い求 め るの では な く， 真実 の神 の

みに仕 え る よう望 ん で お られ る。主 は言 われ

た。「彼 らは主 の義 を打建 てんために主 を求 め

ず して， あ らゆ る者 お のが心 の ままに振舞 い

おのれ らの神 の姿 を求 むれ ども， そ の姿 は 人

の世 の像 に して その 本質 は一 個 の偶像 な り。」

(教義 と聖約1：16)

皆 さんは， 神 とサ タンの両 方 と同 時 に手 を

つ な ぐこ とはで きない 。い ずれか 一 方 に限 ら

れ る、霊 的 な事柄 よ りもハー ドロ ッ ク ミュー

ジ ックや その他 この世 の もの を重 要視 す る時 ，

その 人はサ タン と手 を結 び， 暗 闇の 中 を歩 ん

でい る と言 え よ う。 そ うす る うちに， その 人

は霊 的 な事柄 に 無感覚 とな り，や が て教 会や

伝 道 に対す る興 味 と気 力 を失 うであ ろ う。 そ

して， その心 は 恐れ と疑 惑 に包 まれ る。 また，

自分な りの道 を歩 み始 め， 「その姿 は 人 の世 の

像 に して その本 質 は一個 の偶 像 な り」 と言 わ

れ る自分 で作 り上 げた神 の 姿 を追 い求 め る よ

っに なる。 ス ポー ツの花 形選 手や 映 画 ス ター ，

ロ ッ ク ミュー ジ ックのス ター， お金 ， ス ポー

ッカー といった ものは， 「人の世 の像 に して そ

の本質 は一 個 の偶像 」 にす ぎな いの であ る。

したが って， そ れ らの もの をあが め ない よ う

に してい た だ きたい。

5.神 は， 皆 さんが 従順 で あ るよ う望 ん で

お られ る。両 親，神 権 指導 者， お よび 主 に従

順 に なれ る よ う 自らを鍛練 して いただ きたい。

従順 は人 に成功 と幸福 を もた らし， 不 従順 は

人 を反抗 と霊性 の衰 退 に導 く。 両親 か ら16歳

にな る までデ ー トを して はな らない と言わ れ

た ら， そ の言葉 に聞 き従 いな さ い。 また， 神

権指 導 者 か ら純潔 を守 るよ うに と勧 告 され た

ら， その通 りに して いた だ きた い。 さ らに ，

主 か らすべ ての若 い 男性 は伝道 に 出 るよ うに

と勧告 され た ら， そ のみ言 葉 に耳 を傾 け， 従

って いた だ きた い。 「汝 らわが 言 うところを行

わば， 主 な るわれ これ に対 して責 任 あ り。 さ

れ ど， 汝 らわが言 う とこ ろ を行 わず ば 汝 ら何

ら約束 を受 け ず。」(教 義 と聖約82：10)主 は
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こ う告 げて お られ る。

6.神 は， 皆 さんが 一 生懸 命 に聖典 を探 求

す るよ う望 ん でお られ る。若 い頃 か ら聖典 を

愛 読す る よ うに して い ただ きた い。 また， 自

分 の標 準聖 典 を持 つ よ うにお 勧め す る。聖典

は心 を啓 発 し， 力 と勇気 と平安 と落 ち着 き を

もた らす 。 それ に引 き換 え， 不健 全 な世 の文

学 は， 人の心 を暗 くす る。

聖典 は 若 い男性 に伝 道 の備 えを させ ， また

彼 らが 実 り多い伝 道 を行 な え るよ うに 助 け る。

一 方， 若 い女性 には母 親 とな る備 えを させ ，

シ オンに おけ る麗 し く優 し く愛情 に富 ん だ母

親 とな る助 け を与 える。 また何 よ りも，聖典

は，皆 さんが世 に打 ち勝 て る よ うに助 け， 日

の光栄 の世 界 に おい て神 々 とな り，王 とな り，

女 王 とな る こ とを可能 に して くれ る。 主 は次

の よ うに 言 ってお られ る。

「主 ， われ 言 いた る こ.とは， われ言 い た る

な り。 わ れ言 い逃 れせ ず 。天 地 は過 ぎ行 くと

も， わが 言 は過 ぎ行 くこ とな くして成 就すべ

し。 わが 声 にて言 わ る る も， 僕 らの声 に て言

わ るる もみ な一つ な り。」(教 義 と聖約1：38)

若 人の 皆 さん にお願 いす る。 どの よ うな誘

惑 に遭 お う とも， 主 の側 に立 つ決 意 を し， 主

に従 って い ただ きた い。 皆 さん は主の み前 か

ら断 ち切 られ るには あ ま りに も麗 し く，清 く，

純 粋 で ある。誘 惑 を 自分 の身 に招 か ない よ う

に して いただ きたい 。誘 惑の 中 で最 も よ くな

いの は， 自分 で計 画 し， おぜ ん立 て をす る誘

惑 で あ る。 もし世 の 人々 が皆 さん を嫌 い， 時

代 遅れ だ と言 った ら， 次 の主 のみ 言葉 を思 い

起 こ して い'ただ きた い。 「もしこの世が あなた

が た を憎 む な らば ， あ なたが た よ りも先 にわ

た しを憎 んだ こ とを， 知 って お くが よい 。

も しあな たが たが この世 か ら出た もの であ

った な ら， この世 は， あな たが た を 自分 の も

の と して 愛 したで あろ う。 しか し， あな たが

たは この世 の もので は ない。 か え って， わた

しが あな たが た を この世 か ら選 び出 した ので

あ る。 だ か ら， この世 は あ なたが た を憎 むの

であ る。」(ヨ ハ ネ15：18-19)

若 人 の皆 さん，世 の人 々に倣 っては ならな い。

世 の人 々 と異 な りな さい。世 の 人々 とは異 な

る， 特 異な 存在 とな るこ とは，楽 しい もの で

あ る。皆 さんは ， この世 を克 服 し，罪 を克服

し，憎 しみ を克 服 し， 偏 見 を克服 し，失 望 を

克服 し， 肉欲 を克服 して， 前世 におけ ると同

じよ うに誠実 か つ忠 実 な者 とな る使命 を帯び

てい る。前 世 で皆 さんは試 しに合 格 したので

あ る。 勇敢 で あ り，従 順 で あっ た。主 はそ の

皆 さん に， この世 にお いて も同様 に従順 で，

勇敢 で あ る よう望 んで お られ るの で ある。

「人 はひ と跳 び で地 獄 に行 くわけではない」

と言 った人 が い る。私 は皆 さんが誘 惑 に抗す

る十 分 な力 を備 え，悪 の兆 しが見 えたな らば

慎 重 に それ に対処 して その誘 惑 を避 け るよ う

祈 って い る。 き ょ うの皆 さんは， 美 し く，麗

し く，清 い 。 しか し， あすの 皆 さんは皆 さん

の選 び にか か って い る。皆 さんの 将来 は明 る

く，祝 福 に満 ちて い る。若 さは力 で ある。教

会が 有す る最 も大 いな る将 来 の力 は若 人で あ

る。国家 に つ いて も同様 で あ る。

神 は皆 さん を愛 して お られ る。 私 も皆 さん

を愛 してい る。 皆 さん の よ うな若 人が い るこ

とを， 日々神 に感謝 してい る。 また，神 が永

遠 にわ た って常 に皆 さん を見 守 りた.もうよ う

に祈 って い る。 イエス ・キ リス トのみ 名に よ

り申 し上 げ る。 アー メン。

タバナ クル合唱団指 揮者 ジェラル ド・D・ オタ リー
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決

大祝福師

断

エ ル ド レ ッ ド ・G・ ス ミ ス

決断を下す際に，主の導きを求め，神か

ら与えられた自由意志の権利を行使して

いたださたい

私 もモンソン長老と同じように諾 人につ
い てお話 した い と思 うが， 通訳 の 方 々の

こ とや， 割 り当て られ た時 間 につ い て考 え る

と， そ うす る こ とをあ き らめ ざる を得 な い。

きょ う私が 申し上 げた い こ とを一 言 で ま と

め る と， 「決 断」とい うこ とであ る。決 断す る

とは，神 よ り与 え られ た 自由意 志 の権 利 を行

使 す るこ とであ る。

あ る人は， 自分 で決 断 した こ と を他 の 人に

押 し付 け よ うとす る。

また， 中には， 自分 で決 断す る こ とを嫌 う

人 もい る。

即 座 に正 しい決 断 を下す 賜 をい た だい てい

る人 もい る。他 の あ らゆ る賜 と同様 ， 決 断力

を強 くす るには訓 練が 必要 で あ る。 そ して，

訓練 す ればす るほ ど， 決 断は容 易 に下せ る よ

うにな るの であ る。

農場 に働 きに来 た町 の少年 もその よ うな経

験 を した。 じゃが い も を選 別 して い た時 に，
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あ る人か ら農場 で働 くこ とが 好 きか と尋 ね ら

れ，彼 は こ う答 えた 。「仕 事 は とて も好 きです 。

で も， 選別 って大 変 なん です ね。」

余 暇 を どの よ うに過 ごすか に よ って その人

の人格 が計 られ る とは， よ く言 われ る言葉 で

あ る。す な わ ち， 自分 ひ と りで下 す決 断 に よ

って 人格 は計 られ るの であ る。

人 が この世 で生 活 す る主 な 自的 の ひ とっは ，

決 断 の下 し方 を学 ぶ こ とで あ る。 会社 や教 会，

家 庭 にお け る良 い指導 者 とは，適切 な決 断 を

下 す こ との で きる人 で あ る。 そ の こ とに 関連

して， 監 督や ス テー キ部長 が 下す 決 断に つ い

て考 えて み てい ただ きた い。

主 は言 ってお られ る。「これ わが 業 に してわ

が栄光 ， す なわ ち人 に不 死不 滅 と永遠 の 生命

とを もた らす な り」(モ ー セ1：39)と 。

ロ レン ゾ ・ス ノー は福 音の 計画 を説明 す る
ぜんぽう

に 当た って， そ の計 画の 全貌 を次 の よ うな短

い言 葉 で見事 に表現 した。「人が現 在 あるが ご

と くに神 もか つ て あ り， 神が 現在 あ るが ご と

くに 人 もな り得 るの で あ る。」(ロ レン ゾ ・ス

ノー ，1892年1月11日)

人が現 在 の神 の段 階に 至 るため に は， 自ら

重 大 な決 断 を下せ る よ うに な らなけ れば な ら

な い。

多 くの人 は，祈 れ ば， あ る いは神権 者 か ら

祝 福 を受 け れば， すべ ての 問題 に対 して主か

ら答 え を いただ け る もの と考 えて いる。 ま た，

若 人の 中に は， 自分 の選 ぶべ き学 科 ，学校 ，

職 業 ，お よび会社 を明 らか に して下 さ る よ う

主 に願 う人 もいる。確 か に私 た ちは祈 りや祝

福 を通 して 多 くの助 け を得 る こ とが で き る。

しか し， 最終 的 な決 断 を下す の は皆 さん 自身

で あ る。

私 た ちが正 直 に生 活 して い る限 り，主 は私

た ちの学 科や 職種 をそれ ほ ど気 に して はお ら

れ ない の では ないか と， 私 は考 え る よ うに な

った。主 が心 に掛 け て お られ るのは ，私 た ち

が不 死不 滅 と永遠 の生命 ，す なわ ち昇栄 を得

るこ とが で きるか どうか とい うこ とで あ る。

人はみ な固有 の才 能 を持 っ てい る。系 図 を



調べ て， 皆 さん の好 きな こ と，得 意 な こ との

中 で先祖 か ら受 け継 い で いる才能 を見 いだ し

て いた だ きた い。 そ して， その分 野 の スペ シ

ャ リス トに な って いた だ きた い。 皆 さん が学

業や 日々の務 め に励 む時 に， 主 は その努 力 に

対 して祝 福 を与 え て下 さ るであ ろ う。

主 は オ リヴ ァ ・カウ ドリに，啓 示 を受 け る

ため の鍵 を与 え られ た。

「見 よ
， われ汝 に告 ぐ，汝 心 の 中に よ く思

い計 り， その後願 うこ とも し正 しか らば 汝願

わ ざ るべ か らず 。願 うこ と正 しか らば， その

時 われ汝 の心 を内に 燃や さん。 これ に よ りて

汝 にそ の正 しき を感ぜ しむ。 され ど も し願 う

とこ ろ正 しか らず ば， か か る感 な くして 汝の

心 は次 第に鈍 くな り， そはつ い に悪 の悪 た る

を忘 れ しむ るに至 らん 。」(教 義 と聖 約9：8

-9)

これ は，私 た ちが重 要 な決 断 を下 す際 に常

に指 針 とすべ きこ とで あ る。 言葉 に 出す か否

か を問 わず， 私 た ちは 日々絶 えず 決 断 を下 し

て い る。 これが 自由 意志 ，す な わ ち選 択 をす

る権 利 であ る。

今 日の教会 の成 長 ぶ りか ら見 る時 に，1831

年 ミズー リ州 ジャ クソ ン郡 にお いて与 え られ

た次 の啓 示が いか に素 晴 ら しい もの であ るか

が よ く分 か る。
ことごく

「見 よ， われ汝 らにすべ て の事 を悉 く命 ず
や

るは至 当 な らず。 そは，.すべ ての事 巳む を得

ざれば為 さ ざる者 は怠惰 な り，賢 き僕 に あ ら

ざれ ば な り。 これ を以て 彼 は良 き報 い を受 く

るこ とな し。

われ誠 に汝 らに告 ぐ， 人 は努め て善 き業に

従 い， 多 くの事 を その 自由意 志 に よ りて為 し，

多 くの正 し き事 を為 し遂 げ よ。

そは 人 自 らの 中に 自由 の意 志 あ りて 己れの

事 を 自 ら為す 者 なれ ば な り。 従 って 人善 を為

さば決 して その報 い を失 わ ざ らん。」(教 義 と

聖 糸勺58：2628)

シナ イ 山を下 りて 来 たモー セ は， 次の よ う

に言 った 。「すべ て主 につ く者 はわ た しの も と

に きな さい。」(出 エ ジ プ ト32：26)ま た ヨシ

ユアは 叫 んで い る。「それ ゆ え，いま，あなた

が たは 主 を恐 れ， まこ と と， ま こころ と， 真

実 とを もって， 主 に仕 え… … な さい。… …あ

なたが た の仕 え る者 を，き ょ う，選 びな さい。」

(ヨ シュ ア24：14-15)

不 正 直 を避 けて正 直 を選 び， 同胞 に奉 仕 し，

神 の王 国 を建 設 す るため に，神 か ら与 え られ

た 自由 意志 を賢明 に用 い てい ただ きた い。

また， 早 い 時期 に伝 道 に出 る決意 を して い

た だ きた い。現 在， 伝 道 に出 るべ き多 くの若

人 が伝道 に出 てい ない 。 これ は， 早 い時期 に

その決 意 を しなか っ たため に， 充分 な計 画 を

立 て られ なか ったか らで あ る。 そ の結果 ，ほ

か の活動 の方が 大切 に思 われ る よ うに な った

の であ る。

皆 さんが福 音 を宣べ伝 え る期 間 は2年 間だ

け では な い。生 涯福 音 を宣べ 伝 え よ う と決意

すべ きで あ る。伝 道の2年 間 は， 福 音の教 え

方 を学 ぶ時期 であ るに過 ぎな い。 その経 験 を

生か して，私 た ちは残 りの生涯 を福 音の伝 道

に 費や す ので あ る。

皆 さん 自身 の行 な いに よ って福 音 を宣べ 伝

えてい た だ きたい 。徳 高 く清 い生 活 を送 って

い.ただ きたい。 不 道徳 に走 らず， ポル ノにお

ぼ れ るこ とな く3清 い生活 を送 る決 意 を して

い ただ きたい。 そ うす る時 に，皆 さんは ，主

の宮 居 で この世 に おい て も永遠 に わた って も

有効 な結 婚 をす るにふ さわ しい者 とな るので

あ る。 また， ふ さわ しい者 に なろ うとす るだ

け でな く， 主 の宮居 で 結婚 しよ う と決意 して

い ただ きたい。

日の光 栄 の結婚 の律法 に従 って生 活す るよ

うお勧 めす る。結婚 式 では， 「ふ えよ，地 に満

ちよ」 と命 じ られ る， 主 は， 教義 と聖約 中の，

日の光栄 の 結婚 に伴 う祝 福 につ い て述べ た箇

所 で，「わが 誓約 を守 り罪無 き者 の血 を流 す殺

人 を犯 さず ん ば」(教 義 と聖 約132：19)と 述

べ てお られ る。 皆 さん は この言葉 を ど う理 解

してお られ るだ ろ うか 。主 は ここ.で堕胎 につ

い て触 れ てお られ る， と考 える こ とは で きな

い だ ろ うか 。 よ く考 えて いた だ きたい。 まだ
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この世 に生 を受 け て いな い子供 以上 に罪 のな

い者 が いるだ ろ うか。 主は なぜ 結婚 に関す る

事 柄 の 中で，殺 人 を取 り上 げ てお られ るのだ

ろ うか。受 胎 は神 と人 との契約 であ る。す な

わ ち， 人が 肉体 を創造 し， 神 が その 肉体 に霊

を送 り込 ん で下 さ るの で あ る。 人が 罪 を犯 さ

ない限 り， 主 は決 して この契約 を破棄 され な

い 。

聖典 を学 んで いた だ きた い。福 音 の計 画 に

つ いて学 び， そ の一端 を担 う者 とな っ てい た

だ きた い。

また， 主 の戒 め を守 り，神 の王 国 の一 員 と

して ，再 臨 に備 え なけ れば な らな い。.

決 断 を下 す際 に， 主 の導 きを求 め， 神 か ら

与 え られ た 自由 意志 の権 利 を行使 して いた だ

きた い。 そ うす る時 に， 皆 さん は私 と同 じよ

うに， この 教会 が イエ ス ・キ リス トの教 会 で

ある こ とを知 るで あ ろ う。この こ とをイエス ・

キ リス トのみ名 に よ り証 申 し上 げ る。 アー メ

ン。

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー十 二使 徒 評 議 員 会 会 員(左)と ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長
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自分 ひとりの力では

到達でさません

七十人第一定員会会員

ロナ ル ド ・E・ ボール マ ン

新 しく召された教会幹部の言葉

私 たちすべての者の救い主である主は・私
たち一 人一 入 を， 「誠 に真 にへ りくだ りた

る心 と悔 いる精神 」(教 義 と聖 約59：8)を 持

ってみ も とに来 るよ うに と招 いてお られ ます 。

私 は今 ほ どその よ うな主 の招 き と要 請 の重大

さ を感 じた こ とは あ りませ ん 。 それ と同 時に

私 は，すべ てが一 新 され ，大 い な る力が 湧 き

上が るの を感 じて， 心か ら感謝 して い ます 。

私 は この召 しを信 仰 と希望 を持 って お受 け

した い と思 い ます 。小 さな カメが 門柱 の頂 き

にい る 自分 を見 い だ して驚 くよ うに ，私 も自

分 ひ と りの力 で は到 底 この場所 に到 達 す る こ

とは で きなか っ たこ とをよ く知 って い ます 。

愛 す る家族， 友 人，恩 師，指 導者 ， そ の他

交流 の あ った方々 に，私 は言葉 では表 現 で き

な い感謝 の気持 ち を抱 い てい ます 。振 り返 っ

てみ る と， 私 の 人生 は 自分 が考 えて いた よ り

もは るか に 困難 であ り， それ で いて満 た され

た もの で あっ た よ うに思 い ます 。私 は ただ，

これ まで に経験 して きた いろ いろ な事 柄が ，

今後 の私 の人生 に何 らかの 形 で役 立 つ よ う祈

って い ます。 そ れ とい うの も， 救 い主 のみ業

に携 わ る よ う神 の予 言者 に よ って召 されたか

らで す。 しか し同時 に， 自分 の至 らな さを痛

感 して い る次第 です 。 その至 らな さ を思 うに

付 け， この 召 しに対 す る 自分 の備 えはた った

今始 ま った ばか りで あ る こ とを認 め ざるを得

ませ ん。

支 持 の挙 手 を して下 さっ た， キン ボー ル大

管 長 を初め とす る教 会 幹部 の皆 さん， お よび

この場 に お集 ま りの皆 さん方一 人一 人に心か

ら感謝 して い ます 。私 は こ こで皆 さん に， 自

分 に与 え られ る責 任 を全 力 を尽 くして遂 行す

るこ とをお約 束 申 し上 げ ます 。

私 は今 か ら30年 ほ ど前 に， 熱心 に学 び，心

か ら祈 って， 聖 きみ た まに よ り， ナザ レのイ

エ スが神 の御 子 で あ り， 私 た ち一 人一 人 の救

い主 ，腰 い主 であ る とい う確 信 を得 ました。

また この確信 を得 た後， 同 じみ た まの導 きに

よ り，主 の福 音 が永 遠 に真 実 であ り， 実 際に

この世 に 回復 され た こ とを知 る こ とが で きま

した。 さ らに， 私 の大 好 きな モル モ ン経 を含

む 四大標 準 聖典 は神 よ り与 え られ た記録 で あ

るこ と， ジ ョセ ブ ・ス ミスか らスペ ンサ ー ・

W・ キ ンボー ル に至 る大管 長 はすべ て神 の予

言 者 であ る こ と， そ して 天父 は私 た ち一 人一

人 を愛 してお られ るこ とをも知 るこ とがで き

たの です 。私 は これ らの事 柄 を知 るこ とが で

きて感 謝 して い ます 。 それ と同時 に， これ ら

の事柄 が 真実 で あ る こ とを， 愛す る救 い主 イ

エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り皆 さん に証 しま

す。 アー メン。

☆ ☆
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「神の王国を

出で行かせたまえ」

十二使徒評議員会会長

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン

全世 界 のキ リス ト教 徒 たち は， 神の み 国

が 来る よ うに と何世 紀 にも わた って祈 リ

続 け てさた 。今が まさにその時で あ る

先 日・ ヨー ロ ッパ大 陸 とスカ ン ジナ ビア半
島 を訪 れた時 に，私 は何 度か新 聞記者 の

会 見 を受 け た。記 者 た ちは ，改宗 者 の増加 か

ら教 会 が著 しい発 展 を遂 げ てい る こ とを知 っ

て ， とて も驚 い た様子 であ った。 私 は彼 らに

言 った。 「私 たちはこの よ うに教会 員が 急速 に

増 えて い るこ と を感謝 して い ます 。 しか し も

っ とうれ しい こ とは，教会 貝 の信 仰 と霊 性 が

高 まっているこ とです 。」 次 いで その言 葉 を裏

付 け るため に幾つ か の統計 を引用 した。私 が

1943年 に初 め て十 二使 徒評 議 員会 に 入 った 当

時 ，聖 餐 会 の平均 出席率 ，つ ま り日曜 日の礼

拝行 事 の出席率 は20パ ー セ ン トであ っ た。 そ

れ が ，今 日全世 界の 出席率 は約41パ ー セ ン ト

であ る。 しか も若 人の 出席率 は46パ ー セ ン ト

であ る。 また ，子 供 た ちが 出席す る初 等協 会

の 出席率 は67パ ー セ ン トに も達 す る。 教会 員

の成 長 ，進歩 ，霊 性 の高揚 は，決 して偶然 の

所産 で はな い。 それ は ま ぎれ もな く永 遠 の真
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理 に 基づ い た素 晴 ら しいプ ロ グラムが あ るか

らで あ る。

イエ スは最初 の十二使 徒 に ， これが 時 の し

る しで あ るこ とを述べ られ た 。

「そ し
.てこの御 国 の 福 音 は ，すべ ての民 に

対 して あか しをす るため に ，全 世 界 に宣べ 伝

え られ るで あろ う。 そ してそ れか ら最 後が 来

るの で あ る。」(マ タイ24：14)

今 日，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は ，

入国 を許 可 して くれ るすべ て の国 々 で回復 さ

れた福 音 の メ ッセ ー ジ を宣 べ伝 えて い る。 こ

れは ，「末 日に神 の王 国が建 て られ ，決 して 滅

び るこ と も他 の民 の手 に渡 され るこ ともない

こ と を予 見 し，予 言 した」(ジ ョセ ブ ・F・ス

ミス 「死者 の蹟 いに関 す る示現 」44節)予 言

者 ダニエ ルの受 け た示 現 と啓示 の成 就 で あ る。

彼 は王 国 の始 ま りを，人手 に よ らずに 山か ら

切 り出 さ れ る石 に た と え て い る。 示現 では

その転 が り落 ち た石 はやが て大 きな 山 とな っ

て全地 に満 ちた。(ダ ニエ ル2：34-35，44-

45参 照)

この夢 の解 き明 か しは ，近 代 の 啓示 の 中で

主 が予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 えて お られ

る。

「神 の 王 国 の鍵 は この世 の 人 の手 に委任 さ

れ，福 音はここよ り転 じ行 きて世の果にまで も達

せ ん 。 あたか も人 手に よらず 山 よ り切 り出 さ

れ た る石 の転 が り出 でて ，つ いに全世 界 に充

ち満つ るが如 し。」(教 義 と聖 約65：2)

こ れが ，神 が定 め られ た この教会 ，この 王

国の行 く末 であ る。

しか しこの末 日のみ 業に神 の み手 の あ る こ

とを認 め な い人 もい る。 イエ スは ニ コデモ に

言 わ れ た。「だれ で も新 し く生 れ なければ ，神

の国 を見 る こ とは で きな い。」(ヨ ハ ネ3：3)

聖 霊 の導 き と霊 感 を受 け ない 人は ，教会 の 発

展 を単 に社会 的 な 出来事 と しか 見 ない こ とだ

ろ う。

私 た ちは ，聖 徒 た ちが義 しい生 活 を送 り，

神 の王 国 の発展 が 続 くように と望 ん でい る。

しか しそれに 反対 す る もの が必 ず存 在 す る と



い うこ とは言 う まで もない。 十二使 徒 評議 員

会 は1845年 に次 の よ うな声 明 を出 してい る。

「こ の み 業 は 発 展 を続 け ，政 治的 ，.宗教 的 な

集 団 の反発 が もっ と強 ま るであ ろ う。そ の時

に ，中立 を守 る王 ，統治 者 ，従者 ，団体 ，個

人は い な くな るで あろ う。す べ ての もの は二

分 され る。す なわ ち ，神 の王 国 に味方 す るか ，

さ もなけ れ ば敵対 す る。」(ジ ェー ム ズ ・R・

クラー ク編 ，!吻SS㎎8S(ゾ 漉6凡 癖P㎎S毎6η の

げ 漉6C勉 名訥 げ ノ6膨sC勉 万s'げLα 舵 処磁y

S厩窺S「 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 大管

長 会 メ ッセ ー ジ」1：257)

主 は次 の よ うに宣 言 を下 され た。 「す なわ ち

シオ ンはそ の美 と聖 とを増 し，その 境域 は拡

が りその ステー キ部 は堅 うせ られ ざ るべ か ら

ず。」(教 義 と聖 約82：14)正 義 が増せ ばそ れ

につ れ て悪 も増 す。 私 た ちの周 囲 には これ を

立証 す る出 来事 が数 々 あ り， とき どき教 会 員

を絶望 に追 いや るこ とが あ る。 しか し私 たち

は ，主が 御 自分 の よ しとされ る時 に ，み ここ

ろにか な う方法 でそれ を解 決 して下 さる とい

う保証 を与 え られ て い る。

「主
，わ れは悪 しき人々 に対 して 怒 り，… …

わ れ 怒 りて 誓 をな し地 の 面 に戦 い あれ と命

・じたれ ば
，悪 しき者 悪 し き者 を殺 し，あ らゆ

る人々恐 怖 に お そわれ ん 。

而 して聖 徒 らも またほ とん ど逃 るるこ と能
くみ

わ ざ らん 。 さ りな が ら主 わ れ は 聖 徒 ら に 与 し ，

御 父 の 前 よ り天 下 り来 り， 消 え ざ る火 を以 て

悪 し き 人 々 を 焼 き尽 さ ん 。」(教 義 と聖 約63：

32-34)

過 去 に ， ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管

長 の 祖 父 に あ た る ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル

副 管 長 は 次 の よ うに 予 言 し た 。

「聖 徒 た ち は や が て 誠 実 さ を試 さ れ る試 練

に遭 うで あ ろ う 。 そ の 圧 力 は 次 第 に 大 き くな

り ，彼 ら の 中 の 義 人 た ち は 救 い が 与 え ら れ る

ま で 日夜 主 に 助 け を 求 め る よ う..にな る で あ ろ

う。」("Pγ01)h6c：yq〆玩 ∂θ7CL.κ ゴ勉 δσ11.'Deseret

Ne胃s『 ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボー ル の 予 言 』

「デ ゼ レ ト・ニ ュ ー ズ」1931年5月23.日
，p.3)

しか し主 は近代 の 啓示の中 で ，「もし汝 らに
おそ

備 えあ らば怖 るるこ となか らん」(教 義 と聖約

38：30)と 言 ってお られ る。 果 た して今 私 た

ちに は備 えが で きて い るだ ろ うか 。私 た ちが

その よ うに努 め るな らば ，神 は必 ず私 た ちに

将来 の試 しに耐 える備 えが で きる よ うに助 け

て下 さる。

私 た ちに与 え られ た これ らの警告 と，増加

しつ つ あ る悪 の現 象 を見 て ，教会 員 たち は次

の よ うに問 う。 「教会 は どうして社会 の悪 を も

っ と明 らか に しな いの で し ょうか 。」 「大 きな

陰謀 をめ ぐらす 者が い るの で し ょうか 。」 「学

校 や 一般 社会 に は び こって い る偽 りの教 え と

戦 うため に ，私 に何 が で き るで し ょうか。」

「不 安 定 な 政 治 経済 情勢 の 中で
，息子 や娘 た

ち に大学 や将 来 の職 業 のため に どの ような備

え を させ れ ば よい で し ょうか 。」 「教会 に は私

た ち を取 り巻 く問題 に対 して用 意 され た答え

が あ ります か 。それ とも，ほか に答 え を得 るた

め に何 か しな けれ ば な りませ ん か。」

私 たち は偽 りの社 会 の ただ 中か ら抜け 出せ

な い 自分 を見 る とす ぐに絶望 して しま う。 し

か し私 た ちは ，主 が 「世 の光 として ，また人

人 を救 う者 と して」(教 義 と聖 約103：9)こ

の世 の聖 徒 た ち を遣 わ され た こ とを忘 れ て は

な らない 。今 は ま さに 「シオ ンは起 ちて その

美 しき衣 を着 け ざるべ か らず 」(教 義 と聖 約

82：14)と 言 われ た その時 で あ る。 将来 教会

とこの世 との違 いは ます ます大 き くなるで あ

ろ う。 しか し， そ の違 いの ゆ えに，私 たち神

の子 供 た ちの ため に定 め られ た神の 計画 に従

って生 きたい と願 う人々 に とって， 教会 が も

っ と魅 力的 な もの とな るよ う望 ん でい る。

教 会 は将来 ，正 直 ，高徳 ，真 実 ， ほむべ き

こ との象 徴 となる であ ろ う。 そ して この よ う

な義 の立 場 を とる こ とに よって ，あ らゆ る罪

悪 ，あ らゆ る偽 りの教 え を否定 す るこ とだろ

う。 大管 長会 と十 二使 徒 会は偽 りの教 えや罪

悪 に注意 を払 い，主 が指示 され る通 りに世 の

人 々 と聖 徒 た ちに絶 えず 警告 を与 え続 け るで

あ ろ う。

47



確 か に悪 の 陰謀 はあ る。 それ らすべ てはサ

タ ン とそ の軍勢 か ら くる もの であ る。サ タン

は主の 声 に 「聴 き従 わ ぬすべ て の者 を欲 す る
とりこ

ままに 虜 となす 」(モ ー セ4;4)大 きな.力を

持 ってい る。彼 は ，政府 を通 して ， また偽 り

の教育 ，政 治 ，経 済 ，宗 教 ，社会 哲 学 ， ある

いは秘密 結杜 を通 して ， そのほ か様 々 な方法

を とって ，人 々に その邪 悪 な影響 を及ぼ す 。

彼の 力 と影 響 力は非 常 に大 き く， で きれ ば選

民 を も惑 わそ うとす る(マ タイ.24：24参 照)。

主 の再 臨 が近づ くにつ れて ，サ タンは い ろい

ろ巧妙 な方 法 を用 いて 人々 を惑 わ し， その 活

動 の範 囲 を広 げ るこ とだ ろ う。 したが って 聖

徒 たちは ほむべ きすべ ての事 柄 を しっか りと

堅持 しな くて は な らない。家 族 の長 は ，国家 ，

学校 ，家庭 ，地 域 ，商店 ，映画館 等 ，人々 と

のすべ て の交 流の場 に あうて子供 た ちが 健全

な影響 を他 の 人々 に及 ぼせ るよ うにす る責任

が ある。 また両 親 は ，子 供 た ちの ため に 自由

を守 る こ と， また，借 金や 浪費 を して 次の世

代 を苦 しめ るこ との ない よ うにす る こ との大

切 さ を知 る必要 が あ る。神 の王 国の 福音 は 自

由の 中に お いての み繁栄 を もた らすdし たが

って ，すべ て の成 人は政 府 の指 導者 を選 ぶ際 ，

主の み言葉 に 従 う責 任がある。 「われ，主 な る

神 は汝 らを 自由 な らしむ。故 に，汝 らは誠 に

自由 な り。… …

さ りなが ら，悪 人 たち世 を治 む る時 は国民

悲 しむ。

この故 に ，汝 ら正 直 な る人 々 と賢 き人々 を

熱心 に探 し求 め よ。」(教 義 と聖約98：810)

各地 方 ，各 国の公 務 に携 わ る人 を選 ぶ 時 は ，

賢明 で徳高 い 人 を選 ぶ ようにす るこ とが 是非

とも必要 であ る。

教会 の指 導者 か ら特別 な指 示 を受 け て いな

いか らと言 って ，.自分の 住 む地域 社 会の 事柄

に関心 を示 さない家 長 が あま りに も多過 ぎる。

主 は次 の よ うに 述べ て お られ る。
ことごと し

「われ汝 らにす べ ての 事 を悉 く命 ず るは至
とう や

当 な らず。 そ はす べ ての事 已む を得 ざれ ば為

さざる者 は怠惰 な り，賢 き僕 に あ ら ざれ ば な
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り。… …

…… 人は努 め て善 き業 に従 い
， 多 くの事 を

そ の 自由意 志 に よ りて 為 し， 多 くの正 しき事

を為 し遂 げ よ。

そは 人 自 らの中 に 自由の意 志 あ りて …… 。

従 って 人善 を為 さば決 して その 報 い を失 わ ざ

らん。」(教 義 と聖 約58i26-28)

この神 権 時代 の予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは

次 の ように語 ってい る。 「健全 で良 い感化 を世

に 及ぼ し，不 健全 な もの をな くす よ うに一生

懸命 努 力す る義務 が私 た ちに あ る。」(研s'oη

げ'舵C勧 劣訪 「教 会歴 史」5：286)

私 たち は次 の よ うに 自問 してみ なけ れば な

らな い。私 た ちは積極 的に 良 い感 化 を及ぼ し，

全 人類 を押 し流 して し まお うとす る悪 の洪水

を食 い止め るよ う最善 を尽 くし， 自由 の擁護

に努 め て い るだろ うか ， と。

家 長 の主要 な責 任 は ，若 人 を将 来 に備 え さ

せ る こ とであ る。福 音 の原 則 は，効 果 的 な家

庭 の夕べ を通 して教 え る こ とが で き ，その教

え を学 んだ若 人は将 来 に対 して何 の 恐 れ も抱

か な いほ どに強 め られ るで あ ろ う。 この よ う

な教 育 は ，信 仰 と証 を持 って ，楽 しい雰 囲気

の下 に行 なわ なけれ ば な らな い。・

当教会 の使 命 は ，積 極 的 に世 のすべ ての 人

人 に王 国の福 音 を宣べ 伝 え ，親族 の 死者 を救

い ，教会 の聖 徒 た ち を完 成 させ るこ とであ る。

これ までの歴 史 を通 じて，教 会 は時 間 ，計画 ，

資金 の無 駄 な くこの使 命 の達 成 に努 め て きた。

つ ま る ところ ，この よ うな努 力 は この世 の 問

題 を解 決 す る ため の もの に過 ぎな いの であ る。

ローマ の総 督 ピラ トは， 自分 の前 に 引い て

来 られ た イエ スに ，あ なた は王 なの か と尋 ね

た。 そ れは政 治 的 な質 問 で あ った。 しか し救

い主 は答 え られ た。 「わた しの国 はこの世 の も

の では ない」(ヨハ ネ18：36)と 。 主 の この答

え は今 日に も適用 す る。主 の 王 国の み業 は非

常 に気高 い もの で ある。世 界の国 々 が直 面 し

て い る経 済 ，政治 ，社 会 問題 は ，神 の助 け な

く して は解決 され ない であ ろ う。

将 来必 ずや聖 徒 たちの信 仰 が試 され る時が



来 るで あ ろ う。 しか し私 た ちは ，現代 の 啓示

に述べ られ て いる主 のみ 言葉 に頼 り， それ を

力 とす る こ とが で き る。

「神 は そ の能 力 で必ず 義 人た ち を守 りた も

う。故 に 義 人は お それ るに及 ば な い，… …

… … 『た とえ火 の力 を以 てす るに至 る と もか

れ らは救 わ るべ し』 とあ るか らであ る。」(1

ニ ー フ ァ イ22：17)

「わ れ は 汝 らの ために戦 わん
。」(教 義 と聖

約105：14)

「汝 に 反 抗 せ ん と して造 る武 器 は一 つ も役

に 立 たず 。… … こは す なわ ち主 の僕 らの受 く

る祝 福 な りd(IIIニ ー フ ァイ22：17)

「ま た大 い な る銀 難 人 の子 らの 中 にあ らん

も， われ はわ が民 を護 るべ しd(モ ー セ7：

61)

神 の王 国 は衰 退 しない し，滅 び な い。 そ し

て 「この世 の 国は ， われ らの主 とその キ リス

トとの 国」(黙示11：15)と な る まで存続 す る

で あ ろ う。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは次 の よ うに予 言

して い る。

「い か な る 汚 れ た者 の手 も
，この み業 の発

展 を止め るこ とは で きませ ん。迫 害 は威 を振

い ，暴徒 は連 合 し，軍隊 は集合 し，中傷 の風

が吹 き荒 れ るか もしれ ませ ん 。 しか し神 の真

理 は大 胆 かっ 気 高 く，悠 然 と出 で立 ち ，あ ら

ゆ る大 陸 を貫 き，あ らゆ る地 方 に至 り， あ ら

ゆ る国に広 ま り，あ らゆ る者 の耳 に達 し，神

の 目的 は成 し遂 げ られ るで し ょう。か くして

大 い な るエ ホバ は， み業 は成 っ た と告 げ られ

ることで しようd(研 零彦oηげ 漉θC肋 励 「教

会歴 史 」4：540)

全 世 界 のキ リス ト教徒 た ちは ，神 の み国 が

来 る よ うに と何 世紀 に もわた って祈 り続 け て

きた。 そ して ，今 が ま さにその 時 で ある と，

私 た ちは心 か ら宣 言す る。

全世 界の 末 日聖 徒 に 申 し上 げ た い。心 を騒

がせ ず ，神 の戒 め を守 る よ うに 。私 見 を加 え

るこ・とな く，生 け.る予 言者 の勧告 に 従 って い

ただ きたい 。主 のみ 前 を正 し く歩む よ う子供

た ち を教 え て いただ きたい。 家庭 で朝 夕祈 り，

自分 と意 見が 合 わ な くて も行 政 に携 わ る人々

の ため に祈 り，全 世 界の 国 々の 門戸が 開か れ

て福 音が 宣べ 伝 え られ るよ うに ，す でに与 え

られ て い る勧 告 に従 って祈 って いた だ きたい。

国の法 律 に従 って いただ きたい。行 政機 関 に

逆 らって は な らない。 公 民 と して の義務 を果

たそ う。 「悪 に屈 してはならない。常 に善 を も

って悪 に抗 しな さいd(バ ー ジル)

神 の王 国 で忠実 な生 活 を営 んで い るす べ て

の 方 々に 申し上 げたい 。「まず神 の 国 と神 の義

とを求 め な さいd(マ タ イ6：33)「 汝 ら起 ち

て 己が 光 を輝 かせ 。 これ汝 らの光 よろず の国

民 の はた じる しとな らん ため ， シオ ンの 土地

と また シオ ンのス テー キ部 とに集 合 す る こと，
さけ ところ一つ は 防禦 の ため とな り

， また暴風 雨の避所

とな り，憤 りの あ りの ま まに全地 に 注が るる

時 に一つ の避 所 と もな らん ため な りd(教 義

と聖 約115：5-6)

「主 の 御 名 を呼 びて この世 に神 の王 国 を来

らせ ，世 に住 め る人 々 を して これ を受 け ，来

るべ き時 代 の備 え を為 さ しめ よ。 そ の時 ，人

の子 は地 上 に建 て らるべ き神 の王 国 にか な う

ため ，彼 の栄 光 に輝 く衣 を召 され て天 の 中よ

り降 りた も うべ し。

これ を以て ，願 わ くは天 の王.国の来 らん た
」.め

，まず神 の 王国 を出で行 かせ た まえd(教

義 と聖 約65：5-6)

私 はへ り くだ り，末.日聖徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会 が今 日地 上 に 回復 され た神 の王 国で あ

るこ とを証 す る。教 会 の教 え と祝 福 は ，御 父

の すべ て の子供 た ちの ため に備 え られ た もの

で あ る。 この こ とが真実 であ ることをイエ ス・

キ リス トの聖 な るみ名 に よ り証 申 し上 げ る。

アー メ ン。

☆ ☆.

49



4月 り日(土)神 権部会における説教

くつをはきなさい

十二使徒評議 員会会員

ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー

準備 を始 め， 信 し，万 全 の備 え を してお

さな さ い。神 の 王国 にお ける 奉仕 の機 会

を 失 うよ うな ことを 言 った リ， した り し

て はな らな い

A宵 ，世 界各地 で大 勢の 若 人が， ソル トレー7
一 ク・シテ ィー のモ ル モン ・タバ ナ クル で

行 なわ れて い るこの神 権部 会 の話 に 耳 を傾 け

て い る。 したが って私 は これ か ら， その若 人

を対 象 としてお話 した い。 しか し， 若 人 の父

や祖 父 であ る方 々 も， で きれ ば聞 い てい て い

ただ きたい と思 う。

数 年 前の教 会 の 『イ ンプ ルー ブ メン ト ・エ

ラ』誌 に，「くつ をは きな さい」 とい う若 人 向

けの記事 が あ った。 そ れは， 田舎 の あ る小 さ

な高校 の フ ッ トボー ル チー ムに籍 を置 く， 名

もな い選手 の物 語 であ った 。 この青年 はチー

ムに 入 るこ とは入 ったが ，一 流 の選 手 にな れ

る見込 み は まるで なか った 。実 際，正 選 手 が

全 員 負傷 で も しな い限 り， その 可能性 はな く，

補 欠 のそ の また補 欠 とい う有様 だ った 。

フ ッ トボー ル ・シー ズ ンが終 わ りを迎 え る

頃， 彼は試 合 に 出る機 会 を与 え られ な か った

だけ でな く，す でに 出た い とい う望 み さ えな
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くして いた。 そ して その年 の 最後 の 試合 の時

の こ とであ る。彼 は靴 を脱 ぎ，毛 布 に くるま

り，ベ ンチ に座 って仲 間 の試 合 を眺 めて い た。

ところが， その試合 の半 ば を過 ぎた頃 ， コ

ー チが 彼の名 前 を大 声 で呼 んだ 。彼 は一 瞬驚

い て，何 か の 間違 いだ ろ う と思 っ た。す る と

また コー チが彼 を呼 ん だ。 「お前 だ 。ぐず ぐず

す るな，攻 撃 につ け」というコーチの声 で ある。

ど うした ら よい のだ ろ うか。 彼が 最初 に考

えた の は，卒倒 で も して しま うこ.とであ っ た。

次 に考 え たの は，聞 こえな いふ りをす る こ と，

そ して最 後 に考 え た こ とが， 「ちょっと待 って

下 さい 。今， 靴 の ひ もを結 び ます か ら」 と言

うこ とで あ った。 そ こで彼 は 男 ら し くベ ンチ

を飛び 出す と， ヘ ル メ ッ トの ひ もを結 び なが

らチー ム の方へ 一 目散 に駆 け て行 った 。 しか

し， まだ靴 は 履 いて いなか った。 白の ソッ ク

スだ け で駆け て行 く彼 に， 両 チー ムの選 手 は

も とよ り，観 衆や コー チ も目 を見 張 った 。恐

ら くコー チ は，卒 倒せ ん ばか りの思 いだ っ た

に違 い ない 。

彼 は試合再 開の合 図 をした が，初 め て試合

に出 た興・奮 で ま ごつ いて い るのが は た 目に も

明 らか だ っ た。 ボール を取 って も， ど ちらの

方 向へ 走 れば よ いか分.からな い有様 であ った 。

味 方 チー ムが 右側へ 動 くの とは逆 に彼 は左 へ

動 き， つ い には， 相手 チー ム の突 進 にひ と り

で立 ち向 か って，猛進 す る敵 前衛 の うね りの

中 にのみ 込 まれ て しま った。

彼 は後 日， 次 の よ うに語 った 。「だ れ も私 に

得点 をあげ る こ とを期 待 しませ ん で した。見

当 はず れの方 向 に走 っ て行 った こ と も理解 し

て くれ ました。 で も， 靴 を履 か ず に飛 び出 し

て行 った こ とに弁 解 の余 地 はあ りませ ん」と。

今 宵， この話 に耳 を傾 け て い る若 人 に 申 し

上 げ たい こ とは ，常 に福 音 の靴 を雁 き， 将 来

様 々 な機会 の あ る.こと を信 じて行 動 して欲 し

い とい うこ とであ る。私 は今 ， ア ブ ラハ ム ・

リンカー ンの言 葉 を思 い 出 してい る。 彼は長

い間， 日の 当た らな い生活 を送 って いた。選

挙 の たび に落選 した。 しか し， 公 職 に就 い て



人 々の ため に働 きた い と願 い続 け た。 次 の言

葉 は， 彼が そ の よ うな状態 の 中で語 った 言葉

で あ る。

「準備 を して お こ う
。 そ うす れば いつか機会

が 巡 って くるだ ろ うdそ れか らしば ら くして，

リンカー ンは，機 会 は備 えの.ある生 活 に味 方

す る とい うこ と を体 験か ら学 ん だの で あ る。.

私 は， 皆 さん方 若 人が 現 に必要 とされて い

る とい っ こ と， そ して いっか 将 来， 王 国 を助

け るため に召 され る 日が 来 る とい うこ とを，

確 か に知 っ てい る。実 際私 たち はす で に皆 さ

ん を召 して いる。 皆 さん の交 わ りと友 情 と奉

仕 と標 準が 必要 なの であ る。皆 さんが 受 け て

い る責 任 の 中に は， 小 さ く感 じ られ る もの が

あ るか も しれな い。 しか し， そ の よ うな責 任

もきわめ て大切 で あって，将 来 の もっ と大 きな

奉 仕へ の準 備 な ので あ.る。

オ リヴ ァ ・カ ウ ドリも， しば ら くの 間 で あ

るが ， 試合 続行 中 に靴 を脱 いだ ひ と りで あ っ

た。 そ して， その ため.に，教 会 歴 史の 中 で大

きな失望 を引 き.起こす こ とにな っ たの であ る。

彼 は， 予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス が モル モ ン経

を翻 訳 して い る陽 そ の.書記 と して働 いて い

た。 そ して， 主かち翻 訳 の場 を与 える と告 げ

られ た。(教 義 と聖約 ：6：25参 照)

しか し， オ リヴ ァは，，充分 な準 備 を して い

なか っ た。 自分.の能 力に対 す る信 頼 も， この

偉 大 な末 日の み業 に対 す る信仰 も，以 前 に比

べ て少 し弱 まっていたのであ る。 「準備 が で き.

る まで少 し待 って 下 さい」 と彼は 叫 んだ。 し

か しや が て彼 は.，，永遠 のみ 業 は長 くは待 って

くれ ない とい うこ とが分 か るので あ る。主 は

オ リヴァにこう言.われ た。 「わ れ… … この特 権
カドつ

を取 り去 りしは， 汝が嘗 て …… 始 め た る如 く

に… …つず け ざ りしに よる。… … 諌怖 れ しに

よ り時去 りて今 は必 要 な らずd(教 義 と聖約

9：5，11)こ う して 彼は 人生 の好 機 を捕 え

損 じて， 好機 は 永遠 のか.なたに去 って しまっ

たの で あ.る。

キン ボー ル大管 長 か.らお許.しが いた だけ た

ら，大 管長 が いか に よ く備 え を して お られ る

か ，個 人 的 な事 柄 につ いてお話 した い と思 う。

故ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 の葬 儀 の席上 ，

キ ンボー ル 大管長.は， 愛 と思 い とを込 め て次

の よ うに語 った 。「リー 大管長 は逝 って しまわ

れ ま した。 こ.のような こ とにな ろ う.とは夢 に

も思 い ませ んで した 。 この よ うな こ とが決 し

て起 こ らな い よ うに と，私 は心 か ら願 ってい

ま した。妻 の カ ミラ と私 は， だれ に も負け な

い くらい， リ』一 大 管長 の長 寿 と幸福 を一心 に，

また絶 えず 祈 って きま した。私 は リー 大管長

が先 に 逝 くとは思 って もみ ませ ん で した。私

は リー 兄弟 よ り4歳 も年 上 です 。 です か ら私

は， 自分 が リー.兄弟 よ り先 に逝 くと思 って い

ま した 。私 の心 は，、 リー兄 弟 の こ とを考 え る

と張 り裂 け んば か り.です 。私 たち は， どれ程

深 く彼 を愛 しで い た こ とで しょ うd(E郷 恕η

「エ ンサ イ ン」1.974年2月 号p .86)

もち ろん， キ.ンボー ル大管 長 は， 自分が 大

管 長 に な るだ ろ.うな ど とは考 え て もい なか っ

た。 しか し， 召 しが与 え られ た以 上， それ が

いか に予期 せ ぬも の で あっ たにせ よ， それ を

受 け なけ れば な らな い。 そ して， キンボー ル

大 管長 に は その召 しを受 け る備 えが で きて い

た の であ る。私'.たちは ，長 年 に わた って キン

ボール 大管 長 と懇 意 に してい るが， 大管 長 は

いつ も備 えが で'きて い る。 試合 続行 中 に靴 を

脱 ぐな ど とい うこ とは 決 して なか った 。一度

と して その よ うな こ とは なか った 。だか ら，

「準 備 が で き る・まで少 し待 っ て下 さい」 と言

っ必要 もな か った。今 の召 しを受 け よ うな ど

とは夢 に も思 って いなか ったか も しれ ないが，

大 管長 は， その堂涯 のす べ て を， 現在 受 けて

い る責 任 の準 備.のために費や してきたのである。

その よ うな準備 が す でに何 年 も前 か ら始め

られ て いた とい・うこ とを，例 を挙 げて御 紹介

したい と思 う。 キ ンボー ル大 管長 が， 今 宵私

の 声 に耳 を傾 け て.いる皆 さんの年 代 の頃 の話

で ある。 大管長 が14歳 の時， 教会 の あ る指 導

者 が 当時 大管 長.のお 父 さん の管理 してお られ

たス テー キ部 を訪 問 して，会 衆 に聖典 を続 む

よ う勧 告 した。
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キ ンボール 大管 長 は， 当時 の経 験 を思 い 出

して 次の ように言 って い る。「私 は それ まで一

度 も聖 書 を読 んだ こ とが なか った の を認め た 。

そ して その晩 その 説教 を聞い たあ と，1ブ ロ

ッ クほ ど離れ た家 に戻 り， 狭 い屋 根裏 部屋 へ

通 じる階段 を昇 り、，小 さな机 の上 に あ る小 さ

な灯 油 ラ ンプに 火.を付 け た。 それ か ら， 創世

記 の初め の数 章 を読 んだ 。1年 後 に 聖書 を閉

じた時 には， そ の 大 きな 素 晴 ら し い 本 を隅.

か ら隅 まで 読 み 通 して い た。 …… 私 の 手に

負 えそ うもなか った 。 しか し，他 人に で き る

こ とな ら， 自分 に もで きるこ とを私 は知 って

いたd

キン ボール 大管長 は さらに次 の よっに言 っ

て いる。 「14歳の子供には理解 しに くい箇所 が

数 々あ るこ とも分 か った 。 しか し，66の 書 を，

1，189章(英 文 で)1，519頁 に わ た って読 み終

えた時， 私 はひ とつ の 目標 を定め て それ を達

成 でき た とい う， 言 い知 れ ない満 足感 を味 わ

ったの であ っ たd

キ ンボー ル大管 長 は この話 を次の よ うに結

ん でい る。 「さて私 は 自慢 す るため に この話 を

して い るの で はな い。私 が灯 油 の 明 りでそ れ

が で きたの だか ら， 皆 さん は電 気 の明 りで そ

れが で きる， とい うこ とを言 いた いが ため に

例 として この話 を使 ったに過 ぎな い。私 は1

頁 も残 さず に 聖書.を.読み通 した こ とを今 で も

喜 んで いるd(『 豊か で満 ち足 りた人生 を計画

す る』 「聖 徒 の道」1974年9月 号，p。416)こ

の よ うに して， また他.の数 々 の過 程 を経 て，

若 きスペ ンサ ー ・ウー リー ・キ ン ボー ル兄 弟

は， 将 来何が 待 ち構 え てい るか も知 らず， 黙

黙 と， かつ着 実 に準 備 を重 ねて い たの であ る.。

こ こで も う一度 ，.教会 の若 人 た ちに 申 し上

げた い。準備 を始 め.信 じ， 万 全 の備 え をな

し，信 仰 を持 ちな さい 。神 の王 国 にお け る奉

仕 の機 会 を失 い，自 分 を王 国に ふ さわ しか ら

ぬ者 とす る よ うなこ とを言 っ た り， した りし

ては な らない。 将 来の 召 しに備 えな さい。 間

違 い な く召 しは来る の だか ら。 福音 の靴 を常

に履 いて い な さい。パ ウ ロはエ ペ ソ人 に， 「立
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って… …平 和 の福 音 の備 えを足には き」(エ ペ

ソ6：14-15)な さい と書 き送 って い る。主

が今 宵 この場 に お られ た ら， は るか 昔 に天使

が シモ ン ・ペ テロに 向か って言 っ た言葉 を繰

り返 され るこ とだ ろ う。 「起 きあが りな さい。

…… くつ をは きなさ い 。… …ついて きなさいd

(使徒12：7-8)

神 権 を持 つ とい う特権 に恵 まれ て い るこ と

は， なん と栄 えあ る こ とであ ろ うか。神 は確

か に生 きてお られ る。 イエ ス ・キ リス トは神

の御 子 で あ り， 私 た ちの主 な る救 い主 で あ る。

現 在， この世 に神 の予 言者 が い る こ とを証 申

し上 げ る。今 宵， 私 た ちは， この 大 いな る会

で， その 予言 者 と席 を共 にす る特 権 に浴 して

い る。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上

げ る。 アー メ ン。
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わた しの思いで はな く
，

み こころが成るよ うに

七十人第一定員会会員

ロバー ト ・L・ シ ンプ ソ ン

40億 の 人 々が， 私 たち が現 在持 って いる

も の を必要 と して いる 。そ れ を分 かち 合

う準備 を して いた だ きた い

愛 する神権者の皆さん・教会の全樹 儲 の
集 う この偉 大 な集 会 に半年 ご とに集 い，

私 は その たび に心 を満 た されて きた。 この地

上 のいか なる力 も， 共通 の 大義 と して神 の神

権 を持 って この 場 に集 って い る 多 くの神 権 者

の 力に 恐 ら く比 肩 し得 な いで あ ろ う。

私 たちは ， トラン ジス ターや 同軸 ケー ブル，

人 工 衛 星 とい った 現 代 の 奇 跡 のお 陰 で，互

いに遠 く隔 た っ た地 に住 んで いなが ら， 共 に

この集会 に参加 す る こ とが で きる。 ソル トレ

ー ク ・シテ ィー か ら地球 を約半 周 したオー ス

トラ リア のパー スの イ ン ド洋 に面 した海岸 で，

宣教 師 た ち と共 に この神 権 会 に参加 して い る

ブルー ス ・オ ピー伝 道 部長 の姿 が私 には 目に

見 え る よ うで あ る。 その地 で はす で に明 日の

朝 で あ る。

ア ルゼ ンチ ンには カル ロス青 年 が い る。 そ

こは今 ，真 夜 中 であ る。 しか し，生 け る予 言

者 か ら教 え を受 け る特 権 に浴 す る こ とを考 え

る と，睡 眠 時間 が2，3時 間少 な くな る こ とな

ど大 した問題 で は ない 。 カル ロス青年 は， 宣

教 師 と して， 生涯 の2年 間 を主 のみ業 に投 資

しよ う と準備 を進 め て い る。

投 資 につ いて一 言 申 し上 げ る。先 日，大 通

りを歩 いて い る と， 人 々 を投資 に誘 う看板 が

多いの に驚 いて しま った。 どの 銀行 で も， 投

資 の条件 に 応 じて， 投 資額 の6パ ー セ ン トか

ら8パ ーセ ン トの配 当 を約 束 して い る。
-丁 度4カ 月前

， ひ と りの 宣教 師が ， オー ス

トラ リア ・ニ ュー ジー ラ ン ド地 区 の伝 道部 で

の伝 道 を終 え た。次 の 手紙 は， 主 のみ業 に2

年 間 を投資 した ら， 主 が どれ程 ，利 息や 配 当

金 を支 払 って下 さるか を証 明す る もの であ る。

その宣教 師 は次 の よ うに書 い てい る。

「まず 第一 に， しか も一 番重 要 な こ とは，

祈 りの 重要性 と力 とを知 った こ とです 。主 と

交 わ りを持 て る よ うに な り， どうす れ ば主 の

答 え を知 る こ とが で き るか も分 か る よ うに な

りま した。 主 は 『そ うで は ない』 と言 われ る

時 もそれが 分か る よ うに な りま した。 主に対

して絶 対 的 な信 仰 と信 頼 を寄せ るこ とがで き

る よ うに な ったの です 。 この よ うな こ とは 以

前 は なか っ たこ とです 。聖 霊 の さ さや きに 注

意 深 く耳 を傾 け る こ とが で き るよ うにな りま

した 。 また， 識別 の賜 も よ く使 え るよ うにな

りま した 。 この賜 は以 前 か らあ る程 度 は持 っ

てい たの です が，伝 道 中 に，.その賜 を適切 に

使 う方 法 を知 りま した。 しか し， 何 に も増 し

て大切 な こ とは， 自分 自身 につ いて， 私 には

本 当 に何 が で きるの か を知 った こ とです司

さ らに 続 けて 茨の ように書 いてい る。「自分

に も他 の 人 々 と心 を通 わせ る能 力が あ るこ と

を知 りま した。 これ は， 私 の生涯 の 中で も，

最 も画期 的 な 出来事 です 。伝 道 を終 えてか ら

は， 大学 構 内で もち ゃん と顔 を上 げ て， 人 を

ま ともに見 て歩 け る よ うに な りました。今 で

は 人 といて も気持 ちが高 ぶ っ た り しませ ん。

どんな状 況 に も敢 然 と立 ち向か え ます し， 自

分 の考 え を述べ るこ とに も恐れ は あ りませ ん。

しか も当 を得 た意見 を述 べ る こ とさ えで きま
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す。物 の考 え方 が以 前 よ りは るか に理 路整 然

とし， 落 ち着 き も出て きま した。母 は私 が こ

の よ うに変 わ った こ とが信 じられ な い よ うで

す 。 また， 私 は これ までに.なく物事 に 真剣 に

取 り組 み， 多 くの 成果 をあげ られ る よ うに な

りま した。私 は これ まで も人 々に 関心 を払 っ

て い ましたが， 今 で は， その 関 心 をどの よ っ

に示 した らよいか分 か るよ.うに な りま した。

昔ほ どあっ さ り とあ き らめ な くな りま した。

です か ら私 が伝 道 のお か げで大 き く変 わ っ た

こ とに疑 いの余 地 は あ りま.せん。

私 は，解 任 を待 っ てい る時 に， 主が 私 の働

きを喜 んで いて下 さって い る とい う証 を得 ま

した。伝 道部長 の面接 を受 け た時 は， とて も

感激 しま した。特 に伝 道部 長 が私 の 目を見詰

め て， 『私 はあ な たの こ とを誇 りに思 って い ま

す』 と言 って くれた 時は， 本 当 に感 激 で した。

私 は その言葉 で 十分報 われ ま した。振 り返 っ

て み る と，最 善 を尽 くして主 に仕 えた とい う

思 いが込 み あげ， 感慨 無 量 です 。伝 道 は他 で

は決 して得 るこ との で きな い満 足感 と平安 を

与 えて くれ ます唱

ほか に も素 晴 らしい部 分が あ る。 「私 は，帰

還 後聖餐 会 で何 を話 そ うか とあ れ これ考 え ま

した。 その聖 餐 会 にふ さわ しい話 を したか っ

たの です。 後 日，ブ リガム ・ヤ ング大学 に い

る私 の とこ ろへ 監督 か ら手紙 が きま した。私

の話 を聴 いて， ワー ド部 の青 少年 が3人 ，伝

道 に 出 る計 画 を立 て始 めた とい うの で す。

私 は これ まで，伝 道 に出 るよ うに とい う召

しに応 え た こ とを， 一度 も後悔 した こ とは あ

りませ ん。伝 道 は これ まで最 もや りが いの あ

る こ とで した。 です か ら， 一生 懸命 働 い 々2

年 間 に感謝 さえ して います 。伝 道 は私 の性 格

を強め て くれ ま した し， 少 な くと も， 天父 が

望 まれ るよ うな人 間に な る第一 歩 を踏 み 出 さ

せ て くれ たの ですか ら。家 に いて は学べ ない

こ と を沢 山学 び ま した。教 会は 疑 い な く真 実

です 。私 は その会貝 であ る こ とを本 当に感 謝

して い ます 。 ま た， 救 い主 との 間 に築 き上 げ

てい る関係 に心 か ら感 謝 して い ます 。 それ こ
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そが私 の伝 道 の 成果 で あ って， そ れ以 外の何

もの で もな いか らです，」

実 に素 晴 らしい手 紙 であ る。 主 こ そ世 界 で

最 高 の利 息 を支 払 って下 さ る御 方 であ る と，

何 のため らい もな く申 し上 げ る こ とが で き る。

6パ ー セ ン トや8パ ー セン トでな く，1，000パ

ー セ ン トもの利 息 を支 払 って下 さるか らであ

る。 しか も， その利 息 は一 時的 な もの では な

く， 永遠 に 続 くの であ る。 何 と驚 くべ き配 当

で はな いだ ろ うか 。

しか し， 自分 の進 歩 だけ を 目的 として伝 道

に 出 る こ とは， 間違 った動 機 で正 しい こ とを

す るの と同 じであ る。 主の み業 の ため に赴 く

とい う召 しに応 える人 はだ れ ぞ も， 他 の 人々

の生 活 に祝福 を もた らす とい う， 全 く非利 己

的 な望 み をそ の 目的 としてい なけ れば な らな

いの であ る。

救 い主 と同 じよ うに ，神 の代 理 を務 め る こ

とが，神 権 の権 能 を持 ち， それ に付随 す る義

務 を引 き受 け て いる私 た ちの仕 事 な ので あ る。

それは 必ず し も私 た ちに都 合 の良 い もの では

ないか も知 れ な い。 しか し，最 も大切 なこ と

は ，主 のみ たまの ささや くま まに， み た まの

指 示 に従 う とい うこ とで あ る。伝 道 に召 され

る とい うこ とは， 決 して容 易 な こ とで はな い。

む しろ ほ とん どの場 合， 幾 多の苦 闘が付 き物

で あ る。 ま た， 大 きな 犠 牲 が 求 め られ， 目

標 達成 の ため に は，例 外 な く数 々の重 労働 と

堅 い信 仰が 必要 とされ る。

神権 を持 つ 兄弟 の皆 さん， つ い最近 聖 任 さ

れた ばか りの執 事 で あ ろ う と， あ るい は経験

豊 か な大祭 司で あ ろ うと， 皆 さん の義 務 は伝

道 の 召 しに備 え る こ とであ る。 これ までに伝

道 に 出 た経 験 が ない 人は， 主 の み こ ころに従

って， 伝 道 の備 え を してい ただ きた い。過 去

に伝道 の 経験 が あ.る人 に対 して は， 主 は も う

一 度伝 道 に 出 る準 備 をす るよ う望 ん で お られ

る。世 界 に は， 私 た ちが 現在 持 って い る もの

を必要 と してい る人 々が40億 人 もい る。 しか

も， 急 を要 す るので あ る。

最後 に， ア ンギア ノ長 老が 最近 経 験 した あ



る出 来事 をお 話 して結 び とした い。彼 は， メ

キ シ コ系 ア メ リカ人 で， スペ イ ン語 で伝 道す

る準備 を してい た。 とこ ろが ，予 言者 か ら召

され た地 は， 予 想に 反 してニ ュー ジー ラ ン ド

の クライス トチ ャーチであった。 スペ イ ン語 を

話す青 年 が スペ イ ン語 のめ っ たに話 され るこ

とのな い国 に派 遣 され る場面 を想像 してい た

だ きたい。

フ ィ リ ップ ・ソン タ ッグ伝 道 部長 は， 空港.

で この単 身赴任 の宣 教 師 の到 着 を待 って い る

間， 英 語 しか通 じな い伝 道部 に来 る スペ イ ン

語 の話せ る青 年 を，.どこに派遣 した ら良 い も

の か と，神 の助 け を求 め てい た。乗 客 が降 り

始 め る と， ソ ンタ ッグ伝 道 部長 は す ぐに新 任

の長 老 を見付 け た。 外見か らす ぐに分 か った 。

真新 しい 白の ワ イ シャツ姿 が， 休 暇旅 行 の他

の 乗客 と比べ て， 目立.って 白いか らで あ る。

長 老 の活 気 に満 ちた 態度 は，特 に 印 象深 か っ

た。 ま さに主 か ら油 注が れ た長 老 で あ る。彼

が 空 港 ビル に近づ くと， その 足取 りも速 くな

っ た。伝 道 を始め よ う とす る意欲 に 燃 えて い

た こ とは明 らか で あ る。 彼 は伝 道 部長 に近 づ

く と， メ キシ コ流 に心 の込 もった抱擁 を しよ

う と，両 腕 を差 し伸 べ た。 その よ うに して育

っ た彼 は，遠 く離れ たニ ュー ジー ラン ドで も，

そ の習慣 が 抜け なか ったの であ る。 そ して，

彼の 口 をつ いて最 初 に 出た言葉 が ，「伝 道 部長

私 はバ プ テスマ を施 すためにや って来 ま した」

で あ った。

さて， 伝 道部 長 とい うものは， 普 通， 新任

の宣 教 師 の訓練 の ため に 自分 の補 佐 を務 め る

長老 を解 任す る よ うな こ とは しな い もの であ

る。 しか し，3度 にわ た って そ うす るよ うみ

た まの勧 め を受 け た ソ ンタ ッ グ伝 道 部長 は，

は っ き りとした確信 を もって その勧 め に従 っ

た 。 こ う して， 中 国 入 とマ オ リ人 を両 親 に持

つ 好青年 ， ク ング長 老 が， この国 際的 な組 み

合 わせ の 同僚 と して召 された ので あ る。

それ か ら3週 間 とたた ない うちに， ソン タ

ッ グ伝 道部 長 は， この ふ た りの長 老が ， ニ ュ

ー ジー ラン ド南 島 では お そ ら くこの家族 だ け

だ と思 われ るが， スペ イ ン語 しか話せ な い と

い う家族 に 出会 った とい う報 告 を受 けた。 ニ

ュー ジー ラン ドへ着 い たば か りの このチ リ人

の家 族 は教 会 を必要 として い た。 この家族 に

は， ア ンギア ノ長老 が必 要 だ ったの で ある。

その ため， 主 は生 け る予 言 者 を通 じて この必

要 に答 え て下 さ ったの で あ る。 それ だけ では

な く，近 くチ リか らニ ュー ジー ラン ドへ移 住

す る予 定 の家族 が100以 上 あ る とい う報告 も

受 け た。現 在 ア ンギ ア ノ長 老 は，新 たにバ プ

テスマ を受 け た家族 と共 に， フ レン ドシ ッピ

ン グ をし， レ ッス ン を始 め よ う とチ リか らの

移 住 者 を待 ち受 けて い る。

主 は このみ 業 に責 任 を持 って お られ る。私

た ちの携 わ って い る この み業 は.，全世 界の天

父の 子供 た ちに救 い を もた らす神 聖 な仕 事 で

あ る。 私 た ちは，予 言者 が さ らに進 んだ プ ロ

グラム を指示 で きる よ うに， 今， 準備 を しな

け れば な らな い。

宣 教 師 としての私 た ちに与 え られ て い る最

大 のチ ャ レ ンジは， 人 々 を高め ，文 字通 り世

の道 か ら人々 を導 き出す こ とであ る。今 の世

は， 不 道徳 に揺 ら ぎ，不 浄 な思 い で弱め られ，

利己主義に毒され，人の高慢のために満身勧
い

痩 の状 態 にあ る。絶 えず徳 を もって思 い を飾

り， 自 ら信 ず る こ とが神 のみ業 に携 わ る こ と

に よ り強 くなるように祈 って い る。(教 義 と聖

約121：45参 照)。 私 た ちは まず 第一 に， で き

る限 り世 の思 いか ら抜 け 出 さなけ れば な らな

い。 その ように， 高 い基盤 の上 に立 って こそ，

手 を差 し伸 べ るこ とも， 引 き上 げ る こ とも，

また真 理 を教 え る こ ともで き るの で ある。 い

つ 召 され るか は問 題 では ない 。 どこへ 派遣 さ

れ るか も問題 では な い。 ワー ド部 の 区域 内か

もしれ ない し，地球 を半 周 した国 か も しれ な

い。 しか し， 救 い主 はひ どい苦 悩 の 中に あっ

て こ う言 われ た。 「父 よ，…… わ た しの思 いで

は な く，みこころが成る よ うに して くだ さいd

(ル カ22：42)今 宵 ，'この 会場 に集 う人々が皆 ，

「わ た しの思 い では な く
，み こ ころが成 るよ う

に」 と言 える であ ろ うか 。
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全 員 か そ り 云 え る よ っ に な る よ っ， 毛・か ら

角 ・て い る 、 今 肖 こ の 偉 人 な 神 権 者 の 集 会 に

集)人 々 は 皆 ， 世 の 望 タ と な る よ っr任 さ れ

て い る 人 々 た か ら て あ る 。 以1か 私 の 証 て あ

る。 イエ ス キ リス トの み 名 に よ り， 申 し」

け る 。 ア ー メ ン 。
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不

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー

主の 召 しを受 けてい る 人は皆 ，義 しい生

活を してい る限 り， その 召 しに 関す る啓

示 を 受 ける権 利 があ る

聖 歌隊の兄弟たちに一言申し上励 い・今
宵素 晴 らしい歌 を歌 って私 た ちに感動 を

与 えて下 さ り，心 か ら感 謝 して い る。

か つ て大管 長会 か ら， 次 の よ うな重 要 な声

明が 発表 され た。「この教 会 の起 源，存続 ，将

来 に対す る希 望， これ らはす べ て絶 え ざ る啓

示 の 原則 に依 存 してい る。」(大 管 長 会の 声 明

C勧 肋 く彰z〃s「チ ャー チニ ュー ズ」1970年1

月10日 ，p.12)

啓 示 は，広 義 に は，.「神 か ら人間へ の交 通 」

と定 義 され， 様 々 な方法 で主 か ら下 され る。

この神 権 時代 の最 初 の予 言者 で あっ た ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは， 主 が その み ここ ろ を人に伝

え るため に定 め られ た ほ とん どす べ て の方法

で啓 示 を受 け た。 ジ ョセ ブが 受 け た最初 の 啓

示 は ，私 たちの 天 父 と復 活 され た御 子， 救 い

主 イエ ス ・キ リス トの直 接 の訪れ であ っ た。

この最 初 の啓示 は しば しば 「最 初 の示 現」

と言 わ れて い るが， この啓示 の そ の後 に及 ぼ

す影 響 は非常 に大 きか っ た。第1に ， 啓示 は
9すでにや み

， 神 と人 との交通 は もはや な い と

す る従 来 の考 え方 を完全 に覆 した。 第2に ，

人 は本 当 に神 のか た ちに形 どって造 られ た と

い う真 理 を再確 認 した。第3に は，天 父 と御 子

はそれ ぞれ別 の御 方 で あって，目的 とみこ ころ

が一 致 してい る とい う点 でのみ ひ とつ であ る

とい う こ とを， 疑 い の余 地 な く立証 した こと

で あ る。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 天の使 い たち

か らの交 通 も受 け た。 モ ロナ イの場合 が それ

・.であ る。 モロナ イ は ジ ョセ ブに， 翻 訳 されて

モ ルモ ン経 と して 出版 され る こ とに な ってい

た金 版 の ある場 所 を明 らか に した。後 に， バ

プ テ スマ の ヨハ ネが 訪 れて ア ロン神権 を回復

し， ペ テ ロ ・ヤ コブ， ヨハ ネが訪 れ て， メル

ケゼ デ ク神権 を回復 した。 さ らに，通 常 カー

トラ ン ド神 殿 の示現 と言 われ る示現 にお いて

何 人か の使 いが 訪 れて い る。(教 義 と聖約13，

27，110章 参 照)

教 義 と聖約 を読む と， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスが ウ リム と トミム に よって受 け た啓示 の

多い こ とに気付 く。 この ウ リム と トミム は，

予 言者 が モル モ ン経 を翻 訳す る際 に も用 いた

道具 であ る。

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは， 示現 を目にす

るこ とに よ り， 神 か ら英知 を授 け られ た。第

76章 の場 合 が それ で あ る。 また，神 の霊 感が

彼 の心 に働 い て啓示 を受 けた こ と もあ る。実

際 の ところ， 教 義 と聖約 に記 され た啓示 の大

半 は， この方法 に よって与 え られ た もの であ

る。

聖 典 を研 究す る と， 主が この地上 に住 む子

供 た ち と交 通す る方 法 は， ほか に も様 々あ る

こ とが 分か る。ス テパ ノは， 石 で打 ち殺 され

る前 に聖霊 に満 た され ，天 を見 詰め て い る と，

「イエ スが神 の右 に立 って お られ る」(使 徒7

：55)の が 見.えた 。サ ウ ロは， この時 に石 を

投 げつ け た仲 間の ひ と りで， ステ.パノや その

他 イエ ス に従 う人 々 を積 極 的 に迫害 していた。

その後 ， ダマ スコへ 向か う途 中，サ ウロは，
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「天か ら光」 が さす の を見 た
。

「彼 は 地 に倒 れ たが
， そ.の時 『サ ウ ロ， サ

ウロ， なぜ わ た しを迫害 す るのか 』 と呼 び か

け る声 を聞 い た。

そ こで彼 は 『主 よ， あな たは， どな たです

か』 と尋 ね た。す る と答が あ った， 『わ た しは，

あな たが 迫害 してい るイエ スで あ る。 とげ の

あるむ ち をけれ ば，傷 を負 うだ けで あ る』。」

(使徒9：3-5欽 定 訳 よ り和 訳 〉

こ う してサ ウロは心 を改 め， 生 き方 を変 え，

やが てパ ウ ロ とい う名 で知 られ る よ うに な っ

た。 その 後， 彼 は使徒 に選 ば れて， 救 い主 の

教 えに忠 実 に従 い， 熱 心 な弟子 とな った 。

しば しば，神 のみ こ ころは， 夢 で伝 え られ

る。 エ ジプ トの王 バ ロは何 度か 夢 を見 た。 王

は知 者や その他 の 人 々 を呼 び寄 せ て， 夢 を解

き明か させ よ う としたが， だれ ひ と りそれ が

で きなか っ た。

パ ロの夢 は こ うで ある。 彼が 川 のほ と りに

立 ってい る と，7頭 の雌 牛 が川 か ら上 が って
あし

来て葦 を食 って いた。 この7頭 は美 し く， ま

た肥 え太 って いた。 その後， 別 の7頭 が上 が

って 来た。 この7頭 は， やせ 細 って い て栄養

不 良 であ った。 そ して， この7頭 は 肥 えた雌

牛 に襲 いか か る と， これ をむ さぼ り食 って し

まった。(創 世41：1-4参 照 〉

パ ロは，不 当に投獄 され てい る青年 が い る

こ とを知 った。 この青 年 は， パ ロの給 仕役 の

長 と料理 役 の長 の夢 を解 き明かす こ との で き

た青 年 であ った 。 この青年 は名 を ヨセ ブ とい

った。 彼は イス ラエ ルの12人 の息 子 の ひ と り

であ ったが， 兄 た ちの ため に， エ ジ プ トへ 行

く途 中 のイ シマエ ル び とに売 られ たの で あ っ

た。 ヨセブ は， 獄 か ら呼 び出 され た。 そ して，

パ ロが見 た夢 を聞 く と， それ を解 き明 か した。

そ の解 き明か しは 豊作 が7年 間 続 き， その 後

7年 間 き きん が続 く とい うもの で あ った。 ヨ

セ ブは，豊 作 の年 の間 に剰余 の穀 物 を蓄 えて

お き， 続 いて起 こる7年 間 の き きんの 時に そ

れ を出す よ う提 言 した 。パ ロは これ に深 く心

を動か され ， その結 果， ヨセブ に全幅 の信頼
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をお いて， 彼 を備蓄 事 業 の責任 者 に任 命 した。

こ っして ヨセ ブは， 大 きな権 力 と権 勢 が与 え

られ ， エ ジプ ト全土 でパ ロに次 ぐ地 位 に就 い

た。(創 世41：9-40，37：28)

主 の み声 が 人の心 に 及ん だ最 も良 い例 のひ

とつ は， イ ノスの例 で あ る。 イ ノスは 父か ら

十分 に教 え を受 け てい たが ，若 さ と未 熟 さの

ゆ えに， やや 反 抗的 に な り， 何 か小 さな過 ち

を犯 して いた。 その 後， 彼 は 自分が 誤 って お

り， 父 の教 えが真 実 で あ る ご とを知 った。 そ

こで彼 は，悔 い 改め て 自分 の生 活 を立 て直 し，

義 しい生 活 を送 りた い と切 に願 っ た。 あ る 日，

森へ狩 りに 出か けた 時， 父 の教 えが 彼 の心 に

浮か ん で きた。彼 は それ までの過 ち を赦 され

た い と心 か ら願 い， ひ ざ まず い て主 に赦 し を

求 め て熱心 に祈 った 。一 日中真心 か ら赦 しを

求 め て祈 り，夜 にな って も祈 り続 け た。 す る

と，ひ とつ の声 が聞 こえ て きた。 「イ ノス よ，

汝 の 罪はす でに許 され た りdさ らに彼 は，自

分 の兄 弟 た ちの こ と も心配 して， 兄弟 たちの

た め に も祈 っ た。 こ う して 一 心 不乱 に祈 っ

い る と，主 のみ 声 が彼 の心 に 聞 こえ て，彼 に

確 信 を与 えた。(イ ノス1-17参 照)

私 た ちは，権 能 を受 け た教会 の指 導 者 た ち

が 予言 者， 聖 見者， 啓 示 を受 け る者 として支

持 を受 け， その 召 しに かか わ る啓示 を受 け る

とい っ こ とを知 ってい る。 ほか に も啓 示 を受 、

け る こ との で き る人は いな いの だ ろ うか。 ブ

リガム ・ヤ ン グ大管長 は， 人は 皆 それ ぞれ 自

分 のため に啓 示 を受 け る こ とが で き る と教 え

た(D露0伽 欝θS〔ヅB万9勿 〃Z】南観9「 ブ リガム・

ヤ ン グ説教 集 」p.35参 照)。 両 親 は，子 供 た ち

の養育 に関 して啓 示 を受 け る こ とが で き る。

私 は， すべ て の ワー ド部 の 監督 とす べ ての

ス テー キ 部 長 に は.，、 自 分 の ワー ド部 や ス

テー キ部 の会 員の ため に最 も必要 な こ とは何

か ，啓 示 で それ を知 る権利 が あ る こ とを確 信

して い る。 同様 に， 主 の召 しを受 け てい る人

は 皆， 主の み た ま を受 け る こ とが で き るよ う

に義 し く生 活 して い る限 り， その 召 しに関 す

る啓示 を受 け る権 利 が あ るの であ る。



しか し，私 たちが忘 れ ず には っ き り と心 の

中 に留 め て おか なけ れば な らな い事柄 が ひ と

つ あ る。 そ の教 えは， 何 年 も前 に，J・ ルー

ベ ン ・ク ラー ク ・ジュニ ア副 管長 が 言 われ た

もの で あ る。 す な わち，主 は は っ き りと， 「教

会 の予 言 者， 聖見 者， 啓 示 を受 け る者 … … に

のみ教 会 の ため に啓示 を受 け る権 利が あ り，

… … いか な る形 であ れ現行 の教 会 の教 義 を変

更 す る権 利が あ る」と言 われ たCτ 陥 θη・4紹

C伽7漉 五θα4硲'Wb7爵E窺 ゴ'1θ4'oασ翻(ゾ

Soγ砂劾π ～"C伽 駕説 くセω∫ 『教 会 の 指 導 者 の

言葉 は どん な時に 聖 典 とみ な され るか』 「チ

ヤー チニ ュニ ズ」1954年7月31日 ，p.2)。 し

か し一般 の会 員 には ， その よ うな権 利や権 能

は ない。

現 在， 私 た ちが その よ うな啓示 を期 待 で き

る人は， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長

で あ る。 私 は，大 管 長が 確か に， この教 会 を

導 くため に主 か ら啓 示 を受 けて お られ る こ と

を証 申 し上 げ る。願 わ くば， 私 た ちが大 管長

の助 言 に耳 を傾 け， そ の助言 に従 う知 恵 と分

別 とを持 て る よ うに 。 この こ とを主 イエ ス ・

キ リス トのみ 名に よ り.申し上 げ る。 アー メ ン。

タバナクルの前 で開場 を待 つ聖徒 たち
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神権者 の責任

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ 日 ム ニ ー

父 親も 息子 も ，ヨセ フや ダ ニエ ル， ニ ー

ファ イ，モ ルモ ン，ジ ョセ フ ・ス ミス の

生涯 に見 られ る諸徳 を模 範 にす べ さで あ

る

兄 弟 の皆 さん・ 私 は これか ら語 る事 柄 をみ
た まの導 きの下 に聖徒 た ちを高揚 させ る

教 え と して語 るこ とが で きる よ う心か ら祈 っ

てい る。 また 同時 に， 皆 さん もその よ うに祈

って いただ きたい と思 う。私 は き ょう神権 者

の責任 につ い て少 しお話 した い と思 う。 愛す

る兄弟 の皆 さん， まず最 初 に， 子供 を教 え，

訓練す る私 た ち父 親の責 任 につ い て， 次に ア

ロン神 権者 の責 任 につ い てお話 す るこ とに し

よ う。

あ る土 曜 日の夜 に， 私 は ホテル に泊 まった 。

そ して 日曜 日の朝 ，騒 々 しい話 し声 で 目が 覚

め た。実 に卑俗 で， しゅ う悪 で， 不快 きわ ま

りな い言葉 であ っ た。 しか もそ れ を語 って い

るのが， まだほ んの子 供 で あ るこ と を知 っ た

時に，私 は が くぜ ん と して しまっ た。 その時

心の 中に箴 言の一 節 が 浮か んで きた。

「子 をその行 くべ き道 に従 って 教 え よ， そ

うす れば年 老 いて も， それ を離 れ る こ とが な
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い。」(箴 言22：6>

そ れか ら， 次の よ うな 啓示 の言葉 が思 い出

され たも「幼 き小 児 らは罪 を犯 す こ とを能 わず 。

サ タンは 幼 き小 児 らを… …試 む る能 力 な けれ

ば な り。 …… その父 た る者 に大 いな る事 求 め

らるる故 な り。」(教 義 と聖約29：47-48)

子 供 の訓練 を怠 る父親 とその子供 が 将 来受

け るに ちが い ない苦 しみ を考 えた時 に，私 は

す っか り悲 し くな って しまった。

私 た ち父 親 は決 して主 の訓 戒 を忘 れて は な

らない。 「シオ ン…… にて子供 を有 す る両 親 あ

らば， そ の 子 供 八 才 の 時，悔 改 め ，生 け る

神 の子 キ リス トの信 仰， バ プ テスマ と按 手 に

よ る聖 霊 の賜 な どの教義 を教 えて理 解せ しめ

ざれ ば， 罪 その両 親の 頭 に留 ま るべ し。 また

両 親 は その子 供 た ちに祈 る こ とと， 主 の前 に

正 し く歩 む こ と とを教 えざ るべ か らず 。」(教

義 と聖 約68：25，28)

これ らの聖 句 に関 して， 『教 義 と聖約 注解 』

に は次 の よ っに記 され てい る。

「世 の中 に は衣 食住 の必要 を満 た し，教 育

を受 け る機会 を与 え さえす れば， 子供 に 対す

る義務 は完 全 であ る と考 える 人々が 多 い。 し

か し末 日聖徒 には， 親 として もっ と大切 な義

務 が あ る。 つ ま り， 子供 を教 え る とい うこ と

であ る。… …子 供 た ち を初 等協 会や 日曜学校 ，

一般 の 学校 に 通 わせ るだけ で は十分 で な い。

両 親 には 自ら子供 た ちの教 師 を務 め る義 務 が

課 せ られ て い るので あ る。 小 さ な子 供 た ちに

祈 るこ とと， 主 の前 に正 し く歩む こ ととを教

え なけれ ば な らな いの であ る。」(Do6厩 ηε

ση4Coθ θηα窺sCo彿 彫εη如別 「教 義 と聖 約

注解 」p.414)

私 た ち父 親 は教 義 と聖 約 の93章40節 か ら50

節 を繰 り返 し読 む よ うにす るな ら，子 供 を教

え， 訓 練す る とい う神 よ り課 せ られ た責 任 を

いつ も心 に留め て お くのに 大 きな助 け とな る

であ ろ う。

次 にア ロ ン神 権 者の責 任 につ い て考 えて み

よ う。 主 は皆 さんが8歳 の 時か ら 自分 の行動

に責任 を持 つ よ うに定 め られ た。



この世 に生 を受 け た後， 皆 さん はそ れぞ れ

キ リス トの み た まに よっ て導か れ て きた。 こ

の み た まは 良心 と も呼ば れ，8歳 にな らな い

子供 たち に も善 悪 の区 別 を教 え る。 そ して，

バ プ テスマ と確 認 を受 け， 聖霊 の賜 を授 か っ

て か らは， 聖霊 に よ る助 け と導 きを得 る よ う

に な った。

皆 さんの ほ とん どは12歳 でア ロン神権 を受

け， 神権 の権 威 と権 能 の一 部 を実際 に神 か ら

託 され た。神 は 皆 さん に大 きな信頼 を寄せ ，

教会 に おけ るあ る種 の職 務 ，救 い主 御 自身が

遂行 され た職 務 に携 わ る権 能 を授け られた の

で あ る。 それ らの職 務 を遂行 す る時 の皆 さん

の行 動 は， イエ スや 使徒 た ち と同 じよ うに，

神聖 で権 威 あ る もの とな るの であ る。

主 は教 会 を組 織 され た時 に， ア ロ ン神権 の

責任 に 関 して次 の よ うに述べ られ た。
と

「祭 司の義 務 は説 き
， 教 え，釈 き，勧 め，

バ プテ スマ を施 し， 聖餐 式 を執 り行 うべ きこ

とな り。

ま た各会 員の 家庭 を訪 れ， 彼 らが 声 を挙 げ

て もひ そか にて も祈 りを な し， またすべ て家

庭 の務 めに い そ しむ よ うに勧 め， … …

教 師 の義務 は 常 に教 会貝 を守 護 し， 彼 ら と

共 に あ りて 彼 ら を強 くすべ きもの とす。 ……

ま た教 会 員の しば しば集 会す るこ とをはか

り，またすべての会員 に その義 務 をつ くす よ う

に な さ しむ 。」(教 義 と聖 約20：46-47，53，55)

執 事 の義務 は， 聖 餐 を配 り， 断 食献金 を集

め， 「警告 を与 え，釈 き， 勧 め且つ 教 え て， キ

リス トに来 る様 すべ て の 入々 を勧 誘 すべ きな

り。」(教 義 と聖 約20：59)

割 り当て られ たア ロン神権 の義 務 を忠 実 に

果 たす な ら， 皆 さん は 実に素 晴 らしい祝福 を

受 け るこ とだ ろ う。

私 は 皆 さんが 現在 の 召 し を全 力 を尽 くして

遂行 し，メル ケゼ デ ク神権 を受 けて か ら も「神

の選 民」 の ひ と りに数 え られ る まで そ の召 し

に励 も うとい う堅 い決意 と願 望 を持 つ よ うに

願 って い る。 この 「神 の選 民」 につ い て， 神

権 に関 す る偉 大 な啓 示 の 中で主 は次 の よ うに

約 束 して お られ る。

「お よそ忠 実 に して… …二つ の神 権 を得
，

而 して その 天 よ りの召 を全力を尽 して遂行 す る

者 た ちは， 『みた ま』に よ り聖 め られ てそ の肉

体再 新 さる。 これ らの者 はモー セ の息子 た ち

とな り， ア ロ ンの息子 た ち とな り， ア ブ ラハ

ムの子 孫 とな り， また教会 員 に して王 国の 民

とな り神 の選 民 とな る。」(教 義 と聖 約84：33

-34)

一 般 的 に
，偉 大 に して高 貴 な 人物 は， ア ロ

ン神 権 の年 代 に偉 大 な者 となる基礎 をす で に

築 き， 気高 い少年 時代 を過 ご して い る。

これ か ら， そ の よ うな偉 大 な 人物 の例 を幾

つ か挙 げ てみ るので， 皆 さん は彼 らの具 えて

い る徳 に 注 目 し， そ の模 範 に従 う決 心 を して

いた だ きた い。

純潔 に 関 して偉 大 な道徳 の模 範 を示 した ヨ

セブ の例 を考 え てみ よ う。 彼 は17歳 の 時に 奴

隷 と してエ ジプ トに連れ て来 られ ， 「パ ロの役

人，侍衛 長 ポテパ ル」に売 られた(創 世37：36)。

彼の高潔 さ と立 派な品行 振 る舞 いに心を動 か

され た ポテパ ル は， ヨセ ブに家 をつ か さ ど ら

せ， す べ ての持 ち物 の管理 を任 せ た。 ところ

が ヨセブ が非常 に魅 力的 で あった ため に， ポ

テパ ルの妻 は何 度 も彼 を誘 惑 しよ うと した 。

しか し， ヨセ ブ は きっぱ りとその 申 し出 を断

わって言った。 「ど うしてわ た しはこの 大 きな

悪 を行 な って， 神 に 罪 を犯 す こ とが で き ま し

ょう。」(創 世39：9)

そ こで彼 女 は ヨセ ブの こ とで偽 りを言い，

ヨセ ブは獄 に捕 わ れ て しま った。

しか し， 高 潔 な ヨセブ は主か ら恵み を受 け，

獄 か ら出 され て，や が てエ ジプ ト全 国 のつか

さ となっ た。 そ してつ い には， イス ラエ ル の

全 家 を保護 す る人物 となったのであ る。今 晩 こ

こに集 っ て い る私 た ちの ほ とん どは， ヨセ ブ

の子 孫 に数 え られ る者 で あ るこ とを誇 りを も

って公 言す るこ とが で きる。

すべ て のア ロ ン神 権 者 とメル ケゼ デ ク神権

者 は， ヨセ ブが示 した純潔 の標 準 を守 らなけ

れ ば な らな い。
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また， ダニ エル は 勇気 の模 範 で ある。

彼 は若 い時 にバ ビロ ンに連 れ て行 かれ， ネ

ブ カデ ネザル 王 の下 で教 育 を施 され た。 ダニ

エ ル と3人 のヘ ブル 人の 若者 は， 危 険 を覚 悟

の上 で知 恵 の言葉 を破 る ことを拒んだ 。ぜ い た

くな食べ 物や その他 体 に よ くない 食物 を食べ

る こ とを断 わ った ので あ る(ダ ニエ ル1：5

-16参 照).。

後 にダニ エル はふ た りの 王 に， 彼 らに とっ

て不吉 な夢 の解 き明か しを，主 か ら.明らかに さ

れた ま まに伝 えて， さ らに勇気 を示 した。 ダ

ニエ ルは最 初 の王 に， あ なた は追 われ て理性

を失 って野 の獣 と共に 住 み， 牛の ように草 を

食べ る であ ろ うと予 言 し，2番 目の王 に は，

権 力 の絶頂 か ら切 り倒 され るで あ ろ うと語 っ

た(ダ ニ エル2：36-45;4：24-27;5：26

-29)
。

絶対 的 な権 力 を持つ 君 主へ この よ うな 忠告

を与 えた こ とは， 若 い ダニエ ル に非常 な勇気

が あっ たこ とを示 して いる。

ダニ エルが 無類 の 勇気 を示 した も うひ とつ

の例 は， 天 父へ の祈 りを怠 る よ りも， 王 の禁

令 に背 いて ししの穴 に投 げ込 まれ る方 を選 ん

だ時の ことで あろ う(ダ ニエ ル6：7-23参 照)。

ニー フ ァイ は若 くして偉大 な信 仰 の徳 を示

した 人で あ る。

「私 は主 が命 じた もうた こ と を行 っ て行 う。

私 は， 主が 命 じた もう こ とに は， 人が それ を

為 し とげ るため に 前以 て あ る方 法が備 えて あ

り，それ でな くては，主 は何 の 命令 も人 に下 し

た まわな い こ とを承知 してい るか ちで あ るd

(1ニ ー フ ァイ3：7)

これ は， 彼 の父 リー ハ イ を通 して主 が与 え

られ た命令 ， す なわ ち兄 た ち と共 にエ ルサ レ

ム に戻 り， レーバ ンか ら記録 を手 に 入れ る よ

うに とい う主 の命 令 に対す るニー フ ァ イの 言

葉 であ る。

兄 め レーマ ンが 記録 を渡 す よ うに レーバ ン

を説得す るのに失 敗 して， レ ミュエ ル と共 に

記録 を持 たず に荒 野 に い る父 の ところへ帰 ろ

うとした時， ニー フ ァイは次 の よ うに言 っ た。
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「主 が 生 き て い ま し私 が 生 きて い る よ うに

確 に，私 た ちは主 の命 じた も うた こ とを果 す

まで は荒 野に い る父の と こ ろへ 帰 ら な い。」

(1ニ ー フ ァ イ3：15)

ニー ファ イは兄 た ち を説得 して， 彼 らの相

続 した土 地 に残 して きた金銀 その ほか の 貴重

品 を集 め て， レー バ ンの 記録 と交 換す るよ う

に勧め た。 しか し， この 試み も効 を奏 さなか

っ た。

ニー フ ァイは， 記録 を持 たず に荒野 に い る

父の ところへ 帰 ろ うとます ます不 平 を言 う兄

た ちに 向か っ て， 次 の よ うに言 った。

「私 た ちは
， エ ルサ レム まで 引 き返 そ うで

は ないか 。 そ して主 の命 令 を忠実 に守 ろ うで

は な いか 。 ご らん， そ れ は 全 世 界 が 向 っ て

も主 の 強 さに はか なわ ないか らであ る。 それ

な ら， ど うして主 が レー バ ン とその 家来 の五

十 人 よ りも強 くな い こ とが あ ろ うか 。 いや，

レー バ ンに何 万人 あ って も主 の 強 さに はか な

わ ない 。」(1ニ ー フ ァイ4：1)

それか らニーファイは，主 のみ た まに導 か れ

てただひ とりで 出か け，記 録 を手 に 入れ て来 た。

何 と偉 大 な信仰 で あ ろ うか 。

ア ロ ン神権 者 で ある皆 さん の 中に， 自分 は

若 す ぎて召 しに伴 う責 任 を果 たせ な い と感 じ

て い る人が あれ ば， 次 にあ げ るモル モ ンの記

録 につ いて考 えて いただ きたい。

「アマ ロ ンが一切 の記録 を秘 し隠 して これ

を主 に託 した ころ(そ の 時私 は十才 ぐらい で

… …)ア マ ロ ンは私 の所 へや って きて …… 『汝

が大 き くな って二十 四才 くらい にな っ たな ら，

この国 の人 々 につ いて もう汝 が心 づ い てい る

こ とを思 い起 して くれ 。そ して， … … シム と

言 う丘へ 行 け 。そ の丘 に私 は この国 民の こ と

を刻 ん だす べ ての聖 い記録 を埋 め て隠 し… …

て お いた。 … …汝 は二十 四才 の 時 に…… ニー

フ ァイ版 〔を取 り出 して〕 ……， 汝 がす で に

この国 の民 につ い て心づ いて い るこ とをみ な

刻 みつ け て記録 せ よ』 と言 っ た。」(モ ルモ ン

1：2-4)

これ らの指示 は， モル モ ンが わずか10歳 の



時 に受け た もの で あ る。

5年 後 に， 彼 は次 の よ うに記録 して い る。

「〔私 が15歳 にな った〕年 にニ ー フ ァイ人 と

レー マ ン人 とは また戦 を したが ， その時私 は

まだ年 が 若 か ったが 身 のた けが 高か っ たか ら，

ニー フ ァイ の民 は私 をその 全軍 の指令 長 官 に

任 じた。

そ こで私 は十六 才 の時 ， ニー フ ァイ人 の一

軍 を率 い， レー マ ン人 に向 って 出陣 をした。」

(モ ルモ ン2：1-2)

若 い とい うこ とで神 権 の職 につ け る義務 を

遂 行す るの を ちゅ うち ょす る傾 向が あ るア ロ

ン神権 者 は， モ ルモ ンの 功績 か ら勇気 を得 る

こ とだ ろ っ。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス はそ の少年 時代 に，

ア ロン神権 の年 齢 に あ って他 の偉 大 な人 々が

示 したあ らゆ る気 高 い徳 を身に付 け てい た。

エ ジプ トで ヨセ ブの示 した純 潔， ダ ニエ ルの

勇気，ニーフ ァイの 信仰 ，そ して モル モ ンの信

頼性 な ど， すべ ての徳 を具 えて いた ので あ る。

彼 は14歳 の 時 に， ヤ コブ書 の約 束 に基づ い

て行 動 す る信仰 を持 っていた。 「あなたが たの

うち， 知 恵 に不 足 してい る者 が あれ ば， その

人は， とが め も.せず に惜 しみ な くすべ ての 人

に与 え る神 に， 願 い求 め るが よい。 そ うす れ

ば， 与 え られ る であ ろ う。」(ヤ コブ1：5)

そ の結果 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス は示 現 を受 け

たの であ る。

しか し， その示現 の こ とをほか の 人に話 し

た ところ， 人 々か らその こ とで悪 口雑 言 を浴

びせ られ た。 こ こで彼 は， 大 きな勇気 と信 頼

性 を表 わ した の であ った。

「それか ら間 もな く私が この話 を語 っ た こ

とが， 宗教 を口にす る者 た ちの間 に私 に対 す

る大 きな反 感 を引 き起 し， そ して これ が ひ ど

い迫 害 の原 因 であ った ことを私 は悟 っな。そ し
はなはだ

て この 迫害 は ます ます 甚 し くな って行 った 。

私 は一 介の 名 もな い少年 であ った。 た った満

14才 を越 えた年 齢 の少年 で しか も生 活状 態 か

ら言 っ て も何 ら世 間 で取 るた 足 らぬ 程 の者 で

あ っ たけれ ど も，歴 々 の方 々 は私 に反対 して

世 上 人心 を刺 激 し，甚 しい迫害 を引 き起 す ほ

ど私 の こ とをわ ざわ ざ気 にか け られ た。 しか

も， これ はすべ ての教 派 間に共 通 した こ とで
れんこう

あっ た。 す なわ ち全部 の教 派が 聯合 して私 を

迫 害 した ので あ る。

然 しな が ら， これ に も関 わ らず私 が先 に示

現 を受 け た こ とは事 実 で あ る。 あの 時以 来私

は， パ ウ ロが ア グ リッパ王 の面 前に於 て弁 明
てんまつ

し， 彼 が先 に光 を見声 を聞 い た示現 の顛 末 を

語 っ た際， な お彼 の言 を信 じた者が ほ とん ど

な く， あ る者 はか れ は偽 りを語 る と言 い， 他
あざけ

の者 はか れは狂 え り と言 った， そ して彼 が嘲

り笑 われ悪.口雑 言 を受 け たその 時 と 自分 は大

へ ん似 た心 境 で あっ た と思 って い る。 しか し

なが らすべ て これ らの 反対 も，パ ウロが示 現

を得 た と言 う現 実 を打 ち破 らなか った。パ ウ

ロは，先 に示現 を受 け た。 彼は これ を受 けた

と言 う事 実 を身 を以 って知 った 。そ して天 下

の あ らゆ る迫害 もこれ を変 え るこ とはで きな

か っ た。 人がか れ を死 ぬ まで迫害 しよ う とも

彼 は知 って い た。 彼は最 後 の一 息 まで，彼 が

光 を見， 彼 に呼 びか け る声 を聞 いた この二 つ

の事 実 を知 っ て いるで あ ろ う。事 実， 全世 界

も彼 の考 え を変 え信 ず る とこ ろ を変 え させ る

こ とは で きなか った。

私 も正 に そ の通 りで あ った。私 は実 際 に光

を見 た。 その光 の唯 中 に二 人の御 方 を見 た。

そ して その 方々 は真 実私 に お言葉 をか け た も

った。私 が 示現 を受 け た と言 うため に憎 まれ

また迫害 せ られ て も， なお それ は真 実 で あ る。

そ して… …私 はそれ を打 ち消 す こ とはで きな

か った。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：22，24-25)

若 い ア ロン神権 者 の兄 弟 たち， これ らの 大

い な る徳 は 身に付 け る価値 のあ る もの で ある。

過 去 の偉 大 な 人々の よ うに成功 を収 め た い と

思 うな らば， 是 非 ともこれ を身 に付 け る必要

があ る。 これ までお 話 した少年 たちが行 なっ

た こ とを実行 す るな らば， 私 た ちはや がて偉

大 な 人物 に な る こ とだ ろ う。 この証 を， 私 た

ちの腰 い主 イエ ス ・キ リス トのみ名 によ って

申 し上 げ る。アー メン。
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適切な推薦を

受けるにふさわしく

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

推薦を受けるに足る生活をすることによ
って，神権者として進歩し，最終的に神

の王国へ入る許可を得ることが大切であ
る

特 権 とし・ また責 任 と して いた だ いた この
時間 に， 少 し皆 さん にお話 を したい。青

少年 な らび に神 権 者の 皆 さん は全 員， これ ま

での説教や 今聴 いたば か りの 美 しい曲 を十 分

に堪 倉旨した こ と と，思 う。

今 宵 ここ に集 う人々 のお 顔 を拝 見 し， また

放送 に耳 を傾 けて い る大勢 の 人々 の こ とを思

う時 ，私 は 自分 が 神権 指導 者 に，神 権 者に，

また将来指 導者 の 地位 に就 く人々 に向 か って

話 を してい るの だ とい う気 持 ち をさ らに強 く

感 じる。現 在指 導 者 とな って い る人 々 はす で

に高 潔 な方 々 で あっ て，立 派 な性格 と最 高 度

の理 想 と標 準 の持 ち主 で あ る。 また，指 導 を

受け る人々の模 範 とな るに足 る人 で ある 。、そ

こで今 宵 は， これ まで話 して下 さっ た方々 に

な らっ て， 私 も青 少年 を対 象 としてお話 した

い と思 う。青 少年 の皆 さん は， や がて ア ロン

神権 の職 を昇進 し， 現 在私 た ち年 長 の者 が 引
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き受 け てい る責任 を受 け る こ とにな るか らで

あ る。 いつ か必 ずや皆 さんの 中か ら教 会幹 部

として この 説教壇 に 立つ 人が 出 る こ とだ ろ う。

いや ，大 管長 に な る人 さえ いるか.もしれ な い。

そ して， 最後 まで忠実 に戒 め を守 り通 せ ば，

確 か に皆 さんは， 神 の王 国 にお いて進 歩 で き

るの で あ る。

何 と恐 れ 多 いこ とで あろ うか。 また，私 た

ちが 皆， 絶 えず 自己改善 に努 め， 新 しい責 任

あ るい は もっ と重 い責 任 で働 くよ う召 され る

日の ため に備 え をす るこ とは， 何 と必 要 で あ

り， 重要 な こ とで あろ うか。私 たちが この世

に い る 目的 は，神 の 王 国 を打 ち建 て る こ と と，

自分 が神 の み前 に帰 るにふ さわ しい者 で あ る

こ とを証 明す るこ とで あ る。 皆 さんが 今宵 こ

の会 場 に いるの は， ひ とえ に， この責 任 を感

じてい るか らで あ り， また主 の民 と呼 ば れ る

者 のひ と りに数 え られ たい と願 って い るか ら

に ほか な らな い。

皆 さんが現 在 まだ行 なっ てい ない こ とで，

これ か ら行 なわ なけ れ ばな らな い こ とに何 が

あ るだ ろ うか。 この 問題 を考 え るにつ け， ま

た有 能 で役 立つ僕 とな るため に何 が必 要 か を

考 え るにつ け， それ は結局 ，権 威 あ る 人か ら

適切 な推 薦 を受 け るにふ さわ しい者 に なる と

い う問 題 に 帰 着 す るの で は な いか と思 わ れ

る。

大 管長 会 を初 め とす る教 会 幹部 は 目下， 教 、

会員 の居住.す る広 い地 域 で次 々 と地域 大 会 を

開催 す る準備 を進 め て い る。 この準備 を進 め

る際， 訪 問す る国の政 府 か ら要 求 され る事 項

を満 たす ため に， 旅券(パ スポー ト)や 査 証

(ビ ザ)， あ るいは旅行 者 カー ドがど うして も

必要 で あ る。 これ らの証 明書 類 は， それ ぞれ

関係 当局 の適切 な承 認が な けれ ばな らない し，

すべ て の法律 に従 って は じめ て， 自分 の希 望

す る国 に入 国す るの に必要 な書類 の交 付 を受

け る こ とが で きるの で ある。

しば ら く前 の こ とで あるが， 十 二使 徒評 議

貝会 のデビッ ド・B・ヘ イ ト長 老 がメキシコの あ

るス テー キ部 大会 に 出席す る割 り当 て を受 け



た。 ところが ， 国境 に着 いた時， ヘ イ ト長老

は， メ キ シ コに 入 国す るの に必要 な書類 を忘

れて 来 たこ とに気 付 い た。 彼 は 自分 の責 任が

急 を要 す る もの で あ る旨 を強 く訴 えたが ， 入

国管理 官 に は，適 切 な証 明書 を持 たな い長老

の入 国 を許可 す る権 限 は与 え られ てい なか っ

た。 その ため に， 長老 はそ の大会 に出席 す る

こ とが で きなか っ た。

同 じこ とが神 権 の昇 進 の場 合 に も言 える。

私 た ちは， 権能 を有す る人か ら適切 な推 薦 を

受 け， 承認 されて は じめ て， あ る職 か ら次の

職へ 昇 進 で き るの で あ る。 また， ふ さわ し く

ない場合 や ， 必要 な条 件 を満 た して い ない場

合， 昇進 に必要 な証 明 を受 け るこ とはで きな

い 。天 の王 国へ 入 り， す でに 亡 くな った 人々

に会 って， 天 父な る神 と共に 永遠 に住 も うと

す る場合 も全 く同 じであ る。

確 か に， 証 明書 を持 た ずに密 入 国す る人 も

い る。 しか し， 発 見 され た ら， その 人は法律

に よっ て罰 を科せ られ ， 国外 に追放 され る。

教 会 の 中に も， 背 罪 を犯 して い る者で， 偽 り

を言 っ て神権 の昇 進 を し，伝 道 に 出，神 殿 に

入 って い る人が い る。 しか し， 主 はそ れ を知

っ てお られ るの で， そ の よ うな人 々は， 主 の

祝 福 を期 待 で きな い。

政 界，産 業 界， 教 会 にお い てこれ まで大勢

の 人々か ら， 就職 や 会社 の 設立 の ため に推薦

状 を書 いてほ しい と依 頼 を受 け て きた。 また，

政 界や 産 業界 の長 が ，採 用予 定者 に 関 して，

私 の推 薦 を取 り付 け られ るか ど うか尋 ね て来

る こ とも何 度 とな くあ った。

私 は， その 人が 採用 され る資格 が あ り， 正

直 で， 信頼 で き， 学校 で 立派 な成 績 を修 め，

人々 との協 調性 もあ り， 勤勉 で， ぐず ぐずす

るこ ともな く， 誠実 で，十 分信 任 で き る， と

答 え られ る時 には， いつ も喜 び と満 足感 を味

わ う。 その よ うな 時，私 は，何 らため らわず

に推 薦 で きる と書 き添 え， 貴社 の発 展 に貢 献

す る こ とで しょ う と一筆 加 え る。

反 対 に，残 念 な こ とでは あ るが， 推薦 で き

ませ ん と答 え るこ ともあ る。 ど う も望 ま し く

な い性 格 が 目に つ いて， 採用 側 を十分 に満 足

させ な いで あ ろ う と， 私 自身判 断す る こ とが

あ るか らで あ る。 しか し， 普 通 は， 自分は 人

の保証 人に なれ る よ うな立場 の 人間 では ない

と申 し上 げ てい る。 あ るい は， その よ うな依

頼 に応 じな い。 それ は，就 職 志願 者が正 直 で，

高 潔 で なけれ ば な らな いよ うに，私 自身 も推

薦 状 を書 くにあ た って正 直 であ る とい うこ と

が 重要 に な って くるか らで ある。

職 業 を選 択 す る人 は， 自分 の資格 を考 慮 し

なけれ ば な らな い。つ ま り， 医者 にな りた け

れ ば， 人 として当 然持 ってい なけ れば な らな

い性 質 ，例 えば道 徳心 ，誠 実 さ， 高潔 さ，信

頼1生とい っ た もの に加 えて， 人々 の幸せ を思

っ よ っで なけ れば な らな い。 また， 医 師 とい

う職 業 に携 わ る心 構 え と して も， それが 非常

に も うか る職 業だ か ら とい うので な く， 人類

の健康 に深 い 関心 と興 味が な けれ ばな らな い。

医者 とい うものは， 昼 夜 を問 わず いつ も， 自

分 自身 の楽 しみや都 合 を考 えず に 自分 の時間

を人の ため に喜 ん で捧 げ よ う とす る人 でなけ

れ ばな らない ので あ る。

パ イ ロ ッ トにな りた い と思 う人 は， 未知 の，

あ るい は予期 せ ぬ事 態 に直 面 した時 に， 常に

沈着 冷静 に判 断 し， 行動 で きなけれ ば な らな

い。 また弁護 士 に は，話 す こ と と書 くこ との

両 方 で 自己 を表現 す る能 力 が必要 で あ る。セ

ー ル スマ ンは熱 意が な けれ ば な らな い し
， 人

当た り も良 くなけれ ば な らない。 品物 を買っ

て も らお う とす る相手 を説得 す る能力 が必要

であ る。秘 書 や応 待係 は， 秘密 を守 る こ とが

で きなけ れば な らない し， 訪 問客 の いる部屋

に 明 るい 雰囲 気 と，喜 ん で助 け を申 し出 る雰：

囲気 を作 り出せ なけれ ば な らない。

お分 か りの よ うに， ど うい う種類 の仕 事 で

あ って も， そ の仕事 で最 大 限 の効 果 を上 げ る

ため に は， 何 らか の基 本的 な， また特別 な資

格 が 必要 で あ る。 私 た ちは一 生 を通 じて， 最

も適 切 な職 業 に 就 くこ とが で ぎるよ う， そ

れに 必要 な特 質 を身に付 け なけ れば な らない

ので あ る。
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数年 前に教 会 で は，教 会 の若 人 に一連 の カ

ー ドを配布 した こ とが あ る
。 その カー ドは，

表 には 絵，裏 には 言葉 が書 い てあって， 「自分

に正 直 にな ろ う」 とい うテー マ で作 成 され た

もので あ る。「次 の テ ス トに合 格 で きます か」

とい う見出 しの カー ドか ら引用 してみ よ う。

「今
， 教室 で は試験 の 真 っ最 中 です 。 監督

は い ませ ん。生 徒 の 自主性 に任 され て い ます 。

良心 に責 め られ なけ れば ， また級 友か ら非難

されな ければ ，参 考書 をの ぞ き込 む こ と も，

級友 の肩 越 しに答 案 を盗 み見 て解 答す るこ と

も， 全 く自由です 。 この 生徒 たちは ど うす る

で しょ うか。 また あな たな らど うし ます か。

最近 の青 少年 問題 を扱 う評論 家 の 中に は，

高校や 大学 に おけ る不正 行為 は増加 の一 途 を

た どって い る と論評 して い る人 もい ます。 さ

らに悪 い こ とに， この よ うな不正 行 為 を黙認

す る者 が，不 正 を しな い一般 の生徒 や教 師 の

中に い るそ うです。 教室 内で の不 正 行為 につ

いて， 次の よ うに様 々 な言 い訳 が使 われ て い

ます。

運動部 や その他 の 活動 を続 け た いため 。

クラスの仲 間や 教 師か ら， 良 い評価 を得 た

いため。

自分 の子供 が他 の子 供 と同 じよ うに賢 い と

信 じ込 んで い る両 親 を満 足 させ たい ため 。

成 績不 良 で退 学処 分 を受 け た くな いた め。

以 上挙 げ た理 由 の どれ ひ とつ を取 って みて

も，正 当な理 由 は見 当 た りませ ん。だれ ひ と り，

時 間 と良心 の試練 に耐 え得 る人はいませ ん。不

正 行為 は， どの よ うな形 であ れ，不 正 直 な行

為 です。 それ は いつ の時代 で も同 じです。

最 初に不 正 を働 い たの は，『偽 りを生 む親 』

サ タンです 。サ タン は， 前世 にお い て， 私 た

ち をだ ま して， 自由意志 と永遠 の進 歩 とい う

生 得権 を奪 お うと しま した。 しか し成功 しま

せ ん で した。不 正 を働 く者 は決 して勝利 を得

る こ とは で きない のです 。

不正 を働 く者 は， た とえそれ が学校 の 試験

に合格 す るため の手段 であ って も， あ るい は

もっ と醜悪 な不正 直 で あ って も， 自分 自身 に
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対 して不 正 を働 いて い るこ とにな るの です 。

決 して その よ うな こ とは しない で下 さ.い。

いつ で も， どん な場 面 で も， 自分 自身 に対 し

て正 直 であ って下 さい 。」

この正 直 の訓 練 は， 家庭 か ら始 ま る。 私 た

ちに は それ ぞれ個 人の所 有物 が あ る。お もち

ゃや ゲー ム は分か ち合 うこ とが で きる し， ま

た人 に対 す る奉仕 も相 手 に分 かつ こ とが で き

る。 また そ うすべ き もの で ある。 しか し， 私

た ちには， お 金， 宝石 ，衣 服 といっ た全 く個

人 的 な所有 物 もあ る。 これ は所 有 者の 同意 が

な けれ ば持 ち出せ な い もの で あ る。家庭 で こ

の よ うな教 えを学 ん でい る子供 は， 家庭 外 で

もこの 原則 に従 お うとす る。他 方， この よ う

な訓 練 の欠 け て いる場合 は， 他 人 の権 利や 所

有物 を軽 視 す る気持 ち を増長 させ る こ とに な

る。

私 は， 現代 の若 人が 周囲 の社会 の 大 きな影

響 を受 けて お り， 仲 間 に受 け入 れ られ たい が

ため に， 標準 に反す る よ うな こ とを して まで

友 人 た ち と うま くや っ てい きた い と考 えて い

る こ とは知 って い る。 しか し原則 に 反 した妥

協 をす る と， 自分 の生 涯 に全 く逆 の効 果 を も

た らす か も しれ な い とい うこ とを，十 分考 慮

して いた だ きた い と思 う。

子 供 は 成長 し， 働い て お金 を得 られ るよ う

に な る とその お金 が両 親か ら もら うもの で あ

れ， 近 所 の人 か ら もら うもの であ れ， 自分 が

手 にす る収 入 に見合 う仕 事 を正 直 に行 な うよ

うにな る。一 般 に， 子供 た ちが 最 初 にす る仕

事 は新 聞配達 であ る。現 在 大成 してい る実 業

家 の中 に も， この仕 事 か ら始め た 人々 が大勢

い る。 こ う して機 敏 で信 頼 で き る人物 に成長

したの で ある。私 の知 って い る新 聞 少年 で，

どん な天 候 の下 で もいつ も決 まっ た時間 に新

聞 を配達 す る少年 が い た。彼 は いつ も楽 しげ

に， ま た礼儀 正 し く， て きぱ き と新 聞 を配 っ

てい た。 その ため に数 多い契 約者 も十 分 に満

足 し， さ らに 多 くの新 しい契 約者 を得 る こ と

が で きた 。 そ して， この 少年 時代 の 訓練 は，

や が て彼 が実 業家 と して大 成 す るため に 大 き



な助 け とな った の であ る。

また， そ れ とは対 照 的 な少年 も知 って い る。

彼は 時間 通 りに新 聞 を配 達せ ず， お まけに 集

金 も よ く間違 え た。 そ のた め，新 聞 販売 店 に

は苦情 が相 次 ぎ， と う とうその 少年 は配 置替

えに な って しまった 。私 は この よ うな少年 を

ほか に も何 人か知 って い る。 大切 なの は， 何

の 仕事 をす るか では な く， どの よ うにす るか

であ る。

私 が 「カナ ダ横 断パ イプ ライ ン社」 の社 長

を して い た頃， 事務 所 に ひ とりの少年 が い た。

彼 は頼 まれ た こ としか しな い少年 で あ った。

用事 を言 いつけ られ る まで待 っ てお り，指 図

が あ る まで 決 して 腰 をあ げ よ う とせ ず ，率 先

して何 か手伝 お う とい う気 は さら さ らなか っ

た 。会社 が 大 き くな るにつ れ て仕事 量 も増 え，

この少年 の手 に 余 る よ うにな っ たため ，私 た

ち は も うひ と り少年 を雇 った。 この少年 は 先

の少年 よ り年 下 で あ ったが ， は るかに機 敏 で，

いつ も何 か手 伝 い を し よ うと余 分 の仕事 を捜

してい た。 彼は， 使 い 走 りが ひ とつ 終 わ る と，

いつ もほか に何 かす るこ とは ないか と尋 ね て

来 た もの で あっ た。 そ れか ら数 ヵ月後 に， あ

る部 門 で彼 に もっ と責 任 の あ る地 位 が与 え ら

れ た。 そ して2年 経 た ない うちに3回 も昇進

し，給 料 も上 が り， さ らに重 要 な責任 が 与 え

られ た。 ところが ，先 の 少年 は その 時 もまだ

使 い走 りで あっ た。

私 は また， ス カ ウ ト隊長 として働 い てい た

頃 の こ とを思 い 出す。 スカ ウ トに も様 々 な少

年 が いた。 一部 の 少年 は， 機敏 で一生 懸命 学

び， ス カ ウ トの 誓 い とお き て を よ く守 り，

奉仕 し， どん な状 況 で も 自分 の こ とは 自分 で

し よう と努 め て いた。 ス カ ウ トた ちが ，与 え

られた機 会 を最 大 限 に利用 して受 け た訓練 の

お かげ で九 死 に一生 を得 た とか， 人命 救助 を

した とか い う話 は 数 知 れ ない。 一 方， 努 力

しよ う とせ ず， 馬鹿 げ た こ とを どれだ け見 つ

か らず にや れ るか とい うこ とにば か り関心 を

持 って い る少年 た ち もい た。私 は いつ も，正

直 で信 頼 され るに 足 る行 動 を し，.スカウ トの

誓 い とお き て.を守 っ て 訓 練 も立派 に完 了 し

よ う と決心 して い る少 年 た ちに は， 十 分楽 し

い時 間 を過 ご させ たい と思 って いた 。

ス カ ウ トに関 してひ とつ の素晴 ら しい話 が

あ る。 イ ギ リス の あ るス カウ トが， 戦 争 中，

軍 隊 で極秘 の使 命 を帯 び た部 隊 を編成 す る責

任 を与 え られ た 。彼 の話 で は， 立 派 なス カウ

トと して の経 験 を持 ち，三 指 を作 っ て腕 を垂

直 に挙 げ， ス カ ウ トの 誓 い と決 ま り を守 る

とい..うサ イ ン を表 わす 青年 に 出会 っ た時は，

非常 に うれ しか った と言 う。戦 時下 で もそ の

よ うな青年 は信 頼 で き，信 任 に応 え て くれ る

こ とを知 って い たの で，彼 は何 もため らわず

に その青 年 を推 薦 した。 そ して，一 度 として

そ の よ うな青年 に失 望 させ られ た こ とはなか

った と，.彼は 言 って いる。

さて， こ こでひ とつ の例 を用 いて， 人生 で

成功 す る ため には きちん と順 序 を踏 む こ とが

いか に重 要 か， お話 した い と思 う。子 供 の頃，

私 は 農家 で育 ち，大 き くな る まで いつ も農 場

を眺 め て いた。 そ うしたあ る 日， 私 は，道 路

をは さんだ ふ たつの農 家 で収穫 の違 いが あ る

こ とに気 付 い た。 この違 い は何 に よるの だ ろ

うか 。 ど ち らも同 じ量 の陽光 と雨 を受 け， 同

じ種類 の種 をまいて い た。 ところが一 方 の農

地 で は豊 か に実 り， も う一 方 の農 地 では ま る

で収穫 が なか った。

私 は， 多 くの収 穫 をあげ てい た農夫 の働 き

ぶ りを見 て いた 時に，適 切 な季 節 の適切 な時

に耕 し，す き を入れ， 種 をまい てい る こ とが

分 か っ た。一 方， 隣 人の方 は， 仕事 を しなけ

れ ば な らな い時 に，仕 事 を 引 き延 ば し， 狩 り

や釣 りに 出か け てい る始末 であ った。私 たち

は， 優 先順 位 を正 し く付 け るよ うに しなけ れ

ば な らな い。適 切 な時 に仕 事 を し， 適切 な時

に遊 ぶ の でな けれ ば， 決 して仕 事 の上 で成功

を収 め るこ とは で きないの で あ る。

労 働 は， 多 くの 問題 の一 大矯 正法 で あ る。

あ る有 名 な神経 学研 究 所の 待合 室 の壁 に，次

の よ うな張 り紙 が あ った。 これ は病 人 のため

で はな く，健 康 な 人間 の ために 書か れ た もの
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であ る。

「貧 しか っ た ら， 働 きな さい。金 持 ちだ っ

た ら，働 きな さい。 不 当 な責 任 を負わ され て

い る と感 じた ら，働 きな さい。

幸せ な ら，働 き続 け な さい。 怠 惰 は疑惑 と

恐れ を生 み 出す も とだ。悲 しみに 負け そ うだ

った ら， ま た愛 す る 人に裏 切 られ そ うだ っ た

ら，働 きな さい。 失望 しそ うな ら， 働 きな さ

い9

信 仰が くじけ，理 性 が 失 われ そ っだ った ら，

ただ ただ働 きな さい 。夢 が破 れ，望 み も消 え

た と思 った ら，働 きな さい 。人生 の 危機 に直

面 して い るつ も りで働 きな さ い。事 実 そ うな

のだか ら。

何 に悩 ん で い よ うと も，働 きな さい。 誠 実

に働 きな さい。 信仰 を もって働 きな さい。働

くこ とは， 最高 の 治療法 であ る。働 け ば， 精

神的 に も肉体 的に も悩 みか ら解 き放 たれ る。」

さて，若 人 の皆 さん， あな たが就 職 す る時

に，私 は あな たの ため に どの ような推 薦状 が

書 け るだ ろ うか。私 は， あな たが あ らゆ る面

で完 全 に正 直 で信 頼 で き， また立 派 であ る と

書 け るだろ うか 。そ れ とも， あ る程度 までは

推 薦で き るが ，学 校 では 怠け 者 で成 績 も悪 く，

指示 に従 わず ， 問題 児 であ った な ど と書 いて，

あな たの採用 を不 利 に しな けれ ば な らないだ

う つか 。

就職 す るため に， 良 い推 薦 を受 け ，適 当 な

口添 え を して もら うこ とが それ ほ ど大切 だ と

したら，教 会 で権能 を持 つ 人か ら， 十分 満 足

の行 く推 薦状 を受 け るにふ さわ しい生 活 を し

て，神 権 の様 々な職 や 組織 の 中で進 歩 し，最

終的 に天 の王 国に 入 る許 可 を得 る こ とは， ど

れ程 大切 で あろ うか。

神 権 を持 つ 者 として，私 た ちは 以下 の こ と

をよ く知 って い なけ れば な らな い。神 が私 た

ちの御 父に ま します こ と， その御 子 イエ ス ・

キ リス トが私 た ちの救 い主 であ る こ と， 主の

贈いの犠 牲 に よ り私 た ちは復 活 で き， 主 の教

えに従 うこ とに よ り永遠 の生 命 に あずか るこ

とがで きるこ と， 啓 示 に よって末 日聖徒 イエ
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ス ・キ リス ト教 会が 設立 された こ と， スペ ン

サ ー ・W・ キ ンボー ルが 神 の予 言者 で あ って，

イエ ス ・キ リス トの教会 の 大管 長 であ る こ と，

そ して， 私 た ちが現 在持 って い る神 権 は，神

のみ 名 に よっ て行動 で きる よ う私 た ちに委 ね

られ た神 の 権能 であ るこ と，以 上 で ある。

私 たちが 毎 日努 力 して， あ らゆ る面 で この

偉大 な特 権 と祝 福 に あずか るにふ さ わ しい生

活 を送 るこ とが で きる よ う，へ りくだっ て主

イエ ス ・キ・リス トの み名 に よ り祈 る もの で あ

る。 アー メン。

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー長 老



教会の基盤である

家族を強める

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル

擁

教会の青少年は，環境からも，福音に関

係した体験の思い出からも大きな影響を

受ける

愛 する兄弟の皆さん・この大会でお会いで
きて心 か ら喜 んで い る。 話 を始 め る前 に，

今宵 私 た ちの ため に美 しい歌 声 を聞かせ て 下

さっ た大勢 の兄 弟 た ちに，心 か ら感 謝 を述べ

たい と思 う。

昨 日地 区代表 の 兄弟 た ちに発 表 した こ とで

あ るが ，私 たち は，主 を礼 拝 し， キ リス トの

み 言葉 に あず か り，信仰 と証 を強 め るた め に，

たび たび 大会 を開い て い る。 そ の よ うな 大会

として， ワー ド部 大 会， ス テー キ部 大会 ，地

域 大会 ，総 大 会 が あ る。

こ こ数 年，私 た ちが催 した大会 で最 も霊 感

あふ れ る大会 として心 に残 って い る もの の 中

に， 合衆 国 外で 開か れ た地域 大 会が あ る。 し

たが って私 た ちは，1979年 か ら合衆 国 内 で も

数 ヵ所 で地域 大 会 を開 くこ とを計画 して いる。

それに よ って， もっ と多 くの教 会員 が教 会幹

部 に会 い， 話 を聴 け る よ うに な るこ とだ ろ う。

十 二使徒 評 議 員会 か ら2名 と， その他 に何 人

か の幹 部 が それ ぞれ の大会 に 出席 す る予 定 で

あ る。

また私 た ちは， 教会 員 の時 間，交 通手段 ，

費用 といっ た負担 を軽 減す るため に，1979年

か ら， 各 ス テー キ部 で開 かれ るステー キ部大

会 を年2回 の開催 とす る こ とに決 定 した。 こ

の う ち1回 は教会 幹部 が 出席 し， も う1回 は

地 区代 表 が 出席 す る。 これ に よ り， ステー キ

部 長 や その他 の地 元 の指 導者 は 時間 の余裕 が

で き，聖 徒 を完 き者 とす る業 を今以上 に推 し

進め るこ とが で きる もの と思 う。

さて 次 に，皆 さんが 家庭 で族 長 としての役

割 を よ く果 たせ るよ うに， 大 いな る神 権 に伴

う責 任 につ いて 少 し申 し上 げた い と思 う。 こ

の族 長 の役 割 は，昨 今 の状 況か らみ て， ます

ます大切 に なって い る。家 庭 の強 さや神聖 さ

を汚 そ う とす る問 題が 次 々 に生 じて きて いる

か らであ る。

家族 は ，地 上 にお け る神 の王 国の 基本 単位

であ る。教 会 が健 全 で あ るか否 か は， 教会 に

属 す る家族 次 第 で あ る。 また， いか な る政 府

も，堅 固な家 族 な くして 長 く安 定 した政権 を

維持 す る こと はで きな い。

全世 界 を見 回 してみ て， 今 日程 ，家 族 が様..

々 な悪影響 に脅 か され て いる時代 はな い。 こ.

の悪 影響 の 多 くは， テ レ ビや ラ ジオ ，雑誌 や

新 聞， そ の他 の 出版 物 を通 じて，家庭 を直 撃

して い る。

兄 弟 の 皆 さん， 家 族 の 長 と して， ふ さわ

しい守護 者 に な って いた だ きた い。 家族 が テ

レ ビや ラジオ の どん な番組 を視 聴 してい るか

に関心 を払 って いた だ きた い。 現在 ，道 徳 的

に不快 で下劣 で，昔 の ソ ドム とゴモ ラの罪 も

この よ うであ っ ただ ろ う と思 わせ る よ うな行

為 が 多 く見受 け られ る。

現 在 ，雑 誌 に も， 同 じよ うに老 若 男女 の卑

しい衝 動 を促 す 写真 や記事 が掲 載 されて い る。

世 界各地 に， 発行 部 数 の増加 を も くろん であ

か らさ まに性 を売 り物 に して い る新 聞が あ る。

また合 衆 国内 の新 聞 で も，、卑 しい刺激 的 な写

真 入 り広 告 を絶 えず掲 載 して， 読者 をポル ノ
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映 画 に誘 って い る もの が あ る。 そ の よ うな広

告や 映 画が あ るため に， 強奪 ，不 信 ， そ して

最 も嫌悪 すべ き性 的 な 罪悪 とい った ものの種

が まか れ るの であ る。

兄弟 の皆 さん ， それ が印刷 物 で あれ電 波 を

媒介 とした もの で あれ， 家庭 の 中へ 入 って 来

る ものに絶 えず 誉戒 して いた だ きた い。 道徳

を低 下 させ るよ うな ラジオや テ レビの番 組 か

ら家庭 を守 って い ただ きたい。善 良 な出版 物

だけが 家庭 に入 って来 る よ うに してい た だ き

たい。心 を豊 か に し，精 神 を高 め る雑 誌 だけ

を購読 して いただ きたい。 良 い雑誌 は沢 山 あ

る。教 会 に も定 期刊 行 物(訳 者 注 ：日本 では

「聖 徒 の道」)が あ る
。

ロ ン ドン， パ リ， 東 京， ニュ ー ヨー ク， サ

ンパ ウロ とい った世 界 の大都 市 に は， 日刊 紙

が幾種 類 もあ って， 人 々は 自分 の読 み た い も

の をそこか ら自由 に選 ぶ こ とが で き る。 皆 さ

んは，教 会 の教 え と標 準 に か な っ.た新 聞 を読

む よ うに して いた だ きた い。

教 会 の本部 が あ る この ソル トレー ク ・シテ

ィー で も，私 た ちはそ の こ とに深 い関心 を寄

せ て いる。 この 市や ユ タ州 が高 い標準 に到達

す る上 で非常 に大 きな 力に な って い るのは，

間違 いな く， 『デゼ レ ト ・ニュー ズ』紙 で あ る。

この新 聞は， 飲酒 ， ポ ル ノ， 堕胎 とい った道

徳 的 な問 題 につ い て，長 い 間，教 会 の教 え を

擁護 す る立場 を とって い る。 この市や 州 は，

是 が非 で も安 全 で清潔 でな けれ ば な らない。

ここ は世 界 に伸 び行 く教 会 の 中心 地 だか らで

ある。

『デゼ レ ト ・ニ ュー ズ』 紙 と 『チ ャー チ ・

ニ ュー ズ』 紙は この 市 と州 を強 めて い るだ け

でな く，教 会本部 の あ る この地域 に住 む兄弟

たちの個 々 の家庭 を も.強め て い る。

兄弟 の皆 さん， あな たの家 庭 に入 っ て来 る

ものに注 意 を払 うこ とに よ り， 家族 に 「徳 高

きこ と， 好 まし きこ と， よ き聞 え あ るこ と，

あ るいは養 むべ きこ と」(信 仰 箇条 第13条)

を求 め させ るよ うに してい ただ きた い。

私 は先 日， ひ と りの 男の子 か ら短 い手 紙 を
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受 け取 っ た。 その 中 には こ う書 か れ てい た。

「ぼ くは とて もす ば ら しいひ とを しって い ま

す。そ の ひ との な まえ はか ん と くで す。」私 た

ちには ， いつ も立派 な監 督が いた。 そ して い

つ も監督 を心 か ら愛 して いた。 ザ ン デル監 督，

ムー デ ィー 監督 ， タ イラー 監督 ， ウ イル キ ン

ス監 督。 私 はす べ ての 監督 を愛 して きた。 そ

して今私 は，若 い兄 弟 た ちが それ ぞれ私 と同

じよ う に， 自分 の監 督 を愛 して 下 さ るよ う心

か ら願 って い る。

一 年 の 内でもきわめ て重要 なこの 時期 に
，皆

さん方神権 者 と共 に大会 に集 え るこ とは， 本

難鑑欝灘 諜
で あ る。

主 は モー セ に言 われ た。 「見 よ，これわが 業

に して わが栄 光 ，す な わ ち人に不 死 不滅 と永

遠 の 生命 と を もた らす な り。」(モ ー セ1：39)

私 は この機 会 に， 各組 織 の指導 者 とこの偉

大 な神権 活動 に携 わ ってい るすべ ての方 々 に

感謝 した い と思 う。 そ の献 身， 強 さ，勢 い，

影響 力 は全世 界 に及 び，数 限 りな い人々 の生

活 に 多大 の感 化 を与 えて い る。 私 は 自分 の 生

涯 が青 少 年組 織 か ら どの よ うな影響 を受 け て

来 たか，常 々考 えて い る。そ の始 ま りは いっ か

思 い出せ な いが， ア リゾナ州 サ ッチ ャー の古

い ロ ビン ソンホ ール の時代 まで は さかの ぼ れ

るよ うな気 がす る。私 が 歩 き出 して 間 もない

頃の こ とで あ る。 その ホー ルは わが 家か ら2

ブ ロ ック程 しか離 れ て いな か ったの で， 私 た

ちは行 き帰 り共 に徒 歩 で， ユ ニ オ ン運何 を渡

っ た もの で あ る。 その大 きな ロ ビン ソンホー

ルは れん が造 りの四 角 い建 物 で， い ろい ろな

目的 で使 用 され た。地 域 の ダ ンス， 日曜 学校 ，

初 等協 会 ，教 会 の あ らゆ る行事 ， 葬儀 ，祝 賀

行事 な ど， お よそ小 さな田舎 町 での あ らゆ る

行事 のた め に使 われ た。

あ る晩， この大 きな建物 が火事 に な った 。

私 は その晩 の こ とを覚 えて い る。赤 々 とした

空 とた ち昇 る煙 に私 た ち家族 は皆 ，驚 きあ わ



て た。 この大 火 は町 中 を揺 り動か し， 人 々は

火 を消 そ う として バ ケ ツ を持 っ て急 いで駆 け

付 け て来 た。 その頃 ，町 に消 防署 はなか った。

しか し， 老 い も若 き も，す べ ての 男 が， 「火

事 だ」 とい う叫び と共に はせ参 じて来 た。

指 揮 を とる人が， 全 員 を運河 か ら炎上 中の

建物 まで一 列 に並 ばせ る と河岸 に 立 って い る

人 が運河 の水 をバ ケ ツで汲 み上 げ， 次 か ら次

へ と火 元 までバ ケ ツ リレー し， 最後 の人が そ

の水 をか けた。 どれ程 の水 をか け たか わか ら

な いが， 火 勢 は一 向 に弱 ま らず，結 局 すす で

黒 ずん だ壁 だ け を残 して燃 え て し まった。私

た ちは悲 しみ に打 ち ひ しが れ て家 に帰 っ た。

私 た ちの小 さな町 に消 防署 が で きたの は， そ

れか ら何 年 もたっ てか らであ る。

今 申 し上 げ た この 同 じ運河 で，私 は後 年バ

プ テスマ を受 け て教 会 に入 った 。 ま た， この

運河 か ら水 を汲 ん で，家 の 周囲 の木 や 草花 に

水 をや っ た もの で あ る。 私 は兄 弟 の 中で も一

番年 下 で あっ たため ， この仕 事 が与 え られ た

の であ る。私 たち は， その水 の 運搬 具 を 「と

かげ 」 と呼 ん でい た。 どなたか 「とか げ」 を

御 覧 に な った こ とが お あ りだ ろ うか 。.Y字 形

を した木 の枝 で作 られ てい た。真 ん 中に 水 お

け を縛 り付 け ， その 「とか げ」 を馬 に結 び付

けた 。私 は それ を運 河 まで運 ん で行 き， おけ

一杯 に水 を汲 む と
， ま.た1ブ ロ ック離 れ た家

まで 馬 を引 っ張 って行 き， 草 花 に水 をや っ た

もの であ る。私 の父 は，新 しい家 の 回 りをあ

らゆ る種類 の花 で囲 み， しか もそれ を水 の少

ない夏 の終 わ りまで もたせ よ う と一生 懸 命だ

った。 牛や 馬 を運 河 まで連 れ て行 っ て水 を飲.

ませ るの も私 の仕事 であ った 。

時 々， 夏 の終 わ り頃， 大雨 が ダム を切 って

しまい， 谷や 運河 を干.上が らせ る こ と もあ っ

た。 す る と，私 の兄 た ちが， 召集 に 応 えて，

馬 や 馬車 で運 河 の源 まで急 いだ もの で あ る。

そ こで岩 や石 を運 び，再 び ダム を築 いて ，畑

や 家 の ため に本流 か ら取水 す るの であ る。

何'年か た って，私 た ちは ソー セー ジ ダムの

作 り方 を学 んだ。 ソーセ ー ジ ダム とい うの は，

長 い金 網 の 中に石 を詰 め て川 の中 に沈め ，水

を運 河 の方 へ導 く方法 で あ る。

町の ほ とん どの 少年 少女 が， そ の有名 なユ

ニ オ ン運河 でバ プ テス マ を受 けた。

ロ ビ ンソ ンホー ルか ら北 へ2ブ ロ ック行 っ

た メイ ンス トリー トに あ るオー ル レ ッ ドホー

ル とい う建 物 も， や は り多 目的 に使 われて い

た。 私 は，小 さい 頃 日曜 学校 や初 等 学校 ， ま

た聖 餐会 のため に そ こに行 っ た こ とをよ く覚

え て い る。私 が教 会 員 として確 認 を受け たの

もそ こで あっ た。

ロ ビン ソン ホール が焼 け て しまった後，私

た ちは オー ル レ ッ ドホー ル に戻 り， それ か ら

ア カデ ミー ビル に移 っ た。 この ビル は私 た ち

の学校 で あっ て， 教 養協 会(若 い男女 の ため

の組 織)の 本 部 となっ て いた。 また地 域社 会

の集 会や 教会 の集 会 の ため に も使 用 され た。

サ ッチ ャー の町 の人 は， ほ とん どが教 会員 だ

っ たか らであ る。

それか ら1902年 には， サ ッチ ャー の新 しい

ステ ー キ部 とワー ド部 の建 物 を建 て るため の

鍬入 れ式 が行 なわれ た。私 は， その建物 のた

め に貯金 の2ド ル を献 金 した。 しか し大 き な

穴 を掘 っ た後 ，資 金 が なか な か 集 ま らな い

ため に随 分長 い間建物 が建 たなか ったこ とを

覚 えて い る。私 は この建 物の 先 にあ る郵 便 局

や 商 店街 ぺ ， よ く灯油 を買い に行 った り，郵

便 物 を取 りに行 っ た り，卵 を買 いに行 っ た り

した。 その途 中いつ も， その 大 きな穴 を駆 け

お り， また よ じ上 った もの であ る。 しか し，

草 が敷 地 内 に生 い茂 り.始め， ス カ ンクが現 わ

れ る よ うに な る と，私 はその 穴 を迂 回す る よ

うに な った。 スカ ン クを友達 に した い と思 わ

なか っ たか らであ る。

こ う して新 しいステ ー キ部 の建物 が完 成 し

た。 こ の建 物 は現在 もあ り，今 なお， ステー

キ部や ワー ド部 で使 用 され てい る。 この建 物

には ， 長 方形 の広 い部 屋 がふ たつ あ った。 ひ

とつ は2階 の集会 場 ， もうひ とつ は1階 の レ

ク リエー シ ョンホー ル であ る。私 は，建 物 内

に針 金 を張 り巡 ら して カーテ ンで クラスの仕
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切 りを作 った こ とを覚 えて い る。私 た ちは，

ほ とん ど全部 の クラス の進行具 合 い を耳 にす

ることが できた し，時には光線の具合 いさえ良 け

れ ば， 目で見 る こ とさえ で きた。 その数 年後 ，

ギラア カ デ ミー の私 の所 属す るバ スケ ッ トチ

ー ムが ここで練 習 をし， また試 合 を した こ と

を覚 えて い る。私 はい つ も期待 以上 の働 き を

したつ も りで あ る。 そ の小 さな建 物 の 中 でい

ろ いろ障害 は あ ったが ，私 た ちの チー ム は，

高校 チー ム なが ら，他 の高校 や 大 学の チ ーム

を数 多 く負か した。

幾 人か の教 師 も私 の思 い 出に残 って いる。

私 た ちは， いつ も月曜 日の夜 に神権 会 に集 っ

た。私 た ち執 事 は ダルマ ス トー ブの 周囲 に集

ま り， そ こで教 え を受 け た もの で あ る。私 は，

その建物 で 出会 っ たオー バ ル ・ア レ ン， リー

ロイ ・C・ ス ノー とい った立 派 な教 師 た ちの

こ と もよ く覚 えて い る。 そ の頃 ，私 は 同世 代

の少年 た ち と麗 しい友情 を築 いた こ と も記憶

して い る。 ソル トレ'一ク ・シ テ ィー 出 身の リ

ー ロイ ・C・ ス ノー兄 弟は
，銀行 の仕事 でサ

ッチ ャー に いて，私 が執 事 の 時に， 紅海 の 話，

イ スラエ ルの 民が 紅海 を渡 った話， 彼 が以 前

行 った こ との あ るエル サ レム の話 な ど， い ろ

い ろ・な話 を して私 た ちの興 味 をか きたて た。

日曜 学校 に通 っ たこ とも覚 え てい る。私 は ，

日曜 学校 で人 生 の基礎 固め とな った 多 くの霊

感 を受 けた と思 う。私 たち は2階 の礼 拝堂 で

開 会行 事 を行 な い， それ か ら1階 へ降 りて ク

ラスに分 か れて勉 強 した。

私 は， 絶 えず献 身 的 に私 た ちにみ 言葉 を伝

え よ うとして いた教 師 がい た こ とを思 い 出す。

その教 師 た ちか ら学 ん だ数 多 くの事柄 が基礎

とな って，私 は教 会 の プ ロ グラムや 教義 を よ

く知 る こ とが で きた。

私 の母は 非常 に歌 が上 手 で， オ ル ガ ン も弾

いた。 母 と私 の一 番上 の姉 の ク レア は よ く二

重唱 をした。私 は音楽 を愛 す る心 をその母 か

らい くらか受 け継 い だの で，私 も，歌 を歌 う

こ とに は常 々関心 を持 って いた。私 は いつ も

声 を張 り上 げ て， 元 気 よ く歌 って い た。私
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は 「主 の 日に また集 う」(讃 美歌6番)の 歌 を

よ く覚 えて い る。 そ して私 た ちは， そ の歌詞

の通 りに， これ まで よ く集会 に出席 して きた。

さ らに私 は， 母 が ソル トレー ク ・シテ ィー で

亡 くな った 時 の こ とを覚 えて い る。私 が11歳

の 時で あ った。 そ の時， 私 た ちは一 年 間， 毎

週 日曜 日に必 ず 日曜 学校 に 出席 す る とい う目

標 を定 め てい た。母 の 亡 くな っ たの は10月 で

あっ た が，私 は1月 の最初 の 日曜 日か ら一 度

も 日曜 学校 を欠席 した こ とはなか った。 その

ため，母 の遺体 が 家 に安 置 され てい た 日曜 日

に欠席 した こ とを随分 と悩 んだ もの で あ る。

私 は 当時， 教師 た ちが どれ程 一 生懸 命私 た

ち に教 え よ うと して い たか， 本 当の意 味 で は

理 解 してい なか つ た。 したが って今， 私 は ，

教 会 の あ らゆ る組 織 で，献 身 的 に たゆ まず シ

オ ンの子供 た ち を教 え て下 さ って い る偉 大 な

教 師 の皆 さん に心 か ら感 謝 を申 し上 げ た い と

思 う。

とこ ろで，私 た ちは讃 美歌 の歌 詞 を時 々忘

れ る こ とが あ るか もしれ ないが ，皆 そろ って

元気 よ く歌 えば必 ずや一 緒 に歌 える こ とだ ろ

う。

「つ どえ 祭 に歌 に

日曜 学校 を 楽 しめ 」(讃 美歌7番)

「家 庭 の中に」(讃 美歌39番)と い う歌 も家

庭 の 夕べ で よ く歌 っ た。 キ ンボー ル家 では 今

世 紀 の初 頭 か らず っ と家庭 の 夕べ を開 い で き

た。

「神 の聖 徒 の」 とい う歌 も覚 えて い る。 こ

れは エ ライザ ・R・ ス ノー 姉妹 が 作詞 した も

の であ る。 ス ノー 姉妹 は数 多 くの讃 美歌 を作

曲 して い る。私 は，本 当に元 気 よ くこの歌 を

歌 った こ とを思 い 出す 。

「聞け 子 .らの歌 を ぎよ き歌 声

天 使 の ご と く けが れ もな くて

うれ しげに集 う ときに」

(子供 の 歌B-24)

私 は， どれ程 汚 れが なか ったか定 か で は な.

いが， 幼 な い声 を張 り上 げ，子 供 に はい さ さ

か 高 い と思 わ れ る.「ミ」 の 音 まで 出 して， 必



死 に歌 っ たこ とだ けは覚 えて い る。 また次 の

歌 詞 も覚 えて い る。

「み め うるわ し く 長 く生 きん と」

私 は長 生 き したい と思 って い た し， みめ う

るわ し くあ りた い と願 っ てい た。 しか しい ま

だ にそ の域 に到 達 してい ない。

「コー ヒー
， たば こ，茶 を遠 ざけ」

私 は， これ らの もの を遠 ざけ なけれ ば な ら

な い こ とを知 っ た。 私 の 田舎 で は， 教 会員 で

あ りなが ら， 時々：茶や コー ヒー を飲み ， 時に

は たば こ を吸 う人 さえい た。歌 は さ らに 続 く1

「酒 は飲 まず に 少 しの 肉で」

(私 は今 で もそれ ほ ど肉 は食べ ない。)

「強 く智 恵 もて のび ん とす」

それ か ら歌 は また， 「聞け子 らの歌 を… …天

使 の ご と くけ が れ もな くて」 と続 く。 さ らに

3番 の歌 詞 は 次 の よ うに 続 いて い る。

「言葉 つつ しみ 怒 りは お さ え

心 おだや か に守 れ 人 にや さ し く

親切 づ くし 礼儀 正 し く守 れや 」

そ れか らまた 「聞 け子 らの歌 を」

と続 く。

「忘 るな祈 り 朝 夕 日々に

悪 よ り守 りた まえ と 神 を愛 して

み むね を学 び 正 し き力 をね が え」

それか ら また 「聞け子 らの歌 を」

と続 く。 天使 たち も私 た ち と同 じよ うに練 習

の制 約が あ るか ど うか知 らな いが，私 た ちの

歌 は随分 上手 だっ た と思 う。

改 訂版 か らはず され た讃 美歌 の 中 には，163

番の 「小 鳥 た ち を殺 す な」 とい う曲が あ った。

私 は この歌 も， 大 声 で歌 った こ とが 何度 か あ

っ た こ とを覚 えて い る。

「小 鳥 た ち を殺 す な 木 々で鳴 く鳥

夏 中ず っ と きれ い な声 で。

小 鳥 た ち を撃 つ な この地 は神 の もの

小 さ くとも大 き くとも 神 は恵 み た も う。」

(De8θγθ孟Soπ85「 デゼ レ ト歌 集 」1909年 ，

ハめ.163)

当時 ，私 は石 投 げ器 とパ チ ン コ を持 っ てい

た。 どち ら も自分 の作 った もの で， とて も良

くで きて いた。 また当時 ，家 か ら2キ ロ程 離

れ た牧 場 へ牛 を連 れて行 くこ とが私 の仕事 で

あ っ た。途 中 の道 沿に，は こや な ぎの 木が立 ち

並 ん でい て， 「木 々で鳴 く」小 鳥 を撃 ちたいと

い う気持 ちは， 随分 大 きい誘 惑 だ った よ うに

記憶 して い.る。 そ れ とい うの も，私 は とて も

撃つ のが 上手 で，50メ ー トル程 離 れ た柱 を打

つ こ ともで きた し， 木 の幹 に 当て る こ ともで

きたか らであ る。 しか し， ほ とん ど毎週 の よ

うに， 日曜 日に 「小 鳥 た ち を殺 す な」 の歌 を
"歌 っ てい たせ いで あ ろ うか

，私 は小 鳥 を撃つ

の を思 い とど まった。2番 の歌詞 は次の よ う

に 続 いて い る。

「小 鳥 たち を殺 す な 空 駆 け巡 り

朝 早 くか ら 歌 をか な で る
.たと え 食べ か けの さ くらん ぼ 落 ちて も

田や 畑 か ら 実 が な くな って も」

私 は この 曲か ら大 きな感化 を受 け た。 その

ため に， 美 しい小 鳥 を撃 ち落 とす の に決 して

喜 び を感 じなか っ たゐ だ と思 う。

また ， エバ ン ・ス テ ィーブ ン ズが作詞 した

「モ ル モ ンの子」 とい う曲が あ った。私 たち

は との曲 を会 衆 の前 で歌 う時 に は， いつ も誇

りを感 じた もので あ る。

「モ ル モ ンの子 モル モ ンの子

ぼ くはモ ル モン の子 だ

王 様 だ って うらや む

だ ってぼ くはモ ルモ ンの子 だか ら」

私 は こ の曲 が好 きだ った。私 は，「王 様 だっ

て うらや む ， だ ってぼ くはモル モ ンの子 だ か

ら」 とい う言葉 に， 常 に喜 び を感 じて い る。

私 は 「収穫 は ど うだ ろ う」 とい う歌 も好 き

だ っ た。 その 曲は ， ところ どこ ろ独 唱 で きる

部分 が あ った か らで あ る。

愛 す る兄 弟 の皆 さん，話 を終 え るに 当た っ

て ，神権 につ いて 証 を 申 し上 げ たい。私 は神

権 を持 って い る。 皆 さん も神権 を持 って い る。

この神権 は， エ ライ ジャ が持 って い た神 権 で

あ り， またペ テ ロ，'ヤコブ， ヨハ ネ な ど， 予

言 者 た ちが持 って いた神権 であ る。 彼 らは神

権 を持 って い た。 しか し，結 び 固め の権 能 が
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なけ れば， 私 た ちに は何 もで き ない。私 た ち

の行 な うこ とが 正 当 と認め られ ないか らであ

る。 この こ とが 大切 で あ る。 エ ライ ジャが 訪

れた のは その ため であ った。 モ ーセ が訪 れ た

の もその ため であ った。 モ ーセ が時 の 絶頂 の

神権 時 代 に，ペ テ ロ，ヤ コブ， ヨハ ネ の頭 に

これ らの特権 と権 能 と鍵 と を授 け た こ とで，

彼 らは世 に 出て行 って主 の み業 を成 す こ とが

で きたの であ る。 また， 彼 らが予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス を訪 れ たの も，主 が 「主 の大 い な

る恐 るべ き 日が 来 る前 に， わた しは預 言 者エ

ライ ジャ をあな たが た につかわす 」(マ ラキ4

5欽 定訳 よ り和訳)と 言 わ れた の も， 今述 べ

た ような理 由が あ ったか らであ る。

なぜ 主はエ ラ イ ジャ を遣 わ さなけ れば な ら

なか ったの だ ろ うか。 それは， 彼 が神権 につ

け るあ らゆ る儀 式 を執 り行 な う権 能 の鍵 を持

ってい たか らで あ る。 そ して， その権 能 が な

けれ ば，執 行 され た儀 式 は 決 して義 しい と さ

れ ないか らで あ る。

救 い は， イエ ス ・キ リス トの仲 介 な くして

は， 決 して この世 に もた らされ な い。 では，

神 は どの よ うに して人 々 を救 うの であ ろ うか。

予 言者 エ ラ イ ジャ を遣 わ して であ る。 ホ レブ

でモー セ に啓 示 され た律 法 は， イ スラエ ル の

民 の 全 員 に は 明 らか に さ れ なか った。 エ ラ

イ ジャは ，父 の心 を子 に，子 の心 を父 に結ぶ

ため の契 約 を明 らか に して くれ る。 召 され，

選 ば れて初 め て油 を注 が れ， 結 び固め られ る

の で あ り，選 び も確 か な もの とな るの であ る。

「私 は神 が 生 きて お られ る こ とを知 って い

る。 イエ ス ・キ リス トが 生 きてお られ るこ と

も知ってい る。私 は 主 に まみ えたか らであ る」

とは， ジ ョン ・テイ ラー大 管 長の 言葉 で あ る。

私 は この証 を， イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ

り，皆 さん方 兄弟 に 申 し上 げ る。 アー メン。

.灘

'灘

轟

大会の説教 に聞 き入 る聖徒 たち
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4月2日(日)午 前の部 におけ る説 教

祈 リと啓示

第 二 副 管 長

マ リ：オ ン ・G・ 日 ム ニ ー

だ見 た こ ともな い し一 度 も足 を踏 み 入れ た こ

ともない 非常 に高 い 山へや って きた。」(1ニ

ー フ ァ イ11：1)

思 い に ふけ るこ と， す なわ ち物事 を熟 考す

る こ とが祈 りの大切 な要素 であ る こ とは確 か

であ る。

主 はエマ ・ス ミスに言 われ た。 「すべ て心 の

歌 は ， わ れの悦 び な り。 然 り， 義 しき者 の歌

はわ れ に対 す る祈 りな り。」(教 義 と聖 約25：

12)

しば しば特 別 な祝 福 を求 め る手段 として祈

りを捧 げ るこ とが ある。 しか しその 中に は感

謝 や 賛美 ，礼 拝， 崇拝 な どの気持 ちを含 まな

けれ ば な らな い。 ジェ イム ズ ・モ ン ゴメ リー

は この よ うに美 しい詩 で詠 んで い る。

祈 りは た ま しいの 見 えぬ望 み

述べ て も述べ ず も 胸 に燃 ゆ る

神が最も頻繁に繰リ返 し人に与えておら

れる戒めは祈りである

ためいき

祈 りは溜息

仰 ぎ見る眼には

涙 こぼ る

神 は近 し

愛 する兄弟姉妹・妨 びに友人の皆さん・
私 は最 も大切 な神 との交 通 手段 につ いて

少 しお話 した い と思 う。 まず最 初 に，人 が神

に語 りか け る祈 りにつ い て，2番 目に神 が 人

に 明 らか に され る啓 示 につ い てお話 した い。

祈 りとい う と， た いて いの 人は， テ ー ブル

を囲 んで 共に捧 げ る祈 り，ベ ッ ドの傍 らにひ

ざ まずい て捧 げ る祈 り， あ るいは教 会 の集 会

で 聞 く祈 りを思 い浮 か べ る こ とだ ろ う。

しか しこれ 以外 に も，.人が神 に語 りか け る

方 法 があ り， それ も祈 りと言 うて差 し支 え な

い と思 う。

ニー フ ァ イは， 自分 の受 け た偉 大 な啓示 を

紹 介す るのに ，祈 りとい う言 葉 を使 って い な

い。 ただ 簡単 に次 の よ うに述べ てい る。

「私 は 父の 見 た こ とを知 り.たい と思 い， 主

は私 に も またそれ を知 らせ た も うこ とが で き
ふけ

る と信 じて思 い に耽 りなが ら腰 をか けて い た

が ，私 は 主の 『み た ま』 に とらえ られて ， ま

祈 りは子 ども も

天 の 主 に と ど く

祈 りは生 命 で

死 ね ば祈 りに て

神 生命真理へ

主よ祈 りの道

言 い得 る言葉

とう とき歌

聖徒の歌

天にのぼる

誘 いた もう

教 えた まえ

(讃 美歌176番)

神 が最 も頻 繁に繰 り返 し人 に与 えて お られ

る戒 め が祈 りで あ るこ とか ら も，祈 りが いか

に 大切 で あ るかが よ く分 か る。

神 が ア ダム とイ ヴに最初 に 与 え られ た戒 め

は ， 「主 な る汝 らの神 を礼拝 す べ し」であった。

そ の後 「主 の天 使 一 人ア ダム に現 われ て 言

いけ るは ……。

… …汝 の為 すす べ て を御子 の御 名 に よ りて

為せ 。 また汝悔 い改め て 今 よ りいつ まで も御
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子 の御 名に よ りて神 を呼 ぶべ し」 と(モ ーセ

5：5-6，8)。

主は祈 りの 大切 さにつ い て ジェ レ ドの兄弟

に教 えた も うた。 ジェ レ ドの兄 弟が 民 と共 に

大海 の岸 に着 いた時 ， 「主はジェレ ドの兄 弟 の

ところに降 っ て… …三 時間 ジ ェ レ ドの兄 弟 と
こら

話 して， か れが 主 に祈 る こ とを怠 った の を懲

しめ た もうた。

それ で ジェ レ ドの兄弟 が その 罪 を悔 い改 め

て，一 緒に きた者 た ちのた め に主 に祈 った 時，

主 は これに 答 えて仰せ にな っ た 『われ は汝 と，

汝 と共 に来 りし者 た ちの罪 を赦 す。 され ど こ

の 後汝 は再 び罪 を犯 すべ か らず。 わが 『み た

ま』 は必 ず しも常 に人 をは げ ます もの に あ ら

ざ るこ とを忘 るな。 故 に，汝 らの 罪悪 が その

極 に達 す る までひ きつ ず き罪 を犯 さば主 の 前

よ り断 ち切 らる。』」(イ テル2：14-15)

ア ミュ レ クは不 信仰 なニ ー ファ イの 民に 次

の よ うに忠告 を与 えた。

「… …私 の兄 弟 らよ
， ね が わ くは あな たた

ちが悔 改 め を生 ず る信 仰 を起 し，神 が 自分 た

ち を憐 み た も うよ う，神 の御 名 に よ って祈 り

始 め るこ とを神 が許 した まわ ん こ とを。

神 は人 を救 う大能 を具 えた もうか ら， 神 に

憐 み を求 め よ。

へ り くだっ てた えず神 に祈 れ。」

次 いで彼 は何 につ い て， どこで， どの よ う

に祈 るか を教 えた。

「牧場 に居 る時 は， あ なた た ちの 家畜 の群

につ いて神 に祈 れ。

家 に居 る時 はあ なた た ちの家族 全 体 につ い

て朝 も昼 も晩 も神 に祈 れ。

あなた た ちの敵 の力 を防 ぐこ とがで きる よ

うに神 に祈 れ。

一切 の義 しい こ とに敵 対 す る悪 魔 を防 ぐこ

とが で きる よ うに神 に祈 れ。

あな たた ちの 田畑 の収穫 が 豊 か であ る よ う，

そ の作物 につ い て神 に祈 れ 。

牧 場 に あ るあ なた たちの 家畜 が ふ え るよ う

に神 に祈 れ。

こればか りで，は な い， あな たた ちが一 人 で
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部屋 に 居 る とき も，秘 密 の所 に居 ると きも，

また野 に居 る とき も心 にあ るこ とを うち明 け

て祈 れ。

声 をあげ て主 に祈 らない 時で も， 自分 の為

また 自分 の まわ りの人 々の為 を思 って た え ず

心 の 中で主 に祈 れ。」(ア ルマ34：17-27)

イエ スは， 復活 後 ニー フ ァイ 人 を訪 れて，

彼 らに主 の祈 りを模 範 として祈 りの方法 を教

え られ た。 その後 ， ニー フ ァイ 人 の弟子 た ち

に次 の よ うに言 わ れた。

「わ れ
， まこ とに まこ とに汝 らに告 ぐ，汝

らは誘惑 に負け ざる よ う， た えず 目 を覚 し て

祈 ら ざ るべ か らず。 そ はサ タ ンが汝 らを支 配

して麦 の ご と くにふ るわん と欲 すれ ば な り。

され ば汝 らはわが 名 に よ りて た えず御 父 に

祈 らざ るべ か らず。

而 し て，汝 らが 必 ず 受 くと信 じて， わ が名

に よ りて御父 に乞 い求 む る もの は， そ の正 当

な る もの な る限 り， すべ て汝 らに与 え らる。

汝 らの妻子 が祝 福 を受 くるよ う， た えず わ

が名 に よ りて 家 族 の 祈 りを御 父 に捧 げ よ。」

(IIIニー フ ァイ18：18-21)

この最 後 の神権 時代 に教 会 が組 織 され る お

よそ2年 前 に， 主 は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

に言 わ れた。

「勝 利 者 た らん こ とを常 に祈 るべ し。 誠 に

サ タ ンに打 ち勝つ 様 に祈 れ， また現 にサ タ ン

説教 に聞 き入る聖徒



の仕事 に力 を与 うるサ タ ンの僕 らの手 よ り免

れ ん こ とを祈 るべ し。」(教 義 と聖 約10：5)

後 に 主 はマー テ ン ・ハ リス に言 われ た。

「わ れ汝 に再 び命 ず
。 汝心 の 中 にて も祈 り

また声 を出 して も祈 るべ し。然 り，人 々 の前 に

て も祈 りまた ひそか に て も祈 り，公 に て も祈

りまた陰 にて も祈 るべ し。」(教 義 と聖約19：28)

主 は教 会 の祭 司 た ちに， 「各会員の家庭 を訪

れ， 彼 らが声 を挙 げて もひそか に て も祈 りを

な」 す よ うに勧 め る よ う指 示 を与 え られ た。

(教義 と聖 約20：47。20：51参 照)。

ま た主 は ジ ョセ ブ ・ナ イ トに次の よ うに 諭

され た。 「汝 は，汝 の 十 字 架 を 負い て心 の中

にて もまた声 を出 して も世 の 人 々の前 に祈 り，

家族 の 中 にて も祈 り， 友 の中 にて も祈 り， ま

たす べ て の所 に於 て も祈 ら ざ るべ か らず。」

(教 義 と聖系勺23：6)

トマ ス ・B・ マー シュ には この よ うに言 わ

れ た。 「誘 惑 に陥 りて汝 の報 いを失わ ざる様 に

常 に祈 れ。」(教 義 と聖 約31：12)

そ のほか 主 は次 の よ うに も言 ってお られ る。

「また生 くる も死 ぬ る も人の子 の来 る 日に堪

えん こ と を常 に祈 るべ し。」(教 義 と聖 約61：

39)

「われ一 人 に対 して言 うこ とは， 万 人 に向

いて言 うな り。 汝 らか の悪 魔 に征服 せ られて，

今 居 る所 よ り立 ちのか され ざ る様常 に祈 るべ

し。」(教 義 と聖 約93：49)

「両 親 は その子供 た ちに祈 るこ と と
，主 の

前 に正 し く歩む こ ととを教 え ざ るべ か らず。」

(教義 と聖 約68：28)

主 は シオン の教 会員 につ いて言われた。 「お

よ そ， 祈 るべ き時に わが 前 に祈 りをなす こと
さば

を守 らざ る者 は， わ が民 を審 く者 の前 に覚 え

らるべ し。」(教 義 と聖 約68：33)

しか し，祈 りの 目的 は執 念深 い神 を静 め る

こ とで も， 優 しい父親 の ち ょ う愛 を得 よ うと

す るこ とで もな い。 「神 の 前 よ り さ し出 でて

広 大 な る宇 宙 に満 ち充 て」(教 義 と聖 約88：

12)る み たま，すなわち光 と自分 自身の調 和 を図

るこ とであ る。 そ の光 の 中に私 た ちに必 要 な

すべ て の 答え を必 ず見 いだ せ るに ちが いな い。

祈 りは ドア を開け， 私 た ちの生活 の中 に キ

リス トを招 き入 れ る鍵 であ る。

主 は言 わ れた。 「見 よ，わた しは戸 の外 に立

って ， た たい て い る。 だ れで もわた しの声 を

聞 いて戸 をあけ るな ら， わ た しは その中 には

い って彼 と食 を共に し， 彼 もまたわ た し と食

を共 にす るで あろ う。」(黙 示3：20)

祈 りは人が 主 に語 りか け る手 段 であ る。 同

様に ，啓 示 は神 が人 と交 通す る手段 であ る。

神 は様 々 な手 段 を用 い て啓示 を与 え られ る。

例 えば， 神 は 自 ら言 葉 を もって ア ダムの祈 り
みち

に答 え られ た。 「エデンの園 を指 して行 く途 の

か な た よ り(主 の)声 聞 え て彼 ら(ア ダ ム と

イ ヴ)に 語 りた まえ る。」(モ ー セ5：4)

その ほか に， 主が 直接 に姿 を現 わ され る こ

と もあ る。

「わ れア ブ ラハ ム
，一 人 の人 の別 の人 に語

る如 く主 と顔 と顔 とを合 せ て語 りぬ。」(ア ブ

ラハ ム3：11)

「神，モーセに語 りて言 いた ま え り。… … 主

の栄 光 モー セ の上 に あ りけ れば ， モーセ神 の

御前 に立 ちて神 と顔 を合 わせ て 物言 いた り。」

(モー セ1：3，31)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 御父 と御 子 に

まみ えた こ との証 を述べ てい る。

「私 は 自分 の真上 に太 陽 に も増 して輝 く一

つ の光 の柱 を見 た。 そ して その光 の柱 は次 第

に下 りてきて ，光 はついに私 の上 にふ り注 い だ。

… …私 は筆 紙 に尽 し難 い輝 きと栄 光 とを肴

ちた もう二 人 の御方 が私 の真上 の空 中に立 ち

た も うの を見 た。 そ して その 中の お一 人が私

に言葉 をか け て私 の名 を呼 び た まい，他 のお

一 人 を指 して 『こは わが愛 子 な り
，彼 に聞け 』

と仰 せ られ た。」(ジ ョセ ブ・ス ミス2：16-17)

時 々主 は人 と交通 す るため に代理 を遣 わ さ

れ る。例 えば ，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに何

回に もわ た って モ ロナ イ を遣 わ し，指示 を与

え られた。(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：28-59参 照)

この訪 れに つ いて予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は， この よ うに記 じて い る。
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「私 は もう寝 よ う と思 って 自分 の寝室 に入

ってか ら， 全能 の神 に対 して… …祈 り且 つ 願

い求 め た。

か よ うに私 が 神 を呼 び求 め て いる問 に，私

は室 内に一種 の光 が 現 われ るの をみつ け た。

その光 は次 第 に明 る さを増 して ，つ いに は室

中真 昼 よ りも明 る くなっ た。 その途 端 に一 人

のお方 が 空中 に立 って私 の寝 台の側 に現 われ

た。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：29-30)

主 は時々 夢や示 現 ，例 えば ダニエ ル の夢や

ニ ー ファ イの示 現 な どの手段 に よって 人 と交

通 を もたれ た。

イ ノス は 「また主 の御 声 が私 の心 に 聞 えて

仰せ になった。 『汝 の兄 弟 らが わが命 令 を守 る

熱心 の 多少 に従 い， わ れは これ に報 い を与 う

べ し』(イ ノス10)と 言 って い る

私 はこの種 の 啓示 が あ るこ と を証 した い。

なぜ な ら私 はそ れ を経験 したか らであ る。

その一 例 を御 紹介 しよ う。私 が ひ と りの 立

派 な末 日聖 徒 の母 親 の葬儀 で，話 を終え て 「ア

ー メ ン」 と言お う とした時 の こ とであ る
。私

の心 の 中に， 「証 を述べ な さい」とい う声 が 聞

こえ た。 そ こで私 は証 を述 べ た。 しか しそ の

後， そ の こ とをす っか り忘 れて い た。 ところ

が数 ヵ月後 に，隣 の ス テー キ部 に住 ん でい る

妹 が来 て， その後 に起 こっ たあ る出来事 を話

して くれた。

妹 は 言った。 「私 たちのワー ド部 に もう何 年

も教 会 に来 てい な い姉 妹 が いた の。私 たち は

彼女 を活 発にしようと努 力 したんだけ どまっ た

・く効果 が なか っ たの。ところが，最近 す っか り

変 わ って しま ったの よ。什 分 の一 を納め， 聖

餐会・に いつ も出席 し， すべ ての教 会 の活動 に

参加 す る よ うに な った の。 それ で， どう して

そん な気持 ちに な ったの か尋 ね る と， 彼女 は，

『母 の葬儀 で ソル トレー クに行 った ん です
。

その 時， 葬儀 で ロムニ ー とい う人が話 を した

んです の。 ご く普 通 の話 を終 え て，座 わ るん

だろ う と思 って いた ら，急 に証 を始め たん で

す よ。 しか もとって も印 象深 い証 で した わ。

それで，母 が いつ も私 に教 えて くれ た そん な
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生活 を したい とい う望 みが起 こ って きた んで

す の』 と答 え たの。」

兄 弟 姉妹 ， な らびに友 人 の皆 さん ，私 は ，

主 の啓示 が どの よ うな方 法 に よ って下 され る

か よ く.知って い るので， その こ とにつ いて 証

を述 べ た い。 啓示 は主御 自身の み言 葉， 御 自

らの訪 れ， 主 の使 い，夢 ，示 現 ， また は心 に

聞 こ える主 のみ声 を通 して 下 され る。.

しか し， ほ とん どの場 合， 啓示 は 「静 か な
.
る細 き声 」 で私 た ちに下 され る(教 義 と聖 約

85：6)。

この よ うな方 法 で事 実 啓示 が 下 され， また

これ が重 要 で あ るこ とは，主 御 自身 が証 明 し，

強調 してお られ る通 りであ.る。

モ ル モ ン経 の 原本 で あ る金 版 に関 して予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 述べ た証 が確 か で あ る

こ とにつ い て，主 は予 言者 を通 して オ リヴ ァ ・

カウ ドリに次 の ような啓示 を下 され た。 「見 よ，

汝 はわれ に尋 ね たれ ば われ が誠 に汝 の悟 りを

開か しめ しこ と を知 る。」 また， 「わ れ汝 に そ

の こ とに就 きて心安 かれ と告 げ しにあ らずや」

と(教 義 と聖 約6：15，23)。

ジ ョセ ブ ・ス ミス が翻訳 して いた 金版 に刻

まれ た記録 か ら 自分 も知識 を得 たい と言 っ た

オ リヴ ァに対 して，主 は次 の よ うに 言わ れ た。

「… …見 よ
， わ れ今汝 に来 りて汝 の心 の 中 に

留 るべ き聖 霊 に よ りて汝 の智 と情 に告 げ ん と

す。」(教 義 と聖 約8：2)

ふ さわ しい生活 を送 り， 主 の導 きを求め る

人々 は，物 事 の決 定 を下す 時 に， 主か ら啓 示

を受 け るこ とが で きる。 そ して， そ の啓示 を

受 け る方法 と して神 は次 の方法 を定 め られ た。

「汝心 の 中に よ く思 い計 り
， その 後願 うこ

とも し正 しか らば，… … そ の時 われ汝 の心 を

内に 燃や さん。 これ に よ りて汝 にそ の正 しき

を感ぜ しむ。 され ど もし願 う ところ正 しか ら

ずば， かか る感 な くして汝 の心 は次 第に鈍 く

な り， …… 」(教 義 と聖 約9：8-9)

祈 りと啓 示 に関す るこれ らの神 の教 えが 真

実 で ある こ とを，腰 い主 イエ ス ・キ リス トの

み 名に よ り証 申 しあげ る。 アー メン。



主を信頼 して

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

幸福で喜びと希望に満ちた人生を送るに

は心の中に福音の光を輝かすことである

詩 篇 に次 のようにあ る・ 「主 に信 頼 して善 を
行 え。 そ うす れ ば あな たは この 国に住 ん

で，安 き を得 る。

主 に よっ て喜 び をなせ。 主 は あ なたの心 の

願 いをか な え られ る。

あな たの道 を主 にゆ だね よ。 主 に信 頼せ よ，

主 はそれ をな し とげ，

あな たの義 を光 の よ うに 明 らか に し， あ な

た の正 しい こ と を真 昼 の よ うに明 らか に され

る。」(詩 篇37：3-6)

義 しい生活 は，特 別 な光 ，み た ま，喜 び，

幸 福 を もた らす と数 々 の聖 句 は告 げて い る。

もう何 年 も前 の こ とに な るが ，私 は小 売 業

を営 む 会社 の役 貝 を して いた。 その店 の ひ と

つ で，教 会 に 入 って 間 もな い娘 さん を持 つ 警
ノ

備 員が働 いて い た。 彼 は， 娘 さ んの生活 が 以

前 とは うって変 わっ た こ とを よ く話 して くれ

た。 彼 女 のバ プ テマ スが， 家庭 の中 に新 しい

活 気 を もた ら したの で ある。私 は， この 出来

事 を踏 み 台 として ，彼 に福 音 を教 え よ うと考

えた。

あ る 夕方 ， 閉店 後 に私 が店 を 出 よ うとす る

と，彼 は遅 くまで買 い物 を して いたお客 を送

り出 してい た。私 はち ょっ と立 ち止 まって，

彼 に声 を掛 け た。 す る と彼 は， す ぐさ ま娘 さ

んの こ とを話 し始 め た。 「うちの娘 です が，あ

な たの教 会 に入 っ てか ら何 か輝 いて い ます よ。」

そ こで私 は， 主 を信 頼 し，福 音 の計 画/こ従

っ て生活 す れば変 わ ります よ。顔 の表 情 もね，

と言 った。 丁度 そ の時，何 人か のお客 に混 じ

っ てふ た りの女性 が こち らに歩 いて 来 た。 ふ

た けは きちん とした身 な りをし， その顔 には

特別 な輝 きが あっ た。 その 時私 は， ひ とりの

女 性 の胸 に ， 「義 務達 成 賞」のバ ッジがっ いて

い るの に気付 いた。 そ れは ，私 た ちの誇 る教

会 の若 人が ， その 特別 な賞 を受 け た後 母 親

に贈 った もの であ っ た。私 は友 人 の方 を振 り

返 って言 った。 「こ ち らに向か って 来 るふた り

の女 性 を見 て下 さい よ。 ふ た り共， どこか違

うで しょ う。 彼 ら も教 会の 会員 なん です よ。」

私 の この言葉 に非常 な興 味 を持 っ た彼は ，

駆 け寄 って行 ってふた りに尋ね た。 「あな た方

は， モル モ ンです か」 と。 その こ とを確 認 し

た後， 彼 は もどって来 る と次 の よ うに言 った。

「や っ ぱ り，どこか違 い ますね 。」私 もそれ に

同感 で あ る。 主 を信 頼 して善 を行 な う者 は，

どこか違 うので あ る。

歴 史 は， まさに時 の初 めか らこの事 実 を 立

証 して い る。聖 典 を読 む 時，私 は読 んだ こ と ・

を生 活 の 中に生 かす よ うに努 力 して い る。ま

た， そ こに 登場 す る偉 大 な人物 と交流 を図 る

よ う努 めて い る。

例 を挙 げて説 明 しよ う。 創世 記の37章 に は，

大勢 の 息子 に恵 まれ たあ る素 晴 ら しい家族 の

こ とが 記 され て い る。 その 息子 の ひ と り， ヨ

セ ブ は，兄 弟 の 中で一 番父 か ら愛 され てい た。

そ して 父 は ヨセ ブ に その愛 を示 す ため，着 物

を与 えた。 しか し 「兄 弟 た ちは父が どの兄 弟

よ りも彼 を愛 す るの を見 て，彼 を憎 み，穏 や

か に 彼に語 る こ とが で きなか っ た。」(創 世37：
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4)

け れ ど もヨセ ブは， その こ とを大 して気 に

しなか った。 そ して， 夢 を見 て はそれ を兄 た ・

ちに告 げた。 そ の こ とで， 兄 た ちは ます ます

彼 を憎 んだ。 次 の よ.うな夢 を見 た こ とを聞 い

た ら，一体 家族 は どの よ うに思 うだ ろ うか。

ヨセ ブは，兄 た ちに次 の よ うに言った。「『ど

うぞわ た しが見 た夢 を聞 い て くだ さい。

わ た した ちが畑 の 中 で束 を結 わえ て いた と

き， わた しの束 が起 きて立つ と，.あな たが た

の束 が まわ りに きて， わた しの束 を拝 み ま し

た』。

す る と兄 弟 たち は彼 に向かって， 『あなたは

ほん とうにわ た した ちの王 にな るの か。 あ な

たは実 際 わた した ち を治 め るの か』 と言 って，

彼 の夢 とその言 葉の ゆ えに ます ます 彼 を憎 ん

だ。」(創 世37：6-8)

そ の後， 父が ヨセ ブ を家 にお い て， 兄 た ち

に羊 を飼 わせ た こ とで， 事態 は ます ます悪 化

した。 父 は，時 々 ヨセ ブ を兄 た ちの も とにや

って， 彼 らの様 子 を見 させ た。 あ る 日， ヨセ

ブ が や って 来 る の を遠 くに 見 た兄 たち は，

とう とう.我慢 で きな くな った。 そ して ， ヨセ

ブ を殺 そ うとた くらん だ。 彼 らは， ヨセ ブ を

殺 して穴 に投 げ入 れ， 父 には悪 い獣 が ヨセ ブ

を食べ た と言 お うと計 画 した。

す ると， 兄 の ひ と りがエ ジプ トに向 か う隊

商が 遠 くか らや って来 るの を見て， 次 の よ う

に言 った。

「われ わ れが弟 を殺 し， その血 を隠 して何

の益 が あ ろ う。

さあ， わ れわ れは彼 をイ シマ エ ル び とに売

ろ う。彼 は われ われ の兄弟 ， われ わ れの 肉身

だか ら， 彼 に手 を下 して は な らない。」(創 世

37：26-27)

こ う して， 彼 らは17歳 に な る弟 ヨセブ を，

エ ジ プ トに 向か う隊 商に 売 った ので あ る。 エ

ジプ ト， そこは 言葉 も習慣 も分 か らない未 知

の国 であ った。 しか し， 主 は この人並 優 れ た

若者 と共 にお られ た。 その ため， ヨセブ は一

向に落胆 した気配 を見せ なか った。 外国 人 で
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しか も奴隷 の身 であ りなが ら，.披の 顔 に億 特

別 な活 気が み な ぎ◎ てい た に違 いな い。被 は

市場 で，.・・王 の侍衛 長 に買 われ た。 そ れか ら間

もな く一して，侍 衛 長 は ヨセ ブが優 れ た人物 で

あ るこ.とを認 め， 彼 に家 を管理 させ るよ うに

なっ た。 また，侍衛 長 の 第一 の しもべ として ，

彼 は侍衛 長 の持 ち物す べ て をつか さ どった。

侍衛 長 は， ヨセ ブに全 幅 の信 頼 を寄 せ ， 財産

や 収 入 をすべ て ヨセ ブの手 にゆ だね たの で あ

っ た。.

ヨセ ブは主 の助 け を得 て高 い地位 に就 い た。

しか し彼 の容姿 がよか った ことで ，ひ とつ の問

題 が起 こ.った。侍衛 長の妻 が， この 若者 に 言

い寄 ったの で あ る。 あ る 日， ヨセ ブが家 で ひ

と、りで働 いて い る と，彼 女 は部屋 に 入 って 来

て，.被の上着 をつか ん だ。 ヨセ ブ は義 しい若

者 で あ ったの で， そ こに いて は な らな い と.感

じ， 上着 を残 して外 に逃 れ た。侍衛 長 の妻 は，

上着 を手 に した ま まそ こに たた ずんだ 。 や が

て侍衛 長 が帰 宅 す る と， 彼女 は ヨセ ブが 自分

に言 っ寄 って きた と偽 っ た。 す る と，侍衛 長

は激 し く怒 って， ヨセ ブ を獄 屋 に入 れ て し ま

った。 こ うして再 び， ヨセ ブ は若 い身 の上 で

窮地 に陥 っ・.てし まった。 しか も，今 度 は獄 屋

の 中 に。

しか しヨセ ブは簡 単 に は屈 しなか った。 獄

屋 の 中で， 彼 は最高 の 囚人 に な ろ う と努 力 し.

た。 そ して，次 第 に獄屋 番 に気 に 入 られ る 者

とな った。聖 典 に は， こ の こ とが次 の よ うに

記 されている。 「獄 屋 番 は獄屋 に お るすべ ての

囚 人 を ヨセ ブ の手 に ゆだね た の で， 彼 は そ こ

です るすべ て の事 をお こな った。」(創 世39：

22)こ う して皆 さん御 存知 の よ うに， ヨセ ブ

は囚 人の 中で最 も高 い地位 に就 き， すべ ての

囚 人 を治め る ように な った。 ヨセ ブ は， 苦難

の 中 で最 善 を尽 くし，最 高 の 囚人 とな った の

であ った。

ヨセ ブ が獄屋 に入 れ られて か ら しば ら くす

る と， 王 の給仕 役 の長 と料理 役 の長 が投 獄 さ

れた。 ヨセブ は 間 もな く彼 ら と親 し くな っ た。

あ る時， この ふ た りは夢 を見 た。 ヨセブ は義



しい人 と して信 用 され て いた ので， ふ た りは

夢 の解 き明 か しを彼に 頼ん だ。事 実 ， ヨセ ブ

は 夢の解 き明か しがで きたの であ った。 ヨセ

ブ はひ と りに向 か って 獄屋 か ら出 るこ とが で

きずに死 ぬ と告 げ， も うひ と りに 向か って は，

す ぐにパ ロに仕 え る職 に戻 るであ ろ う と告 げ

た。 そ して， ヨセ ブは前 の地 位 に戻 され る と

告 げた 男に， パ ロ に彼 の こ とを話 して獄 屋 か

ら出 られ る よう取 り計 って ほ しい と頼 んだ。

とい うの も， 彼 は 囚人 として最善 を尽 くして

いた か らで あ る。

給仕 役 の長 は， 王 に仕 え る高 い地位 に戻 さ

れ る と，.獄屋 の 中 にい る ヨセ ブ の こ とはす っ 』

か り忘 れ て.しまっ た。 そ して，2年 が過 ぎた。

あ る 日， 王 は夢 を見 た。 けれ ど も どの 賢者 も

その夢 を解 き明か せ なか っ た。 その 時， 給仕

役 の長 は ヨセ ブ の こ とを思 い出 して， 獄 屋の

中に夢 の解 き明か しが で きる者が いる と王 に

話 した。パ ロは人 を遣 わ して ヨセ ブ を呼 ん だ。

ヨセ ブは， 主 か ら霊感 を受 け て王 の夢 を見事

に解 き明 か した。 そ の ため に王 は非常 に 感激

して， ヨセ ブ を獄 屋か ら出 し， 自分 に仕 え さ

せ た。 こ うして また， ヨセ ブは その優 れ た人
.格 を認 め られ て

， パ ロの次 に権 威 あ る者 とし

てエ ジプ ト全 国 をつか さ どる こ とに な った。

，(創世40-41参 照)
ヨセ ブ が王 の ため に仕 え，尽 くすの を見て，

パ ロは家来 た ちに 言った。 「われわれは神 の霊

を もつ この よ うな人 を， ほか に見 い だ し得 よ

うか。」(創 世41：38)パ ロは， ヨセ ブが確 か

に 主 に よって導 か れて い る こ とを認め て， ヨ

セ ブに次 のよ うに言った。 「神 が これ を皆 あな

たに示 された。 あ な たの よ うに さ と く賢 い者

は な い。」(創 世41：39)

イエ ス ・キ リス トの福 音 とい う道 路標 識 に

従 って 道 を歩 み， 主 を信 頼 す る時 に，福 音 の

影 響 力 は その行 動 だけ で な く， 本 人の姿.その

ものに 明 らか な変化 を与 え る。 そ こに は，永

遠 の魂 か ら放 たれ る特別 な光 と活 気 が あ る。

輝 き，光 ，喜 び，幸 福， 平安 ， 純潔 ，満 足，

活 気 ，情 熱 といっ た言葉 はすべ て それ を表 わ

して い る とい って もよい であ ろ う。

ブ リガム ・ヤ ングは かつ て次 の よ うに言 っ

た。 「この世において神 の王 国に つ いて知 る機

会 を得 て， 同時 に神 の愛 の 内に あ る者 は， 地

上 で最 も幸 福 な者 であ る。 ……

ま こ との聖 徒 で， 悲 しみ に沈 む者 はかつ て

な く， また現 在 もいな い。 生 命 の泉 が枯 れて

い る人， す なわ ち永遠 の生命 の原 則 を理解 し

て いな い人 は悲 しむべ き人々 で ある。生 命 の

言葉 を私 た ちの 内に宿 し， 永遠 の 生命 と栄光

を待 ち望 む希 望 の光 を内に燃 え立 たせ ，利 己

的 な思 い をす べ て燃や し尽 くす な らば，私 た

ちは 決 して暗 闇 の 中を歩 くよ うな こ とは な く，

疑 いや 恐 れ とは無 縁 の者 となるのである。… …

悪魔 は私 たちの この よ うな状 態 を怒 って い

る。 これ は真 実 であ る。悪 魔 は， 人々 を悲 し

ませ る こ とが で き ない こ とを腹 立 た し く思 っ

てい る。 ……

真 の幸 福 は どこに あ るの だろ うか。神 の み

も と以 外， どこに もあ り得 な い。 神聖 な宗 教

心 を抱 くこ とに よ って，私 た ちは，朝 に， 昼

に， 夕べ に幸 福 に な るこ とが で きる。 なぜ な

ら， 愛 と一致 の精 神 が私 た ち と共 にあ るか ら

で あ る。 また私 たちは神 の み た まを享受 し，

すべ ての善 なる ものの源 であ る神 にあ って喜

び を得 る。

罪の赦 しを得 るため のバ プ テマ ス と按 手礼

を受 け た後 ，神 の愛 を心 に感 じたすべ ての 末

日聖 徒 は，喜 び と幸福 と慰 め に満 ちて いる 自

分 を発 見す るこ とだ ろ う。 苦 しい時 ， 間違 い

を犯 す 時 も，貧 しい 時が あ るか も知 れな い。ま

た， 捕 われ の 身に な る こ とさえ余 儀 無 くされ

る時が あ るか も知 れ ない。 しか し， そ うい う

時 に も喜 びの表 情 を失 わ ない。 これは，私 た

ちが実 際 に経験 してお り， すべ て の末 日聖 徒

が証 す る通 りであ る。

真 に 幸福 な人 とは， 男女 を問 わず神 の御 子

の福 音 を享受 して い る者， また神 の祝 福 に感

謝 す る こ とを知 っ℃ い る 者 で あ る。」(窃5-

co解3e5げB7'帥a飢yoω π9「 ブ リガ ム ・ヤ

ン グ説 教集 」pp .235-36)
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も しこれが事 実 で ある とすれ ば， これ こそ

この 地上 で見 い だす こ との で きる最 も素 晴 ら

しい幸福 の源 で はな いだ ろ うか 。 こ こで， 最

近の例 を御紹介 し よ う。

「1953年の 夏，16歳 の私 は， バ ー ジニ ア州

ア ビ ン ドンにあ るバ ー ター劇場 で，女優 を志

願 して養 成 を受 けて い ま した。 劇 団 の主役 を

務 め てい たのは ，ニ ュー ヨー クで開 かれ た選

考 会 で最 優秀 賞 を得 た赤毛 の美 しい女 性 で し

.た
。恐 ら く芸名 だ った の で しょ う。 名前 をジ

ュー ン ・モ ンカー と言 い ま した。私 は彼 女 と

同 じ部 屋 にな りま した。 毎朝 私 が 目を覚 ます

と， ジュ ー ンはい つ もベ ッ ドに座 っ て本 を読

ん でい ま した。 どん な時 間に 目を覚 ま して も，

私 の 目に映 る光 景 は いつ も同 じで した。 この

よ うな 日々が4ヵ 月 も続 きま した。

彼女が 『モル モ ン』で あ る とい うニュ ー ス

は，瞬 間 に私 たちの 間 に広が りま した。 道徳

とい うもの が とか くな いが しろに され る環境

の 中で，彼女 は白雪 の よ うに清 らか で した。

お酒 もタバ コ も口に しな い彼 女 は， 演技 の上

で もその姿 勢 を くず し ませ ん で した。 もちろ

ん私室 に 男性 を入 れ る ような こ とはあ りませ

ん。彼女 はすべ て の人 を愛 してい ました。 『ス

ター 』 であ るに もかか わ らず， とて も穏 や か

で親切 で した。 彼女 は毎朝 読書 に ふけ っ てい

ま した。

彼女 は 自分 の信 じて いる宗 教 につ いて一 言

も私 に話 し ませ ん で した・し，私 も尋 ね ませ ん

で した。 け れ ど も， 彼女 は私 に とって決 して

忘 れ得 ぬ人 で した。

何 年 か たっ て私 は結 婚 し，2児 の母 とな り

ました。 そ して しば ら くす ると， 私 た ち夫婦

は， 自分 た ちの生活 の 中に霊 性 が欠 け てい る

こ とに気 付 くよ うにな りま した。 宗 教講 座 を

受 け た り， い ろい ろ な教 会 へ行 った りしま し

たが， そ れで も私 た ちの心 は満 た され ませ ん

で した。

その よ うな折 に，私 は ジュ ー ンの こ とを思

い出 しま した。 人の話 で は， 彼女 は 『モル モ

ン』 とい うこ とで した。それ まで私 たち は『モ
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ル モ ン』 とは何 か ま った く知 りませ ん で し た。

また，歴 史の授 業 で学 ん だ とい う記 憶 もあ り

ませ ん。 そ こで私 はア ラバ マ州 オペ リカ に あ

る公立 図書館 に行 き，や っ との 思 いで捜 し 出

した 『モ ルモ ン経 』 を借 りま した。 見 る と，

『モ ル モ ン経』 の裏 表 紙 に伝 道 本部 の所 在 地

一 覧表 が 載 って い ま した。 そ こで私 は一 番近

い ジ ョー ジア 州の伝 道 本部 に手 紙 を書 き，教

会 では改 宗者 を受 け 入れ るか ど うか を尋 ね ま

した。 こ う して， 私 た ちの家族 に とっ て大切

な 日々が 訪 れ たの で した。

現 在私 たち夫婦 の親族 に は，合 わせ て37人

の末 日聖 徒 が い ます 。 また霊 界 で も，大 勢 の

親族 が 同 じ機 会 に あず か って い ます 。 ひ と り

の女 性 の模 範 が私 の心 に決 して消 え ない刻 印

を押 したか らで した。 この こと をその女 性 に

お伝 え した くて八 方手 を尽 くしま したが， 捜

し出せ ませ ん で した。」

私 た ちは どこに 人の 目が あ り， その 人 々 が

私 たちか ら何 を学 ん で い るか 知 るすべ は あ り

ませ ん。 しか し， この こ とを よ く心 に留 め て

生 活 す る必要 が あ るこ とを， 私 は 自分 の体 験

か ら知 りま した。

(『模 範 に よ る伝 道』聖 徒 の 道，1978年9月 号 ，

P.12)

世 の 人々 は，永 遠 の魂 か らイエ ス ・キ リス

トの福 音の光 を放 つ 人 々の模 範 を何 と必 要 と

して い るこ とだろ う。 また， 義 しい生活 が 永

遠 の喜 び を もた らす とい うこ とを，何 と広 く

示 さな けれ ばな らない こ とだ ろ.っ。

私 た ちの主 な る救 い主 の福 音 にあ ずか っ て

い る皆 さん にお願 いす る。標 識の よ うに立 っ

て， よ り幸 福 で満 たされ た人 生 を求め て い る

人 々に その道 を告 げ知 らせ て あげ て ほ しい。

あ らゆ る賜 の 中で 最 も大 い な るこの 賜 を ま だ

見 いだ して い ない方 々 に申 し上 げ たい。私 た

ちの中 に加 わ って， よ り良 い人 生 を築 いて い

た だ き たい。 救 い主 の教 え に従 って生 活 す る

な らば， 私 た ちは 苦難 の世 に光 を投 じるこ と

が で き るであ ろ う。

私 た ちは，主 を信 頼 して善 を行 な い， イエ



ス ・キ リス トの福 音の示 す模 範 に 従 って生活

す る時に，かつ て の ヨセブの よ うに， 「わ れわ

れ は神 の霊 を もつ この よ うな人 を， ほか に見

い だ し得 よ うか」(創 世41：38)と 言わ れ る

こ とだ ろ う。 この よ うな者 とな る よ う，へ り

くだ っ て お 祈 り 申 し上 げ る。

神 は 生 きて お ら れ ， イ エ ス は キ リス トで あ

る。 こ の 教 会 は 主 の 教 会 で あ る 。 こ れ らの こ

と を， 心 か ら へ り くだ り， イ エ ス ・キ リ ス ト

の み 名 に よ り証 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン。

大会の光景
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真理とは何 か

七十人第一定員会会員

ジ ョ ン ・H・ バ ンデ ンバ ー グ

福音には，科学，歴 史，哲学，論理学お
よび論証可能な事実に関するあらゆる真

理が含まれている。これは啓示によって

導かれる宗教の中.にある

私 たちの主であ徽 い主であるイエス ○キ
リス トの贈 い.と復 活 を記 念す る最 大 の行

事 が行 な われて か ら丁度 一週 間 が過 ぎた。大

勢 の人 々が 特別 の礼拝 行事 に 出席 し，讃 美歌

や 説教 に耳 を傾 け て， イエ ス ・キ リス トの復

活 を祝 っ た。

そ の奇 跡 を思 い起 こ.し熟考 す る時 に，私 の

心 に，ユ ダヤ人 が イエ ス を捕 えて裁 判 の席 に

引 き出 した時の あ る出来事 が浮 かん で くる。

聖 典 に は次 の よ うに.記されて い る。

「さて， ピ ラ トは また 官邸 に はい り， イエ

ス を呼 び 出 して言 った， 『あな たは，ユ ダヤ 人

の王 であ るか』。

イエ ス は答 え られ た， 『あなたが そう言 うの

は， 自分 の考 えか らか。そ れ ともほか の人 々

が，わた しの こ とをあ なた に そ う言ったのか 』。

ピラ トは答 え た， 『わたしはユダヤ 人 なの か。

あ なたの 同族や 祭 司長 た ちが， あ な たを わた

しに 引 き渡 したの だ。 あ なた は， い った い，
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何 を した のか 』。

イエ ス は答 え られ た， 『わた しの 国 はこの世

の もので は ない。 も しわ た しの 国が この世 の
.もの であ れば

， わた しに従 って い る者 た ち は，

わた しをユ ダヤ 人に渡 さな い よ うに戦 った で

あ ろ う。 しか し事 実， わ た しの 国は この世 の

もの では な い』。

そ こで ピラ トはイエ スに言 った， 『それ では ，

あ なた は王 なの だ な』。 イエ ス は答 え られ た，

『あ な たの言 う とお り， わ た しは王 で あ る。

わた しは真 理 に つ いて あか しをす るため に 生

れ， また， その ため に この世 に きた ので あ る。

だれ で も真 理 につ く者 は， わた しの声 に 耳 を

傾 け る』。

ピラ トは イエ スに 言 った， 『真理 とは何 か 』。

こ う言 って， 彼 は またユ ダヤ 人 の所 に 出て行

き，彼 らに言 った， 『わ た しに は，この人 に な

ん の 罪 も見 い出せ な い』.」(ヨハ ネ18133-38)

しか し， ピ ラ トと， イエ ス を訴 えた者 た ち

の間 で， イエ ス を十字 架 につ け る こ とに つ い

て さ らにや り取 りが行 なわ れ た。

「真理 とは何 か。」 ピラ トは こ の よ う に問

う とイエ ス の返 答 を聞か ず に そこ を立 ち去 っ

た。 ど うして であ ろ うか 。彼 の この 態度 か ら，

他の 多 くの 人 々 と同 じ よ うに， ピラ トも真 理

を恐 れ て いたの で はな いか と想像 す る人 もい

る。 真理 を直 視 す る こ とを望 まず， 真理 を知

るこ とに よっ て要 求 され る試 練 や責任 を引 き

受 け た くない とい う気持 ちが あっ たの では な

いか と。

イエ ス は， 「だれでも真 理 につ く者 は，わ た

しの声 に耳 を傾 け る」と言われた。 「真理 につ

く者 」 とは， 心 か ら真理 を求 め る人の こ とで

あ る。真 理 は 人生 にお け る最 も重要 な要 素 で

あ り，全 人類 は真理 を求 め る者 で なけ れ ば な

らな い。

あ る著者 は， この考 え を次 の よ うな言葉 で

表現 し て いる。 「自 ちに判 断 を下 し得 る唯 一

の ものな る真理 は，か く教 え る 真理 の 追求

(こ れは真理 に対 して恋 愛 を しか け るこ と，

す な わ ち求 愛 で あ る)と ，真 理 の 認識(こ れ



は真理 の 享受 で あ る)の 三つ は， 人 間最 高 の

幸 福 で あ る，と。」(フ ラ ンシス ・べ 一 コン 『真

理 につ いて』 「べ 一 コ ン随 筆 集」岩 波文 庫 ，神

吉 三 郎訳)

また，古代 の 詩 人は 次のよ うに も記 して い る。

「岸 辺 に立 って
， 海 に揺 られて い る船 を眺め

るのは楽 しい。城 の窓 に寄 って， 戦 い とその

様 々の 冒険 を眼下 に見下 ろすの は快 い。 しか

し，いかなる愉 快 も真 理 とい う優越 位 置一 こ

れ は， よそか らうかが わ れな い高地 で， 空 気

は清 く澄 んでいる に立 って，眼下 の 谷 に起
こ びゆう

こる誤謬 や錯 乱や ， 霧や 嵐 を見 下 ろす快 さに

は比 すべ くもない。 なお， この際 の光景 は，

常 に同情 の 目を持 って 見 ら るべ き もの で， 高

慢 や うぬぼ れ を持 って これ を眺め ては な らな

い。 まこ とに， 人 の心 が仁 愛 にお いて 動 き，

摂 理 に安 ん じ， 真理 の不 動 な る軸 の上 に 回転

す るな らば， これ こそ地 上 の天 国 で あ る。」

(同上)

これ は，先 にイエス が言 われ た， 「わた しは

真理 につ いて あか しをす るた めに ・.一… この世

に きたの であ る」(ヨ ハ ネ18：37)と い う、言 葉

を思 い起 こ させ る。

真 理 とは知識 である。 「永 遠 の命 とは，唯 一

の ， ま こ との神 でい ます あ なた と， また， あ

なたが つ かわ され たイエ ス ・キ リス トとを知

る こ とで あ ります 。」(ヨ ハ ネ17：3)こ の よ

うに定義 付 け られ た真理 は， イエ ス ・キ リス

トの福 音 の 中に あ る。

救 い主 は， この世 で導 き と恵 み を施 す 業 に

従 事 してお られ た時 に， 謙遜 で しか も誠 実 な

人 々 を使 徒 に選 ん で教 会 を組 織 され た。 イエ

ス は，彼 ら と共 に暮 ら し，彼 ら と共 に旅 を し，

彼 らを教 え られ た。 また，彼 らの前 で数 々 の

奇 跡 を行 なわれ た。 そ して， 彼 らを聖 任 し，

権 威 と権 能 を授 け られ た。 この よ うに して イ

エ スは， 彼 らが世 に 出て行 っ て福 音 を宣 べ伝

え るこ とが で き る ように準備 を された ので あ

る。

イニ スが ，彼 ら と共 に旅 をされ た時 の こ と

で あ る。 「イエ スが ピ リポ ・カイザ リア の地 方

に行 かれ た とき， 弟子 たち に尋 ね て言 われ た，

『人 々 は人の 子 を だれ と言 って い るか 』。

彼 らは言 っ た， 『あ る人 々 はバ プテスマの ヨ

ハ ネ だ と言 って い ます 。 しか し， ほか の人 た

ちは， エ リヤ だ と言 い， ま た， エ レ ミヤ あ る

い は預 言 者 の ひ と りだ， と.言ってい る者 もあ

ります』。

そ こでイエ ス は彼 らに言われた， 『それでは，

あ なたが た は わた しをだれ と言 うか』。

シモ ン ・ペ テロが 答 えて言 っ た， 『あ なた こ

そ， 生 け る神 の子 キ リス トです』。

す る と， ギエ ス は彼 にむか って言 われ た，

『バ ル ヨナ ・シモ ン， あな たは さ いわ いで あ

る。 あ な たに この事 をあ らわ したの は， 血肉

で は な く，天 にい ます わた しの父 であ る。

そ こ で， わた しもあ な.たに言 う。 あな たは

ペ テ ロで あ る。 そ して， わ た しは この岩 の上

に わ た しの教 会 を建 て よう。 黄泉 の力 もそれ

に打 ち勝つ こ とはない。」(マ タイ16：13-18)

啓 示 の岩 は， キ リス トの教 会 の 基で あ る。

啓示 の 原則 は， 生 け る教 会 に必要 欠 くべ か ら

ざ るもの であ り，神 が予 言 者 を通 して子供 た

ち を導 く時 に は常 に用 い られ る もので あ る。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 は， 神聖 な啓

示 の権 威 と権 能 の 下 に回復 された。

19世 紀 の初 め， ジ ョセ ブ ・ス ミス とい う名

の 誠実 な少 年 が真理 を探 し求 めて い た。 彼 は

ヤ コブ の手 紙 〔これは， 「離散 している十二 部

族 」(ヤ コブ1：1)に 宛て て書 か れた もの で

あ る〕 の 中に， 次 の よ うな力強 い言 葉 を見 い

だ したの であった。 「あ なたが た の うち，知 恵

に不足 して い る者 が あれ ば， そ の人 は， とが

め もせ ず に惜 しみ な くすべ ての人 に与 える神

に， 願 い求 め るが よい。 そ うす れば， 与 え ら

れ るで あ ろ う。

ただ ，疑 わな いで， 信仰 を もって願 い求 め

な さい。疑 う人 は，風 の吹 くま まに揺 れ動 く

海 の波 に似 て い る。

そ う い う人 は， 主 か ら何 か をいた だけ るも

の の よ うに 思 うべ きで は ない。」(ヤ コブ1：

5-7)
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天か ら真理 へ の招 きを受 け た ジ ョセブ ・ス

ミス は， 心 か ら祈 りを捧 げ， 御 父 と御子 が別

々の御方 であ る こ とを知 り， 救 い主 か らみ教

え を受 け たの であ った。

イエ ス は， ジ ョセ ブ の問 いに 答 えて， 地上

に存在す る教 会 はいずれ も誤 ってお り， 「彼 ら

は唇 もて われ に近づ け ど， その心 はわ れに遠

ざか れ り。 彼 らは人 の誠 命 を教 え として教 え

神 を敬 う様 をすれ ども神 の力 を否 む」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス2：19)と 言 わ れた 。

そ の後 ，神 は， ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して

神 の真実 の教 会 を地 上 に回復 す るため に， 彼

に さ らに指示 を与 え られ た。

「まこ とに主 な る神 は
， その し もべ で あ る

預 言者 に その隠 れ た事 を示 さな.いでは， 何事

を もな され な い。」(ア モ ス3：7)

また，1841年 ，す なわ ち教 会が 回復 され 組

織 されてか ら11年 後 に， ジ ョセ ブ ・ス ミスは

教 会 の信 条 を簡 単 に説 明す るよ う依 頼 を受 け

た。 これ は，信仰 箇条 と して知 られて い る。

この信 仰 箇条 第8条 と9条 には， 神 か らの

啓示 に関す る私 たちの信 条 が記 され てい る。

「われ らは
， 正確 に翻 訳 され たる限 り，聖

書は神 の御 言葉 な り と信 ず 。 ま たモル モ ン経

(英文)も 神 の御 言葉 な りと信ず 。

わ れ らは，す べ て神 の これ まで に啓示 した

まい しこ と，す べ て今啓 示 した も うこ とを信

じ， なお今 よ り後， 神 の王 国 につ きて多 くの

偉 大 に して：重要 な るこ とを啓示 した もうこ と

を信 ず。」

聖書 は， この世 に住 む神 の子供 た ちに導 き

と恵 み を施 す ため に，神 か ら予 言者 に啓 示 さ

れ た メッセー ジ を収 録 した もの であ り， 私 な

ちの宗 教書 の 基 をなす もので ある。 聖書 は，

正 しい手順 を経 て この世 に もた らされ， 現 在

の世 にあ って 大 きな価値 を持つ もの であ る。

その 中に は， 人 々が知 らなけ れば な らな い沢

山の事柄 が記 され て い る。 もし もこの記 録 が

なか っ たな らば，私 た ちは一体 どの よ うに し

て イエスの こ とを知 り得 ただ ろ うか。

ヨハネ の言 葉 を考 えて み よ う。
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ことば

「初 め に言 が あ った
。 言 は神 と共 にあ った

言は 神 で あっ た。

この言 は初 め に神 と共 にあ った。

す べ て の もの は， これ に よ って で きた。 で

きた ものの うち，一 つ として これ に よ らない

もの は なか っ た。

この言 に命 が あ った。 そ して この命 は人 の

光 であ っ た。 … …

彼 は世 にい た。 そ して，世 は彼 に よっ てで

きたの で あ るが ，世 は 彼 を知 らず に いた。」

(ヨ ハ ネ1：1-4，10)

イエ ス は， この世 と， この世 に属 す るすべ

て の もの の創 造主 であ る。 イエ ス は，予 言者

に み こ こ ろを啓示 し，す べ ての福 音 の神権 時

代 を導 い てこ られ たエ ホバ で あ る。

しか しなが ら， 聖 書 には， 今 までに与 え ら

れ たすべ ての啓 示 が記 され て い る訳 では ない。

現 代 の啓示 に よ り，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス を通 してモ ルモ ン経 は世 に 出 され た。 モ ル

モ ン経 は， イエ ス ・キ リス トの こ とを証 言 す

る新 たな書物 であ り， イエ ス ・キ リス トの福

音が 古代 ア メ リカ大 陸 の原住 民に宣 べ伝 え ら

れ た こ と と， イエ ス ・キ リス トが昇 天後 アメ

リカ大陸 を訪 れた もうた こ とを明 らか にす る

もの であ る。 これ らの 原住 民 は， かっ て イエ

ス の言 われ た， 主 の羊群 に属 す る 「他 の羊 」

(ヨハ ネ10：16，IIIニ ー ファ イ15：21参 照)

で あ る。 彼 ら も， イ スラエ ル の血 筋 を引 く者

だか らで あ る。

また私 た ちは，近 代 の啓示 に よっ て， ア ダ

ム に も福 音 が与 え られ て いた こ と を知 って い

る。聖 典 に，次 の よ うに示 され て い る。 「ア ダ

ム とその妻 イ ヴ主 の御 名 を呼 びた るに， … …

声 聞 えて彼 らに語 りた まえ るが， そ の御 顔 は

見 え ざ りき。 そは彼 ら主 の居 りた も う所 よ り

締め 出 された れば な り。
い ま しめ のたま

主 ， 彼 らに誠 命 を下 して宣 いけ るは， 主 な
そなえもの

る汝 らの神 を礼 拝 し，主 に供 物 と して その 羊
うい こ

の群 の 中 の初 子 を捧 ぐべ しと。 ア ダム は主 の

誠命 に よ く従 いぬ。

多 くの 日を経 て， 主 の天使 一 人 ア ダム に現



なんじな しニ ゆ え しサナ に え

わ れ て言 いけ るは ，汝何 故 に 主に犠 牲 を捧 ぐ

るや と。 ア ダム彼 に言 い け るは， わ れそ の故

を知 らず， た だ主 の誠 命 に従 うの み。

ここに天使 語 りて 言 いけ るは， この犠 牲 を

捧 ぐる こ とは ，御 父 の生 み た も う恩 恵 と真 理

に満 て るた だ独 りの御 子 が犠 牲 とな りた も う

こ との ひなが た な り。

この故 に， 汝 の為 すす べ て を御 子 の御 名 に

よ りて為せ 。 また汝悔 い改め て今 よ りいつ ま

で も御子 の御 名 に よ りて神 を呼ぶ べ し。

その 日，父 と御 子 の証 を為 した もう聖 霊 ア

ダム に下 りて宣 いけ るは， われ は夫勒 よ り，
ひとり

また今 よ りとこ しえに， 父 の生 み た まえ る独
ご お あがな

子 な り。 汝堕 ち しが故 に賄 わ る るこ とを得 ん。

贈 われ ん と欲 す るあ りとあ らゆ るす べ ての 人

類 もまた然 りと。」(モ ーセ5：4-9)

また， エ ノ クにつ いて も多 くの こ とが明 ら

か に され てい る。聖 書 で は， この偉 大 な予 言

者 に関 してほ んの 少 ししか知 らされて い ない。

しか し末 日の啓 示 は， 民 の中 にお け る彼 の働

きにつ い て 多 くの こ とを告 げ て い る。 エ ノ ク

は 次の よ うに述 べて いる。 「われ と共 に語 りた

まい しそ の主 は誠 に天 の神 な り。 そ はわ が神

に して また汝 らの 神 なれ ば… …」(モ ーセ6：

43)と 。 こ う して主 は，完 全 な救 い の計画 ，

す な わ ちイエ ス ・キ リス トの福 音 を， 父祖 ア

ダム に宣べ られ た ま まに，エ ノクに も明 らか

に した も うた。

さ らに私 た ちは， ノア につ い て も多 くの こ

とを知 って い る。.「主は ノア をその神 権 に按 手

聖任 した まい， 出 で行 きて， エ ノ クに教 え ら

れ し如 く人 の子 らに主 の福 音 を宣 べ よ， と命

じた まえ り。
いわ

ノア …… その教 え を説 くこ とをつ づけ て 日
ことば

く，聴 け よ， わが言 に心 を留 め よ。

信 じて汝 らの 罪 を悔 い改め ，誠 にわ れ らの

先 祖 の如 く神 の子 イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よ りてバ プ テ スマ を受 け よ。 さ らば 聖 霊 を

受 けて， あ らゆ るこ と汝 らに 明 らかにせ らる
な

べ し。も し汝 らこれ を為 さ ざれ ば，洪水 汝 らの

上 に来 らん， と。 これ らの言 に もかか わ らず

彼 ら聴 か ざ りき。」(モ ー セ8：19，23-24)

そ して， ア ブラハ ム につ い て も沢 山の事 柄

が 明 らか に されて い る。 エ ホバ は， アブ ラハ

ム に次 の ように言われた。 「わ が名 はエ ホバ な
も

り。 われ は始 め よ り終 りを知 る。 これ を以 っ
おお

て ， わが手 汝 を覆 わ ん。

わ れ汝 を大 いな る国民 とな し… …汝 は汝 の

末 の子 孫 に と り祝福 の基 とな りて，汝 の子 孫

は万 国 の民 に この導 き と教 え を施 す職 と神 権

とを携 えて行 か ん。」(ア ブ ラハ ム2：8-9)

主 は また， 人類 の 前世 に おけ る状態 を示 現

に よ っ てア ブラハ ム に明 らかにされた。 「さて，

主 はわ れ… … に， この世 に先 だちて組 織 され

た る英智 たち を見せ た まい た りき。而 して，

これ らすべ て の ものの 中に は， 高貴 に して偉

大 な る もの 多 くあ りた り。

神 ， これ ら の霊 を善 し と見 た まい，… … 而

して，神 われ に言 い た まいけ るは， ア ブ ラハ

ム よ， 汝 は これ らの者 の一 人 な り。 汝 は生 れ

ざ る前 に選 ば れ た り， と。」(ア ブ ラハ ム3：

22-23)

近代 の啓 示 をす べ て よ く吟 味 してみ るな ら

ば ，現 代 こ そ，パ ウ ロがエ ペ ソ人 に語 っ た ま

さに その 時代 で あ るこ とを知 る に違 いな い。

「それ は
， 時 の満 ち るに及 ん で実現 され る

ご計画 にほか な らない。 それ に よ って， 神 は

天 に あ る もの地 にあ る もの を， こ とご と く，

キ リス トに あ って一つ に帰 せ しめ よ うとされ

たの で あ る。」(エ ペ ソ1：10)

福 音 は， イエ スが 人 々の罪 の犠 牲 とな って

御 自身 を捧 げ なけれ ば な らなか った こ とを教

え てい る。 それ は，全 人類が 贈 われ るため で

あ る。 また イエ ス とそ の教 え を信 じ， 戒め に

従 い， イエ スの み声 に耳 を傾 け る者 に救 い を

得 させ るた め であ る。 あ らゆ る真 理 に耳 を傾

け， そ れ を学 び， それ に従 うこ と， これ は一

生 の仕事 で あ る。 福 音 が永 遠 に 及ぶ もの だ か

らであ る。

神 の啓 示 を信 じる こ とに 関 して， 次の よ う

に言われている。 「真理 の源 で あ る神 と神か ら

与 え られ る啓示 を信 じるとい う宗 教上 の宣 言
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は，宇 宙 に真 理 が遍 在す る とい う考 え を受 け

入 れ る もの で ある。 これ らの真 理 に は， す で

に 明 らか にされ て い る もの もあ れば ， まだ明

らか にされ て いな い もの もあ る。 物質 的 な発

見や 進歩 の面 で ，人 の霊 に悟 りを与 え た も う

全能 者 の霊感 を通 してす で に知 らされて い る

真理 もあれば， ま だ知 らされ てい ない もの も

あ る。 また， はっ き りとした形 を持 つ もの も

あれ ば， 肉眼 では 見 えな い もの もあ る。

そ こに は， 科 学， 歴 史，哲 学 ，論 理学 お よ

び論証 可能 な事 実 に関す るあ らゆ る真理 が 含

まれ てい る。 これ は啓示 に よって導 か れ る宗

教 の 中に あ り， 天 の支配 の 下 にすべ て を統 治

す る法 と秩序 の制度 であ る。 ま さに これ こそ，

主 イエ ス ・キ リス トの福 音 で あ る。」(ジ ェー

ム ズ ・H・ ア ンダー ソ ン，God'5Co"eπa競

Rαce「神 の誓約 の 民」p.132)

私 た ちは， この説教 壇 か ら語 られ る真 理 に

つ いて考 える よ うすべ て の人 々 に呼 びか け る

もの で あ る。 いに しえの 詩人 は， 次 の よ うに

語 った。 「聞 き慣 れ な いか ら と言 って，いか な

る意 見 も拒 ん では な らない。 まず， 厳密 に調

べ て み よ。 そ して， も しそ れが偽 りで あれ ば

.退け
，真 実 で あれ ば受 け入 れ よ。」

す べ ての 人 々が，祈 りを もって これ を行 な

っ て下 さ る よ う願 って い る。

私 は ， 啓示 と祈 りが永遠 の生命 を得 るため

に確 か に欠か せ な い もの で あ る とい うこ と を

証 す る。 これ らの こ とを， イエ ス ・キ リス ト

の み.名に よ って申 し上 げ る。 ア ー メ ン。

十：二使 徒 評 議 員 会 会長 エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン長老(左)と

十 二使 徒 評 議 員 会 会員 マ ー ク ・E・ ピー ター セ ン長老
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結婚生活を

実リあるものとする

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

0・ レス リー ・ス トー ン

結婚生活を幸福で実リあるものとするこ

とは何にも増して大切である

キ よ う私 は， お もに結 婚 して間 もな い夫婦
、

と， 近 々結婚 を予定 して い る人々 を対 象

に お話 したい。しか し，結 婚 して久 しい夫 婦や

結 婚 が まだ先 の人 々 な ど， 恐 ら くす べ て の 人

の ため に な る と思 う。 きょ うは，結 婚生 活 を

実 りあ るもの にす る方 法に つ いて お話 した い。

天 父 は私 た ち全員 を愛 し，私 た ちが幸 せ に

な る こ とを望 んで おられ る。聖 典 には， 「人 類

が現 世 に在 るのは幸 福 を得 んためであ る」(II

ニ ー フ ァイ2：25)と ある。 キ ン ボー ル 大 管

長 は， 幸福 の代価 は戒 め を守 るこ とであ る と

語 った(Fa痂Pγecθdθ 討 地 脇 γac∫ε 「奇跡

に先 駆 け る信 仰 」p.126参 照)。 結 婚 生 活 を

幸福 で実 りあ る もの とす るこ と， これ は何 に

も増 して大切 であ る。

結婚 生 活 を幸福 で実 りあ るもの とす るた め

に大切 なのが ，神 殿 で結婚 す るこ とで あ る。

この世 限 りの結婚 を して い る方 々 に 申 し上 げ

た い。神 殿 に行 き， この世 に おい て も永 遠 に

わた って も有効 な家族 との 結 び固め を受 けて，

主 が備 えて下 さ って い る祝福 をすべ て受 けて

いた だ きた い。 聖 な る神殿 の儀 式 を受 け るこ

と硲 結婚 生活 を実 りある もの とす るための

第一 の 目標 としてい た だ きたい。

天父 は私 たちが この世 へ 来 るこ とを許 す に

当た って， 私 た ちに， 自分 で物事 の決定 が で

きる よ うに 自由意 志 を与 え て下 さ った。 また，

義 し く生活 で きる よ うに指 針 を も与 えて下 さ

っ た。

天 父 は また，深 い知 恵 を もって私 たちに 多

く.の問 題 を与 え られ る。問 題 に立 ち向か って

解 決 法 を見 い だす こ とに よっ て，私 たちが知

識 と力量 を得 て 人格 を伸 ば し， 悪 を克服 で き

るよ うにな るこ とを御存 知 だか らであ る。 こ

の こ とが現世 だけ でな く来世 で も私 た ちの た

め に役 立つ こ とを， 天 父は知 って お られ るか

らで あ る。

それ ゆ え私 た ちは， 結婚 生 活 に伴 う諸問 題

を成 長 と進 歩 の機 会 とみ なす べ きで あ る。問

題 を上 手 に切 り抜 け る時 に， 夫婦 間.に， また

家庭 に，平安 と愛 と落 ち着 きが 生 まれ る。

夫婦 が まず行 なわ なけ れば な らない こ との

ひ とつ は， 互 いの 間 に良 い関係 を築 き， そ れ

を維持 す るこ とであ る。愛 す べ き恋 人 であ り

たい と思 うな らば， その ため の努 力が要 る。

伴侶 を幸せ にす るた め にで きる限 り「の こと を

す る ように，私 は皆 さんに お願 い したい。互

いに 親切 に， 思 いや りを持 つ よ うに。 問題 が

生 じた ら穏 や か に話 し合 い， 速や か に不一致

を解鞘 しな さい。 か つ て ゴー ドン ・B・ ヒ ン

クレー長 老 は，平 和 な家 庭 の声 は静 か な声 で

あ る と述 べ た(『 永 遠の 結婚 へ のおや石 』 「聖

徒 の道」1971年10月 号p.305参 照)。 マ ッケ イ

大管 長 は， 家庭 で は決 して 怒鳴 りあ っては な

らな い，怒 鳴 っ た りわめ いた りして よいの は

火事 の 時 だけ で あ る と語 って い る。

(8勿P渉 π8S診oηes診oaη 、4δ財㎡aη置五漉 「豊

か な生 活へ の踏 み石 」p.294)。

伴 侶 が どう して 自分 と同 じよ うに物事 を考

え， 同 じような結論 を引 き出 さ ないのか と，
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理解 に苦 しむ こ とが よ くあ る もので あ る。 人

の考 え方 や理 解 力は それ ぞれ に違 い，意 見 を

異 にす る こ とが 多 い。 したが って， 夫婦 が ひ

とつ とな って幸 福 を得 るため に は， その 相違

を早 く調 整す るこ とが必 要 で あ る。

結 婚生 活 を実 りあ る もの とす るため に は，

夫婦 が互 いに相手 か ら何 を期 待 され てい るか

を認識す るこ とが大切 で あ る。 通 常 ，夫 は家

族 めかせ ぎ手 で あ り， 一生 懸 命 に働 いて， 家

族 の経済 を支 え るた めに 力 を尽 くそ う と考 え

てい る。 家族 の経 済 につ いて よ く話 し合 って，

家族 全体 の ため に優 先順 位 を付 け る とよい。

妻 は主婦 であ る。家 を清 潔 に きち ん と整 え

て お くのは妻 の責任 であ る。 自分 の身 な りに

無 頓着 であ った り，家 事 がお ろそか で あっ た

りとい うこ とが離婚 の原 因に な る場 合 が あ る。

自分 の身 な りをよ く整 えて身 ぎれ い にす る こ

と と，家 をき ちん と整 頓す る こ との大切 さは，

幾 ら強調 して も しす ぎるこ と は ない と思 う。

結婚 当初 ，健 康 の許 す範 囲 で一 時妻 が 家庭

以外 の仕事 に就 くこ とが よ くあ る。 その場 合 ，

夫 は家事 を手伝 うべ きで あ る。 心 か ら妻 を愛

してい るな らば， 夫 は健 康 を害 うほ ど妻 を働

かせ た くな い と思 うこ とだ ろ う。 また， で き

る限 りの こ とをして妻 を手 伝 い たい と思 うは

ず であ る。

私 は結婚 して 間 もな い頃，妻 に頼 まれ て皿

洗 いやベ ッ ド作 りや その他 の雑 事 を手伝 っ た

もので あ る。 そ して今 は， 私 が妻 に皿洗 いや

ベ ッ ド作 りや そ の他 の雑 事 の 手 伝 い を頼 んで

いる。要 す るに，一 緒に働 き， 助 け合 うこ と

が大切 なの であ る。

夫婦 が 互 いに愛 し合 ってい る こ とを， 模 範

に よって みん なに 示 して ほ しい。 いつ で も，

思 いや りを示 してい ただ きた い。 兄弟 た ち，

あ なたの奥 さん あ るキ・は恋 人 のため に車 の ド

ア を開け て あげ，建 物 を出入 りす る折 に は ド

ア を開け て女性 を先 に通 して いた だ きた い。

また，女性 を先 に着 席 させ て か ら 自分 が座 る

よ うに して いた だ きたい。

時 々，女 性 の方 で その よ うな礼 を尽 くす 時
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間 を与 えな い こ とが あ る。 そ こで姉妹 た ちに

は， 時間 の余裕 を与 え る よ うに お願 い した い。

何 度 か手 を借 りずに車 か ら飛 び 出せ ば，逆 に，

男性 か ら彼の ため に車 の ドア を開け る よ うに

期待 され るよ うに なるか も しれ な い。 姉妹 た

ちは， 夫 の 自分へ の接 し方 を左右 す るの は 自

分 自身 であ る とい うこ とを心 に留 め てお くと

よい。

金銭 管理 は非常 に大切 で あ る。 この点 につ

いて役 立 つ と思 われ る4つ の指 針 をご紹 介 し

たい。

1。 必 ず 什分 の一 を納め るこ と。 この戒 め に

従 う人々 に主 が約 束 して お られ る大 きな祝 福

を受 け られ る よ うに して お く。主 は聖 典 の 中

で 次 の よ うに 言 って お られ る。

「わ た しの 宮 に食物 の あ る よ うに
， 十 分の

一 全部 をわ た しの 倉 に携 えて きな さい
。.これ

を もって わ た しを試 み， わ た しが 天 の窓 を開

いて， あふ る る恵 み を， あ なたが た に注 ぐか

否 か を見 な さい と，万 軍 の 主 は 言 われ る。」

(マ ラキ・3：10)私 は これが確 か で あ る こ と

を証 す る。

2.総 収 入か ら幾 らか を取 りのけ るこ と。 貯

金 を して いた だ きた い。 主の 分 を納 め た後に ，

収 入 の1割 以上 を 目標 に し.て貯金 す る と よい。

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管長 は かつ て次 の よ う

に語 った。 「金持 ちに な りたければ ，貯 金 を し

な さい。 愚者 で も金 はかせ げ る。 しか し， 金

を貯め て 自分 を益 す るた めに使 う人 は賢 人で

あ る。」(窃5CO鯉8e5qプB惚 んa〃LYo槻8「 ブ

リガム ・ヤ ン グ説教 集 」p.292)

3.ク レジ ッ トカー ドや 分割 払 いの 買い物 を

や め る こ と。 「ひ と まず品物 を，支払 いはあ と

で」 とい う勧 誘 が 多 いが， これは手 元 に お金

が な くて もぜ いた く品 を手 に 入れ るこ とが 簡

単 に で きる と心 をそ そ る もの であ る。私 は，

まず貯 金 を して， それ か ら買 うこ とをお勧 め

した い。 高 い金 利 を払 わ ずに済 む し， 経済 的

負担 を負 わな くて よ いか らで あ る。

故J・ ル ーベ ン ・クラー ク副 管長 は こ う助

言 して い る。 「伝 染病 を避 け るの と同 じように，



借 金 を避 け よ う。 今借 金 が あ るな ら， そ れ を

返 済 しよ う。 きょ うで きなけ れ ば，明 日返 済

しよ う。厳 密 に収 入 の範 囲 内で生 活 し， 幾分

か を貯 蓄 しよ う。」(C醗 々γeπcθRepoπ 「大

会 報告 」1937年4月p.26)

4.収 入 と支 出の 予算 を立て ，収 入以 上 の生

活 は しない こ と。 収 入以上 の 生活 を して いれ

ぼ ，借 金 が返せ ない どころか，自分 の 「欲 求 」

を抑 え るこ とも難iしくなる。

特 に若 い夫婦 は物事 に優 先順 位 を付 け る よ

うにす べ きであ る。 その 際， あ なた に とって

家族 が 一 番大切 な こ とをいつ も忘 れ ずに い る

よ うに。 次が教 会 の責 任 で あ り， そ れか ら生

活 の糧 を得 る仕事 で あ る。

救 い主 が弟 子 た ちに語 っ た次の勧 告 を思 い

出 して い た だ きたい。 「まず神 の 国 と神 の義

とを求 め な さい。 そ うす れば ， これ らの もの

は ，す べ て添 えて 与 え られ るで あ ろ う。」(マ

タイ6：33)

この こ とは真 実 で あ る。 こ こに， あ らゆ る

分野 で成功 す るため の道 が示 され て い る。

時 間は， 私 た ちの最 も価 値 あ る所有 物 の ひ

とつ であ る。 したが って ， それ を賢明 に使 っ

てい ただ きたい。 最 も大切 な もの を大 して重

要 で ない もの と取 り代 える こ との ない よ うに

気 を付 け て いた だ きた い。

絶 えず 自分 の進 歩 を評価 す るこ と。私 た ち

は義 しい生 活 を して 自分 の創 造 され た 目的 を

達 成す るため に， 常 に過去 を反省 し， 現在 の

自分 の状態 を考 え ，将 来の 目標 を定め るよ う

にす る必要 が あ る。 これ な くしては， 目的達

成 は ほ とん ど望 め ない。

私 の声 を聞 くす べ ての 方 々に， 良 き人 々 と

交 わ るよ うにお勧 め したい。 どの よ うな人々

と交際 す るか に よ って あな たの人 生 の成 否は

決 まる であ ろ う。 また， 彼 らの行 動や 理 想が

善 か れ悪 しか れ あ なたの 生活 や行 ないに深 く

影響 す るこ とだ ろ.う。 良 き人 々 と交 わ る よ う

に して，悪 魔 の領 土 に足 を踏 み 入れ な い よ う

に して いた だ きた い。

次 に， あ らゆ る こ とに正 直 で あ るこ と。 配

偶 者 に， 子供 に， 自分 自身 に，隣 人 に，正 直

で あ って いた だ きた い。 正 直 とは， うそや欺

隔や 不正 や 盗 みに手 を染め ず， なす べ き務め

を果 たす こ とであ る。

正 直 とは，一 日の仕事 を立派 に果 たす こ と

で もあ る。 仕事 を怠け るの は， 雇 い主 の時 間

を盗む こ とに な る。

職 場 は信 頼 の置 け る正 直 な 人 を求 め てい る。

そ れ は， いつ の時代 で も同 じであ る。

正 直 で信 頼 で き る人 とい うあ なたの評 判 を

大切 に守 って いた だ きた い。 それ は，最 も貴

重 な財 産 にな り得 るか らであ る。

親 に な った な らば，子供 を教育 す る責任 を

自覚 して いた だ きた い。 その こ とが，聖 典 に

は っ き りと書 かれ て い る。 教義 と聖 約68章25

節 に次 の よ うにあ る。 「また，シオンまたは組

織せ られ た るシオ ンの ス テー キ部 内に て子供

を有す る両 親 あ らば， その 子供 八才 の 時，悔

改 め， 生け る神 の 子キ リス トの信 仰 ，.バプ テ

スマ と按 手 に よ る聖 霊 の賜 な どの教 義 を教 え

て理 解 せ しめ ざれ ば， 罪そ の両 親 の頭 に留 る

べ し。」

ここで， 罪 は 日曜 学校 の 教 師や初 等協 会 の

教 師の頭 に と どま る と言 われ て いな いこ と に

気 を付 け てい た だ きたい。 罪 は両 親の頭 に と

ど まるの で ある。

実 りあ る結婚 生活 を望 む な らば， 両 親は い

つ も家庭 の責 任 と子供 の養 育 を心 に掛 けて 生

活 しなければならない。 「いか な る成 功 も家 庭

の失 敗 を償 うこ とはで きない。」(Coη1哲eηce

Repoπ 「大会 報告 」1964年4月p.5)こ れ は，

故 デ ビ ッ ド・0・マ ッケ イ大 管長 の言 葉 であ る。

愛 を家庭 の 中 に，また，生 活 のいろいろ な分

野 に反 映 させ てい た だ きたい。 子供 た ちや親

戚 や友 人や 知 人 に も愛 を示 して いた だ きた い。

主 は私 た ちに， 「自分 を愛す るようにあなた

の 隣1)人 を愛せ よ」(マ タイ22：39)と ，互 い

に愛 し合 うよ う命 じ られ た。 け んか， 口論，

あ ら捜 しは何 と して も避 け な くては な らない。

ニ ー フ ァイ 第三書11章29-30節 で，主 は次 の

意 味深 い言 葉 を述 べ られ た。
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つ
「争 い を好 む心 あ る者 はわ れ に属 く者 に あ

らず して悪 魔 に属 くもの な り。 悪魔 は争 い を

生む 親 に して， 人々 の心 を煽 動 して互 い に怒

り争 わ しむ る者 な り。

見 よ， 入 々の心 を煽動 して互 いに 怒 り争 わ

しむ るご ときはわが教 義 に あ らず。 わが 教 義

はか くの如 き怒 り と争 い とを止 め よ と言 うも

のな り。」

また， モーサ ヤ書4章14節 には， 親 は子 供

の行 動 に責任 が あ る と書 か れて い る。

「またお前 た ちは， 自分 の子 供 らを飢 え さ

せ た りはだか の ま ま置い た りは しな いで あ ろ

う。 また お前 た ちは 自分 の子供 らが神 の法律

に背 き互 いに争 った り戦 った りして，私 た ち

の先 祖が 言 っ た悪 魔 す なわ ちあ らゆ る義 しさ

の敵 で あ って 罪の頭 で あ る悪魔 に仕 え る こ と

を許 さ ず… …」

最 も大切 で忘 れ てな らない こ との ひ とつ は，

朝 に 夕に ひ ざ まず いて家 族 の祈 りを捧 げ る こ

とで あ る。 交代 で， 天 父 に受 けた祝 福 を感 謝

し，必 要 な こ とを願 う よ うに しよ う。 天父 は

いつ も私 た ちの祈 りに 答 えて下 さる。願 った

通 りの期待 した答 えでな い時 もあ るだ ろ うが ，

天父 の答 えは必ず私 た ちに祝 福 を もた らす 。

私 た ちの祈 りに どの よ うな答 えが 適 当か ， 主

は私 た ち よ りもよ く御 存知 であ る。

また，毎 日少 しの 時間 を，聖 典 を一 緒 に学

び，考 え る時 間 に 当てて い た だ きたい。聖 典

に は，人 生 の諸問 題 に対 す る解 答 が あ る。

最 後 に，教 会 と密接 な関係 を保 つ よ うにお

勧 め した い。 集 会 に出席 し， 神権 の 召 しを全

力 を尽 くして遂行 して い ただ きたい。妻 は教

会 の役職 に励 む夫 を支 え， 夫 は教会 の 召 しに

携 わ る妻 を支持 してほ しい。 しば しば神 殿 に

行 き， そこで 感 じるみ た ま を家庭 に持 ち帰 っ

て いただ きたい。主 の家 で交 わ した誓約 ，これ

か ら交 わす誓 約 を心 か ら守 って いた だ きた い。

キ ンボー ル大管 長 は， ブ リガム ・ヤ ング大

学 のファイアサ イ ドで次 の よ うに語 っ た。 「も

し も夫婦 が， 結婚 は 美 し く， 和合 一致 が あ り，

幸 せ で， 永遠 に続 くは ずの もので あ り， そ う

でなけ れば な らず， そ うな るだ ろ うと心 に堅

く思 うな らば， 必 ずや そ っな る こ とだろ っ。」

(ル1a四ぬ8eお ∫foηora配θ「誉 れ あ る結 婚 」

年 度講 話，1974年p.257)

結婚 生活 を今 も永世 に も実 りある もの に し

よう とす る皆 さんの努 力 に対 して，天 父 の祝

福 が豊 か に あ るよ うに， イエ ス ・キ リス トの

み 名に よ ってへ り くだ り祈 る。 アー メン。

タバ ナ クル の オル ガ ニ ス ト， ロバ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク
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信 しない者 に

ならないで

十二使徒評議員会会員

ゴ ー ドン ・B・ ヒンク レー

この世においても永遠の世においても最

も大いなる御方，神の御子イエス ・キリ

ス トを信 していたださたい

兄 弟 姉妹 ・今 大 会 は私 に とっ てひ とつ の重
要 な記 念 日であ る。私 が初 め て教 会幹 部

として この壇上 か ら話 した のが， 今か ら丁 度

20年 前で あ る。1958年 の そ の 日曜 日の朝， 私

は身 に余 る召 しに恐 れの 気持 ち を抱 いて い た。

あれか ら20年 経 ち，40回 の大 会 を経験 した

今 も，私 の 気持 ちは変 わ らな い。 そ こで，心

配 が霊 感 に取 って代 わ る よ う，聖 きみ た まの

導 きを祈 り求 め て い る。 私 は過 去 の こ とを う

んぬ んす るの は あ ま り好 きで は ないが， 教 会

の進歩 の跡 を見 るため に， そ の1958年 の大 会

で紹介 され た統計 を調べ てみ た。 当時報 告 さ

れ た教 会 員数 は150万 を少 し越 え る程度 であ

っ た。 それが昨 日の発表 に よれば教 会 貝数 は

お よそ400万 で， わ ず か20年 間に約166パ ー セ

ン トの増 加 を見 て い る。1958年 に は ステー キ

部が273， ワー ド部 と支 部 が お よそ2，500で あ

りチ 昨 日聞 い た数 字 で は昨 年 度末 に ステ ー キ

部が885で あ る。 また， 先週 の木 曜 日まで に

設 立 と設 立承 認 を含め て，ステーキ部数 は937

に達 して い る。 現 在 で はワー ド部 と独 立支部

がお よそ7，500で ， こ れは20年 前 の3倍 にあ

た る。

わ ずか これ だけの数 字 か らで も，過 去20年

とい う短 い年 月 に私個 人が 見た素 晴 らしい教

会の 発展 を十分 に説 明 す るこ とがで きる。 し

か し私 は これ を 自慢 す るつ も りは毛頭 ない。

む しろ， 感 謝 して い る。 なぜ な ら， これ らの

数字 の背 後 に， 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会 に加 わ る こ とに よ って豊 か な生活 を営 み ，

家庭 の平和 と愛 を増 し，神 の永 遠の 計画 に お

け る 自分 の立場 を よ く知 る に至 った様 々な 国

の男女 や子 供 た ち を見 るこ とが で きるか ら で

あ る。

教 会 が この ように 目覚 ましい発展 を遂 げて

い る のは， 聖 きみ た まの 力に よ って生 け るキ

リス トとキ リス トの まこ との福 音 の 回復 に対

す る証 を得 た大勢 の 人々 が， 勇気 を もっ て人

人 に福 音 を説 き， また信仰 を もって福 音 に 耳

を傾 け て きたか らで ある。

先 週 の 日曜 日に， キ リス ト教徒 は，主 が 死

か らよみが え っ た後 初 め にマ グ ダラのマ リヤ

に現 われ， 次 い で使 徒 た ちに姿 を現 わ され た

その復活 を記念 して復活 祭 を祝 った。主 が10

人 の使徒 に現 われ た もうた時， トマ スは その

場 に居 合 わせ なか った。

「ほか の弟 子 た ちが， 彼に 『わた した ちは

主 に お 目にか か っ た』 と言 うと， トマ ス は彼

らに言つた， 『わた しは，その 手 に釘 あ とを見 ，

わ た しの指 を その釘 あ とに さ し入れ， また，

わ た しの 手 を その わ きに さ し入 れて みな けれ

ば， 決 して信 じな い』。」(ヨ ハ ネ20：25)

皆 さん は， 人 々が トマ スの よ うに言 うの を

聞 い たこ とが ないであ ろうか 。 「実際 の証拠 を

見せ て 下 さい。 この 目に， 耳 に，手 に証 明 し

て みせ て くれ なけ れ ば私 は信 じませ ん」 と。

これ は私 た ちが現代 に聞 く言葉 で あ る。懐 疑

者 トマ ス は， まるで愛 や信仰 ， さて は電 気 と

い う物 理 現 象 まで必 ず証 明 で きるか の よ うに

考 えて，物 理 的 に証 明， 立証 で き るもの以外
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は受 けつ け ない とい う， どの 時代 に もい る人

間の典 型 で あっ た。

前 の話 にか え るが， そ れか ら8日 後 に使 徒

た ちが また集 まって いた。 その時 は トマ ス も

一緒 で あっ た
。 「戸 はみ な閉 ざ され て い たが，

イエ スが は いっ て こ られ， 中に立 っ て 『安 か

れ』 と言 われ た。」

イエス は トマ スに 向かって言われた。 「あ な

たの指 をこ こにつ け て， わ た しの手 を見 な さ

い。手 をの ば してわ た しの わ きに さ し入 れて

み な さい。 信 じない者 に な らな いで， 信 じる

者 にな りな さい。」

トマ スは驚 き震 え，イエスに言 っ だ。 「わが

主 よ， わが神 よ。」

「イエ ス は彼 に言 われ た
， 『あなたはわたし

を見 たの で信 じたのか 。 見 ない で信 ず る者 は，

さいわ いで あ る』。」(ヨ ハ ネ20：26-29)

私 の話 を聞い てお られ る皆 さんの 中で疑 い

を持 って い る方 々が いれ ば， 主が 両手 の釘 跡

に触 れて い る トマ ス に言 わ れた言 葉 を繰 り返

して申 し上 げた い。 「信 じない者に ならない で，

信 じる者 に な りな さい」 と。 こ の世 にお い て

も永 遠 の世 にお いて も最 も大 いなる御方 ，神 の

御子 イエ ス ・キ リス トを信 じて いた だ きた い。

世 界 が創 造 され る前 に さか のぼ るそ の類 な い

命 を信 じて いた だ きたい。 キ・リス トが私 た ち

の住 む この地球 の創造 主 で あ るこ と を信 じて

い ただ きた い。 イエ スは 旧約聖 書 のエ ホバ で

あ り，新 約聖書 の メシヤ で あ り， ひ とた び死

ん だ後復活 し， この西 大陸 を訪 れて 民 を教 え，

この最 後 の福 音 の神権 時代 を開か れ た こ と，

そ して生 け る神 の生 け る御 子 ，私 た ちの救 い

主， 瞭 い主 として今 も生 きてお られ るこ とを

信 じて いた だ きたい。

ヨハ ネは創 造 につ いて， 「す べ て の ものは，
ことば

これ(言 ，す な わ ちイエ ス ・キ リス ト)に よ

ってで きた。 で きた もの の うち， 一つ と して

これ に よ らない もの は なか った」(ヨ ハ ネ1：

3)と 述 べ てい る。

夜 ，星 を仰 い で歩 く人， 野 山 に春 の息吹 を

感 じる人 は， 創造 に神 の み手 が あ った こ とを
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疑 え るで あ ろ うか。 地球 の美 しさに気付 く人

は詩 篇作 者 の 言葉 に共 感 を覚 え るで あろ う。

「もろ もろの天 は神 の栄 光 をあ らわ し
， 大 空

はみ手 の わ ざ をしめす。 この 日は言葉 をか の

日につ た え，この夜 は知 識 をかの夜 につ げる。」

(詩 篇19：1-2)

地 上 の あ らゆ る美 は，主 な る創 造主 の み 業

を， 死 す べ き状 態か ら不 死不 滅 の状 態 となっ

て トマ ス を信 じさせ るため に彼 に触 れ させ た

あの手 の み業 を表 わ して い る。

信 じな い者 に な らない で，エ ホバ を信 じる

.者に な って いた だ きたい。 シナ イ山 の雷 鳴 の

中で， 「あな たは わた しの ほか に，なに もの を

も神 としては な らな い」(出 エ ジ プ ト20：3)

と， その指 を もって石 の板 に書 か れ たエ ホバ

を。 人 間 関係 を統べ るあ らゆ る善 な る律 法 の

基礎 で あ る十戒 は， エ ホバ の神聖 な力 を もっ

てな る所 産 で あ る。 人 間 と社 会.の保 護 を図 っ

て定め られた膨 大 な法体 系 を見.れば， そ の根

源 の全 知 がエ ホバ か らイ ス ラエ ル の指導 者 モ

ー セ に与 え られ たあ の簡潔 な永 遠 の宣 言 にあ

る こ とがす ぐに分 か る こ とだ ろ う。

ア ブ ラハ ム， イサ ク，ヤ コブ の神 ， す なわ

ち古 代 の予 言 者 たちが聖 霊 に よ って感 じる ま

まに語 るその霊 感 の源 で あ った御方 を信 じて

いた だ きたい。 予 言者 た ちはエ ホバ に代 わ っ

て， 王 を非難 し， 国民 をこ ら しめ た。 また，

聖 見者 と して 約束 され た メ シヤ の 来臨 を予 見

し， 啓示 の力 に よ りこ う述 べ た。 「そ れ ゆえ，

主 は みず か ら一 つ の しる しをあ なたが た に与

え られ る。 見 よ， お とめが み こ もっ て男 の子

を産 む。 その 名 はイ ンマ ヌエ ル と となえ られ

る。」(イ ザ ヤ7：14)

「その上 に 主の霊 が と どまる。 これ は知 恵

と悟 りの霊 ，深 慮 と才能 の霊， 主 を知 る知 識

と主 を恐 れ る霊 であ る。」(イ ザ ヤ11：2)

「まつ りご とはその肩 にあ り
， その 名 は，

『霊 妙 な る議士
， 大能 の神 ， とこ しえの父 ，

平 和 の君』と となえ られ る。」(イ ザヤ9：6)

宿 屋 に空 部屋 が な いため に， 誕生 後飼 葉 お

けの 中に寝 か され たの が その御 方 で あ るこ と



を，疑 わ な いで信 じて いた だ きた い。 その 出

来事 を示現 の 中 で見 た ひ と りの予 言者 に ，天

使 が 「神 の いつ くしみ深 い こ とを知 って い る

か 」(1ニ ー フ ァイ11：16)と 尋 ね て い る。

私 は， なぜ 大 い な るエ ホバが 人 間の 中に ， し

か もき らわれ て いた 民の 中 に従属 者 の身分 で

生 まれ ，誕 生 後飼 葉 おけ に寝 か さな けれ ば な

らなか ったの か， そ の訳 を完 全 に理解 して い

る人 はい な い と思 う。 しか し， イエ スの 生誕

の 時 には天 使 た ちが声 を合 わせ て主 の栄光 を

賛 美 した。 また羊 飼 い たちが イエ ス を拝 す る

ため に来 た。 東方 に は新 しい星 が輝 き， 賢人

たちが 黄金 ，乳 香 ，没 薬 を献 上す るため には

るば る旅 を してや って来 た。 生 まれ て間 もな

い王 に贈 り物 を捧 げ， 幼 子の小 さなみ 手 に触
い けい

れ た彼 らの畏敬 と驚嘆 が想像 され る。

予 言 を知 って いた大 王ヘ ロデ はそ のみ手 を

恐 れて 幼子 イエス を滅 ぼ そ うと企 て た。 そ し

て， 罪 な き者 の大 虐殺 でヘ ロデ の国 とヘ ロ デ

の頭 は血 に染 まった。

バ プテ スマ の ヨハ ネが 啓示 の 力に よ って，

イエ スの こ とを 「見 よ，世 の 罪 を取 り除 く神

の小 羊 」(ヨ ハ ネ1：29)と 述 べ た こ とを信 じ

て い ただ き たい。 また， ヨル ダ ン川 で天 か ら

「これ は わ た しの 愛す る子
， わ た しの心 にか

な う者 で あ る」(マ タイ3：17)と 全能 者 のみ

声 が あ った こ とを信 じて い ただ きた い。

主が 奇跡 の 人 であ っ たこ とを信 じ， また知

って いた だ きた い。大 いな るエ ホバ として世

界 を創 造 し，世 界 を治 め た主 は， 地球 の 諸成

分 と生 命 の諸機 能 を理 解 してお られ た。 そ し

て， 水 をぶ どう酒 に変 えた カナの 出来事 を初

め と して， 足 の たた な い人 を歩かせ ， 盲 人の

目 を開 き， 死 人 を生 き返 らせ るな ど， 数 々の

不思 議 な み業 を行 ない た も うた。 イェ ス は，

神 の御 子 として 自らに具 わ った権 威 に よ り病

人 を癒 され たの であ る。

主 は重荷 を負 うた 当時 の人 々 に とって も，

また主 を真 心 か ら信 じた後世 の人 々 に とって

も慰 め 主 で あ った。主 は私 た ちに向か って こ

う言 われ た。

「す べ て重 荷 を負 うて苦 労 して い る者 は
，

わた しの も とに き なさ い。 あな たが たを休 ま

せ て あげ よ う。 わ た しは柔 和 で心 のへ り くだ

った者 で あ るか ら， わ た しの くび きを負 うて，

わた しに学 び な さい。 そ うすれ ば， あ なたが

たの魂 に休 み が与 え られ るで あ ろ う。 わた し

の くび きは負 いや す く， わた しの荷 は軽 い か

らで あ る。」(マ タイ11：28-30)

私 は ある 日，故 国か ら亡 命 して きたひ と り

の 友 人に会 った。 彼 は国が 滅 びて抑 留 され て

いた。 妻子 は逃れ るこ とが で きた が，彼 は妻

子 との 音信 が途 絶 え た まま3年 以上 も捕 虜 に

な って い た。 食物 も乏 しい陰 うつ な生活環 境

の 下 で，事 態 の好転 す る見 込 みは なか った 。

私 は 「暗 い毎 日で何 が あな たの支 え で した

か 」 と尋 ね た。

彼 は こ う答 え た。 「信仰 です。主 イエス ・キ

リス トを信 ず る信仰 です。 重荷 を主に ゆだ ね

る と， とて も心 が軽 くなった よ うに感 じま し

た。」

あ る時， 主 はサ マ リヤ を旅 して いて疲 れ，

の どの渇 きを覚 え られ た。 そ こでヤ コブの井

戸 の傍 らで休 み，水 を汲み に 来 た女 に1杯 の

水 を求 め た もうた。主 は それ に続 く会 話で，

主 の み教 えの 中 に救 いの 力が あ るこ と を語 り，

こ う言 わ れ た。 「この水 を飲む 者 はだ れで も，

またか わ くであ ろ う。

しか し， わた しが与 える水 を飲 む者 は， い

つ まで も， か わ くこ とが な いばか りか， わ た

しが与 える水 は， その人 の うちで泉 とな り，

永 遠 の命 に至 る水 が， わ きあが るで あろ う。」

(ヨハ ネ4：13-14)

イエ ス が命 と死 をつ か さ どる主 で あ るこ と

を疑 わ ない で信 じて い ただ きた い。 悲 しみ 嘆

くマ ル タに向 か って， イエ スは御 自分 に永 遠

の 力が あ るこ とを説 き，こ う言 われた。 「わ た

しは よみ が え りで あ り，命 で あ る。 わた しを

信 じる者 は， た とい死 ん で も生 き る。

また，生 きて い℃ わた しを信 じる者 は，

いつ ま で も死 な ない，」(ヨ ハ ネ11：25-26)

愛す る人 を失 っ た人々 に， これ 以上 の慰 め
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の言葉 が あ るだろ うか。 主が この言 葉 を語 ら

れ た時 も， ラザ ロが 呼 ばれ て墓 か ら出て来 た

時 も， トマ ス はそ の場 に いた。 しか しそれ で

も トマ ス は， 十 字架 の恐 るべ き死か らよみ が

え る力が主御 自身 の内 に あ るこ とを疑 い，手

の傷 跡 に触 れ る までは信 じな い と仲 間 の使 徒

た ちに言 い張 った ので あ る。 「信 じ な い者 に

な らない で，信 じる者 にな りなさ い」(ヨ ハ ネ
しっせき

20：27)と イエ ス に叱責 され たの も無理 か ら

ぬ こ とで あ る。

私 たち も， 比 類 ない生 命 と力 が主 に あ るこ

とを トマ スの よ うに忘 れが ち であ る。 その証

拠 を記 してい るの は旧世 界 の聖 書 だけ では な

い。ユ ダヤ 人 と異邦 人 とに イエ スが キ リス ト

であ る こ とを確信 させ る ため ， 神の 能 力 と賜

に よって世 に 出た新世 界の聖 典 が あ る。 そこ

には 美 しい言葉 と力強 いみ た まで福 音が 説か

れて い る。

イエ ス は まだ この世 でみ業 に携 わ ってお ら

れた 時に， 当時 直接 に教 え導 いて お られ た羊

た ち とは別 の群 れ が まだあ る と言 い， 彼 ら も

主 の声 を聞き ， 「そ して， つ いに一 つ の群 れ，

ひ と りの羊 飼 とな るで あ ろ う」(ヨ ハ ネ10：

16)と 告 げ られた。

主 の復 活 の後 しば ら くして， この 西大 陸 の

どこか に あっ たバ ウ ンテフ ルの 地 に集 ま って

いた 民に， 天か ら声 が あ った。 それ は神 の み

声 で， 民 に こ う告 げて い た。

「わが喜 ぶ愛 子 を見 よ
。 われ は これ に由 り

てす でに わが名 の栄 光 を示 しぬ。 わが愛 子 に

聞け。」

「……天 か ら一 人の 男の方 が 降 りた もうの

が見 えた。 このお方 は 白 い衣 を召 して， 降 っ

て きて群 衆 の 中に立 ちた も うた。」そ して民 に

こ っ言わ れた。

「見 よ
， わ れは イエ ス ・キ リス トな り。予

言者 らが この世 に 来 る と証 をした るその 者 な

り。」(HIニ ー ファ イ11：7-8，10)』

イエ ス が， トマ スに した と同 じよ うに犀 を

招 い て手 と脇 腹 とに触 れ させ る と， 民 は驚 い

て叫 んだ。 「ホザ ナ よ。い と高 き神の 御名 を讃
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美す 。」(nlニ ー フ ァイ11：17)

民 は疑 わな いで信 じた。 そ して， 復活.され

た主 に対 す る この素 晴 らしい証 を読 ん だ数 百

万 の人 々 も， 現在 それ を信 じて い る。 もし も

この 第5の 福 音書 につ いて 聞 いた こ とが な く，

今 それ を知 りたい と思 う方 が いれ ば，'是非憲

も連 絡 い ただ きた い。私 は それ をあな た にお

送 りし よ う。 それ を祈 りの気 持 ち を もっ て読

む な らば， この驚 くべ きキ リス トの新 た な証

言が 真実 であ るこ とを， あな たは必 ずや 知 る

こ とだ ろ っ。

さ らに また， も うひ とつ の証 言が あ る。 ヨ

ル ダ ン川や 変 貌の 山， またバ ウ ンテ フル の 地

で神 の み声 が イエス.を聖 な る御 子 と告 げ られ

た よ うに， この福 音 の神権 時代 の幕 明 け に も

神 の み声 が 下 され た こ とであ る。 栄 え あ る示.

現 の 中 で永遠 の父 な る神 と御 子 イエ ス ・キ リ

ス トは ひ と りの青 年 に姿 を現 わ した も うた。

その 後 ， その青 年 は死 よ り復活 され た主 の 予

言者 と して語 り， 十字架 上 で死 なれ た主 を証

して 自 らも殉 教 した。

数 々 の証拠 と聖 霊 の 力に よ って胸 に刻 まれ

た確 信 を もって， 私 た ちは， 真心 と愛 の こ も

っ た言葉 に主 イエ ス ・キ リス トにつ い ての 自

分 の 証 を付 け加 え， 叫ぶ の で あ る。 神 の生 け

る御 子，私 たちの救い主，賄 い主 な る主 を 「信

じない者 とな らな いで， 信 じる.者にな りな さ

い」 と。 主の聖 な るみ 名 ， イエ ス ・キ リス ト

のみ 名 に よ って謙遜 に祈 り， 証 申 し上 げ る。

アー メ.ン。



4月2日(日)午 後 の部に おけ る説教

まだ見 ていな い事 実を

確 認する こと

十二使徒評議員会会員

マ ーク ・E・ ピー ター セ ン

モル モ ン経 は，不 死 不滅 と，死 者 の復 活

と， 神 と御子 イエス ・キ リス トの実 在 を

証 す る

今 なお モル モ ン経 に挑 戦 状 を突 きイ寸け て く
る人々 が い る。 彼 らは この 神聖 な 書物 の

しん びょうせ い

信 愚性 を疑 い，私 た ちに聖 書以 外 の聖 典 を持

つ権 利 の あ るこ とに不信 を抱 いて い る。

私 た ち末 日聖徒 には，聖 書 の ほか に3つ の

聖 典 が あ る。 それ らは，心 を開 いて 読 むすべ

ての 人 にイエ ス が私 た ちの救 い主で あ り，貝費

い主 で あ るこ と を告 げ る，特 別 な書 物 であ る。

私 た ちは， この 苦難 と疑 惑 の時代 に， キ リス

トに 対す る証 言 が増 え た こ とを感 謝 すべ きで

はな い だろ うか。

神 のみ 言葉 のす べ てが聖 書 に網 羅 され て い

る と教 え られ て きた 人々 は， ど うして そのほ

か に聖典 が あ るの か と私 た ちに尋 ね る。彼 ら

は，聖 書が 他 め聖典 の 現 われ る備 え をす る も

の で あ るこ と， また それ を世 に現 わす ため に

予 言者 を送 る とい う， 主が 古代 に定 め られ た

方 式 を聖 書 が示 してい るこ とを知 ら ないの で

あ る。

予 言者 た ちに下 され る啓示 は ， その時代 の

歴 史 と共 に記録 され，聖 文 となっ た。 そ して，

新 しい予 言者 が 記録 す る度 に， それ は既存 の

聖 文 に加 え られ た。 この ように して聖 な るみ

言葉 の記録 は増え続け た。その 結果 ，これ らの

多 くの記録 が 現在聖 書 と して知 られて い る1

冊 の本 に ま とめ られるこ とになったの である。

この 方 式は 旧約 の時代 ，新 約の 時代 を問 わ

ず， 主の 予言 者 が地上 に い る限 り続 いて い た。

した が って，聖 書 に神 の み言 葉 のすべ てが 網

羅 されて い る とは考 え られ ない。 なぜ な ら，

主 は それ ぞれ の時代 に新 しい予 言者 を送 って

は彼 らに新 たな啓 示 を下 した まい， それが次

次 に新 しい聖典 とな って加 え られ て きたか ら

である。 それが ，族 長 の時代 か ら黙示 者 ヨハ

ネの 時代 に至 るまでの 主 の定め られ た方 式 で

あっ た。

初 期 の キ リス ト教 会 に も予言 者 が いた。 そ

して， 私 たちす べ ての者 が信仰 の一致 に到 達

す る まで教 会 に予 言者 が い る とい うのが 主 の

み こ ころ であ った。 とこ ろが， その こ とを認

め よ う としな い人 々が い る。

今 日， キ リス ト教 徒 の問 には ，一致 に代 わ

って何 が あ るだ ろ うか。 分裂 で あ る。 そ れこ

そ， キ リス ト教 の予 言者 が い まだに必 要 な こ

との 大 きな証 拠 で あ る。

パ ウロが この 原則 をエ ペ ソ人 に説 いた こ と

をご記憶 で あ ろ う。 パ ウロは， 教 会の土 台は

使 徒 と予 言者 で あ り， イエ ス ・キ リス トが 隅

のか しら石 で あ ると言 った。(エ ペ ソ2：20)

次 いで パ ウ ロは教会 の組 織 を説 明 し，救 い

主 が教 会 の役職 者 として，「あ る人 を使 徒 と し，

あ る人 を預 言 者 とし， あ る人 を伝道 者 と し，

あ る人 を牧 師，教 師 として，お立 てに なっ た」

と語 っ た。そ して，その 目的 は， 「聖徒 た ち を

と とのえ て奉仕 のわ ざをさせ 」， 教会 の 「か ら

だ を建 てさせ る」ため で ある と述 べ た。(エ ペ

ソ4：12>

教会 員 が 完全 を目指 して努 力す るの をや め

て よい 時代， 教 会の活 動 が不 要 な時代 ，教 会

員が 教 えや指 導 を必要 としない 時代 が， はた
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して 来 る もの だ ろ うか。

パ ウロ は，私 たちが完 全 な人 とな り，つ い に，.

キ リス トの満 ち み ちた徳 の高 さ に まで至 る た

め に，教 会 には教 え， 指導 す る役 員 た ちが 必

要 であ る と語 っ た。.私たちが だれ ひ とり完全 な

人 となって いな い こ とは 天が 御存 知 であ る。

で はその ほか に，教 会 に い まだ役 員が必 要

な理 由 は何 で あろうか。パ ウロ は， 「わ た した

ちは もはや 子供 で はな いの で… …様 々 な教 の

風 に吹 きまわ され た り， もて あそ ばれ た りす

る こ とが」(エ ペ ソ4：14)な いよ うに私 た ち

を守 る者 として役 貝が い る と語 って いる。

教 会の役 貝 は，狂 信 者や 分派 グルー プや 誤

っ た人間 の哲 学 な どの偽 りの教 えか ら皆 さん

を守 って くれ る。

その ため， イエ ス ・キ リス ト教 会 は， 天 の

絶 え ざる導 きを受 け る， 生け る使 徒 と予 言者

に よって常 に導 かれ な けれ ばな らないの で あ

る。 彼 らは聖 見 者， 啓示 を受 け る者 と して い

つ まで も教 会 に存 続す る であ ろ う。

そ して その務 め に携 わ りなが ら， 彼 らは主

の方 式に添 って， その 時代 にか な っ た新 し く

追 加 され る聖 文 を世 に明 らか にす るので あ る。

初 期の キ・リス ト教会 の予 言者 たち は，過去

幾世 紀 に もわた って 旧約聖 書 の予 言者 が行 な

って きた と同 じ方 法 で， その 時代 の み業 を進

め た。 それ は なぜ であ ろ う.か。ア モ スが 述べ

て い る通 り， 主 は予 言者 を通 じての み導か れ

る(ア モ ス3：7参 照)の で， 彼 らもその聖

な る方 法 に従 った か らで あ る。

予言 者 がい ない 時代 は神 の導 きが な く，神

の導 きを受 け な い民 は闇 の中 を歩 か なけ れば

な らなか っ た。

民 を導 くため に神か ら選 ばれ た生 け る予 言

者， そ の時代 に応 じた啓示 を神か ら受 け る人

人，新 た な聖 文 とな るみ 言葉 を記 録す る人 々

が い る こ とこそ， 真 の教 会 の確 か な しる しで

あ る。

その予言 者 た ちの働 きか ら新 た に追 加 され

る聖文 が生 まれ る こ とこそ，真 の教 会 の確 か

な し る しで ある。 神が 定め た もうた この確 実

な.方式 は， 時の初 め か ら，神 の 民 に明 らか に

されて きた。

主 御 自身 ，聖 書以 外 に もっ と聖 典 が 出 る と

予 言 され た。 しか し， あ る人 々が聖 書 以外 の

聖典 を拒 杏 し， 受 け入 れ る こ とに反対 す ると

い うこ と も承知 して お られ た。 主 は こ う言 っ

てお られ る。

「多 くの異 邦 人 『聖 書 か聖 書か 。 われ らは

すで に聖 書 を持 て り。 この ほか には聖 書 あ る .

べ か らず 』 と言 うべ し。 … …

国 民 は一つ よ り多 くあ るを知 らず や。 汝 ら

の神 に して主 なる われが 万人 を造 りしを知 ら

.ずや 。 またわ れが海 の 島々 に住 む者 の こ と を

忘 れ ざ るを知 らずや 。 またわ れが上 は天 に於

て支 配 し， 下 は地 に於 て支配 し， わが 言葉 を

世 界万 国 の人 々に示 す こ とを知 ら ざるか。

そ れ故 に， わが 言葉 が更 に多 く与 え ら るれ

ば と言 いて不 平 を言 うは何 ご とな りや 。 二っ

の国 の 人 が証拠 を示 す は， わ れが神 な るこ と

と， われ が一 つ の国 の人 を今 一つ の 国の 人 と

同 じに思 うこ とと を汝 らに証 明す るな り。 汝

らは これ を知 らざるか。 われ はこ の国 民 に語

る と同 じ言葉 をか の 国 民に も語 る。故 に この

二つ の 国民一 つ に合 さる時 に は， 二 つ の国 民

の証 拠 もまた一 つ に合 さるべ し。

われ が この よ うにす るわ け は， われ は昨 日

も今 日もいつ まで も同 じに して， わが ここ ろ

の ま まにわが 言葉 を宣 べ伝 うるこ とを 多 くの

人々 に証 明せ ん とす る ため な り。 それ故 に 汝

ら.はわが 一度 言葉 を宣 べ伝 え た るに よ り， 二

度 は宣 べ伝 うるこ とを得 ず と思 うべか らず。

そ はわ が業 の今 な お完成 せ ざるの みな らず，

人 間の 終 りの時 に な る も， またそ れ よ り進 み

て 限 りな き未 来に な りて も完成せ ざるべ か ら

ざれ ば な り。

そ れ故 に， 汝 らはす で に聖 書 を持 て る故 わ

が 言葉 の 全部 が それ に含 まれ た りと思 うべ き

にあらず。またわれがその聖 書 以外 に 多 くの こ

とを書か しめ しこ とな しと思 うべ きに あ らず。

われ は東 西南 北 お よび海 の島 々 にあ る一切

の 人々 に， われ が それ らの 人々 に語 る言 葉 を
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書 き記せ と言 う。 そ は， われ は その書 き記 さ

るる諸 々 の書 に従 い， そ の中 に記 さる るこ と

に よ りて あ らゆ る人 をそ の為 した る行 い に応

じて裁 判せ ん とす れ ばな り。

見 よ， われユ ダヤ 人 に語 らばユ ダヤ 人 はそ

れ を書 き記 し， ニ ー ファ イ人 に語 らばニー フ

ァイ人 は それ を書 き記 し， わ れが す でに ほか

の所 へつ れ 出 した るイス ラエ ルの 家 に属 す る

ほか の支 族 に語 らばか れ らは それ を書 き記 し，

また世 界各 国 の民 にみ な語 らばか れ らは みな

そ れ を書 き記す べ し。

か くの ご と くに して，ユ ダヤ 人 はつ い にニ

ー フ ァイ人 の書 き し言 葉 を得
， ニ ー ファ イ人

はユ ダヤ 人 の書 き し言 葉 を得， ニ ー ファ イ人

とユ ダヤ 人 とはイ ス ラエル の家 の 中 の失 われ

た る支族 の書 きし言葉 を得 ， イス ラエ ル の家

の 中の失 われ た る支 族 は， ニー フ ァ イ人 の言

葉 もユ ダヤ 人 の言 葉 も得べ し。
ゆかり

しか してイ ス ラエ ル の家 に縁 あ るわが 民は

自 らの所 有 す る地 に集 り， わ が言葉 も また集

りて一つ 所 に あ るべ し。 それ故 に わ れは わが
ゆ　

言葉 とイ スラエ ル の家 に縁 あ るわ が 民 とに背

く者 たち に， われ が神 な る こ ととわ れが アブ

ラハ ム に いつ まで もその子 孫 の こ とを忘 れず

と誓 約 を立 て た る こ とを知 ら しめ ん とす。」

(IIニ ー ファ イ29：3，7-14)

こ っ言 われ たの は主 で あ る。

私 たち は当然 の こ となが ら， 他 の キ リス ト

教徒 と同 じよ うに， 聖 書 を聖 典 と してい る。

しか し また， 古 代 ア メ リカの 民の受 けた啓 示

や歴 史が記 された， 現在 モル モ ン経 と呼 ばれ

て い るニー フ ァイ 人 の書 物 も聖 典 と して い る。

そ の モル モ ン経 とは何 で あ ろ うか。

使 徒パ ウ ロは， あ る時，信 仰 とは まだ 見て

いな い事 実 を確 認 す る こ とで あ る と定義 した。

モ ル モン経 は， まだ見 て いな い こ と とす でに

見 て い るこ との両 方 の確 実 な証 拠 で あ る。

これ は手 に.取って読 む こ とので きる本 であ

る。 目に 見え る物 で あ る。 したが っ て，存在

しな い と言 い切 るこ とは で きな い。 批 評家 も
しゆう

一蹴 はで きな い。 モル モ ン経 はす で に出版 さ

れ てお り，手 で触 れ るこ との で きる形 の あ る

実体 なの だか ら。

私 た ちはそ の本 を手 に持 つ こ とがで きる。

贈 り物 にす るこ とがで きる。 郵送 もで きる。

そ の気 に なれ ば，海 に捨 て るこ と もで きる し，

火 で焼 くこ と もで きる。 また， み た まの光 と

霊 感 を求 め て研 究 す る こ とも私 たちに は でき

るの であ る。

この本 は普 通 の イ ン クを使 い， 製紙工 場 で

で きた紙 に， 町の 印刷 所 で印刷機 を使 って刷

られ た実在 の書 物 で あ る。 す なわ ち， モル モ

ン経 は聖 書 や他 の本 と同 じ実体 の あ る もの で

あ る。 実体 の あ る もの を存在 しない と言 え る

人 は いな い。 言 い逃 れ を して済 ませ るこ とは

で きない。

この モ ルモ ン経 は どこか ら来 たのであろうか 。

モル モ ンの予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に手渡

す 目的 を もって この地 上 を訪 れた神 の天使 か

らで あ る。

しか し， この文 明の 時代 に天使 を信 じる人

が い るだ ろ うか。

も しもあ なたが聖 書 を信 じるな らば， 天使

を信 じるはず で あ る。 さ らに，聖 書 を読 め ば，

末 の 日の あ.る定め られ た 時に， あ る人 に， あ

る書 物 を授 け るた め， 天使 が この世 を訪 れ る

は ず であ る と明瞭 に書 か れて い るこ とに気付

くで あ ろ う。

聖 句 はそ の 人 を評 して無 学の 人 と呼 ん で い

る。 予 言者 イザ ヤ が そ う語 るの.に何 か不 思議

が あ るだ ろ うか。 天使 は実 際 にそ の定め られ

た 時 に， 無学.な人 ， ジ ョセブ ・ス ミス を訪 れ

た の であ る。 そ して その後 ， ジ ョセ ブは神 の

力 に よ って一 冊の 書物 を翻 訳 し， それ をモ ル

モ ン経 と して世 に 出 した。

この本 の出所 に つ いて は， ジ ョセブ ・ス ミ

ス が語 ってい る以 外 に納得 の い く説明 は な い。

批 評 家 た ちは100年 間 にわ た って様 々 な説

明 を試 み て きたが ， いず れ も惨 め に失 敗 を喫

した だけ であ る。

この 話 にい う天使 とは だれ で あろ うか。 そ

の 名 をモ ロナ イ とい う。 この天使 モ ロナ イが
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モル モ ン経 を もた ら したこ とで， その 書物 は

世 に出 され， 同時 に，実 際 に神 の 天使 た ちが

い るこ とと， さ らに その ひ と りが ジ ョセ ブ ・

ス ミス に現 われて ， この書 物 を渡 した こ とが

明 らか にな ったの で あ る。

では， モ ロナ イ とは だれ だろ うか。 今か ら

L500年 程 前 に古 代ア メ.リカに住 ん でい た予

言者 で あ る。

モ ロナ イ は現代 に現 われ るに先 立 って， 死

か らよみが えっ たは ず で.ある。 私 た ちの宗 教

は， 死か らよみが えっ た天 使 た ちに 負 うとこ

ろが実 に 多い。不 死不 滅 の体 を持 つ天 使 が実

際 に手 で触 れ るこ との で きるモ ルモ ン経 を近

代 の人 に与 えた とい う事 実か ら， 不死 不滅 の

状態 が現 実 に得 られ る とい うこ とが分 か る。

モ ロナ イは死 か ら よみが えっ て，文 字 通 り

実体 を有す る存在 とな{沈 。 彼 は重 い金 版 を

両 手に持 った。 縦横 高 さが18.セ ンチ，18セ ン

チ ，20セ ンチ， 重 さが13キ ロな い し22キ ロ も

あ る金 版 であ った。 そ れ をモ ロナ イは両 手 に

抱 え，指 でペ ー ジ をめ くっ たの で あ る。 そ の

手 は復活 した骨 肉 の手 であ った。

この よ うに， 触知 し得 る実体 を持 つ この モ

ルモ ン経 は， 死 者 の復活 を も証拠 立 て る もの

であ る。

モ ロナ イが金 版 を ジ ョセ ブ ・ス ミス に渡 し

てか ら，近 代の12人 の 人が その 金版 を実 際 に

見て， 手 で触れ たこ と を思 い 出 してみ よう。

その うちの8人 は， われ わ れは 目で見，手 で

持 ち挙 げ てみ て， かの ス ミスが わ れわ れに 話

した版 を もってい ることを確 に知 った」(モ ル

モ ン経 「八人 の見 証者 の証 言」)と述 べ て い る。

彼 らは 自分 の手 で金 版 に触 った。 モ ロナ イ

もそ うであ る。

彼 らはペ ー ジ を1枚1枚 繰 っ た。 モ ロナ イ

もその よ うに した。

彼 らは版 に刻 まれ た文字 に 触 ってみ たが ，

その一部 は1，500年 前 にモ ロナ イが刻 ん だ文

字 であ った。

この よ うに， 現 在 出版 され て いるモ ル モ ン

経 は，不死 不滅 と，死 者 の復活 と，神 と御 子
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イ土 ス ・キ リス トの実在 を証す る もの で あ る』

私 た ちは この疑 惑 と批 判 の 多 い現 代 に.あっ

て， まだ見 ない事 実 に対す る物 的 証拠 の あ る

こ とを感謝 すべ きで はな い だろ うか。 モ ルモ

ン経 をそ の証拠 として受 け入れ ようではないか。

私 た ちにモ ルモ ン経 が与 え られ た主 な理 由

は，す べ ての こ とはふ た りか3人 の証 人 の証

言 に よ って確 定す る とい う教 えが あ るか らで

あ る(IIコ リン ト13：1参 照)。 私 た ちに は聖

書 が あ る。 また， モル モ ン経 もあ る。 遠 く離

れ た古 代 のふ たつ の 民か ら出たふ たつ の声 ，

す な わ ちふ たつ の聖 典 が，どち ら も主 イエス ・

キ リス トの神性 を証 して い るの であ る。

さ らに， 私 た ちに.はも う2冊 の聖 典 が あ り，

合 わせ て4冊 で あ る。そ れは予 言 者 ジ ョセブ ・

ス ミス を通 して啓 示 として与 え られ た近代 の

聖 典 で あ る。 これ らの聖典 も， イエ スが キ リ

ス トで あ り， 救 い主， 創 造主， 約 束 され た メ

シヤ で あ るこ とを宣 言 して い る。

心 の迷 い を解 き，思 想 を正 す真 理 が再 び 人

類 に 与 え られた と言 っ て 多 くの 人々 が対 立 す.

る.主張 を掲.げて ，世 の 中は 混乱 してい る。

しか しなが ら， その方 法 は ただ ひ とつ，新.た

な啓示 に よる しか ない ので あ る。 しか も新 し

い啓示 を受 け るには， ア モ スが 主は予 言 者 を

通 じて でな けれ ば何事 を もな され ない と述 べ

た よ うに，啓 示 を受 け る予 言者 が必要 であ る。

(ア モ ス3：7参 照)

新 しい啓 示 の必要 な時 に， どのキ リス ト教

会に も予 言者 はい なか った。 そ こで神 は，啓

示 を受 け， モル モ ン経 を出版 し， す べ ての 国

々 に真 の福 音 を宣べ伝 え る新 しい予 言者 を起

こされ たの で あ る。

その予 言 者 はだれ だ ろ うか。 ジ ョセ ブ ・ス

ミスが その 人 であ る。 彼は 末の 日に神 よ り召

され た聖 見 者 であ る。 彼は近 代 の啓 示 を受 け

る者 ， 全能 の神 の指示 の 下 にモ ルモ ン経 を翻

訳， 出版 す る者 で あ った。

彼 は神 か ら選 ば れた予 言 者 であ っ たばか り

で な く， 手 を按 くこ とに よって ，彼 の仕 事 を

引 き継 ぐ他 の予 言者 た ち を任 命 す る こ とが で



きた ので あ る。

そ の他 の予 言者 た ち とは私 た ちの こ とで あ

る。私 た ち はイエ ス ・キ リス トの神聖 な権 威

をい ただ い てい る。 そ して， イエ ス ・キ リス

トの み 名に よ って語 り， そ のみ 言葉 を宣 言す

る。 私 た ち の 証 は 真 実 で あ る。

私 た ち は こ の こ と を， 全 身 全 霊 を こ め て 厳

か に 証 す る。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ っ

て 申 し.Lげ る 。 ア ー メ ン。

新 し く召 され た七 十 人 第 一 定 員会 会 員前 列 左 よ り ロナル ド ・E・ ポ ール マ ン，

デ リッ ク ・A・ カ スバ ー ト， ロバ ー ト ・L・ バ ック マ ン， レ ック ス ・C・ リ

ー ブの 各 長老
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自分の霊の指導者に

求めなさい

1七十 人 第一 定 員 会 会 員

ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

この教会に与えられている素晴らしい祝

福のひとつは，すへての人に霊の指導者

がいるということてある

私 は数・月前・アンデス山脈の砕 を飛ん
で い た飛行 機 の 中 で，隣 席 の人 に 自分が

南米 に住 ん で いる事 情 を話す機 会 を得 た。

その 人 は教 会 の こ とや ，教 会 の教 え，.私の

教 会幹部 としての役 割 な ど を知 っ た後 で，.こ

う言った。 「あなたはそ の キン ボール さんに全

生 涯 をあ ずけ て， こ こに いな さい と言 われれ

ば いつ まで も， この国 に い るつ も りで すか 。

ど うして です か。私 には とて もで きませ ん ね。」

私 はそれ に対 して ， 「彼が た だの 人で したら私

だ って で きなか った と思 い ます よ」 と答 え，

それか ら予 言者 の本 当の 役割 を証 して ，「主の

ためな ら何 で もす るつ も りです」 と言 った。

また数 年前 に， 教会 員 で ない友 人 を教 会幹

部 の話 が聞 け る集 会 に誘 っ た こ とが あ る。 そ

の時，私 は前 もっ て， 彼 が主 に油 注 がれ た 人

であ るこ と を話 してお いた。 集 会後， 彼 は，

「あの 方は普 通 の 人 と変 わ りませ んね」 と感

想 を もらしたが ， きっ と彼 は神 に召 された教
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会幹 部 の しる しと して，天使 を見 た り， 異 言

の 賜 を感 じた りとい うよ うな こ とを期待 して

いた のだ と思 う。

も し私 た ちが時 の絶 頂 に神 の御 子 イエ ス ・

キ リス トを 目のあ た りに して い た ら どっだ ろ

うか。 どん なに大 勢 の人 が イエ ス を見誤 る こ

とだ ろ う。 私 は この よ うに考 える こ とが よ く

あ る。 現 に ほ とん どの人 は イエ ス をた だの 人

としか 見 て いな い。 そ して， 本 当の イエ ス を

知 るこ とが で きた のは， 霊 の識 別 力 を具 えた

ご く少数 の 人 だけ であ っ た。 もし五 感 に よ っ

ての み 判 断す る と した ら，霊 の世 界 の真 理 を

認め る こ とは決 してで きな い であ ろ う。 兄 弟

姉 妹 ， 皆 さん はこの 大会 で話 を した立派 な兄

弟 た ちの霊 的 な勧 告 をお 聞 きに なっ たで あ ろ

うか 。 本 当 に お聞 きだ ろ うか。 皆 さん は彼 ら

の勧 告 ， 同様 に地 元 の指 導 者 の勧 告 に進 ん で

聞 き.従お うとお思 い だ ろ うか。

主が 彼 らを御覧 に な る同 じよ う.な目で 自分

の指 導 者 を霊 的 に見 る， とい うこの大切 な 事

柄 につ い て， 皆 さん は ど.うであ ろ うか。 この

問 いへ の答 えは， ヨシュア に対 す る忠 実 な イ

ス ラエ ル人 の 答 えの よ うで なけれ ば な らな い。

「彼 らはヨシュアに答 え た
， 『あ なたが わ れ

われ に命 じ られ た.ことをみ な行 い ます。 あ な

たがつ か わ され る所へ は， どこへ で も行 き ま

す 。

われ われ はすべ ての こ とをモー セ に 聞 き従

っ た よ うに， あ な たに 聞 き従い ます。」(ヨ シ

ュ ア1：16-17)

私 は しば ら く以 前に ， あ る人か らこ う尋 ね
へん

られたこ とがあ る。 「教 会幹 部 は遠 い辺 ぴ な 地

域 の状況 を本 当に 知 って い らっ しゃ るの です

か。 私 に は， い ろい ろ と細 か な問 題 を彼 らは

御 存 じないの で はな いか と感 じ られ て な り ま

せ ん。」また別 の善 良 な姉妹 は この ように言 っ

た。 「もしも監督 が扶助 協 会 の問題 を御存 じで

した ら， もっ と違 うよ うに な さる はず です。

ワー ド部 を どの よ うに導 くか 私 た ち と もっ と

話 し合 って私 た ちの意 見 を取 り入れ よ うと し

な いの は困 っ たこ とです。」 ま た，こ う言 う人



もあ る。 「支 部 長 は私 と物 の見 方が違 うの で，

支部 長 に は相談 し ませ ん。性 格 が余 りに違 い

過 ぎる んです 。私 たち は同 じ立場 に立 てな い

ん です 。」

兄弟 姉妹 の 皆 さん， 教会 幹部 や ス テー キ部

長 ，監 督， 神権 定 員会 の指 導 者 た ちは，管 理

の原 則 と本 当に大切 な事柄 に関す る状 況 をよ

く把 握 して お り， その他 の こ とは いずれ 時が

来 れ ば解 決 され るとい うこ とを承 知 してい る。

この教 会 は主 の教 会 で あ る。 神権 の系 統 を通

して， 主 の啓 示 に よ って導か れ てい る教会 で

あ る。私 た ちは奇 跡 の神 を信 じて い る。 神は

神権 指 導者 を通 じて絶 えず霊 的 な奇 跡 を現 わ

して下 さる。

ステ ー キ・部長 ， 監督 ，会 長 は，霊 感 に よ っ

て物 事 の最 終決 定 を下 す以 前 に， 自分 を補 佐

す る人 々や その他 の 人か ら助言 を受 け るよ う

に す る とよ い。 しか しなが ら当教 会 では， 全

員 の意 見 を集 め， そ れ ぞれの意 見 を比 べ， 総

意 を まとめ ， そ れか ら多数 決 で決 め る どい っ

た全 員参加 の指 導 方 法 は採 って いな い。 若 干

の例 外 はあ ろ うが，世 間一般 で は この 多数 決

の方 式 を採 って い る。 また，他 の 多 くの宗 派

が最善 の方 法 と して これ を採 用 して い る。 問

題 を論 じ， 意見 を交 換 し， 経験 を語 り合 い，

知 られ る限 りの 情報 を も とに最：善 の 結論 を得

よ う とす るのが この方 式 であ る。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 では， すべ

て の指 導者 が 自分 の管理 † に あ る人々 を神 の

啓示 に従 っ て指 導 す る。 ところが， 管理 の権

能 を持 た な い人 に助言 を求 め る人が実 に 多 い。

また， 助 言 を受 け よ うとせ ずに，逆 に与 え よ

うとす る人 が実 に 多い。確 か に 人の経 験 を聞

くこ とに よって， 特 定の事 柄 に 関す る理解 を

増す こ とは可 能 で あ る。 しか し， 自分 に任 さ

れて い る管理 の責 任 につ い て啓示 を受 け た い

と願 うな らば， 主 はそ れ をあ なた に与 えて下

さるは ず であ る。啓 示 は主 との 直接 の交 流 に

よって来 るか， ある いは あな たの直 接 の神権

指 導老 を通 じて来 る であ ろ う。

この教 会 に与 え られて い る素 晴 ら しい祝福

の ひ とつ は， すべ て の人 に 自分 を導 く霊 の指

導 者 が い る とい うこ とであ る。父 親 に例 を取

れ ば，妻 と子供 は家 長 を家庭 に お け る霊 の指

導者 として彼 に相談 で きる。 問 題が もっ と大

きい場 合， 妻 と子供 は 監督 か支 部長 に相談 す

る。 彼 らは，夫 が神権 に関 わ る問題 を神権 定

貝 会指 導 者 に相談 す るよ うに， 家庭 の問 題の

こ とで 定員 会指 導者 の 所へ行 った りは しな い。

夫婦 間 の問 題が ある場 合 は，ふ た りで， ワ ー

ド部 の管理 大祭 司 と して， また監 督 として夫

と妻 の両 方 を管理 す る監 督の所 へ行 くはず で

あ る。 また， 監督 か ら指示 が な い限 り， そ れ

以上 の助 言 を他 に求 め ては な らない。

主 は み た まの賜 を列 挙 した後 で， あな た の

監督 ， あ るい はあ なた を管理 す る神権 指導 者

につ いて次 の よ うに勧告 してお られる。 「お よ

そ， 教 会の 監督 お よび神 が聖職 に按 手任命 し

た も うて教 会守 護 の職 に就 かせ た まい， また

教会 の 長老 た らしめ た も う如 き者 は，すべ て

これ らの賜 を見分 くる力 を与 え らるべ きな り。

そは汝 らの うち，神 よ り賜 を受 け た りと称す

る も実 は 然か あ らざる者 なか らん ため な り。」

(教義 と聖 約46：27)管 理 神権 指導 者 に識別

の賜 が授 け られ てい る こ とは明 らか であ る。

時折 ， あ なた の地元 の神 権指 導 者が あ なた

と見解 を まった く異 にする場 合が あ る。しか し，

その 不一 致 は計 画 を実施 す る方法 に 関す る も

の で あって ，福 音の 原 則に 関す る不一 致 で は

な い。 あ なた の指 導 者 には独 自の個 性 で独 自

の経 験 を もっ て働 く権 利が あ るの であ る。 実

際問 題 と して， それが あ なた の行 な う方 法 と

は細か い点 で幾 らか 違 うこ.とだろ う。 しか し

それ で も，正 しい み た まを もった神権 指 導者

か らの勧告 は力 あ る主の勧 告 で あ る。

私 た ちは試 しの時代 に 生 きて い る。理 解 し

が たい勧 告 を指導 者 か ら与 え られた 時は，心

の 中で こ う言 お う。 「父 よ，私 は言 われたこ と

を信 じます。 私 がふ さわ しい代価 を払 い 終え

ま した ら，ふ さわ しい時 に， ど ケか その理 由

をお教 え下 さい」 と。

あ なたが神 権 指導 者 の言 葉 を信 じるの は，
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みた まに よ る賜 で あ る。 私 に は，彼 らが こ う

言 うのが 聞こえる気がす る。 「私 を信 じて下 さ

い。 こ こか ら見 る と， あ なた のい る場所 か ら

は見 え ない ものが は っ き り見 え ます。私 を信

頼 して下 さ い。 私 に は丘 の向 こ う まで よ く見

え るのです。」賢明 な両 親や 神権 指導 者 に 聞 き

従 う入 は， 彼 らが安 物 の近 視 用 眼鏡 では な く，

永 遠 を見通す こ との で きる 目を もって助 言 し

て い るこ とを知 る であ ろ う。 そ して， 自分 で

あ らゆ る こ とを経 験 してみ て善悪 を知 るの で

はな く， ほ かの 人 の霊 的な 眼 を通 して事 の善

悪 を知 るこ とが で き るので あ る。

最 後 に忘 れ ない でい ただ きたい こ とであ る

が，私 た ちは教 会 で盲従 を望 ん で はい な い。

各人が 自分 で，指 導 者 か ら受 け る勧告 が主 か

らの もので あ る こ とを知 って いた だ きた い の

で あ る。 自分 の受 けた勧告 が間違 いの な い も

の で あ るか ど うか主 に問 う権 利 と特権 が皆 さ

ん には あ る。 忍耐 強 く，主 を待 ち望 む 者 は，

神権 指導 者 が義 しい勧告 を与 えて， 自分 に安

全 な道 を歩 ませ て くれ るこ とをや が て知 るで

あろ う。

私 た ち一 人一 人 が さ らに謙遜 にな って勧 告

を受 け 入れ ，従 お う とす る望 み を持 て るよ う

に。 また， 神 に助 言 を与 え よ う とす る こ と な

く，神 に， また 同様 に神 よ りの霊 感 を受 け た

神 権指 導 者 に助 言 を求 め て下 さる よ うに。 イ

エス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。 ア

ー メ ン。

ヨ じ 　

襲霧..
蓼 ..寧1

.1 雛

大会の光景
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成功の詩

七十人第一定員会会員

ス ター リング ・W・ シル

私た ち が神 の よ うな思 い， 日の光 栄の 思

いを抱 けば， 日の光 栄の 心 が育 つ

以 前 に ・私 はニ ュー ヨー クの精 神科 医 スマ
イ リー ・ブ ラ ン トン博 士 の著 書 『詩 の効

能 』(H2α 〃ηgPoω θ7(ゾPo6勿 ・)とい う非常 に

ため に なる本 を読 ん だ。 ブ ラ ン トン博 士 は そ

の本 の 中で ，過去40年 間精 神 的 な 問題 や 障害

を克服 す るため に どの よ うな方 法 を患者 に用

いて きたか を紹介 して い る。 その全部 が 詩 の

形 を取 って い るわけ で はな く，有名 な聖 句や

散 文や 讃 美歌 も使 われ て い る。

この精神 科 医 の治療 法 は ，薬 よ りも本に病

気 を治す 力 が あ る とい うこ とで ，薬 局 では な

く本屋 に処方 箋 を書 く医師 に もた とえ られ る

と思 う。母 親は子 供 の けが を愛 情 の こ もった

愛撫 で いや す。

私 は その ような こ と を思 い巡 ら しなが ら ，

イエ スが 「医者 よ，自分 自身 をいやせ 」(ル カ

4：23)と 言 われ た時 の イエ スの 気持 ちを考

え てみ た。 また ，主 は具 体 的 な治療 法 を与 え

るため に ，エマ ・ス ミス に いつ も心の 中 で歌

う霊感 に満 ち た讃 美歌集 を編 集す るよ うに と

命 じられ た の であ ろ う。

先 日，私 は図 書館へ 行 って ，今 手 に して い

るこの小 さな本 を借 りて きた。 エマ ・ス ミス

が私 た ちの ため に選 ん だ90曲 を載 せ た讃美 歌

集 であ る。(・4Co11θ漉o%(ゾSα α杉41加%s，

カ7彦 加C勧 κ乃{ヅ 漉θムz"θ7加 ツSαゴ窺s

「末 日聖 徒 教会 用聖 讃 美歌集 」 オハ イ オ州 カ

ー トラン ド，1835年 発行 〉私 たち は一 人一 人

興 味が違 えば ，必要 とす る もの も違 う。 した

が つて ， それ ぞれ 自分 で讃 美歌 集 を作 り， そ

れ を完全 に覚 え込 ん で 自分 の もの に して，成

長 の糧 ，救 いの力 と し，いや しの効能 を最：大

限 に生 か して ほ しい と思 う。

ハ ー バー ド大 の優 れ た心理 学者 ウィリアム ・

ジェー ム ズ教授(1842-1910)は あ る時 ，「あ

なた は どの よ うな方法 で 自分 の心 を創造 した

いです か 。 その方 法 は一般 に可 能 ですか 」 と

問 い ， さ らに次 の よ うに語 った。心 は受 け入

れ る もの に よっ て創造 され る。心 も染物 師 の

手 と同 じよ うに ，手 に した もの で染 ま ると。

手 に紫 の染 料 を しみ 込 ませ たス ポン ジ を持 て

ば手 は紫 に染 ま る。 手 と心 に信 仰 と熱 意の大

いな る思 想 を持 てば ，それ に よって全 人格 が

変 わ るの で あ る。

否定 的 な こ とを考 えれば ，否定 的 な心が育

つ 。 堕落 した思 い を抱 けば ，堕落 した心が育

つ 。 またそ の一 方 で ，神 の ような思 い ， 日の

光 栄 の思 い を抱 け ば ， 日の光 栄 の心 が育 ち ，

次の よ うに うた ったエ ドワー ド ・ダイヤー の

瞑想 通 りとな る

わ が心 は われ には 王国

内 な る歓 喜 を われ は知 る

あま たの至 福 に まさ る喜 び

地 が その種 類 に従 い生 ず る もの

(ル1ツ.M吻4'oル1即 κ勿940勉B，Po6飴

Oo14『 わが心 はわれ に は 王 国 』「詩 人の

宝玉 」 デ ビ ヅ ド ・ロス編 ，p.41)

愛する人の葬儀で霊感に満ちた音楽を聴き，
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神 聖 な祈 りを耳 に し，遺 族 を慰め ， 自分 も大

いな る信 仰 に慰 め を得 る時 ，私 た ちの神 性 は

啓 発 され る』先 日，私 のオ フ ィスに 夫婦 が見

えて ， 目の 前 で何 の前ぶ れ もな く死 ん で行 っ

た3歳 の幼 い娘 さんの話 をされ た。 その 両親

が 失意 の底 に あっ た こ とは無 論 で ある。 どん

なに泣 い て も苦 しさは去 らず ，だれ か と話 し

て気持 ち をほ ぐしたい と思 った とい う。 思 い

や りを込 め て その悲 しみ を聞 いて あげれ ば ，

気持 ちが軽 くな るこ とはだれ で も分 か る。 そ

の 時私 の心 に ，その 昔私 の愛 す る7歳 の 妹が

ジフテ リヤ で亡 くな るの をベ ッ ドの 傍 らで見

取っ た経験 が よみが え って きた。

その3歳 の少女 の母親 は ，か わ いい娘 が 人

生 もつ ぼみ の うち に死 んで しまっ たこ とを，

これ以上 つ らいこ どは ない と感 じて い た。私

には彼女 の苦 しさが よ く分 か った。 しか し，

最 後に私 は， 「ジ ョー ンズ姉 妹 ，さ しでが ま し

い よ うです が ， もっ とつ らい こ とが あ る と思

い ます よ」 と言 っ た。す る と彼女 は1「もっ と

つ らいこ とっ て一 体 何 ですか 」 と言 っ た。 そ

こで私 は ，ジ ェー ム ズ ・ウ ィコム ・ラ イ リー

の 『残 され し人』 とい う詩 を暗 唱 した。 これ

は子 を失 くした人 の死別 で は な く，子 の いな

い入の不 幸 を うた った もの であ る。子 供 に死

なれ た友 人に悲 しみ を込 め て こ う語 りか け る

の で あ る。.

嘆 き悲 じんで い る君 の そば に

座 ってい いか い。

ね え ，亡 くす子 供 さ えい ないわ た しだ ，

その子 の こ とは何 も知 らないが ，

小 さなその 子 の ため に，

わた しに も涙 を流 させ てほ しい。

106

ゆ っ くりほ ど く小 さな両 腕(そ れ を まぶ

たに描 かせ て ほ しい 〉

その重 みが 首 をつ たい ，君 は両 の手 に 口

づ けす る ，

その腕 ， その手 をわた しは知 らな い。

(それ を思 っ て わた しに も涙 を流 させ

て ほ しい。)

(空虚 な心 か ら言 え る と思 う)

涙 のは ざまに 慰 めが あ るの だ と。

ね え ，君 。

あ あ， 悲 し さは 君 よ り深 い ，

亡 くす子 供 さえい な いわ た しだ。

(η8θCO勉 ρ1θ'θPOθ'加1WO廊(ゾ

力 窺 θsW雇'oo吻 ろRゴ1の 「ジ ェー ム ズ ・

ウ ィ コ ム ・ラ イ リー 全 詩 集 」p.444)

私 は この感 動 的 な ライ リー氏 の詩 を非 常 に

感 謝 してい る。私 は彼 に教 え られ て ，先 立 た

れ た人 々に とって慰 め とな る言葉 を ま とめ た

本 を 自分 で作 っ.てみ た 。

また ，勇気 を うた った詩 もあ る。 ス ポー ツ

記 者 の グ ラン トラ ン ド ・ライ ス氏 は ，長 年 ，

国 内各地 で催 され る様 々な競 技会 を訪 れて ，

どの よ うな特 質 を持 つ選 手 がチ ャ ン ピオ ンに

な るか研 究 を続 け た。 そ して ，人 々の ため に

なれ ば と， 人 を偉 大 に す る特質 につ いて700

編 もの詩 を書 いた。そ のひ とつが ，『勇気 』とい

う詩 で あ る。

わ た しは死 に臨 む時 ，笑顔 で こ う言 え る

よ うで あ りた い ，

今 残 してゆ くもの は最後 の ひ と息 ， さあ ，

息 とだ え よ と。

死 が わ た しに残 す もの は ち りか 夢か ，

果 で しな い夜 を星 くず が流 れ る中 を ，

魂 は さま よ う。

しか し彼 は こ ううたっ た。

わ た しは こ うい う人生 を.見詰 め た い。

闘争 か競 争 か ，青 空 か鉛 の 空か ，望 み の

ままに来 た らせ よ。

わ た しは耐 え得 る限 り，憎悪 の非 難 に立

ち向 かお う。

運 命 の鋼 の こぶ し も，わ た しを と どめ る

こ とは で きな い。

詩 人は ，私 た ちの心 を高め る点 では ，予 言



者 に次 ぐと言 われ て い る。エ ライザ ・R・ ス

ノーが 予 言老 と して 支持 を受 け た とい う話 は

聞 か な いが ，彼女 は あ の 「高 きに栄 え て」 と

い う詩 を書 いた 。 この素 晴 らしい讃 美歌 の歌

詞 も， ただ 目を通 す だ けで ，暗 唱 し愛唱 す る

こ とは あ ま りな い。 も しもすべ ての 人が 最 も

自分 の胸 を打 つ信 仰 の詩 を90編 選 ん だ な らば ，

一 体 どの よ うな こ とが起 こ るか考 えて みて い

ただ きたい 。今 ここで ，私が 「高 きに栄 えて 」

を歌 うのに は抵抗 を感 じる方 も ，信仰 と礼拝

の素 晴 らしい その歌 詞 を暗 唱す るの は許 して

下 さ るこ と と思 う。 ス ノー姉 妹 は こ う うたっ

た。

高 きに 栄 えて 住 め るわが 父

いつ ，か え り行 きて み顔 を見 るや

わが霊 かつ て は み そばに住 み て

幼 きその とき 育 て られ しか

深 きみむ ね にて

友 と生 れ との

「汝 は旅 人」 と

さ らに高 き世 に

われ世 に降 だ し

思 い 出 とめ ぬ

ささや きあ りて

在 りしを さ とる

み父 と呼 ぶべ ぐ"み た ま"になちう

地の鍵 受 くまで 理 を知 らざ りし

み親 は一 人 か 深 く思 えば

永遠 の真 理.は告 ぐ 天に母 あ りと

「す べ て心 の歌 は， われ の悦 びな り。然 り，

義 しき者 の歌 は われ に対 す る祈 りな り。 彼 ら

の頭 に祝 福 を与 え てその 応 え とな さん。'ゴ

(教i義と聖 約25：12)

私 は毎 朝1時 間ほ ど事務 所 まで歩 くが ， そ

の間 自分 の 思 い を高 め る事柄 をあれ これ と考

え る。時 々祈 りを捧 げ る こ と もあ るが ，そ の

ひ とつが これ で ある。

おお 神 よ ，あ なたの世 界が 見せ て くれ る

美 しいひ とつ ひ とつ の 風景 を感 謝 します 。

太 陽の 輝 く空 と大気 と光 ，

お お神 よ，私 は生 きて い る こ とを感謝 し

ます 。

人生 をあ な たに捧 げ ます 。

日が生 まれ る ご とに ，

私 の魂 は喜 びの翼 に乗 って飛 び立 ち ます。
あした

朝 の あ る こ とを感 謝 します。

あした

無 言 の愛 を投 じ る朝 ，

それ が過 ぎ行 くたび にふ くらん で ，

神 へ の ま こ との働 き とな ります ように。

(作 者不 詳)

私 は成 功 を うた った詩 も，熱 意の 詩 も，勤

勉 の 詩 も，進 歩 の詩 も集 め て い る。 あ る人が

こ っった った。

この身 を横 た え

父母 と高 きに て

仰せ の み わ ざみ な

受 け 入れみ そば に

世 を去 る ときに

われ は会 え るや

成 しとげ しとき

住 まわせ た まえ

(讃美 歌140番)

予 言者 の文章 の 中 さ え， これ に まさ る慰 め

の言葉 は あ ま りない 。

私 た ちが愛 の 詩 を沢 山暗唱 した ら， 毎 日の

生 活 が どの よ うに な るか ，想像 して みて い た

だ き.たい。 国会 図書 館 には 「信仰 と 自由 の詩」

とい うコーナ ー が あ る。 主 は こ う言 われ た。

地上 の 生 きと し生 け る ものに ，

いっ の 日か 死 はや って 来 る。

(人 はみ な善 きもの ，大 いな るもの に，

お のが 人生 を捧 げ るが よい。)

先 祖 の な きが ら の た め ，

神 々 の 神 殿 の た め ，

恐 れ 多 い 争 い に も た じ ろ が な い ，

人 に と っ て こ れ よ り大 い な る 死 は あ ろ う

か 。

(ホ レ山 シ ョ ，"S如 ηzαXXγIIρ プαZゑy

ル1α4θ勿392"五 のな げ ・4π6ゴθ班Ro吻6
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『392年の叙 情 詩 ス タ ン ザXXVII』 「古

代 ローマ の 叙情詩 」 トー マ スー バ ビ ン ト

ン ・マ コー レー編 ，μ12)

私 たちは年 を取 るにつ れ て新 た な問題 に 直

面 す る と思 うが ，私 は 『た ゆ まず行 け 』 とい

う詩に語 られ た思 い を もって 自分 の励 みに し

たい と思 って い る。

将 来の は っ き り見 えな い こ と もあろ う。

どの よ うにな るか分 か らなけ れば ，

たゆ まず行 け ，老 い し人 よ ，

たゆ まず行 け 。

おのが 使 命に 誇 りを抱 け ，

はつ らつ と して 日々 を迎 え ，

持 て る もの をすべ て注 げ よ

だか らこそ ，あ なた は あるの だ。

戦 い を立 派 に戦 いぬ け。

終 りまで誠実 に。

そ して世 を去 る ときに ，

こ う叫ぶ の だ ，

た ゆ まず 行 け ，わ が 魂 ，た ゆ ま ず 行 け ，と。

(ロ バ ー ト ・サ ー ビ ス"(説 γη0η"

几4αs勘吻 θ6θ∫qプRθ1忽 ∫o%sレ セ鴬6『 た ゆ ま

ず 行 け 』 「宗 教 詩 傑 作 集 」 ジ ェー ム ズ ・D・

モ リ ソ ン 編 ，pp.307-8)

愛 す る人 を慰 め ，励 ます祈 りと して よ くう

た われ た ，昔の ア イル ラ ン ドの 詩 を引用 して ，

皆 さんへ の 私の祝 福 と し，感謝 と したい。

道 よま っす ぐあ なた に向か え。

風 よいつ もあな たの背 を吹 け 。

あな たの顔 を太陽 が照 ら し，

雨 よ畑 にや さ し く降れ 。

今 も とこ しえ も，神 あ なた を

抱 きた まえ。

み 手 の くぼみ に いつ く しみ た まえ。

常 に そ の よ う で あ る こ と を ， イ エ ス ・キ リ

ス トの み 名 に よ っ て 心 か ら祈 る 。 ア ー メ ン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長
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努めて善さ業に従い

七十人第一定員会会員

ジョセ ブ ・ア ンダ ーソ ン

善を行なうことの報いは，この世で喜び

と幸福，大いなる来世で永遠の生命を得

ることである

主 は私 たちに こう言 わ れ た・「人は努 め て善
き業 に従 い ，多 くの事 をその 自由意 志 に

よ りて為 し， 多 くの正 し き事 を為 し遂 げ よ。

そ は人 自らの 中に 自由 の意志 あ りて己 れの

事 を 自ら為 す 者 なれ ばな り。従 って 人善 を為

さば決 して その報 い を失 わ ざ らん。」(教 義 と

聖 糸勺58：27-28)

この引 用句 は教 会 員だ け でな く，非 教会 員

に も当 ては ま る。 あ らゆ る男女 には善 をなす

力が ある。 その ため に まず な くては な らな い

のが ，正 し く生 きよ う とす る望 み と決意 であ

る。私 た ちは いか な る時 に も善 くな い業 に従

って はな らな い。悪 いこ とや 善 事 に反す るこ

とに従 う教 会 員は ，バ プ テスマ の水 の 中 で 自

分 の 身に 引 き受 け た責任 を果 た して いな い こ

とに な る。教会 員 で な くて も，世 の 中で は実

に 多 くの 入が善 き業 に従 い ，多 くの義 を生 み

出そ うと努 め て い る。人 類の 進歩 に努 め る人

人， 神へ の信仰 と義 しい生 活 を送 る こ との大

切 さ を教 え る人 々は ，善 き業 に携 わ る人で あ

り，決 して報 い を失 わ ない で あろ う。

主 の用 意 して お られ る祝福 を得 るに は，主

イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰 を持 たなけれ

ば な らな い。真 実 の生 け る神 につ いて の知識

を得 なけれ ば な らな い。過 去 の罪 を悔 い改 め ，

間違 った認 識 を改め なけれ ば な らな い。 そ し

て神 のみ前 にへ り くだ り，神 と誓約 を交 わ し，

その 誓約 を守 るこ とが 必要 であ る。

清廉 の士 であ る故 ジ ョー ジ ・アルバ ー ト ・

ス ミス大 管長 は ，次 の よ うな こ とを よ く言 っ

て いた。 私 た ちは教会 外 の友 人 た ちに ，彼 ら

の宗 教や 生 活の 中 で真理 に か な った もの が あ

れ ば それ を捨て るよ うに とは言 わ ない。 す で

に持 って い る善 な る ものに福 音 の永 遠 の真理

を加 えてほ しい ，そ うすれ ば ， これ までに な

い喜 び と幸 福 を得 るであ ろ う， と。(S肱 吻9

'加Gos勿1癬 漉0漉 θ欝 「福 音 を人 々 に分 か

つ 」 プ レス トン ・ニ ブ レー 編 ，pp.12-13)

キ リス トの福 音 は ， 目に見 え る もの ，見え

な い もの を問 わ ず ，すべ ての 真理 を包含 して

い る。赦 され な い罪 を犯 して いな い限 り， ど

ん な人 で も罪 を悔 い改め るこ とが可 能 であ る。

そ して ， ただ主 の戒 め を守 ろ うと決 意 し，謙

遜 に なって主 の 助 け と導 き を求 め るだ けで ，

義 しい生 活 の もた らす 恵み に あず か るこ とが

で きるの であ る。

人 間に は本 来善 を行 な いた い とい う心 が あ

り，善 い こ と を して い る時に幸 福 感 があ る と，

私 は思 う。罪 悪 は決 して 幸福 を生 じた こ とが

な い。罪 は 人 と神 との間 を鉄 の カー テ ンで隔

て る もの で あ る。 主 は私 た ちに 次の よ うに言

って ，正 しい道 を示 された。 「何事 で も人々か

ら して ほ しい と望 む こ とは ， 人々 に もその と

お りにせ よ。」(マ タ イ7：12， ル カ6：31参

照)主 は私 た ちの ため に な らない戒 めや ，心

の喜 び と幸福 を もた ら さない戒 め を決 して与

えた まわ ない 。私 た ちに は主 の助 けが 必要 で

あ る。 そ して ，私 た ちが助 け を求 め ，主の備

え られ た道 を歩む な らば ，主 は必 ず私 た ち を

助 け て下 さ るの で ある。
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福 音 を宣べ 伝 え るため 世 に 出で行 く教 会 の

若 い宣教 師 た ちは ，人 々に祝 福 を もた らす 主

の務 め に携わ って きた とい う幸福 感 を抱 いて

帰還 す る。主 が 彼 らと共 に お られ た。 そ して ，

彼 らは主 の み た まに導か れ ，世 俗 の生 活 では

な く清 い生 活 を して きたか らであ る。

私 たちは主 の受 難 を思 い ，戒 め を守 る とい

う誓約 を思 い起 こ して ，常 に主 の み た まを受

け られ るよ うに聖 餐 をい ただ く。主 の み た ま

は悪 い こと をせ よ とは勧 め ず ，善 い こ とを行

な うよ うに私 たち を励 ます 。私 た ちは その勧

め と導 きに 従 う時 に ，主 に近 づ き，善 い行 な

い を して ，肉欲 を克服 で き るよ うに な る。 主

のみ た まを伴 侶 とす る人は 幸せ な人 であ る。

その よ うな人 は思慮 深 く誠 実 な家族 の族 長 で

あ り，導 き手 であ り， また良 き隣 人 であ る。

さ らに近 隣 の 人々 に良 い影響 を及 ぼす こ とが

で きる。

私 た ちの 歌 う讃 美歌 は ，生 活に 良 い影響 を

与 える。 タバナ クル合 唱団 の 音楽 は ，聴 く人

の信仰 を高 め ，心 を豊 か にす る。 この 合 唱団

が この教会 の讃 美歌 の 歌詞 とメ ロデ ィー ， ま

た霊感 を受 け た作 曲家 の手 に な る作 品の歌 詞

とメロデ ィー を歌 う時 ，その精 神 は聴 き手 と

歌 い手 の双 方 に主 に仕 え た い とい う望 み を抱

かせ る。私 た ちが集 会 で歌 う霊 的 な讃 美歌 は ，

主 に捧 げ る喜 びの 歌 であ り，祈 りで あ る。

「平 和
，平 和」 と叫 ぶ だけ で は ，平 和 は訪

れ ない。現代 は試 しの 時代 であ る。 しか し，

主の側 に立 つ な らば ，私 た ちは恐 れ る必要 は

な い。 また ，主 は再 臨 を延 ば され るだ ろ う と

考 えて ，備 えをす るの を引 き延 ばす こ とは 賢

明 では ない。 その 日，その 時 ， 月 も年 も私 た

ちは知 らな いが ，その 大 い なる 出来事 が近 い

こと を告 げ る しる しはす でに数 々現 われ て い

るか らであ る。

私 た ちは その 日の ため に どの よ うな用意 を

した らよいの だ ろ うか 。主 の 戒め を守 るこ と，

多 くの義 を生 み 出そ うと善 き業 に励 む こ と，

隣 人に警告 す る こ と，子供 たち に真 の教 え を

教 え，義 の道へ 導 くこ とで あ る。
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主 は教 会 員 にこう言われた。 「汝 らの 証詞 の.

後 よ り民の上 に怒 りと憤 りと来 る。」(教 義 と

聖約88：88)

興 味 あ る もの ，貴重 な もの ，大切 な もの を

手 に して い る時 ，それ を愛 す る人 々 に も分 け

与 え たい と思 うの は人 の常 で あ る。私 た ちは

最 も貴 く，世 界中 で一 番大切 な主 イエ ス ・キ

リス トの福 音 を持 って い る。私 たちは 主の 福

音 を愛 し，天父 の子供 た ち を愛 して い る。 し

たが って私 た ちは福 音 を彼 らに分 か ちた い と

願 って い る。福 音 は彼 らに喜 び と幸せ を もた

らすか らであ る。福 音 を受 け入 れ ，守 る者 に

は ，救 い と主の王 国へ の昇 栄が 待 っ て いる。

この キ リス トの教 会 は ，分か ち合 う教会 で

ある。私 た ちには ，人 を救 い ，神 の知 識 を与

え，主 の大 い な る 目的 の達 成 を手伝 うため に

全 力 を尽 くす責 任 が あ る。福 音 に 述べ られ て.

い るま まに主の 教 え を実 践 す る こ と， これ こ

そが世 を救 うこ との で きるた だひ とつ の方 法

であ る。幸福 を得 る ために は ，物 質 よ りも霊

的 な ものが もっ と必要 で あ る。 福 音の 原 則は

この世 で喜 び と幸福 ， また来 るべ き世 で永 遠

の喜 び を人に もた らす とい うは っ き りした 目

的 の も とに与 え られ た もの で あ る。

神 に仕 え ，神 の戒 め を守 りた い とい う気 持

ち を隣 人 に起 こ させ る こ とに私 たちが 大 きな

関心 を抱 いて い るのは なぜ で あ ろ うか 。 それ

は 彼 らが神 の子 だ か らで あ る。 彼 らは私 た ち

の 兄弟姉 妹 なの であ る。

十二使 徒 定員 会 の一 貝 であ っ た故 ジ ェー ム

ズ ・E・ タル メー ジ長 老 は ，次の よ うな霊 感

に 満 ちた言 葉 を残 して い る。

「荘 厳 ，壮 麗 なこの果 て しな い世 界に い る

人間 は何 者 なのだ ろ うか。 それ に 答 えて 申 し

上 げ 観 現 在 まだ 全貌 を現 わ して は い ないが ，

人は神 の 目か ら見 る と宇宙 の どの 星 よ りも ど

の 太陽 よ りも優 れ て大 い な る貴 い存在 であ る。

星 や太 陽 は人 の ために 造 られ た もの で ある。

それ らは神 の み手 に な る業 であ って ，人 は神

の 子 であ る。 この世 界で は ，人は わず か な も

の しか 支配 を許 されて い な いが ，やが て 多 く



の もの を管理 す るよ うに な るこ とだ ろ う。

……地 球や 宇 宙 の創造 は理 解 し得 ない ほ ど

に雄 大 で ある。 しか し， それ も究極 の 目的 を

実現 す るため に必要 な一 手段 にす ぎない の で

あ る。創 造主 は告 げて お られ る。

『見 よ
， これわ が業 に して わが 栄光 ，す な

わ ち人 に不 死不 滅 と永遠 の生命 と を もた らす

な り』(モ ー セ1：39)と 。」("7協6Ez"h'o

B2Rα 」6θ窺α♂'S観4のN忽 配7セ 燃 ろツRα漉o

『賄 わるべ き地 球 』 「日曜 日の 夜のラジオ講 話」

pp.357-58)

軽率 に行 動 す る時 に 自分 の 身 に招 く悲惨 と

厳 しい責任 とを考 えてみ て いた だ きた い。例

えば ，人 命 を損 な う とどの よ うな悲惨 と責任

を招 くだ ろ うか。 その 罰 は永 遠 で ある 。チ ャ

ー ル ズ ・キ ン グズ レーは こ う言 った 。「人は い

か な る発 明 を もって して も，神 の ご と く善 良

に ，神 の ご と く義 し く，神 の ご と く神 聖 に な

る とい う普遍 の課 題 を決 して免 除 され る こ と

は ない。」

私 た ちの救 い主 は，大 い な る贈 いの犠 牲 と

大 いな る愛 とあわれ み に よっ て，全 人類 が無

条件 に墓 か ら出で来 るこ とが で きる よ うに ，

不 死不 滅 の扉 を開 いて下 さっ た。 もし も主 が

私 た ちの救 い のため に御 自分 の命 を捨 て て下

さ らなか った な らば ，死 は 間違 いな く痛 い と

げ を持 ち，墓 が 恐 ろ しい勝利 を収 め た こ とだ

ろ う。 そ して人 に祝 福 はな く， 不死 不滅 と永

遠 の生 命 を得 る機 会 は取 り去 られ てい た こ と

だろ う。

ところ で ，永遠 の生 命 とは何 で あろ うか。

不 死 不 滅 と永遠 の生 命 は同義 語 だ と考 える人

が あ るか もしれ ない。 確か に不 死不 滅 は永遠

の生 命 の一 部 で あ る。 しか し，私 た ちが 本 当

の意 味 で永 遠 の生 命 を受 け るには ，主 が啓示

され た生命 と救 いの計 画 で ある イエス ・キ リ

ス トの福 音 に 従順 で なけれ ば な らない 。それ

に よって のみ ，私 た ちは 日の光 栄 の王 国に住

み た もう天 父 のみ 前 にお いて 昇栄 と永遠 の生

命 の報 い を得 るこ とが で きるの であ る。

善 を行 な うこ との報 いは ，この世 で喜 び と

幸福 ，大 い な る来世 で永遠 の 生命 を得 るこ と

で ある。 そ して ，善 を行 な うとは ，主 か ら与

え られ た戒 め を守 るこ とで あ る。福 音 は人生

の まこ との道 で あ り，.世の光 で あ る主 なる救

い主 のみ教 えで あ る。 それ に反す る もの は暗

闇 であ り，後悔 で あ る。

私 は ，これが 主 のみ業 であ るこ と，イエ ス・

キ リス トの福 音 が鍵 と権 能 と権威 を伴 って地

上 に回復 され た こ と，人 に不 死不 滅 と永遠 の

生 命 を もた らす こ とが主 の み業 で あ り栄光 で

あ る こ とを証す る。 イエ ス ・キ リス トのみ名

に よ って 申 し上 げ る。 アー メン。
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救い主は何 をするよう

私 に望んで

お られ るだろ うか

七十人第一定員会会員

デ リック ・A・ カ スバ ー ト

回復された福音を証する新たに召さ'れた

教会幹部

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私の心は今・.愛
と感謝 の気 持 ちで一 杯 です 。皆 さん は今

の私 の気持 ち をお分 か りいた だけ る こ と と思

います。皆 さんが愛 と信 仰 と祈 りをもっ て支

持 の挙手 をして下 さった こ とを，私 は心 の底

か ら感謝 して い ます。

私 た ちは福音 に従 って生 活 で きる とい うこ

とを非常 に感謝 して い ます 。 もう何 年 も前 の

こ とです が，若 い宣 教 師 たちが 私 た ちに この

偉大 なみ業 につ いて教 え て下 さ い ま した 。私

た ちは今， 伝道 の業 に携 わ るこ とに よっ て，

そ の よ うな彼 らの働 きに 多少 な りと も報 いて

い るの ではない か と感 じて い ます 。宣教 師 が

わが 家 を訪 れ， ドア をた たい たの は，1950年

の夏 も終 わ りの頒 で した。 そ して こ の 日に，

私 た ちは完全 な福音 に対 す る眼 を開か れ たの

で した。

私 は これ まで， 多 くの宣 教師 が 同僚 に対 し

て感 謝 を述べ るの を耳 に して きま した。私 も
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この場 をお借 りして私 の素 晴 らしい 同僚 に感

謝 したい と思 い ます。 献 身的 な妻 で あ り，.子

供 た ちの 良 き母 であ る私 の永遠 の件 侶 に感 謝

した い と思 い ます 。彼 女 は私 が主 に よ く仕 え

る こ とが で き るよ うにいつ も助 けて くれ まし

た。私 は また， 素 晴 らしい子供 た ちに感謝 し

てい ます 。教会 の教 え を受 け て成 長 した 彼 ら

の幾 人か は， す でに神 殿 で結婚 を し， 各 々の

家 庭 を持 って い ます 。 これ らの こ とはすべ て ，

宣 教 師が わが 家 を訪 れて くれ た お陰 です 。私

は，神 聖 な神 殿 の儀 式 を通 して家 族 が ひ とつ

とな り， 永遠 に至 るこ と を知 ってい ます 。

福 音 を聞 き，受 け 入れ る時 に， 何 と大 い な

る祝福 が もた らされ る こ とで し ょう。私 はす

べ て の人 々が 宣教 師 の言葉 に耳 を傾 け る よ う

に と心か ら願 って い ます 。教 会 貝は 自宅 に友

人 を招 いて彼 ら と共 に宣教 師 の伝 え る福 音 の

メ ッセー ジに耳 を傾 け る よ うに， また福 音.を

受 け 入れ るこ とが で きない で いる人 々 は福 音

の メ ッセー ジに心 を開 くこ とが で き るよ っに

心か ら祈 って います 。

イエ ス ・キ リス トの完 全 な福音 が ， この末

日に回復 され ま した。私 は これ が真 実 で ある

こ とを知 って います 。私 た ちは この福 音 か ら

大 きな幸せ を得 て い ます 。 ま た， 意 義 あ る祈

りを捧 げ るこ とを学 び， 家庭 の祈 り，夫 婦 の

祈 り，秘 か な祈 り， さ らに心 の 思 い を主 に打

ち あけ て導 き を求 め るこ とにつ いて も学 び ま

した。 この よ うな永遠 の祝 福 に私 た ちの感謝

は尽 きませ ん。

私 は愛 す る父 な る神 に感謝 して い ます 。天

父 は私 た ちが 再 びみ も とに戻 れ る よ うに，私

た ちの導 き手 と して独 り子 イエ ス ・キ リス ト

をこの世 に遣 わ して下 さい ま した。 私 は主 イ

エ ス ・キ リス トが生 きてお られ る こ とを証 し

ま.す。 キ リス トは この地 上 で生 活 し，完 全 な

模 範 を示 し， 私 た ちに生 きる道 を教 えて下 さ

い ま した。 そ こで私 た ちは常 に こ う自問 しま

す 。(私は毎 日幾 度 とな く自問 し ます 。〉「救 い

主 は何 をす る よ う私 に望 ん でお られ るだ ろ う

か 。救 い主 な らど うされ るだ ろ うか 」 と。救



い主 は神 の御 子 だか らこ そ成 し得 る， この上

な い犠牲 を払 い， 無 限の 贈罪 を成 し遂 げ て下

さい ま した。私 は， 救 い主 が生 きて お られ る

こ とと， 主 が この 末 の 日に完 全 な福 音 を回復

され たこ とを知 っ て い ます 。救：い主 は また御

自身 の教 会 と救 い に関 わ る儀 式 も回復 され ま

した。

王 は さ らに 人々が 栄 え あ る再 臨 に備 え る こ

とが で き るよ うに，神 権 の権 能 を回復 され ま

した 。主 は現 在 も偉 大 な.予言 者 スペ ンサ ー ・

W・ キ ンボー ル 大管.長を通 して，私 たち に語

り， 御 自分 の み こ ころ を明 らか に して お られ

ます。 キ ンボー ル大 管長 は偉：大 な信 仰 と行 な

い を現 わ し， 奇跡 を もた ら し， 国 々の 門戸 を

開 い てお られ ます 。私 たちは キン ボール 大管

長 の ため に祈 ってい ます 。 また， 閉 ざされ た

国 々 の門 戸が 開か れ る よ う祈 っ てい ます 。

私 た ちは また伝 道が 成功 す る よ うに祈 る と

共 に， この素 晴 ら しい末 目の み業 に携 わ るこ

とが で きる こ とを心 か ら感 謝 して い ます 。私

た ちは 主 の予 言者 の素 晴 ら しい永遠 の伴 侶 で

あ る キ ンボー.一ル姉 妹 を心 か ら愛 し， 彼女 の た

め に祈 っ てい ます。

私 た ち はこ こに お られ る立 派 な兄 弟 た ちを

心 か ら愛 し， 支持 で きる こ とを感謝 して い ま

す。 また， 彼 らの力 強 い支 えの あ るこ と を感

じ， 感謝 の気 持 ち で ・杯 です 。私 が 家族共 々

決 意 を新 た に して生 命 あ る限 り主 に仕 え，予

言者 に従 う時 に， 私 の杯 は あふれ るに違 いあ

りませ ん(詩 編23：5参 照)。 これ らのこ とを

主 イエ ス ・キ リス トの聖 な るみ 名に よ り申 し

.Lげ ます 。ア ー メ ン。

十 二 使 徒 評議 員会 会 員 マー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン長老(左)と

十 二使 徒 評議 員会 会 長 エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン長 老
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私 の心 に

刻み込まれ ている

貴いもの

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ロ バ ー ト ・L・ バ ッ ク マ ン

私 の心 に刻 み込 ま れて いる 貴 いも の はあ

まね く，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の 会員 であ る こ とに 由来 して い ます

私 が生 まれて3カ 月の 時・ ソル トレー クス
テー キ部 で は この タバナ クル で盛大 な演

劇 を催 しま した。 その時 ，私 の母 が イエ スの

母 マ リアの役 ， そ して私 は幼 子キ リス トの役

を演 じる とい う栄誉 に あず か りま した。 当時

の私 は， 現在 よ り もず っ と安 らか な気持 ちで

あ ったに違 い あ りませ ん。 な に しろ，一 言 も

話 さず に済 ん だの ですか ら。 いず れに しまし

て も， その 日か ら今 日に至 る まで， 主 は その

み 手 を もって私 を守 り導 いて下 さい ま した。

自分 の弱点 を克 服す る力 を与 えて下 さっ た こ

ともたび たび です。

私 はそ の よ うな数 々 の経験 を経 て現在 まで

成 長 して参 りま した。 そ して様 々 な経験 をす

る度 に，私 は こ う自問 しま した。 「なぜ ，主 は

私 に これ ほ ど豊 か な成長 と進 歩 の機 会 を与 え

て下 さ るのだ ろ う。 主 は なぜ この よ うに 奉仕

の機会 を備 え て下 さ るのだ ろ う」 と。事 実私

は豊か で幸せ な人生 を過 ご して き ました。 そ
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の こ とを心か ら主 に感謝 して い ます 。

私 の周 囲 に は，常 に， 私 を成 長 させ， よ り

良 い人 間へ と私 を進 歩 させ て くれ る人 々が い

ま した。 自分 の弱点 を克服 で きるよ うに私 を

支 え て くれた こ と もた び たび です 。 また特 に

私 は両親 か ら， 何 よ りもまず主 を求 め る こ と

を念頭 に置 い て生活 す る よ うに と， 揺 りか ご

の 時代 か ら教 え られて きま した。愛 す る妻 は

常 に誠 実 で，私 が いか な る召 しに 召 され て も

支持 して くれ ました。 また7人 の娘 は私 を絶

対 的 に信 頼 して くれ てい ます 。娘 の伴侶 もそ

れ ぞれ主 の宮居 で交 わ した誓約 に 忠実 です 。

さ らにか わい い小 さな孫 た ちは私 を喜 ばせ て

くれ ます 。

先週 の 金曜 日に 開か れ たセ ミナ ー で，ベ ン

ソ ン会 長 は，私 た ちの最 も大 い な る誉 れ は神

の教 会の 会貝 とな り， キ リス トが 私 た ち一 人

一 人 の救 い主 で あ るこ と を認 め
，聖 な る神 権

を受 け， 永遠 の家 族 の一 員 とな る こ とであ る

と話 され ました。今 の私 は これ らす べ て に恵

まれ て い ます 。 これ は何 に も勝 る栄誉 であ り，

祝 福 です 。'私は ま た， この度 与 え られ た神 聖

な召 しを心か ら感 謝 して い ます。

私 が これ まで に受 け たすべ て の祝福 と，私

の心 に刻 み込 まれて い る貴 い ものは あ まね く

次 に申 し上 げ る事 柄 に由 来 して い ます。 す な

わ ち，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会員

となっ て，主 を愛 し，神聖 な福音 に対す る証

を持 ち， 奉仕 の機 会 に真 心か ら応 えた こ とに

よるの です。 私 は この こ とを愛す る兄弟 姉妹

の前 に確 信 を持 って 申 し上 げ ます 。

私 は 自分 の全生 涯 を捧 げ て主 に お仕 えす る

機 会 をい ただ き心 か ら うれ し く思 い ます 。私

は無 条件 に 自分 の生 命 と全財 産 を主 の 足下 に

差 し出す 覚悟 です 。 キ ン ボー ル大 管 長 な らび

に教 会幹 部 の皆 さん，私 たち夫婦 は，皆 さん

が望 まれ る ところ な ら どこへ で も出向 き，皆

さんの要 望 に何 な りとお応 えす る準 備 はす で

に で きて い ます。 私 た ちは ただ主 の み手 に あ

って よ き器 とな って働 くこ とだ け を願 って い

ます 。 そ して神 の王 国 を築 き，主 の 民 を清 め



る とい う重 大 な責 任 を負 って い る皆 さん のお

手伝 い をした い と思 い ます 。 また， キ リス ト

がす べ ての栄 光 の うちに再 臨 して全 世 界 を統

治 され る 日の ため の備 え を したい と思 い ます 。

その 日サ タンは縛 られ て， すべ て の人 々 は そ

の ひ ざをかが め， こ とご と くの舌 は キ リス ト

こそ世 の救 い主 であ る と告 白す るに違 いあ り

ませ ん 。 こ う して キ リス トは とこ しえに王 と

して統 治 され るの です 。 これ らの こ とをイエ

ス ・キ リス トのみ名 に よ り証 します 。ア ー メ

ン。

大会の光 景
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召 しに応 える

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

レ ッ ク ス ・C・ リー フ

私の 心 は満 た さ'れ，霊 はぬ かず さ，魂 は

感謝 の気持 ち で一 杯 てす

私 の 心は あふ れ るばか りに満 た され・ 霊 は
ぬ かず き，魂 は感謝 の気 持 ちで一杯 です。

かつ て監督 と して支 持 され た時 に， 私 は， 能

力 もな いのに奉仕 の機 会 を与 え られ た とい う

印象 を強 く受 け ま した。 それ は まる で， だれ

かが私 の ため に買 っ て くれ た切 符 を持 って列

車に 乗 り込 もう として いるか の よ うで した。

私の 前 を歩 いて い る多 くの 人々 は， この 王 国

を打 ち建 て るため に 自分 の生 命 を も投 げ出 し

て い るのです 。

私 は優 しい母 に感謝 して い ます 。 立派 な 父

に も感謝 してい ます 。 ただ こ う して 私 に与 え

られ たこの 召 し を父 にi哩解 して もら えな いの

が残 念 です 。 また，素 晴 ち し い妻に も感 謝 し

てい ます。 彼女 と ともにい る と，私 は いつ も

もっ と立派 に な りたい と.思い ます。7人 の愛

す る子 供 た ち と，5人 の義 理の 息子 ，娘 ， そ

れに 多 くの孫 た ちに も感謝.して います 。彼 ら

はいつ も私 を支 持 して くれ ます 。 これ は本 当
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に あ りが たい こ とです 。何年 もの 間 その言動

に触れ ，敬 服 して きな教 会 の指 導 者や 友人 ，

また素 晴 らしい教 会貫 な ど， その他 多 くの方

方 に感 謝 の言葉 をお伝 え したい と思 い ます 。

私 は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会 貝

で ある こ とを感謝 して い ます 。神 は生 きてお

られ ます 。 そ して私 た ちに語 り， 私 た ちの言

葉 に耳 を傾 けて下 さい ます 。私 は これ らの こ

とを全 身で感 じて い ます 。神 は私 たち を愛 し

て お られ ます 。

私 は伝 道地 で働 く機 会 が あ った こ と を感謝

してい ます 。 イエ ス ・キ リス トの教 会が 真実

で あ る とい う証 拠 がほ かに な くて も，青 少年

や素 晴 ら しい新 会 員の 生活 に起 こって い る事

柄 を見 るだけ で， この教 会 が真 実 で あ るこ と

を十分 に知 るこ とが で きます。

私 ば 自分 の持 て る ものす べ て を捧 げ るこ と

を主 のみ 前 に心 新 た に決意 致 しま した。 また，

この場 に御 列 席 の愛す る教 会幹 部 の方 々 の要

請に は何 で も応 え る所 存 で あ るこ と を皆 さん

の前 で約 束致 し ます 。私 た ちは30年 の間 キ ン

ボー ル大 管長 を通 して いろ い ろ恵み をいた だ

いて きま した。 キ ンボー ル大 管長 は私 た ちが

生活 す る上 で 巨入 の よ うな存在 で した。 キ ン

ボー ル大 管長 は いつ も私 た ち を愛 して下 さっ

て い ます 。私 は今 ， 皆 さん の愛 を感 じて い ま

す 。人 々の 愛 を感 じるこ とが で きる こ とを私

は心 か ら感謝 して い ます。 また350万 に及 ぶ

人々が 私 た ちの ために祈 って下 さる こ とを知

り， 感 謝 に絶 え ませ ん 。

私 は神が 生 きて お られ る こ とを証 します 。

私 は生 命 の あ る限 り， また それ以上 に 自分 に

で きる こ とは何 で もさせ て いた だ くこ とを皆

さん に約 束致 します。 これ らの こ と を主 イエ

ス ・キ リス トの み名 に よっ て 申 し上 げ ます。

アー メン。

☆ ☆



キ リス トの再臨

十二使徒評議員会会員

リグラ ン ド ・リチ ャー ズ

予言は，将来の出来事を知る最も確実な

方法である。……私たちの行なうのはた
だそれを理解する.ことだけである

私 は皆さんとともに漸 たに召された教会
幹 部 に歓迎 の 気持 ち と愛 を表 明 したい。

と同 時に ，私 が教 会幹 部 のひ と りと して 支持

され て以 来40年 間 経験 して きた と同 じ喜 び と

幸せ を ， この 奉仕 の 中か ら得 て いた だ きた い

と心 か ら願 って い る。

1週 間 前 にすべ て の キ リス ト教 徒 が ，地球

の創 造以 来最 大 とは 言 わな い まで も最 も大 い

な る出来 事 の ひ とつ と見 なされ て い る，生 け

る神 の御 子 イエ ス ・キ リス トの復 活 を祝 った 。

私 は き ょう， その 出来事 につ いてお 話 したい 。

使 徒 た ち は，十字 架 に掛 られ て死 んだ御 子 を

墓 に葬 っ てい たの で ，女 たちか らキ リス トの

復 活 を知 ら された 時に ， それ を作 り話 の よ う

に感 じた。 しか しそれ も無理 か らぬ こ とで あ

る。 また イエ スは復 活 後 ，エマ オへ 向 か うふ

た りの 弟子 に姿 を現 わ したもうた 。(し か し彼

らは 「目が さえ ぎ られ て」 同行 者 が イエ ス で

あ る と認め るこ とが で きなか っ た 〔ル カ24：

16〕。)そ の 時 イエ ス は，彼 らが 御 自分 の こ と

と御 自分 の 生涯 や 十字架 の死 につ い て話 し合

って い るの を耳 に し，ふ た りが予 言者 た ちの

言葉 を まった く理解 して いな いの を知 って ，

こ う言 わ れた 。「あ あ，愚 か で心 のに ぶい ため，

預 言者 た ちが 説 いたす べ ての事 を信 じられ な

い者 た ち よ。」(ル カ24：25)そ れ か ら，モー

セ や予 言 者 た ちの こ とか ら始 め て ，御 自身に

っ いて予 言者 が証 して い るす べ ての こ とを説

き明 か し，十 字架 に つけ てか ら衣 服 を くじで

分 け る とい っ た細 か い事 柄 まで数 々 の こ とを

語 られ た。

ペ テ ロは こ り言 って い る。

「こ うして ，預 言 の言 葉 は ，わ た したちに

い'っそ う確実 な ものに な った。 あ なたが た も，

夜が 明 け ，明星 が のぼ って ， あな たが たの心

の 中 を照す まで ，この預 言 の 言葉 を暗や み に

輝 くと もしび として ，それ に 目を とめ て いる

が よい。

聖 書 の預 言 はすべ て ，自分勝 手 に解釈 すべ

きで ない こ と を， まず 第一 に知 るべ きで ある。

なぜ な ら，預 言 は決 して 人間の 意志 か ら出

た もので は な く， 人々が 聖霊 に感 じ，神 に よ

って語 った もの だか らであ る。」(IIペ テ ロ1：

19-21)

イザ ヤ が主 は終 わ りの こ とを初 めか ら告 げ

.てお られ る と言 って い る よ うに(イ ザ ヤ46：

10参 照)， 予 言 は将来の出 来事 を知 る最 も確 実

な方 法 であ る とす れ ば ，私 た ちの行 な うのは

た だそれ を理 解 す る こ とだ け であ る。 また ，

イエ スが 御 自分 の生 涯 につ い て述べ た聖典 の

言葉 を理 解 してい ない 人々 をその よ うに裁断

された こ と を考 え てみ ると， イエ スの再 臨 に

つ いて述 べ た聖 な る予 言者 た ちの 言葉 の価値

を認 め な い人 々の こ と を， イエ スは どの よ う

に感 じられ るだ ろ うか 。 そ こで ，私は予 言者

たちが す でに語 って い る事 柄 につ いて 少 しお

話 したい と思 う。

まず ，ペ ンテ コ ズテの 日の 後 に ，キ リス ト

を死 に追 いや っ た人 々に対 して語 ったペテ ロ

の 言葉 が思 い出 され る。
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「だか ら
， 自分 の 罪 をぬ ぐい去 って いた だ

くために ，悔 い改 め て本心 に立 ちか え りな さ

い 。

それは ，主 のみ 前か ら慰 め の 時が きて ，あ

な たが たのた め にあ らか じめ 定め て あ った キ

リス トな るイエ ス を，神 がつ か、わ して下 さる

ため で あ る。

この イエス は ，神 が聖 な る預 言者 た ちの 口

を とお して ，昔 か ら預 言 して お られ た万物 更

新の 時 まで，天 に と どめ てお かれ ね ばな らな

か った。」(使 徒3：19-21)

この教会 は ，聖 な る予 言 者 た ちが告 げ た万

物 の更新 を信 じる唯 一 の教 会.であ る と思 う。

他 の教会 は改革 を信 じて い る。.しか も人 の知

恵に よ る改 革 を。万 物 の更新 は永遠 の 父 な る

神 か ら来 る。万 物の 更新 な く して は救 い主 の

再 臨 を待 ち望 む こ とが で きな い とい うのが ，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の説 くメ ッセ

ー ジ であ る
。

こ こで ，時 間 が ないの で ， その聖 な る予 言

者 た ちの 中か らひ と りだ け を挙 げて ，彼 の予

言 につ いてお 話 した い。 き ょうの話 の題 に選

ん だのは ， 旧約 聖 書 に記録 されて い る最 後 の

予言 者マ ラ キが語 るキ リス トの再 臨 の前兆 に.

つ いてで あ る。

主 はマ ラ キを通 じて， 来臨 の道 を備 え る使

者 を送 り， そ して速 や か に神殿 に来 る と言 わ

れ た。 しか しその来 臨 の 日に は だれが 耐 え得

よう。主 は金 をふ きわ け る者 の火 の よ うで あ

り，布 さら しの 灰 汁の よ うだか らで ある(マ

ラキ3：1一2参 照)。 これ が一 度 目の 降臨 の

こ とでな いこ とは明 白で あ る。'主が 力 と大 い

な る栄光 と をもって聖 な る天使 た ち と ともに

来 られ る時 ，悪 人は岩 に向か って ，「さあ ，わ

れ われ をお お って ，… …(主 か ら)か くまっ

て くれ 」(黙 示6：16)と 叫 ぶ であ ろ う。

ま た， イエ スが 弟子 た ちに ，神 殿 は壊 され

て，ひ とつの 石 も他 の石 の上 に残 るこ とは な

い と言 われ た こ とを覚 えて おい でで あ ろ う。

弟子 た ちは ，「ど うぞお話 し くだ さい。 いつ ，

そん なこ とが 起 るの で し ょ うか 。あ な たが ま
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たお い でに な る時や ，世 の 終 りに は ， どん な

前兆 が あ ります か」(マ タイ24：3)と 聞 いた 。

す る とイ.エスは ，戦 争 と戦 争 の噂 ， き きん ，

疫 病 ，地 震が あ り，国 は国 に敵 対 して 立 ち上

が る， そ して 「この 御 国の福 音 は ，すべ ての

民 に対 して あか しをす る ため に ，全 世 界 に宣

べ 伝 え られ るで あ ろ う」(マ タイ24i14)と 言

われ た。

また主 は ，人 の子 の来 る時 代 は ノア の時代

の よ うで ある と も言 われ た 。人 々 は飲 み食 い

し，め と り嫁 ぎ して ，主 の再 臨 は まだ な い と

言 うが ，主 は 夜来 る盗人 の よ うに降 臨 され る

であ ろ う。主 は ，畑 にふ た りの 人が い た らひ

と りが取 られ ， ひ と りが残 され る と言 われ た。

ふ た りの女 が うす をひい て い る と，ひ と りは

取 られ ，ひ とりは残 され る と言わ れ た。(マ タ

イ24：37-41)こ れ はみ な ，救 い主 が再 臨に

先立 つ しる しを さ して語 られ た こ とであ る。

マ ラキは遣 わ され る使 者 を見 た。 ところで ，

主が使 者 を遣 わす時 ，その使 者 は 必ず予 言者

で あ る。 イエ スは ，時 の絶頂 に主 の降 臨 の道

を備 え る使 者 と して遣 わ され たバ プ テスマ の

ヨハ ネに つ いて証 を され た 。 イス ラエ ル にバ

プテ スマ の ヨハ ネ よ り も大 い な る予 言者 はい

ない と言 われ た(ル カ7：28参 照)。 予 言者 ア

モス は こ う言 ってい る。 「まことに主 なる神 は

その しもべ で あ る預 言者 に その 隠れ た事 を示

さな いで は ，何 事 を もな され な い。」(ア モ ス
.3

：7>そ うで あ る とす れば ，回復 を受 け と

め る予 言者 な しに ，世 の初 め か ら聖 な るすべ

て の予 言者 た ちの 口 を通 して 言 われ て いた と

ペ テ ロの言 う万 物 の 回復 が あ るだ ろ うか
。 こ

の予 言者 こそ ，ほか な らぬ ジ ョセ ブ ・ス ミス

で あ る。 彼 は ，天 父 と御 子 の権 能 と聖 な る導

き と指示 の下 に ，この大 いな る教会 ，末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 を組織 したの で あっ

た。

末 日に お け る救 い主の再 臨の 備 え に関 して

マ ラキ書 に記 されて い る2番 目の こ とは ，イ

ス ラエル の全 家 が主 か ら離 れて い て ，彼 らは

どう した ら立 ち返 る こ とが で き るか 知 りたが



る とい うこ.とで あ る。主 は ， そ.れを什 分.の一

と捧 げ物 に よ って であ る と，次 の よ うに言 わ

れ た。 「あ なたが た すべ て の国 民は ，わた しの

物 を盗 んで い るか らで あ る。 わた しの 宮に 食

物 のあ る よ うに ，十 分 の一 全部 をわ た しの 倉.

に携 えて きな さい 。 これ を もって わ た しを試

み ，わ た しが天 の 窓 を開 いて ，あ ふ る る恵み

を，あなたがたに注 ぐか否 か を見 なさ い… …。」

(マ ラキ3：8-10)こ れ は何 とい う招 きで

あろ うか。 主 は末 日の イス ラエル に ，再 臨の

備 え として ，什 分 の一 と捧 げ物(献 金)を 納

め る こ とで主 に立 ち返 るよ うに呼 び掛 け てお

られ る。 ま たそれ に加 えて ，食 い滅 ぼす 者 を

彼 らの ため に お さえ て ，彼 らの作 物 が熟 す る

前 に落 ちな い よ うに しよ う，万 人は 彼 ら を祝

福 され た者 と呼ぶ ，と言 われ た。(マ ラキ3：

11-12参 照)

私 た ちは祝福 され た民 で あ る。主 は これ ま

で私 た ち を祝福 して こ られ た。 教会 の 開拓 者

た ちは ，文 明 社会 を追 われ ，1，600キ ロの道 の

りを旅 して この 荒野 に た ど り着 い た。 イザ ヤ

はか つ て ，主 が 荒野 をバ ラの ご と く花 咲かせ

るの を見 た(イ ザ ヤ35：1参 照)。 砂 漠 に川 が

流れ ，高 い所 か ら流 れ下 って この地 を豊か に

うるお すの を見 た(イ ザヤ41：18参 照)。 それ

は なぜ で あ ろ うか 。聖徒 た ちが この地 に集 ま

って ，主の 約束 を成 就 す る ため であ る。 イエ

スが 言 われ た この福 音 が全世 界に宣 べ 伝 え ら

れ るの は ，主 の子 らの働 きに よ るの であ る。

当時か ら末 日聖 徒 の宣 教 師が大 勢'世界各地 に

出掛 け て行 き，現在 は25，000人 ほ どの宣教 師

が ，救 い主 の再 臨 の準 備 の ひ とつ の段 階 とし

て回復 され た福 音 を宣 べ伝 えて い る。主 が福

音 を全 世 界に 宣べ伝 え なけ れば な らな い と言

われ たか らであ る。

またそ れ以 外 に も，地上 に神 の王 国 を建 て

るため に ，数 多 くの 礼拝 の場 所 ， この町 で皆

さん が 目にす る数 々 の美 しい建物 を建 て るな

ど，費用 のか か る仕 事 が まだ ほか に も沢 山あ

っ鵡 これ らはみな，主 が御 自分 の 民 を真 実祝

福 してお られ るか らできた こ とであ る。聖 な る

神 殿 の建物 は，計 画 中の もの も含めて全部 で20

あ る。私 た ちは神 殿 を建 て る全世 界 で ただひ

とつ の民 で あ る。 ま た， た とえ神 殿 を建 て る

民が ほ かに い た と して も，その 目的 の わか る

人 はい な いで あ ろ う。

そ こで も うひ とつ ，マ ラキ・の 見 た こ とが思

い 出 され る。マ ラキ はこ う言 った。

「見 よ
，主 の大 い な る恐 るべ き 日が 来 る前

に， わ た しは預 言者 エ リヤ をあ なた が たにつ

か わす 。

彼 は 父の心 をその 子供 た ちに 向け させ， 子

供 た ちの心 をその父 に 向け させ る。 これ はわ

た しが 来て， の ろい を もって この国 を撃つ こ

との な い よ うにす るた めで あ る。」(マ ラキ4：

5-6)

マ ラ キはエ ライ ジ ャの 訪 れ と ともに何 を見

たか ， こ こで考 えて み て いただ きた い。 エ ラ

イ.ジャの訪 れが なけ れ ば ど うな るだ ろ うか。

主 は ，全 地 が こ とご と く荒 れす たれ ると言 っ

てお られ る。(教 義 と聖 約2：3参 照)こ の教

会 以 外の世 の 人々 の 中で ，エ ラ イジ ャの使 命

が何 で あ ったか を知 って い る人は だれ もい な

い と思 う。1836年4月3日 ， カー トラン ド神

殿 で ，エ ライ ジ ャが ジ ョセブ ・ス ミス とオ リ

ヴァ ・カ ウ ドリの も とを訪 れ なか っ た とした

ら，私 た ち もその使 命 を知 らな い ままで あっ

たに違 い ない 。 しか しそ れが現 実 に起 きて ，

エ ラ イ ジャか らこの神 権 時代 の鍵 を与 え られ

た結 果 ，私 た ち は聖 な る神 殿 を次 々建 て てい

るの であ る。 また ，私 たちは 系図 探求 の価 値

を理 解 して い る。 そこ で， この市 に 系図図 書

館 を建 て ， ロ ッキー 山 中に大 規模 な地 下室 を

造 った。 それ 自体 ひ とつ の奇 跡 であ る。 この

よ うな もの は世 界に ふ たつ とな い。 これ も，

主 が 来て 全地 を呪 い を もって撃 たれ るこ とが

ない よ うに ，エ ラ イ ジャの使 命 を成就 す るた

め で あ る。

私 た ちは ，古代 と近代 の聖 典 を学 ん で予 言

者 た ちの 言葉 を理 解 す るよ うに と勧 め られて

い る。 「予 言 の 言葉 は私 た ちにいっそ う確実 な

もの に な った。 あ な たが た も…… それに 目を
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とめ て い るが よい 」(IIペ テ ロ1：19>と い う

ペ テ ロの言葉 を心 に留 め て いた だ きた い。 こ

れ が永遠 の.父な る神 の み業 で あ るこ とを証 し

たい。

私は主 イエ ス ・キ リス トの使徒 として こ こ

に立 ち ，これ まで述べ たマ ラキの予 言 が ，福

音 の 回復 に よ り，予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスや

この教 会の 長 として彼 を継 いだ代 々の 聖 な る

予 言者 た ちの手 に よ って成 就 され て きた こ と

を証 す る。 また ，現 在 の予 言者 ，スペ ンサー ・

W・ キ ン ボール 大管 長 の手 に よ って も成就 さ

れつ つ あ る。私 は キ ンボー ル大 管長 と教会 幹

部 の 兄 弟 た ち全 員 を心 か ら尊敬 して い る。私

は この証 を皆 さん に述 べ ，神が 私 た ちに ，主

の王 国 の備 えの責任 を果 たす信 仰 と力 を与 え

て下 さ るよ う祈 る次 第で あ る。主 イエ ス ・キ

リス トの み名 に よ り，アー メ ン。

、

左 よ り 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 の デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト，L・ トム ・ペ リ ー ，

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ ン ト ン の 各 長 老
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予言者の声を聴け

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

勧告を自分に与えられたものてあるとみ

なそうてはないか。その言葉に従おうで

はないか。私たちの永遠の生命はそれに

かかっているのだから

愛 す る兄弟姉 妹 ・この よ ・に リグラ ン ド'
リチ ャー ズ兄 弟 の麗 しい証 を聞 くこ とが

で き，実 に うれ し く思 ラ。 ま た， それ ぞれ に

心 の思 い を語 った七十 人第一 定員 会 の新 しい

4人 の兄 弟 た ち，満 ち 足 りた人生 の こ とを語

っ たほか の兄 弟 た ちの話 を も聞 く機会 もい た

だ いた。

まず初 め に ，神 の霊感 に よって組 織 され た

教 会 の初 等協 会 に特 別 の賛辞 を呈 した い。ヘ

ス監 督が 大管 長 会 の承認 を受 けて ，ユ タ州 フ

ァー ミン トンでオー レ リア ・スペ ンサ ー ・ロ

ジ ャー ズ姉妹 を召 して最 初 の初 等協 会 を組 織

したの は ，今 か ら丁度100年 前で あ った。 当

初100余 人 か ら始 まった この集 いは ，今 や 数

百万 の 人々 の生 活 に影 響 を及 ぼす世 界的 な組
"織 とな

って い る。初 等 協会 の 献身 的 な役員 教

師 の教 えか ら良 い影響 を受 け なか った とい う

人 は，私 の声 の届 く範 囲 内にひ とりもいない と，

私 は確信 して い る。私 は この1カ 月間 に沢 山

の 誕生 カー ドをい ただ いた。 そ してそ の 多 く

は初 等 協会 の 子供 たちの 手作 りの カー ドであ

った。 初 等協 会 の謙遜 な教師 た ちは ，言葉 と

模 範 に よっ て ，感 受性 豊 か な形成 期に あ る素

晴 ら しい子 供 たちの心 の 中 に救 い主や教 会や

教 会指 導 者 た ちへ の 愛 を植 え付け て下 さって

い る。

初等 協 会 は ，少年 少女 が将 来 父親 ，母親 ，

シ オンの 民 とい う大 きな責任 を担 える よ うに ，

その 準備 を手 伝 ってい る。 「徳 高 きこと，好 ま
ほ

しき こ と， よき聞 え あ るこ と，あ るいは褒 む

べ きこ と」(信 仰 箇 条 第13条)が 初 等協 会 で教

え られ る。 主が 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 の初 等協 会 を ，他 の すべ て の組織 と同様 に

祝 福 し，栄 えさせ た まわん こ とを。

私 は ，少 年 時代 に父 に連 れ られ てア リゾナ

か らこの タバ ナ クル にや って 来て ，総大 会 に

出 席 した こ とを覚 えて いる。教 会幹 部 の話 を

聞 いて 私の 胸 は高 鳴 っ た。私 は ジ ョセ ブ ・F・

ス ミス大管 長 か ら現在 に至 るま でのすべ て の

大 管長 の話 を聴 い た。 そ して ，彼 らの 言葉 に

感 動 し，少年 の よ うに真剣 にな って彼 らの警

告 に従 った もの で あ る。 モ ルモ ン経や聖 書 の

予 言者 た ち と まった く同 じよ うに， 彼 らも神

の予 言 者 で ある。 私 の記憶 に は， 彼 らが 不明

瞭 な話 し方 を した り， 彼 らの忠 告 が無意 味 に

感 じ られ た りとい うこ とは一度 もな い。

過去 に これ ら神 の使 者 たち を追 放 しよ うと

して様 々 な 口実 が 用 い られ た。 出 身地 が名 も

な い土地 だ か らとい って拒 まれ た こ ともあ る。

「ナ ザ レか ら
， なんの よい もの が 出 よ うか。」

(ヨハ ネ1：46>イ エ ス御 自身 ，「この 人は大

工 の子 で はな いか 」(マ タイ13：55)と 言われ

た こ とが あ る。聖 な る予 言者 を拒 否す る一番

手 っ取 り早 い方 法 は ， た とえ偽 りで あって も

何 らか の手 段 を用 い て ，人物 その もの を抹殺

して ロ を封 じる口実 を見つ け る こ とであ る。

過 去 に ，能 弁 で なく ， 口が重 い予 言者 た ちは

無 力 と評価 され た。 パ ウロが メ ッセー ジを述

べ た時 ，そ の言葉 に 耳 を傾 け よ うとせ ずに ，
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姿 か たち を見 くだ し，語 るこ とも大 した こ と

は な いだろ うとたか を く くった 人々 が いた。

恐 ら く彼 らは ，パ ウロ を，'彼の述べ る真理 で

は な く，話 し方や 音 声 で判 断 したの であ ろ う。

予 言者 の声 を聴 く者 が ，初 め は予 言者 を侮

り，その ため に予 言者 を受 け 入れ よ うと しな

か ったの が ，結 果 的 に予 言者 た ち を受 け 入れ

なか ったため に ます ます侮 る ように な って し

まって い るこ とに驚か され る。予 言者 を拒 む

理由 として ，ほか に これ以 上 の ものが 考 え ら

れ るだ ろ うか 。世 の わず らい は実 に 多 く，善

良 この上 ない 人々 までが この世 の こ とに心 を

遣 いす ぎて真理 の 道か ら離 れ てゆ く。 それ は

丁度 ，小 さい時 か らあ らゆ る戒 め を守 っ てい

なが ら，「持 っているもの をみ な売 り払 っ て ，

貧 しい人 々に分 け てや りなさい」(ル カ18：22)

とい うイエ ス の最後 の指 示 に従 えなか っ たあ

の青年 の よ うである。聖 書 には ，「青 年 は悲 し

みなが ら立 ち去 った。 た くさん の資 産 を持 っ

てい たか らで ある」(マ タイ19¶泡2)と 書 か れ

てい る。

時 に人 々は，世 の誉 れ や世 事 に心 を向 け過

ぎて ，最 も大 切 な教 えを学 ぶ こ とが で きず に

い る。 明 らか な真理 が ，大 して重 要 で は ない

人間の 哲学 のせ い で拒否 され る こ とが あ る。

これ も予 言 者 を拒む も うひ とつ の理 由 であ る。

拒絶す る口実 が様 々 あ る一 方 で ，その 原 因

とい った もの もあ り，それ を無視 す るこ とは

で きない。世 の事 柄 に対 す る執着 や世 の 誉 れ ，

過分 に望 む こ と， これ らはす べ て ，他 の 人 々

を率 いよ う とす る少数 の 説得 力 あ る人々 に よ

り感 化 を及 ぼ されて 民の 間 に広が る もの で あ

る。パ ウ ロは ，ユ ダヤ人 の 中に心 あ る指 導者

が まった くい なか った ため に苦労 した。 イエ

スはつ まず きの石 と見 な され， ギ リシャ 人 の

間で はキ リス ト教 は愚か な宗 教 と見 な され た。

聖 な る予 言 者 た ちは世 の間違 ったす う勢 に

従 うこ とを拒 ん だばか りで な く，そ の誤 りを

指摘 した。 したが って ，人々が 予 言者 た ちに

必ず しも無関心 でい られ なか っ たこ とも うな

ずけ る。 こ う して ， 自分 の住 む社会 の 悪弊 を
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否 定 したため に 人 々か ら拒 まれ た予 言'者た ち

は 多い。

民 は実に たわ い ない 口実 で予 言者 を拒 んで

い る。物 事 をあ い まい にせ ず に 筋 を通 そ う と

す る時に は：苦難が 付 き物 で あ るが ，神 は しば

しば その み業 をあ い まいにせ ず に明 るみに 出

そ う としてお られ る。主御 自身が そ う言 って

お られ る(教 義 と聖 約1：30参 照)。 キ リス ト

教 は ロー マか らガ リラヤへ 広 まっ たの では な

い。 その逆 であ る。.また，現代 の道 はパ リか

らパ ルマ イ ラでは な く，パル マ イ ラか らパ リ

に 続 いて い る。何 か が今私 た ちの 中 に あ るか

ら といっ て ，私 た ちが ず っ とその 何 かの 中 に

い た とい うこ とに は な らな い。毎 日美術館 や

画廊 のそ ば を車 で通 って いて も，内部 に つ い

て は何 も知 るこ とが で きな い。

予 言 者 を個 人的 に よ く知 って い る人が予 言

者 を拒 む理 由 として あげ るの に ，彼が だ れ そ

れ の 息子 あ るいは 隣 人だか ら とい うのが あ る。

予 言者 は 人々 の中 か ら選 ばれ るの で あ って ，

どこか別 の 惑星 か ら送 られ て くる とい った夢

の よ うな 出来事 で は ない。

ダ ビデ は8人 兄弟 の末 であ った 。長 兄 は ，

ゴ リア テ.がイ ス ラエ ル の兵士 た ち を罵倒 す る

場 に姿 を見せ たダ ビデ の厚顔 ぶ りを怒 った。

ダ ビデ に憤慨 した 人々 は ，生 け る神 の 軍勢 に

戦 い を挑 む 巨 人 ゴリア テ に対す る ダ ビデ の純

粋 な憤 りに気 がつかなかった。(1サ ム エ ル17

：28-32参 照)

ダ ビデは一 介 の 田舎 少 年 で最 初 は無視 で き

たが ，後 に至 って無視 で きな い人物 とな った 。

名 声 に欠 け る とい う理 由 で予 言 者 た ち を拒 む

人々 が い る。 この こ とに つ いて ，拒 絶す るこ

との 本当 の意 味 を知 って い たパ ウ ロは ，神 の

み 業 に関 連 して私 た ちに こ う警告 して い る。

「兄弟 た ちよ
。 あな たが たが 召 され た時 の こ

と を考 えてみ るが よい。 人間 的 には ，知 恵 の

あ る者 が 多 くは な く，権 力の あ る者 も多 くは

な く，身分 の 高 い者 も多 くは い ない 。」(1コ

リン ト1：26)

主 は聖 典 の 多 く.の箇所 で ，世 間か ら侮 られ ，



弱 い とされ る人 々 に よって み業 を進 め る と語

ってお られ る。聖 な る予 言者 たちが 拒 まれ る

の は もち ろん民 の心 が かた くななせ い で あ る

が ，民 は その社会 に ようて 形成 され るの であ

る。 しか も ，か た くなに な るのが 急 な時 で さ

え も，それ に気 づ か ない こ とが あ る。例 えば ，

わ ずか20年 前 に ，現 代社 会 の おび た だ しい堕

胎数 を予知 で きた人が は た して いた だ ろ うか 。

悪 魔の退 廃 した教 えは どれ もそ うだが ，堕胎

は 肉欲 の心 を喜 ばせ る。

予 言者 た ちは 肉欲 の心 に衝 撃 を与 え る手段

を備 えている。聖 な る予 言者 は苛 酷 で ，「そ れ

につ い てはす で に言 っ たは ずです 」 とい う記

録 作 りに熱心 だ と，間違 って受 け取 られて い

る。 しか し，私 の知 る限 り，予 言者 た ちは 最

も愛 情豊 か な人 々 であ る。 彼 らの愛 が 深 く，

誠実 で あ るため に ，人 の気 に入 られ よ う とす

るよ りもむ しろ主 のみ ここ ろをは っ き りと告

げ よ うとす るので あ る。思 いや りが あ るが ゆ

えに ，無情 とも思 え る こ とを言 え るの であ る。

私 は ，予 言者 た ちが 声望 を求 め なか った こ と

を心 か ら感 謝 してい る。

予 言者 が担 う責 任 が いか に危 険で ，現 実 に

受 け 入れ られ難 いか を教 え て くれ るのが ，歩

けば3日 もかか る途 方 もな い広 さの 大都 市 ニ

ネベ で警 告 を発 す る よ う召 され た ヨナ の話 で

あ る。(ヨ ナ3：3参 照)ま た ，日中 は民 に 警

告 し，夜 中はほ ら穴 に 隠れ た イテ ルの 話 を読

め ば ，憎悪 で迎 える町 に 日毎 出て行 った イテ

ルの 度量 に驚 か ず にはいられ ない。(イ テ ル13

章参 照)若 い頃 に召 され たエ ノ クの 話 もあ る。

エ ノ クは 自命 を人か らみ くび られ る若 さで ，

口 も重 い と述べ てい るが ，愛 と思 いや りに よ

って義 務 を果 た した彼 は大 成功 をお さめ た。

(モー セ6章 参 照)予 言者 といえ ども肉体 の と

げ を免れ るわけで はない。そ の こ とを考 え る と，

私 は 昔か ら現 在 に至 るまで の この よ うな 入々

の心 の広 さに ただ ただ敬 服 す るばか りで あ る。

彼 らは心 の わず らい をす べ て主 に ゆだ ね たの

で ある 。

神 の聖 な る予 言者 たちの 証 は聖典 に書 かれ

て い るが ，彼 らは主 の予 言者 であ るが ゆえ に

証 を血 で記 す こ と もあっ た。彼 らは時 の初 め

か ら終 わ りに至 るま での こ とを告 げた 。予 言

者 は常 に世 の悪 とはか か わ りを持 たず ，欺隔

は欺 隔 ，横 領 は横 領 ，不 義 は不i義と叫 ぶ神 か

ら遣 わ され た監 査 人 で ある。

今 ， この 総大 会 を閉 じるに あ たっ て ，これ

まで に語 られ た こ とに注意 を払 お うでは ない

か 。語 られ た勧 告 が 自分 に与 え られ た もの で

あ る とみ な そ うでは な いか 。予 言者 ，聖見 者

として支持 した 人々 と，そ の他 の幹部 の 兄弟

た ちの言葉 に従 お うで はな いか 。私 た ちの永

遠 の生 命 は それ にか か って い るか らで あ る。

さ らに ，この よ うに 困難 な時代 に生 き る私

た ち全体 に とって ，私 の懸 念 して い る事 柄 を

少 しお話 させ て いた だ きたい と思 う。 国際機

関誌(訳 者 注 ：日本 では 「聖 徒 の道 」)に 掲 載

され る教会 の総 大会 の説教 を是 非読 んで いた

だ きたい。

ど うか これ までに与 え られ た勧告 に従 い ，

個 人 の 日記 を付 けて い ただ きた い。覚 えの書

を記す 人 々 は ， 日常 生活 に あ って主 を常 に忘

れ な い人 々 で あ る。 日記 は 自分 の受 けて い る

祝福 を数 え上 げ ，その祝福 を子 孫 に伝 え残す

手段 で あ る。

また ， この春 とい う季 節 は ， 自宅 の庭 や 隣

近 所 の庭 を美 し く彩 る草花 と同時 に ，食料 の

一部 を 自給 す る ため の菜 園作 りの大 切 さ を思

い出 させ て くれ る。 自宅 で とれ た トマ トが た

とえ高 い もの につ い た と して も，そ うす る こ

とに よ って満 足 が得 られ ， あ る意 味 で無情 と

も思 え る刈 り入 れの律 法 をつ ぶ さに知 る機 会

とす る こ とが で きる。私 た ちは 自分 の播 くも

の を刈 り取 るの で あ る。耕 し，播 き，刈 るそ

の畑 が どん なに 狭か ろ うと も，それ は私 た ち

の始祖 の 場合 と同様 に ，人 を自然 と親 しい者

に して くれ る。

昔 か ら受 け継 が れ て きた道徳 基準 が ゆ るめ

られ て い くの を見 て ，礼節 の低 下 を感 じない

人が は た して い るだ ろ うか 。私 の 少年 時代 に

は ，子供 も大 人 も全 員が実 に よ く働 いた。私
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たちは ア リゾナ砂 漠 を開墾 して きたが ， その

時 もっ と賢 か った な らば ，同時 に 自分 自身 を

も開墾 して い る こ とに 気が つ いた こ とで あ ろ

う。草取 りや 荒地 の開墾 や 水路 掘 りは 荒涼 た

る環 境 を整備 す る仕 事 で あ るが ，それ は荒 削

りな 人間性 も整備 して くれ る。 現代 に あ りが

ちな労働 に対 す る蔑 視 は ，恐 ら くは景観 では

な く，人間 その ものに粗 野 と野 蛮 が再 来す る

こ との しる しでは な いだ ろ うか 。誠 実 な労働

が 生み 出す 自尊 と威 厳 は ，幸福 に 欠 くべ か ら

ざる もの であ る。他 方 ，暇 は怠 惰 に流 され が

ちで あ る。

良 い模 範 とな って しか るべ き多 くの 人が 良

くな い模 範 とな って い るの を見 て ，嘆 か な い

人が はた して い るだ ろ うか 。結 婚 を愚 弄 し，

独 身時代 の 純潔 を時代遅 れ と言 う人 々の 中に

は，新 しい流行 を追 い ，他 人 に まで それ を押

しつけ よ うと して い る者が 多い。 彼 らに は ，

最 後に 深 い孤 独 に行 きつ くその 途 方 もな い 自

己中心 主義 が見 えな いの で あろ うか。 快 楽 に

押 し流 され て ，本 当の 喜 びか ら次 第 に遠 ざか

って い るのが見 えな いの で あろ うか。 自分 た

ちの行 なって い るこ とが ，つ い には どん な快

楽 を もって して も取 り返せ ない うつ ろ な空 し

さを生 み 出す こ とを知 らな いの であ ろ うか。

刈 り入れ の律法 は廃 され て いな いの で あ る。

入 間の 肉欲 は ひ とたび家 庭生 活 や宗 教 に よ

る抑制 を失 うと，実 に恐 ろ しい こ とに大 きな

力 を秘 め た欲望 の な だれ と化 して しま う。 同

性 愛 で も背徳 で も，麻 薬 で も堕胎 で も，ひ と

つが 山 を転 げ始 め る と，ほか の もの も転 が り

出す 。抑制 の 必要 な欲 求 で あっ たのが ，抑制

を失 っ て しまっ たの で あ る。 こ うして悲惨 が

い まわ しい記 念碑 を打 ち立 て始め る。

退廃 は非'常に 力が あ り，独 断 的で ， 自由 と

は相 いれ な い。寛 容 と容認 の土壊 で育 つ退 廃

主義 は ，や が て他 の もの をみ な駆 逐 す る。 そ

して つ いに は ，あ る予 言者 が語 った ように ，

「救 う手 だて が まっ た くない」状 態 に行 きつ く

の であ る。そ の よ うな時 には，アル マが 彼 の時

代 の悪 に対 して 自分 の純粋 な証 を述べ た時 の
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よ うに ，神 の予 言者 たちが 声 を大 に して 叫 び

始め る。(ア ルマ4：19参 照)そ の よ うな状 況

の下 では ， それ 以 外に 方法 が な いか らで あ る。

この 国の 一部 の地 方 で は ，堕 胎数 が 出生 数

を上 回 り，庶子 の数 が嫡 出子 を しの ぐとい う。

この よ うな状態 で，神 の裁 きは いつ まで とど

め られ よ うか 。流行 と称 して正 式 な結 婚 をせ

ず に同 棲す る人々 が い る とい う。 その よ うに

神 の戒 め を踏 みに じって いて は ， 自分 が何 者

であ るか を知 る こ と も，真 の帰 属感 を持つ こ

ともで きな い とい うこ とが ，なぜ わか らな い

の で あろ うか 。片 親 に育 て られ る子 供 の割 合

が増 えて い る とい うが ，刈 り入れ の律 法 が働

く時 に一体 どの よ うな結果 を招 くで あ ろ うか 。

良 くない こ とは良 くない 。世 の風潮 だか ら と

い って ，神 の律 法 に反 す る こ とが正 しい わ け

はな い。

下 品な 言葉遣 いが 多 くな って い るこ とか ら ，

私 た ちはペ テロが 言 う 「非 道 の者 ど もの放 縦

な行 いに よってなや まされ て いた」(IIペ テ ロ

2：7)ロ トの気持 ちが理 解 で きるよ うな気

が す る。神 の み こ ころに従 わな い人 だ と して

も，下 品 で不敬 な会 話 で知 的 な発 育 の障 害 を

招 き，意志 の疎 通 の能 力 を次 第 に低 下 させ て

い るのは どうい うわ けで あ ろ うか 。 言葉 は音

楽 の よ うな もの であ る。 どち ら も美 と幅 と質

が 大切 で あ り，貧 弱 な調子 の 繰 り返 しでは程

度 が落 ちて ゆ く。

罪 は ，それ に手 を染 め る人々 を自由に す る

どころか ，群 衆 に降伏 す る白旗 で あ る。 人 間

の肉欲 に対 す る無 条件 降伏 であ り，現 世 と来

世 に おけ る美 と喜 び を拒 む もの で あ る。 罪 は

その ように悲 しみ を招 くもの で あ る。 した が

って ，義 人 は 「それ につ い てはす で に言 った

はず です 」 とい う態度 をこ とさ らに とった り

は しな い。義 人 は愛 のゆ え に ，世 の 中の 悲惨

な状態 が もっ と少 な く，幸福 が もっ と増 す よ

うに ， も っ と証 を述べ て い た ら よか っ た もの

を ， と心 か ら思 うの であ る。

救 いの 計画 を知 って い る私 た ちは ，隣 人 を

愛 して い るので ，福 音 を宣べ伝 え る こ とに切



迫感 を感 じて い るので あ る。私 た ちは ，世 に

証 を伝 え るひ とつ の方 法 として義 しい生活 を

送 り， また謙遜 に ， しか し率 直に 語 り，イエ

ス ・キ リス トの福 音 を絶 え ざ る道 しるべ と し

て思慮 深 く立 派 に人 々 を先 導 す る こ とが で き

る よ う，神 の助 け を願 うもの で あ る。

閉会 の 前 にひ と言 申 し添 えた い。新 たに 召

され た4人 の 指導 者 た ちの証 は ，実 に霊 感 あ

ふれ る証 であった。彼 らが 口々 に ，「私 は持 て

るす べ て を聖 壇 に捧 げ て き ま した 。主 と主 の

僕 た ちの用 に供 す るた め です」 と語 るの を聴

きなが ら， この 教会 に ，シオ ンに ，教 会 で育

ってい る若 者 た ちの間 に ，い まだ信 仰 が健 在

な こ と を知 って うれ し く思 った。 これ で話 を

終 え たい と思 うが ， ひ と言 ，兄弟姉 妹 ，帰 路

に つ く皆 さん に主 の祝 福 が あ るよ うに。平安

が 皆 さん に あ るよ うに。 皆 さん の家が ，福 音

の すべ て を擁 す る真実 の末 日聖徒 の家 庭 とな

る よ うに 。私 は教 会 幹部 の ひ と りが語 った通

り，世 界最 大 の事 業 で あ るこの大 いな るみ業

が神 に よ り開始 され た もの で あ るこ とを証 す

る。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ

る。 アー メ ン。
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4月1日(土)福 祉部会 におけ る説教

心の清 い者 となる

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル

末 日の シオ ンを築 くこ とをひ とつの 大 さ

な 目的 と して働 く

愛 する兄弟姉妹・何と麗し喋 いであろう。
皆 さんの顔 の 輝 き と， この テ ンプル ス ク

エ アの 自然 の 美 し さに ，私 の心 は ，主 の祝 福

に対す る感 謝 の気持 ちで一 杯 で あ る。 私 は ，

大 会 に集 う私 た ち全 員 の行 ない ，語 る事柄 に ，

感 謝の 念が 満 ち る ように願 って い る。 主 は ，

主 を愛 し，主 に仕 え る人々 に祝福 を与 え るの

を喜 び とされ るか らで あ る。(教 義 と聖 約76：

5)

私 は主 の助 け をいた だい て ，皆 さん が指 導

者 として ，ま た教 会 員 として決 して忘 れ て は

な らな い幾つ か の真理 と義務 を， ここ で皆 さ

ん に再 確 認 した い と思 う。 また， それ らの こ

とを思 い起 こす と共 に ，犠牲 と奉 献 とに よっ

て シオ ンが打 ち建 て られ るこ とをお話 した い

と思 う。

まず初 めに ，監 督の 皆 さん に 申 し上 げ た い。

福 祉援 助 を受 け た人 々に は ， 自分 の尊 厳 と独

立 心 を維持 し，教会 の福 祉 活動 か ら恩 恵 を受
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け なが らも引 き続 き聖 きみ た ま を享 受す るこ

とが で き るよ うに ，労働 ある いは奉 仕 の機会

を与 え る こ とが 絶対 に必 要 で あ る。、とこ ろが

私 た ちは往 々に して ，教 会 の福祉 援助 が 霊 に

関わ る もの であ る とい うこ とを忘 れ が ちで あ

る。 これ らの 霊的 な根 は ，福 祉 活動 に施 しの

考 えが 入 るの をその ま まに して お くと，や が

て枯 れ て しま うであ ろ う。援助 を受 け る人 は

皆 ，何 かが で きる。 この点 につ いて教 会 の秩

序 に従 い ，受 け る人 々すべ て に 自らを捧 げ る

機会 を得 させ よ うでは な いか5

私 たち は ，この主 の 方法 に よ って貧 しい人

を助 け る よ うに し，世 の方 法 を断 固拒 む よ う

に しよ う。 また ，政 府 の福 祉改 正論 や数 限 り

な い問題 を耳に す る時 ，お 互 いの重 荷 を負 い

合 い ，それ ぞれ の必要 に応 じて 援助 を与 え る

とい う誓約 を交 わ した こ と を思 い 出そ うでは

な いか。福 祉 活動 の専 門家 で あ るロム ニー 副

管 長 は ，数 年 前 に ，次 の よ うな素 晴 ら しい助

言 を与 えて い る。

「現 代社 会 に は主 の計 画 を模 した様 々な事

業 が横 溢 してい る。 こ う した社 会 に あ る私 た

ちは ，惑 わ され て，貧 しい 人々や 乏 しい人 々

に対す る責 任 を政 府 その他 公 的機 関 に転嫁 し

て その義 務 か ら免 れ得 る といっ た間違 いに陥

っては な ら ない。 私 た ちは 自 ら進 ん で あふ れ

る愛 を隣人 に示 さな くて は ，モル モ ンが語 っ

た愛 す なわ ち 『キ リス トの純粋 な愛」(モ ロナ

イ7：47)を は ぐくん で ゆ くこ とが で きな い

の であ る。そして この 『キ リス トの 純粋 な 愛』

は ，私 た ちが永遠 の生命 を得 るた めに是 非 と

も身 に付 け な け れ ば な らな い もの で あ る。」

(Coガ εγeπceRεpoπ 「大 会 報 告 」1972年10

月 ，p.115)

私 た ちは この件 につ いて いか な る 「説 」 に

も惑 わ され ては な らな い。私 は こ こで ，政 府

や そ の他 の救 済 を受 け る個 人に 関す る教会 の

方 針 として ，次の よ うな原則 の宣 言が あ るこ

とを強 調 した い。

「各 会員 の霊 的
，社 会的 ，情緒 的 ，肉体 的 ，

経 済的福 祉 を図 る責 任 は ， まず本 人 にあ る。



次 い で家 族 ，第3番 目に 教会 に あ る。 教会 員

は ，能 力 の及 ぶ 限 り，自立 を図 るよ う主 より命

じられ て い る。(教 義 と聖 約78：13-14参 照)

肉体や 情 緒 面の 能 力が あ りなが ら， 自分 自

身 あ るい は家族 の福 祉 を図 る責任 を第三 者 に

転嫁 しよ うとす る者 は ，決 して本 当 の末 日聖

徒 では な い。 本 当の末 日聖徒 は ，主 の霊 感の

下 に 自 ら最 善 を尽 くして働 く。本 人 と家族 の

霊 的 ，物質 的 な必 要 を満 たす ため に ，能 力の

及 ぶ限 り働 くこ とだ ろ う。(創 世3：19，1テ

モ テ5：8， ピ リピ2：12参 照)

教 会 員 各人 は ，主 のみ た まの導 きを受 け ，

これ らの 原則 を応 用す るこ とに よ って ， どの

よ うな援助 を受 け るか ，政府 か らか ， それ と

も他 の機 関か らか を 自ら決定 しなけ れば な ら

ない。 こ うす る時 に ， 自立心 ， 自尊心 ，尊厳 ，

独 立独行 の精神 が 養 われ ， 自由意 志が 保 たれ

る こ とだ ろ う。」(管 理 監 督会 の声 明 ，EηS忽η

「エ ンサ イ ン」1978年3月 号
，p.20)

この 声 明は ，独 立独 行 の必 要性 を告 げ て い

る。 いか な る理 論 も，弁 明 も，合 理化 も，決

して独 立独 行 の基 本 的 な必要 性 を変 え るこ と

はないで あろ う。それ は次 のような理 由 による。

「あ らゆ る真理 は ，神 の置 きた まい し範囲

に於 て独 立 し… …すべ ての英 智 もまた然 り。

然 らず ば ，存 在 な る ものは無 し。」(教 義 と聖

約93：30)「 こ こに 人の 自由 意志 あ り」(教 義

と聖約93：31)と ，主 は述べ て お られ る。 し

たが って この 自由意志 には個 人 の責任 が 伴 う。

そ して この 自由意 志 が あれ ば こそ ，私 たち は

栄 光 の位 に昇 るこ ともで きれば ，堕落 して 罪

の宣告 を受廿 る可 能性 もあ る。私 たち は個 人

と して ， また集 団 として ，いつ まで も独 立独

行 の精 神 を保 ちた い もので あ る。 これ こそ ，

私 たちの 受け 継 ぎであ り，義 務 で あ る。

教会 が 個 人 と家 族 の備 え を強調 して い る背

景 に は ，この 独立 独行 の原 則が あ るの であ る。

そ して現 在 ， この個 人 と家族 の備 えg)そ れ ぞ

れ の分 野 に見 られ る成果 に は ， 目を見張 る も

の が あ る。 しか しそれ で もなお ，備 え のあ る

生 活 をす るよ うに とい う勧告 に聞 き従 う必要

の あ る家族 は数 多 い。春 の訪 れ と共 に ，皆 さ

ん方全 員 が庭 に 出 て， この 夏の収 穫 を楽 しめ

る よ うに 準備 を してい ただ きた い。私 た ちが

願 って い るの は ，皆 さんが これ を家族 の仕事

とし，小 さな子供 たち も含め て ，全員 が何 ら

か の仕 事 を分 担す るこ とで あ る。 その よ うに

す れ ば ，作 物 の収 穫 は別 に して ，畑仕 事か ら

非 常 に 多 くの 事柄 を学 び取 り，収 穫す るこ と

が で きるで あろ う。私 た ちは また ，一 年分 の

食糧 ，衣 類 ， また可能 であ れば燃 料 と貯金 を

持 つ よ う皆 さん にお勧 め したい 。 さ らに ，適

切 な食物 を取 り，健康 を維持 す る習慣 に気 を

配 って ，人生 の数 々の チ ャレ ンジに応 えられ

る 肉体 的 な能 力 を保 つ よ うにお勧 め した い。

定 員会 や扶 助 協会 の集 会 で ，個 人 と家 族の備

えに 関す る原 則 と実施 方 法 を教 え るよ うに し

て いた だ きたい と思 う。

すべ て の聖 徒 は ，毎 月断 食 を し，断食献 金

を惜 しみ な く納 め ，与 え る立 場 に立 っ た時 に

得 られ る祝 福 を思 い起 こす よ うに して いただ

きたい。 で きれ ば ，抜 いた 食事 の何倍 に も相

当す る献 金 をす るよ うにす る。

この原 則 の もつ精神 に従 って生 活す る時 ，

約 束 を伴 うこの 原 則は ，与 え る者 に も受 け る

者 に も大 きな祝福 を もた らす。 断食 の律法 を

守 る入 は ，放 縦 と利 己心 を克服 す る力の源 を

見 いだす こ とだ ろ う。 その こ とにつ いて語 っ

た ビ クター ・L・ ブ ラウ ン監督 の ，前 回の大

会 にお け る福 祉部 会 の話 を思 い出 して いただ

きたい。(「聖 徒 の道 」1978年2月 号 に掲載 さ

れ てい る)

さて ，兄 弟姉妹 の皆 さん ， こ こで現 在 の わ

ず らい を一 時忘 れ て ，福 祉事 業 に関 す る非 常

に大切 な将 来の 展望 をお話 したい と思 う。長

年 の 間 ，私 た ちは ，末 日の シオ ンを築 くこ と

をひ とつ の大 きな 目的 と して働 き，希 望 を持

ち ， このみ 業に 励 む よ う教 え られ て きた。 そ

の シオ ン とは ，愛 と一 致 と平安 の あ るシオ ン，

主 の 子供 たちが ひ とつ とな ってい る シオ ンで

あ る。

私 た ちの 将来 の状 態 と，私 た ちの努 力の も
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た らす結果 が どうな るか は ，現 在 の福 祉事 業

に対 す る 自分 の義務 を理 解 し， それ を果 たす

時に ， ビジ ョン と して心 の 中に はっ き りと浮

かん で くるに ちが い ない 。 この こ とは ，教 会

のすべ て の活動 につ いて も言 え る。主 は ，教

義 と聖 約58章 の 中で ， この末 日の シ オ ンの状

態 を一 部私 た ち に明 らか に してお られ る。

「汝 らは今後 来 らん とす る事 な どに関す る

汝 らの神 のみ こ ころ ，お よび 多 くの銀 難 の後

に続 いて 来 るべ き栄 光 に就 きては ，現在 肉眼

を以 て これ を見 るこ とを得 ず。

多 くの銀 難 の後 に祝福 は来 る。 この故 に汝

らが大 い な る栄 えの冠 を受 くべ き 日は 来 るな

り。 而 してその 時 は未 だ来 らず とい え ど も近

きに あ り。 脚 …

見 よ，誠 に われ 汝 らに告 ぐ， この 目的の た

めに われ汝 らを遣 わせ る な り。 そ はす な わち

汝 ら従順 な らん が ため ， また この後 来 らん と

す るこ との 証 をな す 心 構 え をな さん た め な

り。

また，汝 ら基 を開 きか つ神 の シオ ンの在 る

べ き地 の証 を なす光 栄 を賜 わ らん ため な り。
ちから

その 後 わが能 力の 日これ に次 で来 る。 その

時 貧 しき者 ，足 な えた る者 ， 目見 え ざる者 ，

耳 聞 え ざる者 な どみ な子 羊 の婚 礼に 来 りて ，

や が て来 るべ き大 いな る 日の ために備 え られ

た る主 の晩餐 に あず か らん 。

見 よ， これ らの こ とは主 な るわれ これ を語

れ り。」(教 義 と聖 約58：3-4，6-7，11-12)

や が て この 日が来 るこ とだ ろ う。私 た ちは

その 日の ため に働 いて い るので あ る。 この こ

とを考 え る時に ，皆 さん は王 国 の大 い な る聖

きみ業 の内 にあ って ，自分 の本分 を尽 くし，

歩 み を速 め なけ れば とい う気持 ちに な らな い

だろ うか 。私 は その よ うに感 じてい る。私 は

この こ とか ら ，シオ ン を打 ち建 て るみ業 にお

いて 自分 の本 分 を尽 くそ うとす る時 に ， 自分

と家 族 に与 え られ る数 多 くの奉 仕 と犠 牲 の機

会 を心か ら喜 ん でい る。

この神権 時代 の初 期 に ，民 は ，シ オ ンの完

全 な経済 計画 ，す な わ ち協 同制 度 に従 って生
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活 す る こ とが で きなか った。 主 は民 の 罪悪 を

見 て ，次 の ように戒め の 言葉 を残 してお られ る。

「され ど見 よ
。 彼 らは わが 彼 らに要 求 した

さと

る とこ ろにお とな し く従 うこ とを覚 らず して

あ らゆ る悪 に 満 ち ，彼 らの 中の貧 し く して苦

しめ る者 た ちに 聖徒 たる にふ さわ し く物 資 を
わか

領 た ず。

日の栄 の王 国の律 法 の要 求 す る和合 一 致 に

従 い て一致 協 力せ ず 。

お よそ 日の栄 の 王 国の律 法 の諸 原 則に よ ら
あた

ず ん ば ，シ オン を建 つ るこ と能 わず 。 これ に

よ りて建 てず ば ， シオ ンをわ れに受 け入 るる

こ とか なわ ざるな り。」(.教i義と聖 約105：3-5)

さらに主 は ， シオ ンの贈 わ れ る前 に ，私 た

ちが従順 を学 び ，人格 的 に高め られ る必要 が

あ ると勧 告 してお られ る。(教 義 と聖約105：

9-10参 照)

この 同 じ啓示 の 少 し後 の 方 で ，主 は シオ ン

の律 法 を繰 り返 し述 べ る と共 に約 束 を与 えて

お られ.る。

「シオシ とシオ ンの律 法 に関 しわが 与 えた

るこれ らの誠 命 は ， シオ ンの蹟 わ れ し後 に ご.

れ を遂行 して成 就す べ し。

お よそ彼 ら受 くる とこ ろの助 言 を守 らば ，

多 くの 日を経 て シ オ ンに就 け るすべ ての事 を

成就 すべ き権 能 を受 け ん。」(教 義 と聖約105：

34，37)

「シオ ンに就 け るすべ て の事 を成 就」 す る

ため に必 要 な時 間は ，私 た ち次 第 で あ り，私

た ちが どの よ うに生 活す るか に かか って い る。

なぜ な ちば ， シオ ンの設 立 は 「各 人の心 の 中

に始 まる」(ノoπ7ηα1(ゾDゴb60%鴬θs「説教 集」

9：283)か らで あ る。予 言者 た ちは ，私 たち

が 教 訓 を学ぶ の には か な りの 時 間が かか るこ

とを知 って いた 。1863年 に ，ブ リガム ・ヤ ン

グ大管 長 は次 の よ うに語 って い る。

「もし も民 が 自分 の義務 を怠 り
，神 か ら与

え られ た聖 な る戒 め に背 を向 け ，富 を追 い求

め ，神 の 王国 の利益 をな いが しろに す るな ら

ば ，私 た ちは もっ と長 くこの地 に居 るこ とに

なる だろ う。 恐 ら く，私 た ちが予 想 して い る



期 間 よ り..も.はるか に長 く居 る こ とだ ろ う。」

(Jo%r㎜Zo/D∫5co解s磯 「説教集 」11：102)

不 幸 に も私 たちは， シオ ンの価 値 をま った

く信 じよ う としな い世 界に住 ん で い る。 バ ビ

ロンは いつ の時代 に もシオ ン を理 解 しない。

主 は 現代 の こ とを予 言 者 モル モ ンに明 らか に

され， モル モ ンはモ ル モ ン経 に次 の よ うに記

録 して い る。

「見 よ
，私 はあ なた た ちが今 目の前 に あ る

か の よ うに話 して い るが ，本 当は あな たた ち

は まだ生 れ な いの であ る。 しか し， イエ ス ・

キ リス トが前 以 て あな たた ち を私 に見せ た も

うたの で あな たた ちの行 いが今私 に解 るの で

あ る。 ……

ご らん， あ なた た ちは金銭 と自分 の財 産 と

自分 の華 やか な衣 と自分 の教 会 の 華や か な飾

り物 とを， 貧 しい人々 ，病 気 の人 々お よび悩

ん で い る人々 よ りも愛 す るの で あ る。」(モ ル

モ ン8：35，37)

この よ うな状態 は，主 が 誓約 の 民 を通 して

打 ち建 て よ う としてお られ るシオ ン とは， 著

しい対 象 をなす。 シオ ンは心 の清 き者 の 中に

の み築 かれ るので あ って， どん欲 な 目を もっ

て駆 け 回 る民 とは無 縁 で あ る。欲 の な い，清

い 民 のみ が シオ ン に住 む 。外 見 の清 い民 で は

な く，心 の清 い民 であ る。 シ オン は この世 に

築 か れ るが， この世 か らは築 か れ ない。また，

世 俗 の安 堵感 に まぎ らわ されな い し， 物質 主

義 に よっ て力 を失 うこ ともな い。 シオ ン は低

い秩 序 に属 す る もので は ない。精 神 を高 め，

心 を清 くす る， 高 い秩 序 に属 す る もの で ある。

「隣 人 の利 益 を図 り
， 誠心 誠意 神 の栄光 を

あらわ

顕す ため にすべ て の事 を為す 」 人 はみ な， シ

オ ンである(教 義 と聖 約82：19)。 私 は，シオ

ンは心 の清 い人 々， シ オ ンの ため に働 く人 々

に よ っ ての み建 て られ る と理解 して い る。 な

ぜ な らば ， 「シオ ン で働 く者 はシオンのため に

働 くべ きで あ る。 も しも金銭 の ため に働 くな

らば亡 び るで あろ う」(IIニ ー フ ァイ26：31)

とあ るか らであ る。

心 の 中に この ビ ジ ョン を持 つ こ とは非 常 に

大切 で あ るが ，単 に シオ ン を定義 づけ， 言葉

で述べ るだ けで は， シオ ン を実現 す る ことは

で きな い。教 会貝 一 人一 人が 日々絶 えず努 力

を重 ね る こ とに よ っての み可能 であ る。 した

が って， どの よ うに苦 しくて も， また犠 牲 を

要 求 され て も，私 たちは それ を行 な わな けれ

ば な らない。 「実行 」， これ は私 の 大好 きな言

葉 であ る。再 び シオ ン を築 くため に，私 たち

が行 な わな けれ ば な らない3つ の 基本 的 な事

柄 が あ る。私 た ちは シオ ン のため に働 こう と

す るな らば， これ ら3つ の事柄 を行 な うこ と

を決 意 しな けれ ば な らない。 ここで， そ の3

つ の 基本事 項 を提 案 したい。

まず 第一 に，私たちは魂 を迷 わせ，心 をい し

ゅ くさせ ，暗 くする自己本 意 な考 え方 を捨 て る

よ うに しな けれ ば な らない。 ロムニー 副管長

は最近 ， 文明 の悲 劇 が循 環す るこ と，権 力 と

富 を求 め る人に よ って その循 環 が進行 され る

こ とを述 べ て いる。 カ イン を 「利 を得 ん がた

め に」(モ ーセ5：50)弟 を殺 した最 初 の殺 人

者 としたの は， これ で はなか った だろ うか。.

また， す べ ての 人 は 「各 々 の器量 に応 じて栄

え， 各 々の 力量 に従 っ て勝 つ と言 うこ とを教

え， また人 のす る こ とは何 を して も罪に はな

らない と説 いた。」(アルマ30：17)反 キ リス ト

者 の精 神 は， これ では ない だ ろ うか。 民 を滅

亡 へ導 いた精 神 と してニ ー フ ァイが指摘 した

のは， これ では なか っ ただ ろ うか。

「この よ うな悪 事 が国 民 の 中に起 った のは
，

せん どう

す なわ ちサ タ ンが 民 の心 を煽 動 して あ らゆ る
いぎな

悪 事 をさせ ， 高ぶ らせ ， そ の心 を誘 って権 力
むさば

と威勢 と財産 とこの世 の 空 しい もの を貧 らせ

るこ とに非常 に 力が あ ったか らであ る。」(IH

ニ ー フ ァイ6：15)

彼 らの た どっ た よ うな滅 亡 を避 け るため に

は，彼 ら を堕 落 させ た事柄 か ら，私 たち の身

を守 るこ とであ る。主 は私 た ちの 先祖 に 「汝
むさぼ

の持つ 財 産 を」貧 らな い よ うに と告 げてお ち

れる。(教義 と聖 約19：26)

さ らに 主は ，組 織 され て まだ 日の浅 い教会

に対 して 次の よ うに勧 告 され た。
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「見 よ
，主 な るわ れは， カー トラン ドの教

会 に在 る多 くの者 を喜 ば ず。

そは彼 らは，彼 らの罪 と悲 しき行 い と， 心

の 高ぶ りと貧欲 と，す べ ての 憎む べ き事 な ど
す

を棄 て ず， またわれ の嘗 て彼 らに与 え たる智

恵 と，永 遠 の生 命の 言葉 に従 わ ざれ ば な り。」

(教義 と聖約98：19-20)私 たちの家 庭 ，職

業 ，教 会の事 柄 か ら利 己心 を一掃 す る責任 が

私 た ちに はあ る。 私 は，福 祉 事業 の公 平 化 を

図 るこ と， あ るい は倉庫 に貯 え る 日用 品の生

産 割 り当 ての均 等化 を図 るこ とに 困難 を覚 え

て いるス テー キ部 ， ワー ド部 が あ る と聞い て

心 配 して い る。 そ の よ うな こ とが あっ ては な

らない。 その よ うな事 態 が あ れば今 日解 決 し

ようで はな いか。

第2に ， 私 た ちは完全 な協 力体 制 を敷 き，

互 いに調和 を保 って働 くよ うに しなけ れば な

らない。決 意 をひ とつ に し，行 動 に一致 が な

け れば な らない。主 は 、 「こ とご と くの 者， 兄

弟 を己が 身の 如 くに」(教 義 と聖 約38：24)思

うよ うに と聖 徒 た ちに告 げ た後， 大会 に 出席

した教 会 貝 に，互 いに協 力 し合 うよ うに とい

う指 示 を与 え，次 の よ うな 力強 い言葉 を もっ

てその指 示 を結 ばれ た。
たとえ

「見 よ
， こは一 つ の比 喩 を以 て 汝 らに語 る

ところなれ ど，正 にわれ 在 るが如 く真 な り。

われ 汝らに 向 いて言 わ ん，汝 らひ とつ となれ。

もしひ とつ とな らずば， 汝 らは わが ものに あ

らず。」(教 義 と聖 約38：27)

も しも私 た ちが主 の みた まの導 きの下 に 自

分 の務 め を一生 懸 命に 果 たす な らば， 私 た ち

の行 な うす べ ての事 柄 に， この 一致 と協 力 の

精 神 が保 たれ るこ とだ ろ う。 さ らに，私 た ち

が それ を行 な う時 に どうな るか ，予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスは 次の よ うに語 って いる。「個 人の

努 力や計 画か らは決 して得 られ ない，物 質 的，

霊的 な最 大 の祝 福 が， 必 ず忠 実 さ と一 致 した

努 力に よっ て もた ら され る。」(Tθ αcんぬ880∫

孟舵P佃pんe孟JosepんS禰 置ん.「 予言 者 ジ ョ

セブ ・ス ミスの教 え」P・183)福 祉事 業 以上

に， 協 力 と一 致 した努 力 を必要 とす る教 会 の
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活動 は まず な い と言 っ て よい だろ う。 失職 し

た定 員会 会 員 のため に就 職先 を見付 け る こ と，

生産事 業に精 出す こ と， デ ゼ レ ト産 業 で率 先

して奉 仕す るこ と，家 庭 に里子 を迎 え入れ る

こ と， これ らの福 祉 活動 は個 人 と して よ く果

たせ て も， 会 員同士 の協 力 と相 互 の関心 が な

け れば ，倉 庫 資源制 度 を完全 に成 功 させ る こ

とは で きな いので あ る。

第3に ， 私 た ちは祭壇 を築 いて， 主 に よっ

て求め られる もの は何 で も犠 牲 と して捧 げ な

けれ ば な らない。その ため に は まず ， 「真 にへ

りくだ りたる心 と悔 いる精神 」(教 義 と聖 約59

：8)を 捧 げ る必 要が ある。 次 いで， 自分 に

託 され た務 め と召 しに最 善 を尽 くす。 そ して，

自分 の義務 を理解 し， それ を完全 に果 たす 。

最 後 に，指 導 者 か ら要 請 され た時 ， そ してみ

た まの さ さや きに促 され た時 に， 自分 の 時間

と才能 と財産 を奉 献 す る。 私 た ちは，福 祉 部

門 のみ な らず，教 会 に おい て も， 自分 の持 つ

すべ て の能 力， 義 な る望 み， 思慮 に富 んだ行.

動 力 を発揮 す る こ とが で きる。 ボ ランテ ィア，

父親 ， ホー ム テ ィー チ ャー， 監 督，隣 人， あ

るいは 訪問教 師 ，母 親， 主婦 ， 友 人， その い

ず れで あ って も自分 の すべ て を捧 げ る機 会 は

豊 富 にあ る。私 たちは犠 牲 を捧 げ る時 に，犠

牲 が天 の祝福 を もた らす こ とを知 る。 そ して

最 後 に， それ が決 して犠 牲 で な いこ とを理 解

す るので あ る。

兄 弟姉妹 の皆 さん， この こ とを行 な う人は，

や が て 「すべ て に まさ る愛 」 の衣 を自分 が ま

とっ て い るこ とを知 るで あ ろ う。

「この愛 はキ リス トの純 粋 な愛 で あ って永

遠 に つ ず くもの で あ る。従 って終 りの 日に こ

の よ うな愛 を持っている人 はさいわいである。」

(モ ロナ イ7：47)

この愛 の 絆に よっで結 ば れ， この 末 日の シ

オン を築 き上 げ， 神 の王 国 を出 て行 かせ て天

の王 国 を来 らせる ため に，心 を完全 に ひ とつ

に して祈 ろ うでは な いか。 イエ ス ・キ・リス ト

の み名 に よ って祈 り，証 す る。 アー メン。



倉庫資源制度

管理監督会第二副監督

J・ リチ ャー ド ・ク ラー ク

雇用サービス，監督の倉庫，生産事業，
末日聖徒社会福祉，デゼレト産業，断食

献金，その他の福祉援助手段 これら
は倉庫資源制度を構成する

たす かいな

辟=督 に は， 「弱 き を扶 け，垂 れたる腕 を挙 げ，皿
か よわ きひ ざを強」 くす る(教 義 と聖 約

81：5)と い う，大 きな喜 び を生 み 出す機 会

が与 え られ て い る。 また監督 は， ワー ド部 の

父 として， 人生 の あ らゆ る問題 に援 助 を与 え

る。

・失業 中の父 親 に 仕事

・火事 で家財 を失 った家族 に 家具 や 衣

料 品

・トウ ぞ ロコ シの収穫 の機 会 を感 謝 して受

け る 人 有意i義な労働

・未婚 の母 新 しい家庭 と優 しい両 親

・情緒 不安 定 の夫 婦 熟練 した治療 専 門

家

・働 く意 志が あ りな が ら仕 事 に 恵 まれ ない

人 労 働 を通 しての 尊厳

す べ ての 監督 は， 悩 み に打 ちひ しが れ てい

る会 員 の物質 面 の必 要 を満 たす こ とが ，神 性

の輝 きを与 え てそ の会 員 を 目覚 め させ るのに

役 立つ とい りこ と を承知 して い る。救 い主 は

私 た ちに， 主 に とって すべ て の事 柄 は霊 にか

か わ る こ とで あ る と言 って お られ る。 そ して，

B・H・ ロバー ツ長 老 は，霊 にかか わ る事柄

は物 質 にか か わ る事 柄 と結 び付 い て初 め て大

きな霊 の成長 を見 る と述 べ て い る。私 たちの

住 む この物 質 の世 界で は， いつ も現実 に 肉体

に かか わ る大 きな 問題 があ る。 これ らの 問題

を教 会 貝が解 決 す る こ とが で きる よ うに， 主

は教 会 に対 して， 必要 な手段 を備 える よ う命

じて こ られ た。 かつ て あ る人が， マ ッケ イ大

管長 に 次の よ うに 言った ことが あ る。 「も しも

あ なた の教会 が 唯一 まこ との教会 であ るな ら

ば， 霊 的に も， 物質 的 に も， 社会 的 に も， 人

類 にか かわ るすべ ての 問題 に答 え られ るはず

です 」 と。兄 弟姉 妹 の皆 さん，私 たちに はそ

の答 えが あ る。

キ リス トの真 実 の弟子 た ちは， これ までい

つ の時代 に も， 高 い霊 性 を得 た時に， 貧 しい

人 々の世 話 を して きた。 ア ルマ の時代 に は次

の よ うであ っ た。

「各 々み な その財産 の 多い少 い に応 じて
，

貧乏 な者 や病 気 にか か って い る者や苦 しんで

い る者 た ちに施 しを した。 ……

そ して， この よ うに栄 えて いた とき， かれ

らは着 る物 の ない者 ，飢 えて いる者， 渇 いて

い る者，病 気 を して いる者 ，栄 養 の足 らない者

な どを追 い払 わず ……」(ア ルマ1：27，30)

この神 権 時代 に， 主 は次 の よ うに宣 言 を下

してお られ る。

「わ れ この地 方 の教 会 員 に一つ の誠 命 を下

さん。す なわ ち この教 会 員 の 中， ある人 々は

任 命 を受 く・…・・任 命 された る 人々は貧 しき人

々乏 し き人 々 に心 を留め て， その苦 しまざる

よ う'救助 を施 すべ し。」(教 義 と聖 約38：34-

35)

その 時か ら現 在 まで， 主 は忍耐 強 く，1私た

ちが この世 の救 い を左 右 す る原 則 を学 ぶ に任

せ て こ られ た。1930年 代 の あの厳 しい経済 不

況 は， 教 会 に， 啓 示 された 原則 に従 い， 神

権 者 が貧 しい教 会貝 に援 助 を与 え る公 式 の計
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画 を発展 させ る道 を開 い たの で あ る。福祉 計

画 の基本 が定 め られ たの は，1933年 で あ る。

そ の時 に，ス テー キ部 長 と監 督 は，会 貝 の必

要 を調査 す る よ うに依 頼 を受 け た。 しか し，

事 の複雑 さか ら， 計画 の検 討 に は3年 の歳 月

を要 した。

そ して，1936年10月 に，大 管長 会 は公 式 に

福祉 計画 に着 手 した。 その 時， 次 に引用 す る

声 明 を出 して いる。

「私 た ちの 第一 の 目的 は
， 可能 な限 り， い

まわ しい怠惰 や施 しの もた らす悪 弊 を除去 し，

独 立心， 勤勉 ， 倹約 ， 自尊心 を再 び私 た ちの

間に確 立す る体制 を築 くこ とであ る。教 会 の

目的は ，人 々 の 自立 を助 け る こ とにあ る。 勤

労 が再 び教会 貝 の生 活 を貫 く原 則 に な らなけ

れば な らない 。」(Co吻 ㎎η6θRのoπ 「大 会

報 告」1936年10月 ，p.3)

多分 私 と同様 ，皆 さん も この宣 言 を何 度 も

耳に して きた こ と と思 う。 しか し， 私 た ち個

人の努 力 を組織 を通 じて結 集 しな けれ ば な ら

な い とい うとこ ろ まで は， 考 えて い ない こ と

と思 う。単 に衣 料 品や 食料 品 を供 給す るだけ

で な く，次 の 大管長 の 声明 に あ る よ うな， バ

ランスの とれ た， 完全 な組 織 が必要 であ る。

「人は独立 独行 ， 創造性 に富 んだ 活動 ，誉 れ

あ る労 働， 奉仕 に よって永 遠 の存 在 として築

き上 げ なけれ ば な らない。 長期 的 展望 を もっ

た福祉 計画 の 目的 は， その設 立 当初 か ら， 教

会員 す なわ ち与 え る者 と受 け る者 の双 方 の人

格 を築 くこ とで あ った。」

福祉 制度 はその 後漸 次発 展 し， 充実 して，

現在 「倉庫 資 源制 度」 と呼 ば れ るに至 って い

る。 この制 度 は， 愛 の労働 ， 自立 ，奉 仕， 管

理， 奉献 とい う福 祉活 動 の6つ の基本 原 則 を

土 台 と して打 ち建 て られ て いる。 監督 は この

制度 を用 い て必要 な援 助 を与 え， 私 た ち各会

員 は この制 度 に援助 手 段す なわ ち資源 を供 給

す る。

監 督 は決 して 自分 ひ とりの 力 でそ の務め を

果 たす ので はな い。聖 徒た ちの奉 献 に感謝 し

つ つ， この偉 大 な資源 制度 を通 して必 要 な援
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助 と奉仕 を広範 囲 に与 えるの で あ る。 現在 ，

教 会員 の 多 くは， 倉庫 と言 う と， 食料 品や 衣

料 品 を監督 の供 給 指示 書 に従 っ て支給 す る監

督 の倉 庫 のみ を心 に描 く。 しか しなが ら， 教

会 貝 の必要 とす る ものが 多 くな った現 在， 倉

庫 資源 制度 には以 下 の ものが 幅広 く含 まれ る

ように なっ た。

・雇 用 サー ビス

・監督 の倉 庫

・生 産事 業

・末 日聖 徒 社会 福祉

・デゼ レ ト産業 ・

・断 食献金 とその他 の福 祉 援助 手段

現 在監 督 は，援 助 の必要 な会員 に衣 食住 お

よび医療 ，雇 用， 養子 と里子 の世 話， 情 緒面

に 問題 のあ る人 の ため の専 門的 な治療 等 の援

助 を提供 す る こ とが で き る。

福 祉計 画 の 「創 始者 たち」 は， この制 度 の

目覚 ま しい発 展 に胸 を高 鳴 らせ て い るに ちが

い ない 。暗 闇の 中 で も将 来 を見 詰め ，確 か な

道へ と民 を導 いて くれ る人 々の い る こ とを主

に感 謝 しよ うでは ないか 。心 に ビジ ョン を持

ち， 物事 の 完全 な姿 を見 るこ との で きる予 言

者 が い るこ とを主 に感謝 し ようで はな いか 。

ロムニ ー副 管長 はか つ て， ブ リガ ム ・ヤ ン グ

大管 長 の言葉 を引用 し， この能 力 の こ とを次

の よ うに語 っ た。

「だ れ で もシオ ンの情 景 を心 に描 いた人 は
，

サ タ ンが縛 られ た 後の シ オ ンの 美 と栄光 を見

たこ とだ ろ う。 … …平 原 を横 切 る牛 の群 れや

あち ら こち らのぬ か るみ， 牛の群 れの 暴走，

人々の 諸悪 は， そ の情景 の 中 になか った。

む しろシオ ンの 美 と栄 光 を見 て， この死 す

べ き生涯 につ きものの苦 難， 悲 しみ，失 望 を

乗 り越 えたい とい う気概 を持 ち， その ため の

備 え を し， また啓示 され た ままに 主の栄 光 を

享 受す る準 備 を した。」

ロ ムニー 副管 長 は，最 後 に こ う語 って い る。

「私 た ちは
， 福祉 プ ログ ラムの ビ ジ ョン を

抱 い てい る。 シ オンの贈 い と新 エ ルサ レム の

建 設， 協 同制度 の 開始 ，福 千年 の 到来 につ い



て大 きな ビジ ョン を抱 いて い る。 しか し， こ

れ らの ビ ジ ョンが 具体 化 す る前 に， 私 た ちは

長 い で こぼ こ道 を歩 か な け れ ば な らな い。」

(特 別福 祉集 会 にお け る説教 ，1949年4月5

日，P.13)

1942年 に，J・ ル ーベ ン ・クラー ク ・ジュ

ニア 副管 長 は， 次 の よ うなビ ジ ョン を抱 いて

い た。

「福 祉 計画 は， 協 同制 度 で はな い し， その

よ うに意 図 され た もの で ない こ とは，私 たち

が皆 語 って きた こ とで あ る。 しか し，終 局 に

お いて， 教会 福祉 プ ロ グラムが 完全 な形 で運

用 され た な らば， 主 が定 め た もうた完全 な経
1
済制 度 の偉大 な基礎 の確 立 は あ ま り遠 くない

とい える。」(Coη 力形縦 θRの07'「 大会 報告 」

1942年10月 ，p.57)

クラー ク副管 長 が36年 前 に この声 明 を出 し

て以 来， 福祉 計 画 は着 実 に発展 して きた 。昨

年 の10月 の大会 に お いて， キン ボー ル大管 長

は 次の よ うな チ ャ レン ジを私 た ちに与 え，私

た ちの 気持 ち を駆 り立 て て下 さ った。

「私 は この福 祉部 会 で何 をお話 しよ うか と

考 えて い た時， … …1936年10月 に この偉 大 な

福祉 事 業 が再 び確 立 され て，す で に1世 代 を

経過 して い るこ とに気 付 いた 。 そ して ， この

事 業 を指導 した偉 大 な人 々の こ とが次 々 に心

に浮か ん で きた。 ……

こ うして， 彼 らが福 祉 活動 に対 して な した

貢 献 と， この分 野 に おけ る教会 の 急速 な進歩

を考 えて い た時， は た と次の よ うな疑 問 にぶ

つ か っ た。今 日の 私 た ち， もっ と具体 的 に言

うな らば ，地 区， ス テー キ部 ， ワー ド部 の指

導 者 は， 前 の世 代 の 人々 と伺 じよ うに福 祉 の

原則 を理解 し，福 祉 活動 に対 して同 じよ うに

心 血 を注 い でいるだ ろうか ，と。」(「聖 徒 の道」

1978年2月 号 ，p.116)

私 は この世 代 の 人々が このチ ャ レ ンジ を受

け入 れ，現在福 祉 活動 の分 野 で 「歩 み を速 め 」

て い る と確信 して い る。私 た ちは，福 祉 活動

の面 です で に新 しい時代 に 入 っ.てお ゆ， 以下

に挙 げ る5つ の 活動 分野 に おけ る発 展 を見 て

い る。

第1に ，生産 ，処 理 ，分 配 の能率 をさ らに

高 め る ための制 度 内の よ り良 い相互 調整 と協

力。す なわ ち，雇 用担 当 の神 権 指 導者 は，地

元 の福 祉 活動 雇用 セ ン ター と緊密 な協 力体 制

を組 む必 要が あ る。、さ らに言 うな らば， 農場

あ るい は末 日聖 徒 社会 福祉 事務 所， デゼ レ ト

産 業 その 他 にお いて聖徒 た ちが ボ ランテ ィア

と して働 く， そ の活動 をさ らに有効 に活 用す

る とい うこ とで あ る。

第2に ，倉 庫資 源制 度 が完 全 な組織 として

運 用 され ，私 たちが その制 度 の発 展の 管理 と

バ ラ ンス をよ く取 れ る よ うにす る よ り良 い計

画。優 れた計 画 と的確 な判断 は，制 度 の あ ら

ゆ る要 素 を確 立 し，維 持 す るの に妥協 の 入 り

込 む余 地 を少 な くす る であ ろ う。

第3に ，福 祉運 営 の あ らゆ る面 に おけ る有

効 な管理 。過 去40年 間 の福 祉 活動 を教 師 とし

て， 私 た ちは基 本原 則 を学 び，訓 練 を受 けて

きた。私 たち は，、最新 の技術 と管 理運 営法 を

用 いて， これ まで にな い豊か な生 産 と効 果 を

上 げ る こ とが で ぎる。

第4に ， 王 国へ の献 身 と奉 献 の度合 。 ホー

ム テ ィーチ ャー と訪 問教 師 は ，監 督 の代理 と

して， 貧 しい 人や 困 ってい る人 を見 いだ す こ

とに も っ と力 を入 れな けれ ば な らない。私 た

ちは豊 か な時 に，余剰 のお 金 を惜 しみ な く捧

げ ，資 源制 度 の中 の断 食献 金援助 が で きる よ

うにす るこ とが大切 で あ る。私 た ちが納 め る

献 金額 は， 断 食 した2食 分 に相 当す る金 額に

制 限 され ない 。私 た ちの予 言者 は， で きれば

2食 分 の10倍 以上 を納 め る よ うに勧 め てい る。

豊 か な人 は ワー ド部 や ス テー キ部 外に も目を

向け るべ きで あ る。私 た ちは， 断 食献金 を納

め るこ とに よって 。監 督 を通 して援 助 の必要

な人 に愛 を表 わ して い るので あ る。 これは主

の方法 であ る。 そ して，与 える者 と受 け る者

の双方 が， この方 決 に よって 究極 の救 い を得

る こ とが で き るの であ る。

最 後 は，霊 性 で ある。救 い主 との関係 が密

に な り， 日々の生 活 でみ た ま を感 じる ことが
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多 くな ってい る。私 た ちの予 言 者 の勧告 にあ

る よ うに， 「こ の世 の もの に打 ち勝 つ こ とに

よ り，救 い主 に近 づ き， 霊 的 に さ らに 多 くの

こ とを成 し遂 げ て い た だ きた い。」(「聖 徒 の

道 」1978年2月 号 ，p.121)

兄弟姉 妹 の皆 さん，私 は， 私 た ちが現 在 迎

えて い るこの福祉 活 動 の新 時代 が主 の み こ こ

ろ通 りに進 ん でい る こ とを， 心 か ら信 じてい

る。現 在， すべ て では な いに して も，私 たち

が知 覚 してい る必要 は十 分満 た され て い る と

思 う。ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 は，福 祉 活

動 につ い て語 った最 後 の講演 で， 次 の よ うに

述べ て い る。

「この福祉 プロ グラ ムが 設け られ て い る 目

的 を知 って い る人 はひ と りもいな い。 しか し，

十分 な準 備が 整 う前 に本 当 の 目的が 明 らか に

され るで あろ う。 そ してそ の時が 来 れ ば，教

会 のすべ て の援助 者や 人に それ を満 たす チ ャ

レン ジが 与 え られるであろ う。」(教 会 職 員 ク

リスマ スプ ロ グラム ，1973年)

危険 な時代 が私 たち を待 って い る。裁 きが

邪悪 な 人々 に下 され る であ ろ う。 聖徒 た ちは，

聖 な る予 言者 た ちに よ って宣 言 され た もろ も

ろ の災 いか ら救 われ るよ う， 正義 の原 則 に従

って生 活 しなけ れば な らない。私 た ちの主 な

る救 い主 が帰 って来 られ る前 に， 多 くの こ と

が起 こる であ ろ う。 私 た ちは主 の再 臨 の 日が

いつ なのか， 詳 し くは知 らな い。ブルー ス・R

・マ ッ コンキー長 老 は次 の よ うに言 って いる。

「主 の再 臨の正 確 な 時は故 意 に明 らかに され

なか っ た。 したが って，後 代 の人 々 は， あ た

か もそれ が 自分 た ちの存命 中 に あ るか の ご と

くに， その ための備 え を しなけれ ば な らな い

の であ る。」(Do6'ガηα11V2ω ：τセ∫如耀 η'Co辮 一

耀 窺αη 「新 約聖 書教 義 注解 」第1巻 ，p.675)

予 言 され てい る出 来事 と福祉 計 画 を関連づ け

て語 る こ とは， 必 ず あ る種 の危 険 が伴 う。 と

い うのは，推 測 で結 論 を下す 人々が い る ため

であ る。 しか し，主 は私 た ちが 自ら を備 える

こ とがで きるよ うに予 言 を下 して お られ る。

そ して， 「もし汝 らに備 え あ らば怖 るることな
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か らん」(教 義 と聖約38：30)と 言ってお られ

る。

倉 庫 資源制 度 は，私 た ちが備 え， 愛， 奉仕 ，

犠牲 ，奉 献 の原 則 を応用 で きる よ うにす る も

の であ る。 シ オ ンを しっか りと築 き上 げ る も

の は， これ らの原則， これ らの業 をお いて ほ

か にな いの で ある。私 は証 申 し上 げ る。 私 た

ち は現 在 ，将 来共 に数 々の 困難 な問 題 に直面

す るで あ ろ うが， この教 会 は神 の王 国 であ る。

このみ業 は神 の み業 で あ り， 私 た ちは神 の民

で あ る。 そ して， 私 た ちは主 を通 して究 極 の

勝 利 を得 るこ とだ ろ う。 私 は これ らの こ とを

イエ ス ・キ リス トの み名 に よ って 申 し上 げ る。

アー メン。

大会訪問者



年老いる時に

扶助協会 中央管理会会長

バー バ ラ ・B・ ス ミス

私たちはみな，老年期に対して備えをし

なければならない。また，すでに年老い
ている人々のために何かをしなければな

らない

「 日 は昇 り・ 日は 沈む 。す みや か に飛 び去

る歳 月 よ… …」(「屋 根 の上 のバ イ オ リ

ン弾 き」1964年 よ り〉

心 に強 く訴 えるものを持つ この歌詞 は，「屋

根 の上 の バ イオ リン弾 き」 に登場 す る夫婦 の

よ うに 「年 を取 る こ と」 を忘 れ てい たふ た り

の友 人 の こ とを思 い出 させ ます。 御主 人 は63

歳， 奥 さん は55歳 で した。ふ た りと も健康 で，

幸せ で， 楽 し く働 いて い ま した。

あ る 日， 突然 に御 主 人は仕 事 を辞め る よ う

に言 い わた され ま した。 そ して退 職 した月曜

日の朝 の こ とです。御 主 人 は奥 さん が仕 事 に

出か け る支度 を してい る姿 を見 なが ら， 自分

は これ か ら何 もす る こ とな く家 に いなけ れば

な らないの だ と思 い ま した。 御主 人 には ， 仕

事 も， 趣 味 も，特 別 な関 心事 も， 将来 の 計 画

もあ りませ ん で した。

その朝 ，奥 さん を ドアの ところ まで見 送 り

な が ら，御主 人 は心 の 中 で， 「私 はこれか ら ど

うな るのだ 。何 をす れ ばい いの だ」 と叫 び ま

した。

仕事 に生 きが い を見 いだ して きた のに， あ

る 日突 然高齢 失業 者 の仲 間 入 りをす る こ とに

な った この 人 に， この先 一体 どんな仕事 が あ

る とい うの で し ょ うか 。 自分 で新 しい人生 を

見付 け るか， それ とも無 気 力に生 きて世 を去

るか， 自分 自身 で決 め なけ れば な りませ ん。

悲 しい こ とに， そ の方 は間 もな く亡 くな って

しまい ました。

現 在， 私 の友 人 た ちの人生 では この よ うな

危機 は避 け られ な い と言 う人々が います 。そ

れが正 しい こ とは もちろん です 。年 を取 る と

い うこ とは 自然 の摂 理 なの ですか ら。

N・ エル ドン ・タナー 副管 長 は次 の よ うに

言 われ ました。「人はみないつか は年 を取 ると

い っこ とを認識 しなけ れば な らな い。 … …そ

の 時の ため に私 た ちは みな準 備 をしなけ れば

な らない。」(`P吻 αγ痂8/b7α4メLgθ"Eηs碧 η

『老年 の備 え』 「エ ンサ イ ン」1976年12月 号
，

P.4)

老年 期 に どの よ うな生 活 を送 るか は， い ろ

い ろ な環 境や 要 素 に よって 異 な ります。 しか

し， 老年 期 の準 備 をしてお くこ と と，老年期

を楽 し く過 ごす こ と との間 に は， 密接 な関係

が あ ります 。教 義 と聖約 には，「もし汝 らに備

えあ らば怖 るる こ となか らん」(教 義 と聖約38

：30)と あ ります 。

その備 えに つ いて， 少 し提 案 したい と思 い

ます。

まず ，私 たち は今か らで も老年期 に対 す る

前 向 きの心 構 え を持つ こ とが で き ます。 お年

寄 の知 恵 と経 験 と価値 を大切 に し まし ょう。

家 族 の絆 を強 め， 幼 児，青 少年 ， 大人， さ ら

に老 人 も含 め た家 族 の各世 代 それ ぞれ の価値

を認言哉しま しょ う。

よ く計画 す れ ば， お年寄 の世 話 をす る こ と

は，愛 を知 る こ との で きる， 報 いの大 きな経

験 とな ります 。 お年寄 を敬 い， また老年 期 に

対 す る備 え をす る必要 が あ る こ とを子供 たち

に教 え る一;番良 い方 法 は， 家 族や 親戚 のお年
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寄の世 話 を手伝 わせ る こ とです 。

次 に，収 入 の範 囲 内で生 活 し，収 入 の道 が

絶 えた時 のため に貯 蓄 す る よ うに して， 経 済

的に備 える こ とです 。

第3に ， 生涯 他 の 人々 の役 に立 て る よ うに

奉 仕 す るこ と を習慣 と し まし ょう。老年 期 に

は奉仕 の 時間が 沢 山取 れ ます。 そ れ まで 生活

や 育 児の ため に使 われ て いた時 間が ，教 会 や

地 域社 会 での奉 仕 を通 じて 人々 の ため に使 え

る よ うに な ります 。

また， 時間 を制 約 され てい た仕事 か ら解放

され た後 は，新 しい技 能 を身 に付 け て人生 を

豊か にす るこ とが で き ます 。一 生学 び続 け る

こ とが大切 です。

最 後 に， 健康 の 習慣 は老 年 に至 っ て大 きな

報 い を与 えて くれ ます 。知 恵 の言葉 を守 り，

毎 日バ ラ ンス の取 れ た食事 を し， 歯 を清潔 に

保 ち，体 重に 気 を配 り，十 分 な睡 眠 と休 養 を

取 り，適度 な運動 を し，健 康 な生 活 を保 証 し

て くれ る医学 の助 け を得 る時 に，健 康 な体 が

保 たれ るの です。

定 年退職 をした 人は， 「これで 自分 の務 めは

終 わっ た。 これか らはほか の 人の 出番 だ」 と

感 じるか もしれ ませ ん。 しか し， 老 人病 学 者

や老 人関係 の仕 事 に従事 して い る人々 の話 に

よる と，退職 で老化 の速 ま るこ とが あ るそ う

です 。

私 のマ ーサ伯 母 は95歳 に手 が届 く とい う年

齢 ですが， どなた で も一 度 伯母 と競 争 してみ

て いた だ きた い くらいです 。伯 母 は いつ で も

何か す るこ と を見付 け出 します 。市 民 集会 に

出 ます し， 教会 の レッス ンの割 り当 て を勉強

して クラスで は活発 に，意 見 を述べ ます。 必

要 な時に は，率 先 して奉 仕 に 出掛 け ます。 彼

女 が 温い スー プ を持 って来 て くれ た時 に は本

当に あ りがたか った とい う話 を，私 は何 回 も

聞 いて い ます 。 うれ しい のは スー プ で し ょう

か， それ とも愛 の こ もっ た心 遣 い で し ょ うか。

彼女 は家庭 訪 問 を担 当 して い る地 域 の姉妹

た ちの所 を， いつ も月の上 旬 に訪問 し ます 。

また彼女 は神 殿 に行 け ば，一 度 に2回 か3回
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の セ ッシ ョン を受 け ます 。系 図 記録 は いつ も

最 新 の状 態 に あ り， 家事 や庭 仕事 もよ く手伝

い ます 。

中で も， 彼女 の一 番 の喜 び は伝 道 だ と思 い

ます 。75歳 の時 に南 カ リフォル ニア に伝 道 に

出 てか ら， 彼女 は福 音 を伝 え る機 会 を一 度 も

見逃 した こ とが な いの では な いか と思 うほ ど

です 。 彼女 は 人々 を愛 し， 人々か ら愛 され て

い ます 。 そ して， 人生 を感謝 し， 充 実 した毎

日 を送 わて い ます 。

神 権i指導 者 と扶 助 協会 指 導者 は， マー サ伯

母 の よ うに，老年 に有益 な奉 仕 の で きる人 々

が い る こ とを知 っ てい ただ きたい と思 い ます。

お年 寄 に 向 くとされて い る従 来 の仕 事 のほか

に， 子供 たち の祖 父母代 りをす る こ とや ，棒

編み ， か ぎ針 編 み， 園芸 ，パ ン作 り， キル テ

ィン グ， その他 若 い女性 たち の勉 強 した い技

術 を小 クラス で教 え る ことは いかが で しょ う。

目の悪 い 人々 のた めに朗 読奉 仕 をす るこ とや ，

家族 の歴 史や ワー ド部 の歴 史 を ま とめ る こ と，

困 って い る人 々へ 手 紙 を書 くこ と，読 み書 き

を勉 強 したい 人々 に教 え るこ ともで きます 。

提 供 で き る時 間 と技術 の あ る人 々に， 素 晴

ら しい奉 仕 の世 界が 広が って ゆ くこ とで し ょ

う。

これ まで私 は独 立 して い るお年 寄 の こ と を

話 して きま したが， ひ と りで生 活 で きな いお

年 寄 も大 勢 い らっ しゃい ます 。寝 た き りであ

っ た り， 体 の 自由が きか なか った り， そ うい

っ人々 をなお ざ りに しては な りませ ん。 自宅

に いて毎 日食事 を運 ん で も らい， 家事 や 買物

や 治 療 に気 を配 っ て も らい， 電話 で様子 を聞

い て くれ るの で十分 だ とい う人が い る一 方，

24時 間 の看護 が 必要 な 人 もい ます。 また，愛

情 こめ てお年 寄 の世 話 を して いる人 々 に も，

また世 話 を受 け て い るお年寄 に も， もっ と人

人の助 けが必 要 な こ とが あ ります 。 ～

扶助 協 会指 導者 と神 権 指導 者 は， その よ う

な家 族や お年 寄 に特 別 な注意 を払 って下 さい。

人の手 を借 りて いる お年 寄 に は，や さ しい

友 人や 家 庭訪 問教 師 ， ホー ムテ ィー チ ャー の



親切 と心 配 りが 必要 です 。 ち ょ うど若 い母親

に育 児か ら解 放 され る時間 が必要 な よ うに，

忙 しい主 婦 には ，休 み な いお年 寄 の世 話 を休

む 時間 が少 しで も必要 な こ とで し ょう。扶助

協会 の 慈善奉 仕 が その ため に役 立つ こ とで し

ょ う。

施 設 での 医療 や検 査 が必要 なお年 寄 もお い

でで しょ うか ら， 必要 で あれ ば，扶 助協 会 と

神権 指 導者 は適 当な施 設 を決め るの を手伝 う

よ うに して下 さい。

お年 寄が 医療 施 設 に入 っ た後 は，家 族 と教

会 員が 定期 的 に訪 問 し，愛 を示 して，積 極 的

に関心 を寄 せ るこ とを続 け て下 さい。 その よ

うな施 設 に い る姉 妹 た ちに は， 訪 問教 師 の訪

問 と， 施 設 で開 く特別 な扶 助協 会 集会 が励 み

にな るこ とで し ょうか 。

老年 期 は 「すみ やか に飛 び去 る歳 月よ」 と

歌 わ れ てい る よ うに必 ずや って来 ます。 この

老 年期 が 自分 に訪 れ た時， 私 た ちは信仰 と備

えか ら生 まれた 勇気 をもっ てその 時 を迎 える

必要 が あ ります 。 自分 自身や 家族 の ために働

くこ とのほか に， 私 た ちの携 わ って い るみ業

の主 で あ るキ リス トの愛 の精 神 を もってお年

寄に 接 した い もの です 。

詩 篇作 者 の次 の よ うな叫 びが， 私 た ちの胸

に いつ まで も宿 ってい ます ように。

「わ た しが年 老 い た時， わた しを見離 さな

いで くだ さい。

わ た しが 力衰 えた時 ， わ たし を見捨 て ない

で下 さい。」(詩 篇71：9)

心 か らイエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ りお祈

り申 し上 げ ます 。 アー メン。

..聴.：.

段 上 を下 りられ るスペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル 大 管 長
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福祉活動は

あなたから

七十人第一定員会会長

A・ セオ ドァ ・タ トル

現 代の私 たち は40年 以上 も前 か ら勧 告 を

受 けて さた 。 この勧 告 に従 う こと はも は

や 任意 て はな く，絶 対 に行な わ な けれ ば

な らな い ことで ある

カ、つ て南米 の熱 帯 ジ ャン グル で・ 木 に逆 さ
まにぶ ら下 が ってい る褐色 が か った灰 色

の小動 物 を見 た こ とが あ る。前 足の割 合 に は

後 足が 短 い動 物 で，動 きが非 常 に鈍 くて，生

きて い るのか死 ん でい るのか 判別 しに くか っ

た。 その動 物の 名 はナマ ケ モ ノで あ る。ナマ

ケモ ノ，す な わ ち怠 惰 とい う言葉 は聖 典 に た

びた び出 て くる。主 は， ナマ ケ モ ノ，つ ま り

行 動 の遅 い人 を叱責 してお られ る。

1930年 代 に福祉 計 画が 始 ま った時 ， その 目

的は怠 惰の もた らす 悪弊 を除去 し，'自尊 心 を

取 りもどし， 民 の 自立 を助 け るこ とにあ った 。

しか し， この主 の経 済機 構 の基 本原 則 は もっ

と前か ら予 言老 ジ ョセ ブに 啓示 され て い た。

以来数 々 の事業 が進 め られ て きたが ， その ほ

とん どは， この福祉 プ ロ グ ラム が さ らに必要

とな る時 の ため に私 たち を備 え させ る もの で

あった。 この 間に 多 くの大切 な原則 が 語 られ

て い るの で， それ を簡単 に 振 り返 って み たい 。
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グラ ン ト大管長 は次のよ うに述べ た。「教 会

には祝福 が 必要 で あ る。… … それ を受 け る唯

一 の方 法 は…… そ の祝 福 を もた らす 律法 を守

るこ とで あ る。教 会 員 の福祉 を図 る基本 的 な

律 法 は断 食献金 で あ る。断 食献 金 を納 め る こ

とを強 調 したい訳 は， それ を納 め るこ とによ

って もた らされ る祝福 が私 たち に必要 だか ら

で あ る。」

クラー ク副 管長 は こう勧 めている。 「収 入 の

範 囲 内 で生 活 しな さい。借 金 を返 済 し，借 金

しな い よ うに しな さい。不 慮 の事 態 に直面 す

るこ とが将 来 あ るで あ ろ う。 その 日に備 えて

貯 金 をしな さい。 倹約 ，勤 勉， 質 素 を習慣 と

しな さい。」(CO履 彦紹解 θR砂0ガ 「大 会 報 告」

1937年10月 ，p.107)

「すべ て の家族 の長 に， 手 元 に十分 な食糧

と衣 料 品 と， で きれ ば燃料 を も， 最低1年 分

確保 させ な さい。… …土地 を持 って い る人 に

は菜 園作 りをさせ な さい。農 地 を持 っ てい る

人 には耕 作 をさせ な さい。」(Co瞬 名朋66R6・

ρoガ 「大会 報告 」p.26>

「お 金は 食べ られ な い し， 衣 服に もな らな

い。燃 料 に もな らなけ れば， 雨 風 を しの ぐ屋

根 として も使 えな い。現 在 は， いか に お金 を

持 っ ていて も， 自分 た ちの 必要 とす る物 を十

分 に確保 で きない時代 であ る。 ……確 実 に 入

手 で き るのは 自分 が 作 る もの だけ であ る。」

「私 た ちは容 易な こ とを好む 心 を追放 しな

けれ ばな らな い。生 活 か ら怠惰 の悪弊 を除 か

なけ れば な らな い。神 は， 人間 は額 に 汗 して

パ ン を得 よ と命 じられ た。 それ が この世 界 の

律 法 であ る。」(Co乖 昭η06Rのoγ ∫ 「大会 報

告 」1937年4月 ，p.26)

「私 た ちの 多 くは また 自制 力 を働 かせ ず
，

貯 金 はお ろか作 る もののす べ て を消 費す るの

をや め よ う ともせ ず， 割賦 に よる借 金 を繰 り

返 して い る。」(Co吻%ηoθRθ ヵoガ 「大会 報

告 」1948年4月 ，p.117>

姉妹 た ちは， クラー ク副 管長 の次 の言葉 を

喜 ば し く聞 くこ とだ ろ う。 「扶 助 協 会 な し で

や って行 け る と考 える監督 が教 会 に い る とし



た ら， それ は 自分 の仕 事 をまだ知 らな い人 で

あ る。.扶助協 会 な しでや っ て行 っ てい る人が

い るな らば， それ は 自分 の仕 事 をして いな い

人 で あ る。」(Co吻 ㎎ηoθR勿o露 「大 会 報 告」

1948年4月 ，p.177)

(つ いで なが ら，大 会 出席 者 は是 非 とも扶

助協会ビルを訪れて，蒙庭貯蔵や非常時の備

えに 関す る展 示 を御覧 いた だ きた い。)

ハ ロル ド ・B・ リー 長 老 は次 の よ うに語 っ

た。 「神 権 者 と女性 の両者 で昇 栄 が実 現す る。

同様 に，福 祉 に も神権 者 と女 性 の協 力が 必要

であ る。 その チー ム ワー クが な けれ ば， 私 た

ちが 福祉 計画 の中で行 なっていることは 決 して

成就 しな い であ ろ う。」(ハ ロル ド ・B・ リー ，

福 祉 農 業集 会 にお け る説教 よ り，1971年10月

2日)

「教 会福 祉 プ ロ グラム は あな たか ら始 まる

とい うこ とを忘 れ な いで い ただ きた い。教 会

福祉 プ ログ ラム は個 々 の教 会 員か ら始 まる も

の で あ る。… …福祉 プ ログ ラム を家庭 で 活発

に推 し進 め るには ， まず あ なた 自身が行 動 を

起 こす こ とで あ る。 プ ログ ラムは そ こか ら始

まって 定 員会 に広 が り， チー ム ワー ク を もた

ら して， …… 目覚 ま しい成 果 が上 が るの であ

る。」(ハ ロル ド ・B・ リー ，福祉 農 業集 会 に

お け る説教 よ り，1969年4月5日)

「これ らの基 本 を理解 で きる よ うに主 の助

け の あ らん こ とを。 また， …… 王 国建 設 のた

め に… …私 た ちが 自分 自身 と 自分 の所有 物 を

すべ て 捧 げ る完 全 な奉献 を達 成 で きる よ う…

主 の導 きのあ らん こ と を。 そ うす る時 に こそ

私 た ちは 日の光 栄 の王 国 にお け る昇 栄 にあず

か るに必要 な信 仰 を伸 ばす こ とが で き るの で

あ る。」(ハ ロル ド ・B・ リー， 福祉 農 業集会

に おけ る説教 よ り，1968年10月5日)

ロム ニー 副管 長 はか つ て次 の よ うに述 べ た 。

「歴 史 と予 言 と
， また 良識 とが証 明 して い る

よ っに， しっか りした考 え を持 た ない導 き手

の計 画 した方 針 に従 って， 国家 的 な規模 で福

祉 計 画 を実施 す る文 明 は決 して長 続 き しない

で あ ろ う。

バ ビ ロンは 滅び ， その滅 び はは なは だ しい

で あろ う。(教 義 と聖 約1：16参 照)

しか し失望 しない でい ただ きたい。 シオ ン

はバ ビ ロン と共に 滅び るこ とは ない。 シオ ン

は神 が 指示 され た よ うに，神 と隣 人に対 す る

愛 ，労働 ， 労働 へ の意欲 ， この原 則の上 に建

て られ るか らであ る。 ……

私 た ちは， シオ ンの建 設 の備 え をす る時 に，

教 会福祉 活動 の根底 をな して い るふたつ の原

則 ，す な わ ち，神 と隣 人に対 す る愛 ，労働 と

労働 に対 す る意欲 ， この原 則 を忘 れて はな ら

ない。」(Co卿 ㎎η6θRのoπ 「大 会 報告 」1976

年4月 ，p.169)

ロム ニー 副管 長 は また別 の折 に こ う語 って

い る。 「教 会福 祉 活動 に従 事 す るようになっ た

当初 か ら，私 は， 私 た ちが こ の福 祉 活動 で行

な って い る こ とは，協 同制度 の下 で要 求 され

る奉 献 の律 法.と管理 の職 を再 び確 立 す るため

の 準備 で あ る と確 信 して きた。私 たちが この

活動 の 目標 を常に覚 えるなら，この偉 大な業に

対す る証 を失 うこ とは決 して ない であ ろ う。」

(「聖 徒 の道 」1977年10月 号，p.529)

兄 弟 の皆 さ ん， アルマ が指 導 者 に与 えた大

切 な忠告 に耳 を傾 けていただきたい 。「またア

ルマ は， 自分 が教 えた こ と と，聖 い予 言 者 ら

が 言 った こ との ほか は何 ご とも教 えては な ら

な い とこの祭 司 た ちに命 じた。」(モ ーサ ヤ18

：19)私 た ち も同様 に この責 任 を負 って い る。

か つ て タナー 副管長 が 語 っ た よ うに， ロム

ニー 副 管長 は今 日の教 会 の福 祉 プ ロ グラムに

最 も精通 した権威 者 で あ る。 その ロムニ ー副

管長 が こ こ数 年繰 り返 し説 いて い るのが，福

祉 プ ログ ラムの基 本 原則 で あ る。

福祉 プ ログ ラムの予 防 面 は，定 員会 の指 導

者が そ の原則 を勉 強 し，教 え，実 践す るこ と

に よっ て実現 で きる し， また そ うしなけ れば

な らな い。 その予 防 の働 きに加 えて， 社会復

帰 の仕 事 が あ る。 援助 を受 け て生 計 を立 てて

い る人 を，自立 できる教 会員 にもどす こ とであ

る。 これ は， ヒン クレー長 老 が昨 年 の半期総

大 会 で述 べ た よ うに， 神権 定 員会 の仕事 であ
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る。定 員会 は， そ の よ うに 弱 くな っ てい る教

会 貝 を手助 け しな けれ ば な らな い。

また同様 に， ア ロ ン神 権 定貝 会指 導 者 には

(も ちろ ん監督会 も含む が 〉，50万 人 に及 ぶ青

年 男女 に福 祉 の原 則 を教 え る責 任 が あ る。

若 い 人々が 「何 をす れ ば よい のだ ろ う」 と

言 うの を よ く耳 にす る。 断食献 金 を集 め る執

事 の仕 事 の ほか に，福 祉 活動 に は素 晴 ら しい

機会 が数 々用 意 され て いる。兄 弟 の皆 さん，

「ア ロン神 権定 員 会 ガ イ ドブ ッ ク」や 「活動

の手 引 き」 に提案 され てい る素 晴 ら しい活動

をプ ログ ラムに取 り入 れ るよ うに して い ただ

きた い。食糧 貯 蔵， 水 の貯 蔵 ， 燃料 の貯 蔵 ，

新 聞紙 の薪作 り，家 財 の点検 ， た い肥 の作 り

方， 屋 外の貯 肩曙 作 り， 果 樹の 刈 り込 み， 買

い物 の仕 方 ，バ ランス の とれ た食事 ， 料理 コ

ンテ ス ト， 家 の掃 除， コー ドとプ ラ グの修 理

お よび蛇 口の取 り替 え，屋 内の 塗装 ，家 屋 の

ペ ン キ塗 り， 家事 の 技術 の披 露 な ど若者 たち

が家 庭貯 蔵や 福祉 活動 に参加 す る ため の楽 し

くて有益 な方法 が沢 山紹 介 され て い る。

また， それ ぞれ お もしろ くて しか も役 に立

つ計画 が提 案 され て い る。

兄 弟姉妹 の皆 さん， 以上 述べ たの が福祉 活

動の 原則 で あ る。 これ らの原 則 は真理 に か な

ってお り，皆 さんは こ.れらの原 則に従 う こ と

が で きる。 こ こで皆 さん に注 意 申 し上 げ た い。

とい うよ りは，警告 を「した い。 「怠惰 」とい う

言葉 は聖典 に25回 も出 て くる。 そ して大 概 は

行動 を起 こすのが 遅 い人 を とが めて この言葉

が使 われて い る。 ジ ャン グルの 木 にぶ ら下 が

ったナ マケ モ ノ を見 て い る と， 実 にゆ っ くり

とした動 作 で葉 っぱ をち ぎ り， の ろの ろ と元

の場 所 に戻 り， そ れか らその葉 っぱ をゆ っ く

りと口に運 ん だ。見 ていた私 たち は， 「じれ っ

たい」， 「い らい らす る」， 「い らだつ 」 とい う

言葉 の意味 を悟 った よ うな気が した。救 い主

が 「怠惰」 とい う言葉 を使 ってお られ るこ と

か ら， 怠 けて行 動 を起 こす の が遅 い 人の こ と

を主 が いかに不 快 に思 い， じれ った が ってお

られ るか その 気持 ちが分 か る よ うで あ る。兄
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弟姉 妹， 現代 の私 たち は40年 以上 も前か ら勧

告 を受 けて きた。福祉 活動 の原 則 を学 び，教

え， 実 践す るこ とは もはや任 意 で はな く，絶

対 に行 な わなけ れば な らな い こ とであ る。

こ の業 は神 の業 であ り，私 た ちに救 い と昇

栄 を得 させ る もの であ る。昇 栄 は この律 法 に

従 うこ とに よって もた らされ る。私 たちが一

致 して このチ ャ レン ジに応 える こ とが で き る

よ うに， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ りへ り

くだ り祈 る次第 で あ る。ア ー メ ン。

スペ ンサ ー ・W.・ キ ンボ ー ル大 管 長



愛の入江

管 理監 督

ビク タ ー ・L・ ヴ ラ ウ ン

デゼレト産業に対する支援の要請

今 朝私は・この福祉部会ではほとんど話さ
れ ないが， その組 織 と活動 を通 じて受 け

る者 と与 え る者 の全 員 を救 い主 に近 づ け る，

福祉 活動 の一 部 門に つ いて お話 した い。私 た

ちは これ を 「愛 の入 江」 と呼 ぶ こ とがで きる

であ ろ う。 そ こは特 別 な人 々の ため の特別 な

港 で あ り， この 港 に入 る人 は恐 ら くここ を以

下 に述べ る よ うな場 所 と感 じる こ とだ ろ っ。

人 が 自尊 心 を取 り戻 す こ とので き る場 ，

訓練 ， 技術， 才能 が な くて もそれがハ ンデ

ィとみな され な い場 ，

心 身の 障害 にか か わ りな く， 愛 に満 ち た世

話 を受け る場 ，

た とえ どんな に小 さ くて も何か の貢 献 をす

るこ とで， 自分 は必要 だ， 自分 には価 値 が あ

る， 大切 だ と感 じる場，

毎 日が朝 の祈 りで始 ま る場 。

特 別 な 人々 のため の こ の港 は，デ ゼ レ ト産

業 で あ る。 デゼ レ ト産業 は， 救 い主 の み教 え

の精 神 を集 約 した福 祉 活動 の最 も素 晴 らしい

一 分野 で あ る。何 が その よ うに素 晴 ら しいか

とい えば， そ こで 奉仕 す る人 々の生 活 にこの

デ ゼ レ ト産 業 が及 ぼす 影響 で あ る。何 人かの

人々 を御紹 介 したい。

〔フ ィルムが 映写 され る〕

恐 ら く， この 人々 が なぜ この よ うに素 晴 ら

しいの か， そ のわ け を理 解 してい ただけ た こ

とと思 う。そ の信仰 と自立 と決 意 は，万 入の

か が り火 であ り教 訓 であ る。 この デゼ レ ト産

業 で働 く人々 の こ とを， もう少 し詳 し.くお話

して み たい と思 う。 あ る父親 ば息子 につ いて

こ う語 って い る。

「私 た ちの家庭 で一番 の祝福 とい えば，3

人息 子 の うちの 長 男の こ とです 。今，31歳 で

すが ， 誕生 の時 に障 害 を受 け ま した。脳 の障

害 の ために 筋 肉が うま く動 かず ，話 す こ と も

で きない状 態 です 。 で も知 能 は全 く正常 です 。

あの子は人格 的 には非 常 に素 晴 らしい ものを

具 え てい ます 。マ イ クは何 で も承知 して いて，

冗 談 をよ く解 し ます 。 そ して， 何 を して も ら

って も感謝 し， 決 して不 平 を言 い ませ ん。 ま

た，善 悪 をは っ き りと見 きわめ て， いつ も善

い側 に立 ち ます 。何 よ り，私 が この教 会 に入

れ たの は あの子 の お陰 なの です 。私 はあ の子

の ため に祈 るこ とか ら， 祈 りにつ いて た くさ

ん の こ とを学 び ま した。

私 た ちの地 区 のデゼ レ ト産業 店が 完成 した

時に， 監督 が， 多分 マ イ クは そ こで働 け るだ

ろ う と言 っ て下 さ い ま した。 私 も妻 も， マ イ

クを どこか に連 れて い って ひ と りき りにす る

な ど， とて も考 え られ なか った の です が， 監

督や ス テー キ部 長 とお話 した あ とで， や って

み よ う と決心 しま した。

それ は私 た ち夫婦 に とって もマ イ クに とっ

て も初 め ての一 大事 で した。マ イ クの最 初の

仕事 は靴 染 め で したが ，靴 よ りも 自分 の方が

染 まる とい う具 合 い で した。 次の仕 事 は皿洗

いで した 。け れ ども， きっ とた く.さんの皿 を

割 ったの で しょ う。 マ イ クは布 切 れ の仕 分 け

の仕事 に変 え られ ま した。 それ で，今 は時給
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80セ ン トでボ タ ンはず しの仕 事 を して い ます。

ボ タンに80セ ン トもの価 値 が あ るで し ょ うか。

普通 で，1時 間 の ボ タンけ ず し作業 に80セ ン

トも出す で し ょうか 。デ ゼ レ ト産 業 の主 眼 は，

自分 も人の役 に立つ とい う幸せ な気 持 ち を感

じて もら うこ となの です 。

霊 的な経 験 を したけ れば， デ ゼ レ ト産 業 に

立 ち寄 って， そ こで働 く人 々 と接 し，彼 らが

互 い に どの よ うに愛 と関 心 を寄せ 合 って いる

か， どん なに幸せ そ うに働 いて い るか を是 非

見て下 さい。」

個 々の価値 観 に 目覚 め るこ とが， デゼ レ ト

産 業の あ らゆ る活動 の根 底 に あ る。 それは，

メサ ・デゼ レ ト産業 の テー マ ソ ングに よ く表

われ てい る。朝・の祈 りが 終 わ って解散 す る前

に， 従業 員 全員 で，「呼 ばせ て ほ しい。あ なた

をい としい人 と」 と歌 う。 彼 らが手 を取 り合

って持 ち場 に戻 って行 く時， そ こに深 い愛 が

感 じ られ る。

マ レー ・デゼ レ ト産 業 の マ ネー ジ ャー ， ジ

ム ・クレ ッ グ兄 弟 は，知 恵遅 れ の若 い女 性 が

歌 を発表 す る とい うの で， 息子 の ワー ド部 の

聖餐 会 に 出席 した。 そ して聖 餐会 の 最後 に，

蒙 古症 の姉妹 の 美 しい独 唱 が あっ た。 クレ ッ

グ兄弟 は， その 若 い女性 が マ レー ・デゼ レ ト

産 業 の合 唱 団に 入 って いた の で歌 え るこ とは

知 っ てい た。 しか し，デ ゼ レ ト産 業 で働 く70

歳の老 人が 歌の才 能 を認 め て彼 女 に働 き掛 け

てい たこ とは少 し も知 らな か った。

彼女 は立 ち上 が って歌 を歌 お う とした時 に，

会衆 の中 に クレ ッグ兄 弟が い るの に気付 き，

声 高 に， 「あ の人が 私 たちのデゼ レ ト産 業 の マ

ネー ジャー です 。 そ この後 ろの 方 です!」 と

叫 ん だ。 そ して， デ ゼ レ ト産 業 は世 界 中で一

番素 晴 ら しい場所 です と， 人々 に話 し始 め た。

彼女 が歌 う 「わ た しは神 の子」 の 歌 を聴 き

なが ら， み ん なはデ ゼ レ ト産 業 が世 界一 素晴

ら しい所 であ る こ とをみ じん も疑わ なか った。

その デゼ レ ト産 業 が設 立 され たの は，1938

年5月 で ある。 当時 の大 管長 会 よ り設立 条項

の大 要 が示 され， 持 て る者 が持 た ない人 々 の
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ため に.衣料 品， 家具， 器具 な どの余 剰 物 をデ

ゼ レ ト産 業 に寄付 し， 失職 者 を雇 って更正 の

仕 事 を行 な い， 良 い品質 の 品.を格安 に生産 す

る道 が開 か れた の であ る。

雇用 が デゼ レ ト産業 の 主要 な 目的 の よ うに

思わ れ るか もしれな いが， 実 は それ は仕 事 に

従 事す る人々 に祝福 をもた らす とい う目的 を

達 す る手段 に過 ぎな いの であ る。 また， 祝 福

は ここ で働 く人 々だ けで な く， 物 品 を寄付 す

る人 々に も及 ぶ。 デゼ レ ト産 業 け， 修理 ， 更

生 す る品物 を惜 しみ な く寄 付 す る人 々が あ っ

て こそ， 存在 す るの であ る。

当 然の こ となが ら， 第2段 階 はそ の更生 品

を売 って循 環 の 円滑化 を図 るこ とで あ る。

40年 前 に始 まった この デゼ レ ト産 業 の現 状

に皆 さん は興 味 をお持 ちであ ろ う。1978年3

月1日 現 在， デゼ レ ト産業 の店 と付 属工 場 は

22あ り，1，700名 の 障害者 が働 い ている。そ し

て，総 売上 げ の約6割 が従 業 員の給 与 に あて

られ て いる。現 在 はユ タ州 ， ア イダ ホ州 ， ア

リゾナ州， カ リフ ォルニ ア州 にユ ニ ッ トが あ

り，近 々 オ レ ゴン， コロラ ド， ネバ ダの各 州

に開店 す る予定 であ る。

き ょっ， デ ゼ レ ト産 業 につ いて お話 す る 目

的は ふたつ ある。 ひ とつ は， デゼ レ ト産 業 を

訪 れ た人 々は 自分 の ワー ド部や 支部 の会 貝 た

ちに， デゼ レ ト産 業へ 物 品 を寄 付す る よ うに，

あ るいは後 援 者 にな って この プ ロ グラム を支

援 す る よ うに勧 め て ほ しい とい うこ とで あ り，

もうひ とつ は， デ ゼ レ ト産 業 を持 た ない地 域

の指 導 者 た ちは ワー ド部 や 支部 の実 情 を分 析

し， 地域 にデゼ レ ト産 業 を設置 す る時期 であ

るか どうか を検 討 してみ てほ しい とい うこ と

であ る。 もしそ の時期 で あ る と判 断 した ら，

神権 の系統 を通 じて この本 部 の福祉 事業 部 に

連絡 して いた だ きた い。

私 た ちは，会 員数 の 問題 か ら現時 点 では こ

のプ ロ グラム を導 入す るこ とが 不可 能 な地域

が 多 い こ とを承 知 してい る。 しか しなが ら，

完全 なプ ロ グラム が可能 にな る以前 か ら， こ

こで述べ た原 則 を上 手 に工 夫 して 人々 に祝福



を及ぼす こ とはで きない こ とでは ない と思 う。

話 を終 え る前 に， あ とひ とつ御 紹 介 したい

こ とが あ る。 それ は， 来 る 日 も来 る 日も療養

所 で じっ とす わ って床 ばか り見 つ めて暮 らし

て い たひ と りの年取 った兄 弟 の こ とであ る。

あ る 日，彼 を愛 して いて， デ ゼ レ ト産 業の こ ・

とも知 って いた あ る人が， 彼 にデ ゼ レ ト産 業

の仕 事 を紹 介 した。 現 場 主 任 は 彼 に押 しぼ

うきを持 たせ て， 一緒 に廊 下 の端 までそ れ を

押 し， 次 に ホール を通 って反 対側 の端 までほ

うきを押 して ， それか ら向 き を変 えて も う一

度 戻 って 来 た。彼 は これ だけ の仕事 を何度 も

繰 り返 した。

そ うす る うちに， 彼 は何 か に関 心 を持 ち始

め， 目 を床 か ら離す よ うに なっ た，壁 を見，

窓 を見 る よ うに な った。 そ れが続 くうちに，

人 間 ら しい感 情 が 次第 に豊か に な り， ほ どな

くして別 の仕 事 が割 り当て られ た。 そ して，

彼 は その仕事.を立 派に な し遂 げ た。 その結果 ，

彼 は 自分 に対 す る 自信 と価値 観 を取 り戻 し，

他 の人クの監 督 をできるまでになったのであ る。

主が これ らの特別 な素 晴 らしい 人々 を祝福

し， また私 た ち を指 導 者 として祝 福 して下 さ

って， この福祉 活動 プ ログ ラム を通 じて彼 ら

が祝 福 を得 られ る よ うに， イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ りお祈 りす る。 アー メン。

灘 灘難灘 難灘難 鑛 嫉
匹 慶闘

騨 塵 鶉 +㍗ 翫{雲 附 躰 傷

タバナ クルの開場 を待つ聖徒 たち
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主の方法にょって

情緒面の問題を

解決する

十二使徒評議員会会 員

ボイ ド ・K・ パ ッカ ー

監督 室に 限らず ， 自分の 家庭 に，情緒 面 の

自立の よ り どころ を持 つ必 要が ある

教 会の 監督 は・衣 食住 の問題 よ り も・情 緒
面 の問題 で教会 員 に カ ウンセ リン グ を行

な りこ とが年 々 ふ えて きてい る。

そ こで私 は き ょう， 情緒 面 の 問題 を主 の方

法 に よって解 決す る とい うテー マで お話 した

いQ

幸 いな こ とに ，物 的福祉 の 原 則が情 緒 面の

問題 に も応用 で きる。

教 会 が設立 され た2年 後 に，主 は 次の よ う

な啓示 を下 され た。 「怠惰 なる者は悔 い改 め て

行 い を改む るにあ らざれば，教 会 の中 にて 地位

を与 え らるることな し。」(教i義 と聖 約75：29>

「福祉 の手 引 き」 に は次の よ うに 記 され て

いる。 「能 力の 限 り自立するこ とを教 会 員 に努

め て教 え，勧 め るべ きであ る。真 実 の末 日聖

徒 は… … 自立 の責 任 を自分 か ら避 け るこ とは

しな い。全能 者 の霊 感 と自らの労働 に よ って ，

で きる限 り生 活 必需 品 を 自給 す るで あ ろ う。」

(1952年 版p.2)

144

末 日聖 徒 に， 生 活必 需 品の 自給 を図 るこ と

と， それ がで きない 人々の ため に福 祉援 助 を

手伝 うこ との 必要性 を教 え るこ とにつ い ては，

か な りの 成功 をお さめ て い る。

例 えば 自分 自身 で生 計 を維持 で きない教 会

員 は， まず 自分 の 家族 に援 助 を求 め， 家族 が

援 助 で きなけ れば ，次 に教 会 に求 め る。

しか し私 た ちは監督 とス テー キ部長 に， 十

分 に 注意 を払 っ て福 祉 プ ロ グラム の乱用 は避

け る よう勧 告 したい。

つ ま り，働 く能 力があ りなが ら自立 を図 ろ う

としな い人々 に は，怠 惰 な者 は働 く者 のパ ン

を食 して は な らない とい う主 のみ 言葉 を適 用

しなければな らない。(教 義 と聖約42：42参 照)

自立 につ いて は単純 な ルー ルが あ るが， 次

の格 言 は その見本 とも言 えるであ るう。 「食べ

尽 くし， 使 い古 し， それ で間 に合 わせ よ。 さ

もな くば な しです ませ る こ と。」

教 会福 祉 プ ロ グラムが1936年 に初 めて 発表

され た時，大 管長 会 は次 の よ うに語 った。

「私 た ちの第一 の 目的 は
， 可能 な限 り， い

まわ しい怠惰 や施 しの もた らす 悪弊 を除 去 し，

独立 心， 勤勉 ， 倹約 ， 自尊心 を再 び 私 た ちの

間 に確立 す る体制 を築 くこ とであ る。教 会 の

目的は， 人 々 の 自立 を助 け るこ とに あ る。」

(Co嫌 紹 η66Rゆ07∫ 「大会 報告 」1936年10月 ，

P.3)

時折， 福祉 プロ グラム を見て ，教 会 に心 を

引 かれ る人々が い る。彼 らに は，物 質 的 な保

証 しか 目に入 らな いの で ある。

彼 らに対 す る私 た ちの返 答 は こ うであ る。

「は い， それ では 教会 に お入 り下 さい。私 た

ちは で き る限 りの 援助 を します。 そ れ と同時

に， あ なたに もほ か の人 々へ の援助 をお願 い

します 。」.

す る と驚い た こ とに， バ プ テスマ を受 け る

熱 意 がそ れで さめ て し ま うこ とが あ る。

これは安 易 な施 しの制 度 で はな い。 自立 の

制 度 であ る。 外部 か ら援 助 す る前 に， 本 入 と

家 族 の状 況 をすべ て詳 細 に調べ る必要 が あ る。

教会 福祉 か ら受 け る援 助 に対 して精一 杯 労



働 に よ る返済 をす る よ う教会 員 に求 め る監督

は，「不 親切 で も冷 酷 で もな い。

また， 教会 か ら援助 を受 け る教 会 貝 は， も

しも最 善 を尽 くしてい るな らば， 後 ろめ た さ

を露 ほ ど も感 じる必要 はな い。

ロムニ ー 副管長 は次 の よ うに強調 してい る。

「これ 以外 の体制 に よって世 話 す る こ とは
，

益 よ りもむ しろ害 の方 が大 きい。

自立 を妨 げ る こ とは教 会福 祉 の 目的 では な

い。」(Co乖%η6θRθ ヵoκ「大 会 報 告」1974年

10月p.166)

自立 の原 則 は幸せ な生 活 を送 る基 本 とな る

もので あ る。 ところが私 たち は，往 々 に して

これ を無 視 してい る こ とが 多い。 また私 は，

自立 の 原則 が， 霊 的面 ，情 緒面 に もあて は ま

る とい うこ とを 申 し上 げ たい 。

私 た ちは1年 分 の食糧 ， 衣料 品， また可能

で あれ ば燃 料 を も， 家庭 に貯蔵 す るよ うに教

え られ て い る。教会 堂 に貯 蔵庫 を作 る よ うに

言 われ た こ とは一度 もな い。 したが って， 危

急 の時 に教 会 に行 って も物 資 は得 られ な い。

その 同 じ原 則 を，霊 感や 啓示 ， 問題 の解 決，

助 言や 指導 に あ てはめ られ ない であ ろ うか 。

私 た ちは監 督室 に 限 らず ， 自分 の家庭 に，

その よ りどころ を持つ 必要 が あ る。 そ う しな

ければ ，教 会 が あ らゆ る必需 品 を提 供 しなけ

れば な らな いの と同 じよ うに ，今 度 は霊 的に

ひ っ迫 して くる。

これ を無 視 す る と， これ まで長 年物 質面 で

避 け よ うと して きた災 い を， 情緒 面 で(と り

もなお さず霊 的面 で)引 き起 こ して しま う恐

れが あ る。

ご く普通 の 風邪 が どんな病 気 よ りも人 の体

力 を消耗 させ るの に似 て， 現 在教 会 内 に霊 的

な力 を消耗 させ る 「勧 告病 」 が流行 し始め て

い るよ うに思 え る。

これ は大 した病 気 で はな い と考 え る人 もい

るだ ろ う。 ところが事 は重 大で あ る。

私 た ちは 監督 に福祉 援 助 の乱 用 を避 け る よ

うに忠告 して い るが ， 監督 の 中に は，教 会 員

が 自力 で問題 を解 決 すべ きで あ るこ とを見過

こ しに して，助 言 や忠告 を次 々に与 える人が

い る。

それが慢 性病 にな る こ とも多い 。そ うす る

と， 際限 な く助言 を求 め るが， 受 けた助 言 に

は従 わ ない とい うこ とが起 こ り得 る。

とき どき， 私 は面 接 で次 の よ うに 問 う。

「あ なた は助言 を受 け るた めに私 の所 へ来

られ た わけ です。 一緒 に 問題 を よ く検討 した

後 ，私 の助 言 に従 う気 持 ちが おあ りです か 。」

相 手 は私 の この言葉 に必 ず と言 って よいほ

ど驚 く。 そ の よ うに考 えた こ とが なか っ たか

らであ る。 それか ら， 助 言に従 お う と決 心 す

るのが普 通 であ る。

そ う した後 は， 彼 らに 自立 の方 法 を教 える

こ とは容 易 であ る。 ま た もっ と大切 なのが ほ

か の人 を助 け る方 漆 を教 え るこ とで あ る。 そ

れが最 高 の 治療法 であ る。

比 喩 的になるが，大勢 の 監督 が机 の 隅に，情

緒面 の救 助 を求 め る請 願 書 の山 を抱 えて い る。

だれ かが 問題 を持 っ てや って来 る と， その

監督 は残 念 なが ら何 の質 問 もせず ， 自分が そ

の教 会 員に何 を してい るのか じっ くりと考 え

るこ と もな しに そ れ を受 け 入れ る。

私 た ちは ，教会 の中 で カウ ンセ リン グ を求

め る人 々が 大勢 い る状態 を非常 に憂 えて い る。

教会 員 が次 第 に依 頼 心 を増 して きてい るか ら

で あ る。

私 た ちは，情 緒 面の独 立 と個 入 の 自立 の原

則 を同時 に強調 す る こ とな く， カウ ンセ リン

グの網 を張 りめ ぐらしては な らな い。

もLiも 情 緒面 の貝 享 と霊 的 な貝立 が で きな

もな れば，物 質的.に依 存 して い るの と同 じ く，

いや それ以上 に弱 くなって しま う可能 性がある。

また， 注意 してい な い と，個 人の啓 示を受

け る力 を も失 っ て しま うで あろ う。主 が オ リ

ヴ ァ ・カ ウ ドリに言 われ た こ とは ，私 た ち全

貝に とって も意味 が深 い。

「見 よ， 汝い まだ悟 らず。 汝 はひ たす らわ

れに 願 い し時は これ を与 え ら るるな らん と思

え り。

され ど見 よ， われ 汝 に告 ぐ， 汝心 の 中に よ

145



く思 い計 り， そ あ後願 うこ と もし正 しか らば

汝願 わ ざ るべ か らず 。願 うこ と正 しか らば，

その時 われ 汝の心 を内に燃 や さん。 これ に よ

りて汝 に その正 しき を感ぜ しむ 。

され ど もし願 う ところ正 しか らず ば， かか

る感 な くして汝 の心 は次 第 に鈍 くな り， そは

つ いに悪 の悪 た る を忘 れ しむ るに至 らん。故

に わが与 うるにあ らざれ ば，聖 きこ とを汝録

す を得 ず 。」(教 義 と聖 約9：7-9)

霊 的 な独 立 と 自立 は教会 を支 え る力で あ る。

それ を奪 われ た教 会 員は ， ど う して 自分 で啓

示 を受 け るこ とが で きるだ ろ うか 。祈 りの答

え を得 る こ とが で き るだ ろ うか 。確 信 を得 る

こ とが で き るだろ っか 。

助言 を求 め て来 る人 々 に， まず 自分 自身 と

家族 で最 善 を尽 くす よ うに求め る監 督 は， 非

情 な監 督 では な い。

監督 の 皆 さん，あ なたの机 に積 んであ る 「情

緒 の請 願 書」 に気 をつ け な さい。個 人の 力 を

分析 しない でそれ を受 け取 って はな らない。

問題 の解決 に は正 しい手順 を踏 む よ うに教

会 貝に教 えな さい。

あ る人々 は，友 人や 隣 人 に， あ るい はい ろ

い ろな人に助 言 を求 め て， 自分 で最適 と考 え

る結論 をそ こか ら引 き出 して いる。 しか しそ

れは誤 りであ る。

ある人 は まず心理 学 者か専 門の カ ウンセ ラ

ー， あ るいは， 直接 教 会幹 部 の所へ 行 こ うと

す る。

そ うす る こ とが 必要 な問 題 もあ るだろ うが，

その前に 自分 自身で考 え，次 い で家族 ，さ らに

地域 の指 導者 に相 談す るよ うにすべ きで あ る。

こ う して最善 を尽 くした後 な らば， 福祉 援

助 を受 け るの を何 もため ら う必要 の な いこ と

はす で に述べ た通 りで あ る。

この 原則 は情緒 面 の援助 に も同様 に あて は

まる。

根 の 深 い情 緒 問題 で家 族や 監督 や ス テー キ

部 長の 手に あ ま るこ と もあ る と思 われ る。教

会 は その よ うに 深刻 な 問題 を抱 え た人 のた め

に，教 会員 の 多い地 域 に カウ ンセ リン グ機 関
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を設けて きた。(た だ し，正規 の 系路 を通 じた

人 のみ を対 象 としてい る)

そ の中 には， 地域 や州 や 国か ら認 可 を得 る

必 要 のあ る事 業 も含 まれ る。 それ には 次 の も

のが あ る。

養 子縁 組

未婚 の母 の世 話

里 子 の世話

イ ンデ ィア ン学 生 里親 プ ロ グラム

1977年7月 に， 大 管長 会 は神権 指 導者 に，

公 的 な認可 を必要 とす る奉仕 活動 に関す る注

意 と指 示 の通達 を出 して い る。

で はここで， 「疾病 」に対 す る奉 仕 の 原則 を

振 り返 ってみ た い。

「疾 病 」に対 す る奉仕 活動 は，(こ れ も正規

の系 路 を通 じて のみ であ るが)次 の3段 階 が

あ る。

第1.相 談 神 権指 導 者 は末 日聖徒 社会 福

祉機 関 の担 当者 に， 深刻 な 問題 を抱 え た教 会

員 につ い て相 談 す る。普 通 は教会 員 と会 うの

は神 権 指導 者 だけ であ る。

第2.評 価 神 権指 導 者 と教会 貝 は一 緒 に

末 日聖徒 社 会福 祉機 関 の担 当者 に会 って問題

の評価 を行 な う。普 通 は1回 であ る。 その後

神 権指 導者 が その教 会 員の援 助 を続 け る。

困難 な問題 の場合 に ，治 療 を施 す。教 会 員

は末 日聖徒 社 会福祉 機 関 の担 当者 と会 って カ

ウ ンセ リン グを受 け る。 で きれば 監督 も立 ち

会 う。監 督 はそ れ以後 も援 助 を続 け る。

監 督 とス テー キ部長 は， 地 域 内で 問題 を解

決す るこ とに よ り， 自立 の模 範 を示す こ とが

で きる。 しか し結 局， 問題 を解決 す るの は教

会 員 自身 であ る。

監督 の皆 さん， あな たは決 して 自分 の責 任

をほか の 人に譲 っては な らない 。専 門家 に も，

また教 会社 会福 祉機 関 の職 員に さえ も譲 って

はな らな い。彼 らは最初 に あ なた に その こ と

を告 げ るで あろ う。

あ な たに は， 人 を慰 め， 清め ， いや す，他

の人 々 には与 え られて い な い力が あ る。

時折 ，赦 しを必 要 とす る教会 員 が い る。 そ



して ， あな たに は それ を与 え る鍵 が あ る。

専 門家 の助 けが 必要 であ る と思 われ る場合

に も， よ く注 意 して い ただ きた い。

カウ ンセ リングの分 野 で は，霊 的 に有 害 な

技 術 が使 われ るこ とが あ る。 したが っ て，教

会 員 をほ かの 人 の手 に ゆだね る時 に は， それ

らの 技術 を使 わせ な い よ うに しなけ れば な ら

ない 。問題 は主 の方法 で解 決 して いただ きたい。

カ ウ ンセ ラーの 中 には， 情 緒的 ，霊 的 に健

全 で あ るのに， それ を深 く掘 り下 げ よ う とす

る人々 が あ る。話 を引 き出 し， 分析 しよ う と

す るの で あ る。浄化 法(抑 圧 され た感 情 をは

き出 させ る精 神 療法)は あ る程 度 な ら問題 な

いが ，過 度 に な る と逆効 果 で あ る。物事 を元

に収 め る こ とは， ば らば らにす る よ うに は簡

単 にゆか ない もの で あ る。心 の 中に深 く立 ち

入 り， 問題 を徹 底 的 に聞 き出す よ うな こ とを

する と，自分 が避 け ようとして いる事 柄 そ の も

の に対 して無 感覚 に なっ て しま う傾 向 が あ る。

この よ うに言 う親 が い るで あ ろ う。 「で は，

み んな， パパ とママ が 出か け てい る間， 何 を

して いて もい いけれ ど， 椅子 を持 って きて 台

所 に行 って2番 目の棚 のお菓 子 の箱 を取 って，

豆 の袋 を開 け て，豆 粒 を鼻 に詰 め込 んだ りは

しない こ とよ。 わか ったわ ね。」

こ こに教 訓 が あ る。

さて， 監督 が こ う言 うの ももっ ともであ る。

「一体 どの よ うにす れば
，監 督 の仕事 を しな

が ら， 必要 な人 に カウ ンセ リングが で き るだ

ろ うか。」

あ るステー キ部長 が 私 に こ う語 った。 「監督

には カ ウ ンセ リン グの で きる時 間が あ りませ

ん。荷 を背 負 わせ て， 監督 の 首 を しめて い る

よ うな もの です 。」

これに は幾 らか 真実 の面 もあ ろ うが， む し

ろ 自分 で 自分 の首 を しめ て い るこ との方 が 多

い と思 う。

監督 の行 な っ てい る こ とを調 べ て み る と，

ほ とん どの監督 が 直接 プ ロ グラ ムの運 営 にあ

た 軌 もったいない時 間の過 ごし方 をしてい る。

ワー ド部 の監 督 は， すべ て の プ ログ ラムに

口 を出す よ うなこ とをせ ずに 管理役 員 として

振 る舞 えば もっ と効 果 的 な働 ぎが で きるはず

で ある。

監督 は 集会や 教 育活動 その他 ， プ ログ ラム

の運営 に 時問 を使 い過 ぎてい る。

・監督 の皆 さん， プ ロ グラム の運営 は副 監督

や神 権 指導 者，補 助 組織 の指 導 者 に任せ てい

ただ きた い。例 えば， 雇用 問題 は ホーム テ ィ

ー チ ャーや 定貝 会指 導者 で解 決 で き る
。

彼 ら を信 頼 し，任 せ て いた だ きた.い。 そ う

す れば最 も大切 な事 柄 に時 間 を使 える よ うに

な る。 本 当に必要 な人 に，主 の方 法 に よって

カウ ンセ リング を行 な うこ とが大切 であ る。

最 近 地 方 の ユ ニ ッ ト.宛に ふ たつ の指 示が

出 され た。 ひ とつ は，神 権個 人面 接 の数 を3

分 の2少 な くす る とい う通知 で あ る。

また もうひ とつ は，管理 集 会 を週 ご と， 月

ご とか ら， 月 ご と， 四半期 ご とに変 更す る と

い う通知 であ る。

私 た ちは神 権 の系路 を通 して求 め られ る援

助 が 途 中で解 決 され る よ うに願 って いる。

しか し，監 督 で ある皆 さん には責 任 が ある。

あ なたの 仕事 の うちの管理 と教 育 面 を能 率化

を図 り， 教会 員 に カ ウンセ リン グを行 な う時

間 を生 み 出す よ うに して いた だ きたい。

監督 の 皆 さん， 家庭 管理 の責 任 は父親 に あ

る こ とを常に覚 えて いた だ きたい 。

とき ど き， 全 くの善 意か らなの であ るが，

子供 に も父親 に もあ ま りに 多 くを要 求 し過 ぎ

て， それ がで きない こ とが あ る。

監督 の皆 さん， もし 自分 の 息子 に カウ ンセ

リングが 必要 であ れば， それが 自分 の 第一の

責任 であ り， ほか の 人 の こ とは その 次で あ る。

自分 の 息子 に レ ク リエー シ ョンが 必要 で あ

れ ば， まず 自分 の 息子 に その機 会 を与 え るこ

と， 人の こ とはそ の次 で あ る。 また 自分 の息

子 に矯正 が 必要 で あれ ば， それ が 自分の 第一

の責 任 で あ り， 人 の こ とはその 次 であ る。 自

分 が父親 として失格 であれ ば， 自分 をまず立

て 直す こ と， 子 供 の こ とは その 次 であ る。

わが子 を教 育 す る とい う仕 事 をあ ま りに早
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く投 げ 出 さない よ うに。

子 供 の相談相 手 に な って どん な問題 で も解

決す るこ とを， あ ま りに早 くあ き らめ ない よ

うに，真 剣 に取 り組 ん でい ただ き たい。 それ

は あな た 自身の務 め で あ る。

私 た ちは， 悪魔 が 人々 に 目先 の満 足 を追 い

求め させ る時 代 に生 きてい る。 問題 の安 易 な

解決 を初 め， 何 で も簡単 な こ とを求 め る風潮

が あ る。何 とか して いつ で も安 易 に快 適 な生

活 を送 りたい とい う思想 を吹 き込 まれ， そ う

でな い と不安 にな る人 々が い る。 だれ もが安

易 に カウ ンセ リン グや精神 分 析や 薬 物 に頼 り

す ぎる。

人生 は試 しの期 間 で あ る。不安 も失意 も落

胆 も失 敗 も， あ る程 度 は正常 であ る。

本 当に苦 しい 日が あ って も， そ れが しば ら

く続 いて も， しっか り立 って それ を直視 す る

よ うに，教会 貝 に教 え て いた だ きたい 。 そ う

す れば事 は解 決 す るで あ ろ う。

苦 闘の 人生 には大 きな 目的が あ る。

「教 訓」 と題 す る次 の詩 に は大 きな 意味 が

あ る。

悩 み，憂 うるわ が子 よ，

わた しは この部屋 を通 って

あなた の とこ ろへ す ぐに も行 け る。

わた しは歩 く方 法 を も う知 って い る。

だか ら， お まえが わた しの ところへ 歩 いて

きてほ しい。

さあ， お い で， ほ ら， わか るか い

ああ，覚 え てお くが いい， 簡単 な教 訓 だ，

わが 子 よ， いつ の 日か

お まえが こぶ し を固.め， 叫 ぶ とき，

涙 を流 して

「おお， 助 けて下 さい.神 よ， … …

ど うか」 と叫ぶ とき.

聞 くが いい， ほ ら， 聞 こえ るだ ろ う，

静 か な声 が 。
「助 け よ う

，子 よ， 助 け よ う。

しか し，

神性 をめ ざ して努 め る者 はわ た しでは ない，
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そ れ は あ な た 自身 な の だ 。」

(キ ャ ロ ル ・リ ン ・ピア ソ ン"： τ物θL㏄S碗"

『教 訓 』B¢g切 η勿8s「 は じ ま り」p .18)

監 督 の皆 さん， あな たの ところへ 来 る人 は

皆神 の子 供 で ある。彼 らに主 の方 法 に よっ て

カウ ンセ リン グ を行 な うよ うに して い ただ き

た い。 自分 で よ く考 え， そ れか ら問題 につ い

て祈 るよ うに教 え てい ただ きたい。

聖典 を読 む こ とには心 を落 ち着 かせ る効 果

が あ る とい うこ とを覚 えて い て いただ きたい 。

今 度聖 典 を読 む 時 に， 状 態が どれほ ど落 ち着

くか 気 をつ け， それ に よ る平 安 を感 じて い た

だ きた い。

では最 後 に モルモ ン経 か らの記 録 を見 てみ

よ う。予 言者 アルマ は， 監督 で あ る皆 さんが

その責 任 に あ って経験 す る以 上 の大 きな問題

に 直面 して い た。彼 は皆 さん と同 じよ うに確

信 が持 てず， モーサ ヤ の とこ ろへ 行 っ た。

しか し， モー サヤ は 賢明 に もその 問題 をア

ルマ につ き返 して いる。 モ ル モン経 に は次 の

よ っに 記 され てい る。

「… … 『われ は これ を裁判 しな い
， 汝 の手

に わた して裁 判 をさせ る』 と言 っ たの で，

アルマ は再 びそ の心 を苦 しめ ， この事 件 を

さば く時に神 の御 前 に過 ち を犯す こ とを恐 れ

て， 神 の御 前 に行 って この事 件 を処理 す る方

法 を神 に伺 っ た。

アル マは そ の全 身全 霊 をか たむけ て神 に乞

いねが った の で， 主 の御 声が 聞 え てア ルマ に

言 いた もうた。」(モ ーサ ヤ26：12-14)

監 督 の皆 さん， 主 は あな たに もみ 声 をか け

て下 さる。 それ を聴 く特 権が あな たに あ るか

らであ る。私 はそ の こ とを証 す る。 なぜ な ら，

私 は主 が生 きてお られ る こ とを知 って い るか

らであ る。 イ ス ラエルの 判士 と して霊 感 を受

け る監督 の皆 さん と， 皆 さんの ところへ 来 る

人 々 を神 が祝 福 した も うて， 主 の方 法 にか な

った カウ ンセ リン グが で きる よ うに。

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り申 し上 げ る。

ア ー メン



私たちは

主の管理人

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

管理の職の原則に従う時，最良の成果が

得られます

愛 する兄弟撒 この集会は非常に鱗 で
主 の み た まが 私 た ち と共 に あ ります 。 キ

ン ボー ル 大管 長 のお 陰 で私の証 が 強め られ，

神 の 王国 を建 設す るため に さ らに努 力 し， 働

こ うとい う決 意 を新 た に した こ とを， 大 管長

に知 っ てい ただ きたい と思 い ます 。

私 は， 何 人の 人が， また どの よ うな 人が 出

席 して お られ るか ， この会 に 出席す る たび に

いつ も知 りた い と思 い ます。 初め て こ こに 出

席 され た監督 は， ど うか お立 ち下 さい。 あ り

が とうご ざい ま した。 では， 初 めて 出席 され

た ワー ド部扶 助協 会 会長 は お立 ち下 さい。.あ

りが と うご ざい ま した 。同 じ く初 め て 出席 さ

れ た ステー キ部扶 助 協 会会長 はお立 ち下 さい。

あ りが とう ござい ま した。 次 に， 初 め て出 席

された ステ ー キ部 長 は お立 ち下 さい。 あ りが

とうご ざい ます 。 キ ンボー ル大 管長 ，御 覧 の

ように新 しい方 々が 大勢 出席 して お られ ます。

で すか ら， これ らの方 々が 自分 の務 め を知 る

こ とが で き る ように， 半年 ご とに この よ うな

集 会 を開 くこ とが 大切 だ と思 い ます 。

今 朝 ，私 たちは この み業 を推 し進 め て行 く

ため に必要 な心 構 えを学 び ま した 。何 を， ど

の よ うに すべ きか を教 えられ ま した。今 私 は，

この会 を終 えた後 も主 の みた まが私 た ち と共

にあ って ，私 た ちが教 え られ た通 りの こ とを

行 な い， その こ とに よ って主 か ら喜 ん でい た

だけ る よ うに と願 い， 祈 って い ます。

この教 会が イエ ス ・キ リス トの 教会 で ある

こ とを皆 さんに証 した い と思 い ます。 もう一

度 申 し上 げ ます 。 この教 会 は イエ ス ・キ リス

トの教 会 です 。 これ は主 の御 計画 で あ り，皆

さんは主 の管 理 人 です 。 私 た ちは主の 管理 人

で あ り， 管理 人 と して の責 任 を主 に 負 ってい

ます 。

私 は ブ リガ ム ・ヤ ング大学 の モ ンテ ・L・

ビー ン生 命科 学博 物館 の開館 式 に 出席 しま し

たが ， その 時， ビー ン兄 弟 は次 の よ うに述べ

ま した 。「私 た ちの 所有 す るものはすべて 主の

もので す。私 た ちは主 の管理 人で あって， 主

が私 に望 まれ る こ と， あ るい は教 会 の指 導者

が私 に望 む こ とは何 で あ?て も， 私 には それ

を捧 げる用 意が あ ります 。」 自分 の管理 すべ き

もの， 自分 の 所有 物の すべ てが 主 の もの で あ

る こ とを知 った な らば ，私 た ちは何 とい っ立

派 な精 神 を持 つ よ うにな る こ とで しょ う。私

た ちには それ を主 のみ ここ ろに従 って管 理す

る責 任 が あ るの です。

管理 の職 の 原則 に従 う時 に， 最 良の成 果が

得 られ ます 。 これ信過 去， 現 在， 未来， いつ

の時代 に も必 ず そ うです 。 キン ボール大 管長

が 前 回の福 祉 部会 で次 の よ うに言 われ た こ と

の真意 はそ れで あ る と思 い ます。「兄弟姉 妹 の

皆 様， … … この偉 大 な業 を推 進す るよ う私 は

切 に お勧 め した い。現 状 は私 た ちに とって も

主 に とって も満 足すべ きもので はな い とい う

こ と を， 全体 と して， また個 人 として認識 す

るか ど うか が，私 たち の今 後 を大 き く左右 す

る。」(『福 祉 活動 ：福 音 の実 践』 「聖徒 の道 」

1978年2月 号 ，p.120)
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兄 弟姉 妹， 私 た ちが この大 い な る福 祉 活動

で主 を代表 し， この よ っに行 な え るよ っヘ リ

くだ って お祈 りします。私 は， これ が主 のみ

業 で あ る こ とを皆 さんに証 し ます 。 この み業

を推 し進 め るの は私 た ちの責 任 です 。私 た ち

は 自分 の義務 を どの よ うに 果 た して い るか に

従 って祝 福 され るのです 。義 務 を立 派 に果 た

せ る よ うに， イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り，

謹 ん でお祈 りします。 アー メン。

<タ バ ナ クル か ら眺 め た ソル トレー ク神 殿

▼大会の光景

臓繹

麟
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愛の尊い律法

第 二 副管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私 たち は全体 として， ま た個 人 と して ，

貧 しい人 ，乏 しい人， 飢 えた 人， 病人 ，

着 る物 の な い入， 獄 にい る人 を どれだ け

世 話 して いる ので あ ろう か

兄 弟姉 妹 の皆 さん・私 に とって この会 はヲト
常 に有 益 であ っ た。 これ に勝 る福祉 部会

を私 は思 い出せ な い。私 は 中央福 祉 活動 委員

会 と管理 監 督会 ，教 会福 祉 部 に よる福祉 活動

の働 き を心 か ら感謝 して い る。

時 間 の関係 上 ，用 意 した話か ら一 部 だけ を

お話 す る こ とにす る。 しか し， き ょうこ こで

今 ま でに話 され た こ とを実 践す るな らば， そ

れ だけ で も十 分 で あ る と思 う。 その こ とを考

える と， 今 朝 こ こで過 ご した時 間 は非常 に価

値 が あ る。

さて， 私 は 「尊 い律法 」 とい うテーマ で話

を準 備 して きた。使 徒ヤ コブ はそれ につ いて

次の よ うに述 べ て い る。 「もしあなたがたが，

『自分 を愛 す る よ うに， あな たの隣 り人 を愛

せ よ』 とい う聖 書 の言葉 に従 って， この きわ

め て尊 い律 法 を守 るな らば， それは 良 い こ と

で あ る。」(ヤ コブ2：8)私 たちは この律 法 を

心 に 留め て すべ ての 福祉 活動 を行 なわ なけ れ

ば な らな い。 自分 を愛す るよ うに隣 人 を愛 さ

なけれ ば な らな い。救 い主 は この律 法 を， 神

を愛す るこ とのす ぐ次 に置 か れた。

「心 をつ くし
，精 神 をつ くし，思 い をつ く

して， 主 な るあ なた の神 を愛せ よ。 ……

自分 を愛 す る よ うに あ なたの 隣 り人 を愛せ

よ。」(マ タイ22：37，39)

私 た ちが断 食献 金 を納め る時 も， この尊 い

律法 を念頭 に 置 いて それ を行 な うべ きであ る。

主 の み も とへ 来 て次 の よ うに 言 う人々 の こ と

につ いて イザ ヤ は， どの ように言 っ たか ，御

存 じで あ ろ う。

「われ われ が 断食 した のに， なぜ ， ご らん

にな らないの か 。」

それに 対 して主 は， 私 が命 じた断 食 を守 ら

な いか らで あ る と答 え た も うた 。あ なた は こ

うべ を葦 の よ うに伏せ ， 荒布 と灰 とをその 下

に敷 くが ，飢 えた者 に あな たのパ ンを分 け与

えず ，貧 しい者 をあな たの家 に 入れ ず，裸 の

者 に 着せ な い。あなたが 叫ぶ とき， 「わた しは

こ こにお る」 と言 う。主 は この よ うに言 われ

た。(イ ザ ヤ58：3-9参 照)

貧 しい人や 障 害の あ る人， 私 た ちの援 助 が

必要 な 人 を世 話 す る こ とは， 自分 を愛す る よ

うに 隣 人 を愛 す る とい う尊 い律法 を成就 す る

ため の絶 対 条件 で あ り， 大 きな 目的 であ る。

祈 りにつ いての ア ミュレ クの力 強い 説教 を御

存 じであ ろ う。 ア ミュ レ クは その 中で， 祈 る

よ うに， しか も朝 に夕 に昼 に祈 る よ うに告 げ，

また どこ で どの よ うに何 を祈 るべ きかにつ い

て も民 に教 え た。彼 は具体 的 に それ を語 った

あ とで，こ う言 っている。「た とえ これ らの こ

とをみ な行 っ て も， も しも貧 しい者や着 る物

の ない者 の願 い をこ とわ り，病 んで い る者 ，

あ るい は悩 ん でい る者 を見舞 わ ず，持 物が あ

りな が らそ の幾分 を貧 しい者 に施 さない な ら

ば， あ なた た ちの祈 りは 空 し くな ってそ の効

果は な く， ま たあ なた た ちは神 の言葉 を否 定

す る偽 善 者 の よ うに な るで あ ろ う。」(ア ルマ

34：17-28参 照)

私 は， 「自分 を愛す るようにあなた の隣 り人

151



を愛せ よ」 とい う尊 い律法 に対 す る私 た ちの

理解 が現 在深 ま りつつ あ る と思 う。 イエ スが

この世 の 務 め を終 え る前 に使徒 たち に次 の よ

うに告 げ られた こ とは御 存 じで あ ろ う。

「人の子 が栄 光 の 中にす べ ての御 使 た ち を

従 えて来 る とき， 彼 はそ の栄光 の座 につ くで

あ ろ う。

そ して， すべ て の 国民 を その前 に集 め て，

羊飼 が羊 とや ぎ とを分 け る よ うに， 彼 らを よ

り分 け，

羊 を右 に，や ぎ を左 に お くで あろ う。

その と き，王 は右 にい る人 々に 言 うで あ ろ

う， 『わ た しの父 に祝福 され た人 た ちよ，さあ，

世 の初 めか らあ なたが た のため に用 意 され て

い る御 国 を受 けつ ぎな さい。

あなたが たは， わ た しが 空腹 の ときに食べ

させ， か わ いて いた ときに 飲 ませ ， 旅 人 であ

っ た ときに宿 を貸 し，

裸 であ った ときに着せ ，病 気 の ときに見 舞

い，獄 にいた ときに尋ね て くれ たか らであ る』。

その と き，正 しい者 た ちは答 えて言 うであ

ろ う， 『主 よ，いつ，わ た した ちは， あ なた が

空腹 であ るの を見 て食物 をめ ぐみ， か わ いて

い るの を見 て飲 ませ ま したか。

いつ あ なたが 旅 人で あ るの を見て宿 を貸 し，

裸 な の を見 て着せ ま したか 。

また， いつ あ なたが病 気 をし，獄 に い るの

を見 て， あな たの所 に参 りま したか 』。

す る と，王は 答 えて言 うであろう， 『あな た

がた に よ く言 ってお く。 わ た しの兄 弟 であ る

これ らの最 も小 さい者の ひ と りに したの は，

すな わち，わた しに したのである』。」(マ タイ

25：31-40)

私 はこの福 音 が真 実 であ る こ とを知 って い

る。福音 が真 実 で あ るこ とに，私 は一 点 の疑

い も持 って いな い。福 音 の 原則 を疑 問に感 じ

たこ とは一度 もない 。1930年 代 に示 され た福

祉 プ ロ グラムが主 の霊 感 に よる もの であ っ た

こ とを， 私 は知 って い る。主 は グ ラン ト大 管

長に霊 感 を与 え，J・ ルーベ ン ・クラー ク ・

ジュニア とい う立 派 な副管 長 とそ の他 の人 々
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を助 け手 として， この プ ロ グラム に着手 させ

た もうた。 そ して今 私 た ちは， その プ ロ グラ

ム に従 い， 自分 を愛 す る よ うに 隣 り人 を愛す

る精 神 を もっ て主 の王 国 を見守 る義務 を負 っ

て い るの であ る。

その よ うに行 な うな らば， 私 た ちは予 想以

上 に早 く訪 れ る試練 の 時代 に も， しっか り耐

え抜 くこ とが で きるで あ ろ う。 この世 の民 は

将 来，苦 境 と苦 悩 に直面 し， 主 の プ ロ グラム

に 立 ち返 る以 外に 問題解 沫 の道 を見 いだせ な

くな る時 を迎 え るで あろ う。 イエ ス ・キ リス

トの み名 に よ り申 し上 げ る。 アー メ ン。

十 二使 徒 評議 員会 会 員

トー マ ス ・S・ モ ンソ ン



これは，3月31日 ，教 会本部 ビルで行 なわれ

た地 区代表 セ ミナーで， キンボ ール大 管長が

語 った説 教 を編集 した もので ある。

家庭で福音を実践する

大 管長

ス ベ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

「私たちの成功 は，個人的にも教会全体 としても，家庭で福音

を実践することにどの程度忠実に取 リ組んでいるかによって決

まる」

愛 す る兄 弟 の皆 さん・私 は・新 しい地 区代
表 の 名前 が発 表 され た こ と と共 に，世 界

各 地 に 多 くの 立派 な兄 弟 た ちが い るの を知 っ

て心か ら うれ し く思 う。 兄弟 た ちが この職 に

あ って主 に仕 える こ とを快 く引 き受 けて 下 さ

り，，感 謝 に堪 えな い。

政 治 に関す る事柄

最初 に， 教 会員 は政 治 に関 す る事 柄 に どの

程 度関 与 した らよ いか につ いて少 し申 し上 げ

たい。

この問題 につ い て話 さなけ れば な らない程

差 し迫 った事 態 に直面 して いる わけで はな い

が ，地 区代 表 ，大 管長 会， 十 二使徒 として，
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教会 また教 会 員が政 治に どの よ うな態 度 を取

るべ きか につ い て共 に話 し合 い たい と思 う。

1968年9月 ， 大管 長会 は教 会員 に 「地 域社 会

の一員 として， また一 国民 と しての 自覚 を持

つ よ う」 強調 し， 次 の よ うな勧 告 を発 して い

る。

「教会 が世 界 的な規 模 に発 展 しそ の責任 が

大 き くな るにつ れて， 教会 が教 会 員 の住 む様

々 な地 域社 会の数 多 くの 問題 を含ん だ 多種 複

雑 な事 柄す べ てに， 適切 な指 示 を与 えよ う と

す る こ とは得策 で は な くなっ た。か と言 って，

教会 員各個 人が 地域 社会 に おけ る公 民 として

の責任 を果 た さな くて よい とい うわけ では な

い 。

私 た ちは教会 員 に，地 域社 会 を取 り巻 く様

々 な問題 の解決 策 を見 いだ す に当 た って， 公

民 として の 自 らの義 務 を果 た し，責 任 を引 き

受け るよ う強 く勧め る もの で あ る。

私 た ちの使命 が拡 大 す るにつ れ， 教会 員 は，

実際 的 な問題 を無視 で きな くな って きた。 霊

性 を育む ことの で きる環 境 に住 む に はそ れ ら

を解 決 しなけ れば な らな いの で ある。

これ らの実 際的 な問題 を解決 す る には， 私

たち と信仰 を異 にす る人 々 と も協 力す る必 要

が あ る。教 会 の標 準 にか な って い る事柄 に対

しては，協 力 し，率 先 して取 り組 み，献 身す

るの を怠 らない よ うにすべ きで あ る。

もちろん教 会員個 人が， 教会 を代 表 す る こ

とは ない。 しか し， イエ ス ・キ リス トの福 音

の原則 を指 針 と して，努 め て善 き業 に従 うべ

きであ る。(教 義 と聖約58：27参 照)」

大管長 会 と十二 使徒 評議 員会 は，1968年 の

この重要 な声 明 を再 び繰 り返 したい と思 う。

この声 明は 賢明 な指針 で あ る と思 う。教会 員

は これに従 って， 公 民 としての義務 を果 た し

てい ただ きたい 。末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 は， 教会 として の公 式の 立場 を表 明 しな

けれ ばな らな い事 柄 以外， 組 織 としてそ の立

場 を言明す る こ とは しない。

この よ うに しなけ れば， 教 会 は数 々の 問題

に縛 られて 身動 きで きな くな って し まい， 主
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の 回復 され た福 音 を世 の 人々 に教 え る とい う

教会 の 本来 の使 命 を果 たせ な くな って しま う

こ とだ ろ っ。

教 会 員が 自 らの責 任 を 自覚 し， 賢明 に行 動

して下 さる よ う心 か ら願 って い る。

地 区代 表 の皆 さん にお願 い したい。教 会 貝

が一 公 民 として対 応す るのが ふ さわ しい事 柄

を教会 にす べ て委 ねることの ない よう，担 当地

区の ステー キ部 長 とその他 の指 導 者 に指 示 し

てい ただ きたい。 また，神 権指 導 者 と会 員に ，

個 々 の問題 につ いて教 会 の立場 を表 明す るよ

う求 め る依 頼 に教 会 が応 じない理 由 を説 明 し

て いた だ きたい 。話題 に な って い る問題 は非

常 に価 値 の あ る もの で あ るか も しれ な い。 し

か し， す で に述べ た理 由 に よ り， 教会 員 が一

公民 と して関 与す る こ とは大切 で あ るが ，教

会が 組織 と して働 きか け るこ とは しな い。

大会

私 たちは， 主 を礼 拝 し， キ リス トのみ 言葉

に あずか り， 信 仰 と証 を強 め るため に， たび

た び大会 を開 いて い る。 その よ うな大会 とし

て， ワー ド部 大 会， ス テー キ部 大会 ，地 域 大

会， 総大 会 が あ る。

こ こ数 年， 私 た ちが催 した大 会 で最 も霊感

あふ れ る大会 として心 に残 っ てい る ものの 中

に， 合衆 国 外 で開か れ た地域 大 会 が ある。 し

たが って私 た ちは，1979年 か ら合 衆 国 内 で も

数 ヵ所 で地域 大 会 を開 くこ とを計画 して い る。

そ れに よって， もっ と 多 くの教 会 員が教 会 幹

部 に会 い， 話 を聴 け る よ うに な るこ とだ ろ う。

十二 使徒 評議 貝 会か ら2名 と， そ の他 に何 人

か の幹部 が そ れ ぞれの 大会 に 出席す る予 定 で

あ る。

また私 た ちは，教 会 員 の時 間，交 通 手段 ，

費用 とい った 負担 を軽減 す るため に，1979年

か ら， 各 ステー キ・部 で開か れ るス テー キ部 大

会 を年2回 の 開催 とす るこ とに決定 した。 こ

の うち1回 は教 会 幹部 が 出席 し， もう1回 は

地区 代 表が 出 席す る。 これに よ り， ステ ーキ

部長 や そ の他 の地 元 の指導 者 は時 間 の余 裕 が



で き， 聖徒 を全 き者 とす る業 を今 以上 に推 し

進 め るこ とが で きる もの と思 う。

簡易化

兄 弟姉 妹， 「簡 易化 」 を怠 惰 のス ロー ガ ン，

ある いは怠惰 を助長 す る もの と しない でい た

だ きたい。 私 た ちが望 ん でい るの は，教 会 員

のため の プ ロ グラム を行 な っこ とであ って，

プ ロ グラム に教 会 員が 振 り回 され るこ とでは

ない。 また神 権指 導 者 は， 教 会員 に何 が必 要

か を，祈 りの気 持 ち を持 って よ く考 え，彼 ら

の基 本 的 な必要 を満 たす よ うに努 め て いた だ

きた い。教 会 のプ ロ グラム は， その ため の大

きな 力 とな るであ ろ う。特 に，地 元 の実情 を

よ く把 握す る神 権指 導 者は ， ど うす れ ばそ れ

を最 もよ く適用 で きるか を知 る こ とが で きる

であ ろ う。 中央 管理 会や 中央委 貝会 に求 め て

も， 教会 員 に何 が期 待 され て い るか を知 るこ

とは で きない。 これ らの管理 会や 委 貝会 が 各

地 に直 接 プログ ラム を浸透 させ る とい う時代

はす でに過 ぎ去 ったの で あ る。

教 会 に は， 中央 の指 導者 と地 元 の指 導者 を

結 ぶ組 織系 統 は幾 つ もな い。 基 本 と な る組

織 の系 路が た だ ひ とつ あ るだ けで あ る。 それ

は神 権 の系 路 であ り， 大管 長会 と十 二使 徒会

か ら始 まって， ゾー ンア ドバ イザ ー，地 域 担

当教 会 幹部 ，地 区代 表 ， ステー キ部 長 ，監督

へ と通 じる。本 部 の各 組織 は神 権 の系 路上 に

ある 人々 をで きる限 り支援 し， 援助 を与 え る

が ， しか し神権 の 系路 上 にあ る皆 さん に は こ

れ まで以上 の責 任 を引 き受 け る よ うお 願 い し

なけれ ば な らな い。 とい うの は， この よ うな

簡 易化 を図 るこ とに よ って，特 定 の 人々 に さ

らに 負担 が掛か る よ うに な る と思 われ るか ら

であ る。

監督 は， 各組 織 の予 算以 上 に ワー ド部運 営

基 金か ら出費 しない よ う注 意 を払 っ て いただ

きた い。 同様 に， 監督 は， 教会 の 活動 に 費や

す 時 間につ いて も よ く調整 を図 る責 任 が あ る。

いずれ の場 合 も， 常 にバ ラ ンスの とれ た計 画

を立 て るよ うに しなけ れ ば なち ない。

地 域 の実 情 に応 じた教会 活動 が行 な え るこ

とで， 皆 さん は時 間 を さ らに有 効 に使 って聖

徒 た ちの ため に働 くこ とが で き るよ うにな る。

努 め て従 うこ と と， ど うで もよ い仕 事 で忙 し

いこ ととは違 う。 基礎 的 な もの を推 し進 め る

こ と と， 「乳 」が 必要 な教 会 員 に 「肉」 を押 し

付 け る こ と とは違 う。

教会 は教 会 貝 に対 して， 昇栄 の備 えが で き

る よ う，数 々 の原 則 とプロ グラム と神権 を提

供 す る責任 を負 って い る。私 た ちの成功 は，

個 人 的に も教会 全 体 として も， 家庭 で福 音 を

実 践す るこ とに どの程 度忠 実 に取 り組 ん でい

るか に よって 決 ま るの であ る。私 た ちは， 自

らの責 任 と，家 庭 と家 族 の役割 をは っ き りと

認 識す る時，神 権 定 員会 と補助 組 織 ひ いて

はワー ド部 とス テー キ部 の存 在す る 目的が ，

家 庭 で福音 を実践 で きる よ うに教 会員 を助 け

る こ とであ る とい う こ とが 分か るで あ ろ う。

大切 な のは プ ロ グラム では な く人で あ るご と，

そ して教会 のプ ロ グ ラムは常 に家 族 を援助 す

る もの であ って， 福 音 を中心 と した家 族 の活

動 を妨 げ る もの で は決 して ない こ とが分か る

であ ろ う。

教会 貝 は個 人 と家族 の備 え を して， 自分 の

家 族や 他 の 人々 を主 の方 法 に よって物 質 的に

も霊 的 に も助 け， 強 め られ る よ うに しなけれ

ば な らない 。 また， 自分 だ け でな く亡 き親 族

も神 殿 の祝 福 が受 け られ る よう準備 しなけれ

ば な らない 。 さ らに， 人々 に福音 を伝 え るこ

とが 必要 で あ る。 その ため に は， 模 範 を示す，

友達 に な る， 証 を述 べ る，伝 道 に 出 る， 息子

に伝 道 の備 え を させ る， 宣教 師 に経 済 的な援

助 を与 え るな ど， い ろい ろな こ とが で き る。

また，教 会 員 はそ れ ぞれ才 能 を伸 ば し， 良 い

文学 に親 しみ，優 れ た文化 を学 び， 地域 杜会

や 国の行 事 を知 って， ふ さわ しい もの に参加

す る必要 が あ る。

これ らの こ とはす べ て， 立派 な家 庭環 境 が

あ って こ そ最 もよ ぐ達 成 で きる こ とが 分か る

だ ろ う。定 員会 指導 者 は次 の ように 自問 して

いただ きた い。 定 貝会 会貝 が最 も大切 な神権
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の召 し，す なわ ち家庭 にお け る夫 お よび父親

としての責任 を全 力 を尽 くして遂 行 で きる よ

う助け るには どの よ うにす れば よいだ ろ うか。

神 権者 が愛 と思 いや りのあ る雰 囲気 の下 で，

妻 を敬 い， 妻 の相 談相 手 とな って 彼女 が伴侶

としての役 割 を よ く果 たせ るよ う助 け るため

に， どの よ うな援助 が で き るだ ろ うか 。 また

監 督や ス テー キ部長 も， 定 貝会 指 導者 と共 に，

両 親が 子供 た ち と一 緒 に聖典 を学 び， 定期 的

に行 な う有 意義 な 家庭 の 夕べか ら十分 な祝福

を受 け られ るよ うにす るため には どの よ うな

助 け を与 えれ ば よいか ，考 える必要 が あ る。

扶助 協会 指導 者 と教 師 は次 の こ とを 自問 し

て いただ きたい。 妻 であ り母親 であ る姉妹 に，

母親 の務 めが神 聖 で価 値 の あ るこ と を理解 さ

せ るに は ど うす れ ば よ いだ ろ うか 。家 庭 を愛

と学 び の場 ，安 住 と向上 の場 とさせ るに は，

どの よ うにす れば よいだ ろ うか。 また，夫 が

いつ も家庭 にい ない女 性や ， 夫 に先立 たれ た

女性 が一 家 の導 き手 として の役 割 を果 たせ る

よ うにす るには， どの よ うにす れば よいだ ろ

うか 。

補 助組 織 の青 少年 担 当指 導 者 と教 師 は こ う

自問 してい ただ きた い。両 親 を愛 し， 両 親 の

言葉 に従 い， 家族 の責 任 を助 け る青 少年 を育

てるた めに は， どの よ うな援 助 をした ら よい

だろ うか。家 族 の絆 を強め，責 任 を果 たす の

に支 障 を きたす こ とな く， また， 家族 の活動

を行 な う時 間の余 裕 を残 しなが ら集会 や 活動

を計画 す るには どの よ うに すれ ば よい だ ろ う

か 。

神 権 プ ロ グラム も補 助 組 織の プ ロ グラム も

すべ て，家庭 で福 音 を実 践 す る こ とをは っ き

りと打 ち 出 し， 家族 と家庭 に焦 点 を 当て ない

ような活動 は控 えて いた だ きたい。

現在 ， ひ と り暮 らしの教 会員 や， 福 音の 原

則 を十 分 に理解 して いな い家族 と生 活 を共 に

して い る教 会員 が 多 い。 その よ うな人 は， 家

庭 の 夕ベ グルー プ に所 属 した り，独 身 成 人活

動 に参 加 した りして， 家庭 の意 義 を学 ぶ よ う

に してい た だ きたい。 また，絶 えず両 親や 兄
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弟 姉妹 ， そ の他 の親族 との絆 を強め る よ う努

力 して いた だ きた い。

地 元 の教 会 指導 者 の配 慮 に よって家 族 が一

緒に過 ごせ る時 間が で きた な らば，両 親 に も

子 供 た ちに も 「家 庭 に帰 るよ うに」 と，私 た

ちは呼 びか け たい。親 は クラブ の集 いや ボ ウ

リン グ，球 戯 場， 宴会 ， つ き合 いな どに当 て

る時 間 を最小 限 に し，子供 た ち と多 くの 時 間

を過 ごす よ うに すべ きであ る。 また若 い男性 ，

女性 は， 学校 や その他 の活動 に 当て る時 間 と，

家族 の 活動 に 当て る時 間の バ ラ ンス をと らな

け れば な らな い。

家 族 全貝 が， 家庭 をか け が えの ない所 ，会

話 と学 習の 場， 互 いに 愛 と よ りどこ ろ と感謝

と励 ま しを見 いだせ る所 とす るため に，協 力

しなけ れば な らな い。

繰 り返 し申 し上 げ たい。私 た ちの 成功 は，

個 人的 に も教会 全体 として も， 家庭 で福 音 を

実 践す るこ とに どの程度 忠 実 に取 り組 んで い

るか に よって決 まる。

系 図

福 音 を実 践す る上 で大切 な ひ とつ の事 柄 は，

系 図 と神殿 活動 に取 り組む こ とで あ る。霊 界

には， 私 た ちが熱心 に働 くの を待 ちか ね てい

る男女 の霊 が大 勢 い る とい うこ とを，私 た ち

は よ く知 っ てい る。 これ は主 が私 た ちに課せ

られ た重 大か つ避 け る こ とので きな い責任 で

あ る。万一 これ を怠 れば ， 罪あ りとされ るで

あ ろ う。

私 た ちは系 図部 に， 系 図 の手続 きを簡易 化

す る よう要 請 した。 その結 果， 人名 抄 出 プ ロ

グラムが 発案 された 。私 た ちは それ を慎重 に

検 討 した後， そ れ を承 認 した。教 会 員 は，地

元の機 関 でマ イ クロフ ィルム か ら人名 を抄 出

す る系図 プ ロ グラム に，2マ イ ル行 く精神 で

取 り組ん で いた だ きた い。 この プ ロ グラムは ，

神 殿 の業 を進 め るの に， また死老 の ため の儀

式 を早 く行 な うのに 大 きな 力 とな るであ ろ う。

私 た ちは これ に よって， 教 会 員が 系図 と神

殿活動 に対 す る責 任 をさ らに よ く果 たせ るも



の と確信 して い る。

伝道

私 たち は，時 の初 め か ら伝 道 活動 に携 わ っ

て きた大勢 の宣 教 師 に， 心 か ら感謝 の意 を表

した い。 これ らの 人々 は約6千 年 にわ た って

福音 を伝 えて きた。今 日まで宣 教 師は 同僚 と

共 に延べ50万 年 伝道 して きた こ とにな る。 こ

の間 に様 々 な こ とが起 こ って い る。 ア ダム と

イヴが エ デ シの園 に住 み， カイ ンが 弟 アベ ル

の命 を奪 い， ノア が洪 水か ら家 族 を守 り， 文

明 が ミシシ ッピーか らア ララ テ山 に移 った.。

また， ア ブ ラハ ム がエ ジプ ト人 に天 文学 を教

え， モー セが イ ス ラエ ル の民 を導 い て紅 海 を

渡 っ た。 リーハ イが家族 を約束 の地 に導 き，

コ ロンブ スが ア メ リカ大陸 を発 見 した。 そ し

てア メ リカ独立 戦争 が 起 こ り， 自由が与 え ら

れた 。 さ らに， 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが福

音 を回復 した。 その福 音 を携 え た宣教 師 た ち

は大 勢の 人々 を教 会 に導 き，か つ て，10万 人

の ス カン ジナ ビア人， ブ リ トン人， ドイ ツ人

が286せ きの船 で シオ ンに向か った。彼 らは大

西 洋 を渡 って ミシ シ ッピー 川 の河 口に到 着 し，

さ らに その 川 を上 ってセ ン トジ ョセ ブに 出た。

そ こか ら荷車 ， 後に 汽車 を使 っ てシ オン にや

って きた。 また， 現 在宣教 師 は，毎 年16万 な

い し17万 人 の人 々に バプ テ スマ を施 して い る。

この よ うに教 会 の発展 に は 目 を見 張 る もの が

あ.る。6人 か ら始 まった教 会が ，現在会員 数400

万に まで 成長 してい る。宣 教 師 ひ と り当 た り
.
の1年 間 の費用 が お よそ1，872ド ル とす る と，

現 在 彼 らは5，000万 ドル を費や して奉仕 を し

て い るこ とに な る。 この ほか に も伝 道 活動 を

行 な っの に諸経 費 がか か って い る。 私 た ちは

彼 らの この よ うな働 きを誇 りに感 じてい る。

合 衆 国以 外 の国か ら も4，000名 近 い若 者 が

伝 道 の召 しに応 えて い る。

私 た ちは主 の霊 感 に よって語 るこ とが で き

る よ うに， 幅広 くか つ深 い知識 を得 る よ う常

に努 めな けれ ば な らない。 主 は予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス を通 して，福 音 を宣 べ伝 え る責 任

が私 たち にあ る と告 げて お られ るか らであ る。
ことば

主 は言 われた。「わが 言 を宣べ ん と求 む るこ

となかれ 。 然 らず して まず わが 言 を得 ん こ と

を求 め よ。然 る後 ， 汝の舌 ゆ るま り， それ よ

り汝願 わば われ わが 『み た ま』 とわが 言 とを
ちから

与 えん。 す なわ ち人 々 を説得 す る神 の能力 を

与 うべ し。」(教 義 と聖 約11：21)

したが って， 私 た ちは福音 を宣べ伝 える国

の民 の言葉 で福 音 を学ぶ よ うに して い る。

現 在外 国語 を話す 宣教 師 の大 多数 は， その

ため に熱 心 に勉 強 して い る。

「その 日
，イエ ス ・キ リス トを啓 示す るため

に彼 らの上 に注 が る る『慰 め 主』の施 した もう

に よ りて この能 力 を授 け られ たる者 た ちの 口

より，あ らゆ る人々 は己が 国語 と己が 言葉 にて

完全 な る福 音 を聞か ん 。」(教 義 と聖約90：11>

「誠 に主の 声 はすべ ての 人々 に及ぶ ものな

れば ，一 人 もの が る る者 な し。 目と して 見 ざ

る はな.く，耳 として聞か ざるは な く， 心 とし

て刺 し貫 かれ ざる はな し。… …
かいな

その時 主 の腕 現 われ て，主 の声 も また主 の

僕 らの声 も聞か ん とせず ，予 言 者に して使 徒

な る者 た ちの言 に も耳傾 け ん とせ ざる者 のそ

の民 の 中 よ り絶 た るべ き 日来 るな り。… …

され ど こは， あ ちゆ る人々 主 な る神 す なわ

ち世 の救 い主 の 名 に よ りて語 らんため …… 」

(教義 と聖約1：2，14，20)

王や 統 治者 ， 有 力者， 要 人 と言 え ども， こ

の福 音 に聞 き従 うこ とを免 れ得 ない とい うこ

とに注意 して いた だ きた い。私 た ちは その よ

っな人 に も福 音 を宣 べ伝 えてい る。 また， 彼

らへ の伝 道 に は特 に力 を注 い でい る。

「目覚 め よ
， 世 の王 た ちよ。 来れ， 来 れ。

すべか

須 ら く汝 らの金 と銀 と を持 ちて わが 民 を助 け

に来 れ 。 シオ ンの娘 の家 に 来れ 。」(教 義 と聖

糸勺124：11)

もし200万 の 家族 とその子 供 た ちが毎 日朝

晩心 を合 わせ て祈 る な らば， 祈 りにいつ も耳

を傾 け てお られ る主 は， その祈 りに 必ずや 応

え て下 さ るで あ ろ っ。私 たち は，世 界の 国々

あ指 導者 が心 を和 らげ， 宣教 師 を受 け入 れて ，
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平安 と愛 と喜 び と主 を知 る知識 が そ の国民 に

与 え られ る よ う， 国々 の ため に祈 っ てい る。

私 た ちは現在 デ ビ ッ ド，・M・ ケ ネデ ィー 長

老に， 新 しい伝 道部 を開設 す る準備 をす る特

別顧 問 と して働 いて いただ い て いる。 ケ ネデ

ィー長 老 は，合 衆 国の 閣僚 その他 の経 歴が あ

るこ とで世 界各 国 に知 人が い る。 その ため ，

この責 任 は まこ とにふ さわ しい と思 う。私 た

ちは， 国際 伝道 部部 長 の ジ ェー ム ズ ・E・ フ

ァウ ス ト長 老 の助 け を も得 て， 国 々の 門戸 を.

開 きた い と望 んで い る。

王や 国の 指導 者 の方 々に ， 門 を開 い て下 さ

るよ うに と申 し上 げ た い。私 た ちの宣 教師 は，

あ なた の国 に祝 福 を もた らす 力強 い大 使で あ

る。 彼 らは あな たの 国に平 安 と喜 び， 幸福 を

もた らし， 人々の 心 を満 たす こ とだ ろ う。 そ

れゆ え， 門 を開 いて いた だ きた い。

「か くの如 くして
， 福 音 は最初 よ り説 き始

め られ て，神 の御 前 よ り遣 わ され し聖 き天使

たち に よ り， 神 自らの声 に よ り， また聖 霊 の

賜 に よ りて宣 べ られ た り。

か くの如 くして，一 つ の聖 き儀 式 に よ り，

説 かれ た る福 音 に よ り， またそ の福音 の この

世 の終 りまで世 に あるべ し と宣べ られ た る神

の御 旨に よ りて， よろず の物 すべ て ア ダムに
くだん

授 け られた り。 され ば誠 に件 の如 くな りき。

アー メン。」(モ ー セ5：58-59)

25，000人 を越 え る宣 教師 たちは ，伝 道活 動

を始 め る と間 もな く， 福音 が 自分 た ちの証 に

よって伝 え られ る こ とを知 る。 この こ とにつ

い て主 は教 義 と聖 約62：3で ， 次 の よ うに 説

明 して いる。

「さ りなが ら汝 らは 幸福 な り
。汝 らの為 し

た る証 は， 天使 らの見 るため に天 に録 され た

れば な り。 天使 らは汝 らに就 きて悦 び汝 らの

罪赦 さ る。」

最近私 の とこ ろに， あ る姉 妹 か らか な りの

額 の小切 手 が 届い た。 その姉 妹 に は息子 が い

て， 伝道 資金 をこつ こつ 貯 蓄 して いた。 とこ

ろが彼 は高速 道路 で事 故 に遭 い， 他 界 して し

まった ので あ る。
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「私 には
， 息子 が 伝 道の ため に こつ こつ 貯

蓄 した この お金 を使 う権 利 は ない と思 い・ます ，

息子 と主 人 が亡 くな ってか ら3年 に な ります 。

当時 息子 は17歳 で した 。本 当に恐 ろ しい事 故

で した 。… …鹿狩 りに行 く途 中， 大 型 タ ンク

ロー リー が猛 ス ピー ドで突 っ込 んで きて， ふ

た りの乗 った車 に激 突 した のです … …。」

これ こそ， 私欲 の な い， 愛 の模 範 で ある。

同 じよ うに，1830年 以来 現在 まで約25万 人の

宣教 師が， 私欲 を捨 て て 自 らの時 問 を伝道 活

動 に捧 げて来 た 。

私 は また， 教会 員 に感謝 して い る。 数 多 く

の責任 以 外 に， 伝 道 の歩 み を速 め る とい う要

請 に も快 く応 じて下 さ った こ とを心か ら感 謝

申 し上 げた い。現 在， 教会 に は156の 伝 道 部

があ る。 こ れはか つ てな い数字 であ る。私 た

ちが皆 さんの働 きに心 か ら感謝 して い るこ と

を知 って い ただ きた い と思 う。 この世 にお け

るみ業 は今 や 驚 くべ き勢 いで進 ん で い る。 そ

の勢 い を保 ち， さ らに 拍車 をか け てい ただ き

たい。

現 在19歳 で， 伝 道に 出 られ る年 齢 の少 年 が

38，000名 い る。 しか し実 際 には 一部 の 人 しか

伝道 に 出て い ない 。 また， 準備 をす れば3年

以 内に伝 道 に 出 られ る祭 司 が114，000名 ， さ

らに，現 在14，15歳 で，4，5年 の うちに伝

道 に出 る準備 を してい る教 師が83，000名 ，6，

7年 後 に宣教 師 とな るため に貯蓄 して いる12，

13歳 の執事 が78，000名 い る。

前 に も引用 した こ とが あ るが， 祝福 師 のサ

ミュエル ・クラ リッジ兄弟 か ら受 け た私 の祝

福 を一 部紹 介 した い と思 う。

「あ なた は 多 くの民 に
， 特 に レーマ ン人 に

福 音 を宣べ 伝 え るで あ ろ う。 主は あ なたに 言

語 の賜 と， その民 に福 音 の原 則 を ご くわか り

や す く説 く力 を授 け て下 さ るであ ろ う。あ な

たは いつ の 日か彼 らが 組織 立 て られ， この 民

を囲む と りで として立 つの を 目にす るであ ろ

う。 また，神 のみ使 いがあ な た を囲み， 苦 し

い試練 の場 に立 た され た時 に，何 をすべ きか

を教 えて くれ るで あ ろ う。 また， 敵 の怒 りが



この民 に向 け られ る時 が来 るであ ろ うが， あ

な たは他 の 人々 と共 に それ に立 ち向か い，敵

の 中に 混乱 と災 い を もた らす力 を得 るで あ ろ

う。 スペ ンサー 兄弟 ，私 はあ なた に告 げ る。

あな たは若 い時 か ら成功 し，襲 いか か る あ ら

ゆ る罪 と誘 惑か ら守 られ， あ なた の天 父 のみ

まえ に手が 清 く，心 の い さ ぎよ い者 として立

う こ とだ ろ っ。」

私 は この こ とにつ いて， レー マ ン 人の プ ロ

グ ラムに深 い関心 を寄せ て いる ボイ ド ・K・

パ ッカー長 老 と話 し合 っ た時， 教会 には50万

近 い レーマ ン人が い る こ とを知 った。 ア メ リ

カに316，000人 ， それ に海 の島 々 に94，000人

い る。 これ を聞 いた時 に， み業 が 進 んで い る

の を知 り本 当に うれ し く思 った。

大勢 の会 員 か らク リス マ スカー ドと写真 を

いた だ いた。 そ の写真 を見れ ば おわか りに な

るが， 宣教 師 の 中に レー マ ン人が 非常 に 多い。

立 派 な若 い 男女が 大勢 い る。伝 道 部か ら写真

を添付 した カー ドをた くさんい ただ いた が，

それ には どれ もレー マ ン人 の宣教 師 が写 って

い る。すべ ての写 真 に であ る。 こ こに その幾

つか が あ るので御 覧 い ただ きた い。私 は レー

マ ン人の 宣教 師 が ご く少数 であ った 頃の こ と

を思 い 出す 。 レー マ ン人 の宣教 師 は5本 の 指

で数 え られ る程 度 しか い なか っ た し， レー マ

ン人 の会 員 も極 め て少 なか った。

しか し，世 の 中が 変 わ り， 状 態 も変 わ った。

主 は今や このみ業 を祝 福 してお られ る。 主 に

不可 能 な こ とが あ るだ ろ うか。 皆 さん は，年

老 い たアブ ラハ ム とサ ラが， 子供 に恵 まれ，

彼 らの子 孫 が海 の真砂 の よ うに増す で あ ろ う

とい う約 束 を受 け た時 の こ とを覚 えて お いで

だ ろ う。や が て これ らの民 がす べ て教会 の 管

理下 に導 か れ， 私 た ちが その こ とで大 きな喜

び を得 る時 が来 るこ とだ ろ う。

私 たちは 今年 ，現 在 の少 な い宣教 師 に よっ

て， 通常 の 状態 で167，939名 にバ プテ スマ を

施 した。宣 教師 の数 が倍 にな れば， 改宗 者 も

当然増 え るで あ ろ う。 そ のほか に， 主 は伝 道

活動 をさ らに成 功 させ る ため に様 々 な方 法 を

用 意 して 下 さ るで あろ う。

私 は， このみ 業が 勢 い を増 して進 ん でい る

こ と， そ して 多 くの働 き手が いれ ば 多 くの 国

々で み業 の進 む こ とを確信 して い る。 ウ イル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長 はかつ て 次の よ

うに語 った 。「この教 会 は南北 アメ リカに満ち，

さ ら に世 界 に 満 ち る で あ ろ う。」(丁勉0蝕

oo%2s6sα プ 砺勿b名4厩)04彫 「ウ イ ル フオ

ー ド ・ウ ッ ドラ フ 説 教 集 」.pp.144-45参

照)

また， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 は こ う述べ

た。 「シオンはや が て全地 に及ぶ で あろ う。そ

して，地 上 で シオ ンの 中に含 まれな い所 は一

角 もない であ ろ う。」(Z)ゴs6伽欝θs(ゾ・B7忽ぬα勉

y∂%η8「 ブ リガム ・ヤ ン グ説教 集」p.120)

兄 弟 の皆 さん，私 は この世 で皆 さん と共 に

この大 い な る 目的 の達 成 に努 め るこ とが で き，

喜 び に堪 えな い。 また， いつ も変わ る こ とな

く主 に仕 えて くれ る副管 長 と十 二使徒 評議 員

会 の兄 弟 た ちに感謝 申 し上 げ たい。私 た ちは

毎週 神 殿 で集会 を開 いて い る。神 殿 で主 のみ

業 に携 わ る時， 私 た ちは真 剣 であ る。一私 た ち

は， 世 の 人々 に福 音 を伝 え，教 化 し，教 え る

新 しい方法 と手段 を見 い だそ うと常 に努 め て

い る。.

ここで， 福 音 に対 す る証 を述 べ させ て い た

だ きたい 。私 は主 が この み業 の発展 を望 ん で

お られ るこ とを知 ってい る。私 たち もそれ を

望 ん で い る。 私 た ちはみ業 の 発展 に努め て い

る。 しか も， かつ て一 度 も行 な った こ との な

い方 法で それ を行 なお う として いる。兄 弟姉

妹 が 手が け よ う として いる方法 に主 の祝福 が

あ る よ うに。 近 い将 来皆 さんが 携 わ るこ とに

な るみ業 に対 して， よ く準 備が で きるよ うに。

皆 さん に神 の祝福 と平安 が あ る よ うに。 イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上 げ る。 アー

メ ン。

☆ ☆
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磁 験轟鱗 難蟹 藪撚

七十人第一定員会会員

ロナ ル ド ・E・

ボ ー ル マ ン

「主人 は福音 の教 義 クラス の素 晴 らしい教

師 です 。毎週 日曜 日に レ ッス ン を教 え られ な

くな った ら， 何 人 もの 人が きっ とが っか りす

る と思 い ます わ」 と， クレア ・ポー ルマ ン姉

妹 は冗 談半分 に語 る。

このた び七十 人 第一定 員会 会 員 に支持 され

た ロナル ド ・E・ ポー ルマ ン長 老 は， 教会 で

様 々な職 を歴任 して きた 。副 監督 を1年 ， 高

等評議 員 を1年 ， 監督 を2年 ， 副 ス テー キ・部

長 を7年 ， さ らに8年 間 にわ た って 日曜 学校

教 師 を務 め て きた。

「私 は教 え るこ とが大 好 きです 。特 に聖典

を使 って教 え るこ とが好 きです 。福 音の 教義

ク ラス は，教 会 の奉仕 の場 として理 想的 です 」

と熱 っぽ く語 る。

ポー ルマ ン長 老 は， カ リフ ォル ニア の コ ン

ソ リデ イ テ ッ ド ・フ ライ トウエ イ社 で 副社長

兼秘書 の職 に あ った。 日曜 学校 教 師の責 任 を

楽 しんで いた ポー ルマ ン長 老 の会社 に， 突 然

電話が かか って きた。

「仕 事 で交 流の あ ったN・ エル ドン ・タナ

ー副管 長 か らの電 話 で
， キ ンボー ル大 管長 が

私 と個 人的に お会 い したい とい うこ とで した。

2，3日 中の 私 の予定 を尋 ね られた の で，私

は 『キンボー ル大 管長 のた め で した ら， い く

らで も.都合つ け ます』 と答 え ま した。」

キ ンボー ル大管 長か ら面 接 を受 け た後 ， と

い うよ り親 し く語 り合 った後 ， タナ ー副 管長

が入 って来 て， カ リフ ォル ニ アに い る夫 人 に

電話 して， この召 しに対す る考 え を うか が う

よ うに と勧 め た。 キン ボール 大管 長 もそ うす

るの が一番 いいことだ と言 われ ，「私 の電 話 を

使 って下 さい 。私 た ちは席 をはず しますか ら」

と言 って 外 に 出た。

「私 は家 に電話 をか け，妻 と数 分 話 しま し

た。 電話 の途 中で ドアが 静 か に開 き， キ ンボ

ール 大管 長 が顔 を出 されて こ う言 うの です 。

『ロ ン， ごゆ っ くりど うぞ。私 た ちの こ とは

気 にな さらな い よ うに 。私 た ちは 外で待 って

い ます か ら。』そ して静 か に ドアが締 ま りま し

た 。私 は この よ うな心 遣 いに 深 く感 動 しま し

た。大 管長 の物 腰 はお だや か で，や さ し く，

思 いや りに あふれ て い ま した。」

ポー ル マ ン姉 妹 は これ をど う受 け 止め た だ

ろ うか 。 「まごつ い て し まい ま した。」 しか し，

10年 間癌 と闘 った経験 を もつ ポー ルマ ン姉 妹

は， 主 を信頼 す る こ との意味 を知 って い る。

現 在 ふ た りに は4人 の子 供 と3人 の孫 が い る。

ポー ルマ ン長 老 は1955年 にユ タ大 学法 学部

を卒 業後 ，1965年 にハ ーバ ー ド大学 大学 院 の

商業 管理 科 を卒 業 した 。

ポー ルマ ン長 老 は， 夫 人 と共 に， 地域 社 会

の行 事 に活 発 に参加 して い る。サ ン フ ラン シ

ス コ ・シン フォニ ー協 会， カル フ ォル ニア の

国 民 ク ラブ，世 界貿易 クラブ の会 員 であ り，

全 国有 価証 券 業者 協会 仲裁 会 議の 一員 で もあ

る。

ポー ル マ ン姉妹 はBYUを 卒 業 後， ス タン

フ ォー ド研 究 所 の コ ンサ ル タ ン トを務 め，5

年 間 サ ン タ クララ郡 の 「病 気 回復 」運 動 の リ

ー ダー として働 い た。 また， 過去10年 間，癌

患者 の良 き カウ ンセ ラーで あ った。

1929年5月10日 生 まれの 活発 な教 会 貝 であ

るポー ルマ ン長 老 は，伝 道 に 出 るこ と を心 か
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ら願 い， オ ラ ンダ伝道 部 に召 された時 に喜 ん

でそ の召 しに従 っ た。 しか し当時 の彼 の証 は，

福 音 に対 す る よ り，教 会 員か ら得 た証 の方が

強か っ た。 これが あ る 日曜 日まで続 い た。 そ

の 日彼 は病気 で， 同僚 が大会 に出か け て いる

間ず っ と床 につ い てい た とい う。

「そ の 日， 朝早 くか らあ る思 いが 心 の 中で

次 第に 強 くな るの を感 じま した。私 が悩 ん で

い るあ らゆ る事柄 を解 決す る鍵 は， イエ ス ・

キ リス トが神 の御 子 か ど うか とい うこ とにあ

る とい う思 い で した。 私 は新約 聖 書 を読 み ，

ときどき，ベ ッ ドか ら抜 け 出 しては ひ ざ まず き，

今 読 ん でい る事 柄 が確 か に真 実か ど うか示 し

て下 さるよ う天父 に お願 い しま した。 こ う し

て， 四福音 書 を読 み なが ら一 日中祈 っ た こ と

で， み じん の疑 い もな く， イエ スが キ リス ト

で あ るこ とが わか りま した 。そ れ以 来， 疑 い

の心 を起 こ した こ とは一 度 もあ りませ ん。.そ

して， イエ スが私 の救 い主 であ る とい う岩 の

よ うな土 台 の上 に，他 のすべ て の こ とは築 か

れ て きま した 。

七十人第一定員会会員

デ リック ・A・

カ ス バ ー ト

この3月 ，デ リック ・A・ カスバー ト伝 道部

長 と夫 人の ミュー リエ ル姉 妹 は， ス コ ッ トラ

ン ド ・エ ジ ンバ ラ伝道 部 での責 任 もあ とわず

か で あ るこ と を感 じて いた。7月 に，3年 間

にわ た る伝 道部 長 と して の責任 を解 任 され る

こ とにな って い た。

ふ た りは，解 任 され て も伝道 中に学 んだ こ

とを生 か して， 英 国 の聖徒 たち の役 に立て る.

よ うに と祈 って いた 。

そ してそ の祈 りは 思 いが けな い方法 で答 え

られ た。 英 国 ノ ッチ ンガム 出身 の カスバー ト

長 老 は，年 次総 大会 で七 十 人第一 定員 会会 員

と.して支持 され たの で あ る。 英 国諸 島か ら初

め て教 会 幹部 に 召 され た カスバー ト長 老 は，

生 涯伝 道 の業 に携 わ るこ とに なっ たので あ る。

カスバ ー ト長 老 は，バ プ テ スマ を受 け て以

来27年 間， い ろい ろな 召 し を果 た して きた。

しか し， カスバ ー ト夫 妻 に と り， 全 時間 を主

、.のみ業 に捧 げ るのは これが初 め て では ない。

教 会 員に な って2年 ほ ど してか ら，汽車 に

よる訪 問が 始 ま った。 車 を持 って いなか った

か らであ る。土 曜 日の 朝 の 出勤 に は，教 会 の

視覚 教 材や 資料 を携 えて 汽車 に乗 った もの で

あ る。 そ して仕 事 を終 え てか らまた汽：車に乗
.
り， 伝 道部 管理 会 員 の責任 を果 たす ため，英

国 の各 所 を訪 れ たの だ った。 副伝道 部長 に 召

，さ れ てか らは， 帰 宅 す るのが いつ も 日曜 日の

夜 だ った 。

カ スバー ト姉 妹 と子 供 た ちはバ ス に乗 って

教 会 に行 く。教会 堂 と言 って も， 古 い家 を礼

拝 堂 として 改装 したにす ぎない 。ベ ス を乗 り

換 え るため に400メ ー トル ほ ど走 らなけ れば

な らな い。 その ため ，時 に はバ スに乗 り遅 れ
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る こ ともあっ た と言 う。

カスバー ト長 老 は宣教 師 や教 師 と して働 い

ただ けで な く， 副地 方部 長 や副 伝道 部 長 の責

任 も務 め た。 また改 宗 して蜘年 後 に レス ター.

ステー キ部 の部 長 に召 され.た。後 に， 英 国 ミ

ッチ ャム のデゼ レ ト ・エ ンター プラ イズ社 販

売店 のマ ネー ジ ャー とな った、。 これは ヨー ロ

ッパ にお け る最 初 の教会 企 業 で ある。 カスバ

ー ト長 老夫 妻 は その間2年 間
， ロン ドンに住

んだ 。販売 店 の経営 が軌 道 に乗 る と，長 老 は

また 以前 の化学 会社 に戻 った 。 その後 ，昇 進

して， 家族 は再 びサ ッ トン ・コー ル ドフ ィー

ル ドに移 った。

スペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル大 管長 か らバ ー

ミンガム ステー キ部 の部 長.に任 命 され，1970

年 に地 区代 表 の召 しの 手紙 を受 け るまで， こ

の地 で働 いた。

カスバー ト長 老が 英 国セ ラニ ー ズ社 の 宣伝

部長 とな った時 ，家 族 は ノ ッチ ンガ ムに戻 り，

1975年 に伝 道部 長 に召 され る ま でそ こに住 ん

だ。

3月 の 中頃， キン ボー ル大管 長 が ス コ ッ ト

ラン ドの カスバ ー ト家 に電 話を し， 七 十 人第

一定 員会 の召 しの こ とを話す と
， カ スバー ト

家 では家族 会議 が 開か れ た とい う。

カスバー ト家 では，教 会の あ らゆ る責 任 を

果たす 際 に，家 族 を第一 にして いた。 彼 らは

教会 に入 る時， 子供 たち を教 会 の 中 で育 て，

ひ と りも離 れ る者が ない ように し よ うと決 心

したのだ った。 親 の どち らか が 集会 に 出か け

る時 は， 他 の ひ と りが家 に残っ て子 供 の面倒

を見 る。子 供が 小 さ い頃， カ スバー ト長 老 は

姉 妹 が扶 助 協会 に 出か け て・いる間， 子供 たち

を風 呂に 入れ， 寝か せつ けた とい う。

今 では， 夫妻 が教 会 の責 任で 外 出す る時 に

は，年上 の子供 た ちが小 さ：い子 供 の面倒 を見

る こ とが で きる よ うに な った 。 カスバー ト夫

妻の孫 は9人 であ る。

カスバ ー ト夫 妻 は幼 な じみ で ，1945年 に結

婚 した。 しか し結婚 後 間 もな 《， カスバ ー ト

長老 は極 東 の英 国空 軍 に所'属し，2年 間家 を
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留 守 に した。 この間， カスバ ー ト姉 妹 は毎 日

少 な く とも1通 手 紙 を書 いた そ うであ る。 彼

が ラン グー ンか ら香港 に転任 にな った時 な ど，

姉 妹 か らの手 紙 が63通 も届 い た とい う。

英 国国 教会 の 活発 な会 員 で あっ たふ た りの

も とを宣 教 師が訪 れた のが，1950年 の こ とで

あ る。

当時，3人 の長 老 ひ と りは その 日た ま

た ま一 緒 に伝 道 してい た地方 部 の指 導者

は， その 地域 で求 道 者 を見つ け るこ とが で き

なか っ た。肩 をが っ くり落 と して ひ と りが 言

った 。「で は， これ で 引 きあげ まし ょ う。」 す

る とも うひ と りが答 え た。「いや，あと一 軒 だ

け訪 問 して この地 域 で の伝道 をや め るこ とに

しま し ょう。」

この 「あ と一 軒」 の家 が， 言 うまで もな く

カ スバー ト家 だ っ たの で あ る。

☆ ☆
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ロ バ ー ト ・リグ ラ ン ド ・

バ ッ ク マ ン

バ ッ クマ ン長 老 の全 身 か ら温か さが 発散 さ

れ て い る。 バ ックマ ン長 老は 人の 話 にい ん ぎ

ん に耳 を傾 け， 誠 実 な話 し方 をす る人 であ る。

ロバー ト ・L・ バ ッ クマ ン長 老 の証や 家 族 に

つ い ての 話 を聞 く人 は， 彼 の育 っ た環 境 が 恵

まれ な い もので あ った こ とな ど決 して想 像 が

つ か な いで あ ろ う。

彼 は， 父親 の リグ ラン ド ・P・ バ ッ クマ ン

兄 弟 が伝 道部 長 で あ った ため，10代 の ほ とん

どを南 ア フ リカで過 ご し， ソル トレー クに 戻

って きたの は， 高等 学校 の 時 であ っ た。彼 は

そ れ まで通 っ てい たの が男子 校 だ った こ とで，

女学 生 の前 で はいつ も赤 面 した とい う。 「ダン

ス もで きなけれ ば， ア メ リカのス ポー ツ もで

き ませ ん で した。車 の運 転 もだめ です 。入生

で最 もみ じめ な時代 で した。」

北部 諸州 伝 道部 に 召 され たこ とに よ って，

「私 の 人生 は変 わ りま した
。 そ の地 での伝 道

を通 して，私 は 自分 が神 の子 であ り，素 晴 らし

い潜 在 力が あ る とい うこ と を確信 し ま した。」

もうひ とつ の 大切 な経 験 は， 第二 次世 界大

戦 の時 に陸軍 に籍 を置 いた こ とで あ る。 基礎

訓練 を受 け るため に入 隊す る と， 同 じ隊に5

人 の帰還 宣教 師 が お り， その うちのひ と りは

1年 半 の間一 緒 に働 いた愛 す る同僚 で あ った。

軍隊 時代 のハ イラ イ トは，マ ニ ラ東部 の 戦

闘地 区にお い て，「グルー プの な い グループ リ

ー ダー 」と して復 活 祭 の行 事 を計 画 準備 した

ことで ある。「私 た ちはだ れ が来 て くれ るか わ

か りませ ん で した。 しか し， トラ ッ クが到 着

す る と，50人 程 の人が 集 ま りま した 。彼 らは

戦 闘服 姿 で したが ， ラ イフ ル銃 を組 ん で立 て

る と， 建物 の 中 に入 りま した。 その建 物 は前

に爆撃 を受 け て い ま した。 また私 た ちが そ こ

にい る問 に戦 闘 司令所 も攻撃 され ましたが，

私 た ち は少 しも心 配 しませ んで した。私 たち

はヘ ル メ ッ トを腰掛 け代 わ りに して腰 をおろ

し， 弾薬 箱 を聖餐 台 と し， 食器 を使 って聖餐

を執行 しま した。 そ こには み た まが とどまっ

て い ま した 。」

戦 争 後， ふ た りの子供 をかか え たバ ッ クマ

ン長 老 は， 法学 部 の学 生 として， まず学 業に

専 念す るこ とに した。 しか し， 授業 を受 け る

最初 の 日， 学校 に向か うバ スの 中で監督 と出

会 い， バ ス を下 りる時 に は新 たに執 事定 員会

ア ドバ イザ ー の責 任 に召 されて いた とい う。

その ほか に， バ ックマ ン長 老 は， 北西諸 州伝

道 部部 長 ， 中央 ア ロ ン神権MIA会 長 を も務

め た。 また， 神 殿 での結 び 固め を行 な う権 能

も与 え られ て い る。「私 は，私 の下 で働 いて く

れ た大勢 の 宣教 師や3入 の娘 の 結 び固め を行

な い ま した。永 遠 に結 び 固め られ る こ とは，

人 が この世 で得 る ことの で きる最 も栄 えあ る

体 験 であ る と思 い ます 。」

最 近 の責 任 と して は，サ クラ メン トお よび

サ クラ メン トノー ス地 区 の地 区代 表， 次い で

コ ッ トンウ ッ ドお よびマ レー地 区， また大会

バ ック マ ン長 老 ご夫 妻
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の前 日に新 設 された ホ ラデー 地 区の地 区代 表

が あ る。 ホ ラデー 地 区の地 区代 表 と して の責

任 は，24時 間 とたた ない うちに解任 され た。

これ は記録 上最 も短期 の 召 しで あ ろ う。.

キ ンボール 大管 長 の事務 所 か ら電話 が あ っ

た時 ，バ ックマ ン長老 は夫 人 に 「大変 な電 話

をま た受 け た よ」 と語 り，3週 間， 眠 られ な

い毎 日を過 ご した とい う。 そ して約 束の 日，

ふ た りは，伝 道部 長 の時 の楽 しい思 い 出 を胸

に， また伝道 の 召 しが 与 え られ るの では な い

か とい う 「希望 」 を抱 いて大 管長 の事 務 所 を

訪 れ た。

「とて も素 晴 らしい経験 で した
。 キ ンボー

ル大 管長 の面 接 の後， 私 は どこへ で も行 く覚

悟 が で きま した」 と， バ ックマ ン長 老は 語 る。

長 老 と夫 人 のバー ジニア姉 妹 は， これ と同 じ

よ うに心 温 ま る経 験 を，7人 の娘 たち とその

夫 に この召 しにつ いて知 らせ た 時に も味 わ っ

た。 「み ん な涙 を浮か べ て喜 ん で くれ ま した」

と長 老 は穏や か に述べ ， て れ くさ そ うに笑 っ

た。「こうな ると思 って いた と言 う子供 もい ま

した。本 当 にい い子 た ちです 。」家族 間 のつ な

が りが 強 いのは ，バ ックマ ン家 の伝 統 で ある。

バ ックマ ン長 老 は父 親 と一緒 に 法律事 務 所 で

働 い てい る。「毎 朝事務 所 に 出勤 して くる父 の

姿 を見 るこ とは， 私 に とって楽 しみ です 。 父

と一緒 に い られ る こ とが うれ しいの です 。」

4人 の娘 さん ， ジ ュデ ィス ・マー シュ， ボ

ニ ー ・プ ライ ス，バ トリシア ・コ ックス， そ

れに まだ親 元 にい るバー バ ラ は ソル トレー ク

に住 んで いる。 ほか に ル イー ズ ・チ ェケ ッツ

はベ ア リバ ー ・シ テ ィー ， レベ ッカ ・チ ャン

プニ ズはサ ンデ ィー ，バ ー ジニ ア ・バ ックマ

』ンは メ リー ラ ン ド州 ベ セ スダ に住 んで い る。

1922年3月22日 に ソル トレー ク ・シテ ィー

に生 まれ たバ ックマ ン長 老 は， かつ て2期 に

わた って立 タ州 下 院議 員 を務 め た経 験 を持つ 。
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レ ッ ク ス ・C・ リ ー フ

数 年 前， ジ ェシー ・エ バ ン ズ ・ス ミス姉 妹

はア イス ク リー ムが切 れ た ので， 乳 製品 会社

の役 貝で あ る レ ックス ・リー ブ兄 弟 に電 話 を

か け た。 す る と彼 は， ス ミス姉 妹 と夫の ジ ョ

セ ブ ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミス大 管長 の と

こ ろに半 ガ ロ ン入 りのア イス ク リー ム を2箱

持 って来 て， しば ら く話 を して帰 った。 彼 は

この 恵 まれた機 会 に感謝 した。「聖地 にい るよ

うな気持 ちで した。」

その彼 が今 教会 幹 部 とな り，教 会 の指 導者

た ち と席 を同 じくす る こ とに なっ たの であ る。

4月 の年 次総 大会 の土 曜 日の午前 の 集会 で，

リー ブ長 老 は七十 人 第一 定員 会会 員 と して支

持 され た。

リー ブ長老 は， 総 大会 の数 日前 ， スペ ンサ

ー ・W・ キ ン ボー ル 大管 長か ら電 話 を受 け た

リーブ長老 ご夫妻



時， カ リフ ォル ニア州 ア ナハ イム伝 道部 の部

長 で あ った。 キン ボール 大管 長 は リー ブ長老

とフ ィ リス ・メイ ・ニー ル セ ン ・リー ブ夫 人

に会 い， 召 しの こ とを話 した。

「キ ンボー ル 大管 長が 私 た ちの生 活 に恵 み

を もた ら して下 さ った のは， これが 初め てで

は あ りませ ん。30年 前 に ステー キ部 の副 ステ

ー キ部長 に任 命 して いた だ き ました」 と リー

ブ長 老 は言 う。 そ の後 リー ブ長 老 は， ス テー

キ部 長， ステー キ部 祝福 師 ，地 区代 表， 伝 道

部長 を歴 任 した。教 会 で の責 任 を通 じセ， 長

老 は6人 の大管 長 を知 っ てい る。 この6人 の

大管 長 の影響 を大 き く受 けた とい って も言い

・過 ぎでは ない と思 い ます と， リー ブ長 老 は語

る。

リー ブ夫 妻 は， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大

管長 の 「コー トシ ップ と結婚 」 に関 す る夕方

の クラス を とった こ とで ，結婚 前 か ら， マ ッ

ケ イ大 管長 と親 しか っ た。 その ため ，大 管長

はふ た りの結婚 式 の 司式 を引 き受 け て くれ た

とい つ。

「大管 長か ら幸 福 を得 る方 法
， 幸福 な生活

を送 る秘 訣 を教 え てい ただ きま した」 と リー

ブ長 老 は語 る。

「マ ッケ イ大管 長 か ら教 え てい ただ い たこ

とのひ とつ に，誤 解 した ま まで一 日を終 えな

い よ うに とい うこ とが あ ります 。私 た ち はそ

の こ とを実行 して きま した。 また， 毎朝 毎 晩

一一緒 に祈 りま した
。」

リー ブ夫 妻が初 めて 出会 ったの は， ソル ト

レー ク ・シテ ィー で催 された ミューチ ャルダ

ンスパ ー ティーで あった。「私 は彼女 に初 めて

会 っ た時 に， 彼女 こそ 自分 の伴 侶 に な る人だ

とわか りま した」と長 老 は言 う。こ う して ふ た

りは，1年 間デ ー トを し.た後 に結婚 した。「私

た ちは有意 義 な コー トシ ップ を しま した。一.

緒 に モル モ ン.経を学 び，散 歩 し， マ ッケ イ大

管 長 の クラ スに 出席 しま した。」

ふ た りは結婚 前 か ら， で き るだけ 多 くの子

供 を もうけ， 主 と主 のみ 業 を第一 に置 くこ と

を決心 して い た。

この決 意 は，何 度 か苦 難 に見舞 われ た時 に

も彼 らの支 え とな った。 彼 らは危 く長 男 のレ

ックス ・C・ リー ブ ・ジ ュニア を失 っところ

だ った。 しか し彼 は現在 ， オー レム工 科大学

の理事 を務 め てい る。

長 女 の レベ ッカ ・ア ンは16年 前 ， ニ ュー メ

キ シ コ州 で伝 道 中， 交通 事故 に遭 い， 体 が麻

痺 してしまった。 「彼女 は霊感 を与 えて くれ ま

す」とリー ブ長 老 は 言 う。「辛 くあ た る とい う

こ とは まった くあ りませ ん。彼女 は電動 式の

車椅 子 に乗 って， 人々 を激励 す る数 多 くの話

を して い ます 。」

「私 た ちは祝 福 され て き ま した」 と リーブ

長 老 は言 い，子 供 た ち全 員の功 績 をうれ しそ

うに数 え上 げ る。 ア リゾナ州 フ ェニ ッ クス に

い るロ ジャー ・ウ ォー ン ・リー ブ， ブ リガム ・

ヤ ング大学 の 法学 部 に在 学 中のデ ビッ ド・A・

リー ブ， リ ックス カレ ッジ で教鞭 をとって い

る娘 の ジ ョア ン ・リー ブ， ほか にふ た りの娘

が いる。 ひ と りはユ タ州 オー ク ・シテ ィー の

ガー ヌ(ベ ニ ス)・ フ ィン リン ソン夫 入， もう

ひ とりは， ミズー リ州 モネ ッ トの レイ ン(バ

ー バ ラ)・ ニール ソン夫 人 であ る
。そ して孫 は

現 在23人 を数 え る。

また リー ブ長 老 は，先 祖 が開拓 者 であ る こ

とを誇 らし く語 る。 その中 に は西部 に向 か う

途 中に葬 られ た者 もい る。

「長 い こ と私 は 人が 買 って くれ た切 符 で旅

を して いた よ うな気が します」 と先祖 に対す

る賛 辞 をこめて語 る。「これか ら先 の業 は大変

な もの で しょ うが ，働 かせ て いた だけ る こ と

を感謝 して い ます 。主 の助 け があ れば何 で も

で きますが ， そ うでなけ れば何 もす るこ とが

で きませ ん。」

☆ ☆
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デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イ プ レー長 老

逝 去 さ れ る

去 る8月19日 ， 十二 使徒 評議 員 会会 貝の デ

ルバ ー ト ・L・ ステ イプ レー長 老 は， 自宅 付

近 を散 策 中に体 の 不調 を訴 え， 直 ち にユ タ大

学 医療 セ ン ター に 担 ぎ込 まれ た。 しか し， 午

後0時10分 ，心 臓 の機 能が 停 止 し， この世 を

去 っ た。享 年81歳 で， 長老 はこの 日まで，28

年 間， 十二 使徒 評 議員 会会 員 と して務 め た こ

とに な る。

葬儀 は8月22日 の正 午 か らソル トレー ク ・

シテ ィー の タバナ クル で催 され， 大管 長会 に

よる追 悼 の辞 と， エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン

会 長 とマー ク ・E・ ピー ター セ ン長老 に よ る

祈 りが捧 げ られ た。 また， タバ ナ クル合 唱団

が， ス テイ プ レー 長 老作 詞 の感動 深 い讃 美歌

「神 は愛 な り」 をは じめ
，数 曲 を歌 っ た。葬

儀 に は， 大管 長会 の ほか に， 故 入の 妻エ セ ル

姉 妹 と家族 ， な らび に教 会 の責任 を受 けて不

在の 人 を除 くすべ て の教 会 幹部 が列 席 した 。

席 上， 大 管長 会 は， 次の ような言葉 を もっ

て ス テイ プ レー 長老 の遺 徳 をしのん だ。

「ステ イプ レー長 老 は，神 と人 とに誠実 に

仕 え るこ とを 目ざ し， 豊か な人 生 を送 られ ま

した。 故 人が家 族や 教 会 に とど まらず， 全世

界 に残 され た もの は， 全 人類の 真 の羊飼 い，

貝費い主 は私 たちの主 な るイエ ス ・キ リス ト唯

お一 人で あ る とい う厳 か な証 であ ります 。 デ

ルバ ー ト ・L・ ステ イプ レー長 老 の生涯 は，

永遠 の真理 に対 す る誓 約 その もの で した。 …

故 人 は， そ の言葉 と行 な いに よ って， この世

に住 むすべ ての 人々 に， 自由 と公正 ， 尊敬 と

美徳， 誠実 と愛 を与 え， 人生 を実 りある もの

へ と導 く永遠 の 原則 を教 え られ ま した。」

棺 の付 添 人は十 二使 徒評 議 員会が 務 め，葬

儀 の模 様 は， ス テ イプ レー長 老 の出 身地， ア

リゾナ州 に 中継放 送 され た。

ステ イプ レー長 老 は，1896年12月11日 ， ア
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リゾナ州 メサ で生 まれ た。 そ して，幼 少 の頃

か ら父 の農場 の仕 事 を手伝 い，労 働 の価値 を

学 んだ。

長 老 は，1915年 に メサ 高等 学校 を卒 業 す る

と間 もな く， チ ャー ル ズ ・A・ カ リス部長(後

に十 二使徒 評議 貝 会会 員 に召 された)の 管理

す る南部 諸州伝 道 部 で宣教 師 と して働 く召 し

を受 け た。

こ の2年 間 の 召 し を.終窯て 戻 った後 ， ステ

イプ レー 長老 は幼 な友 達 のエ セ ル ・バ ー デ ッ

ト ・デ ー ビス と，1918年1月14日 に， ソル ド

レー ク神 殿 で結 婚 した。 その 後，長 老 は合 衆

国海 兵隊 に入 隊 し， 第一次 世 界大 戦終 決 時 ま

で，8ヵ 月間 愛す る妻 と別 れ て カ リフ ォルニ

ア州 メア 島 で補 充 兵 として過 ごした。

除隊後 ，長老 は教 会 で ステー キ部MIAの

役員 に召 され， ステー キ部YMMIAの ス カ

ウ ト隊長 と管理 会長 を兼務 した。 こ うして，

ス テ イプ レー長 老 とスカ ウテ ィン グの付 き合

いが 何年 も続 くこ とにな った 。 そ して，1957

年 に地 区 のス カ ウ トでは最：も名 誉 あ るシル バ

ー ・ア ンテ ロー プ賞 を授 与 され
，1961年 には

全米 ス カウ ト会 議 の最 高賞 で あ るシルバ ー ・

バ ッフ ァロー賞 ， さらに1971年 に は50年 功 労

賞 を授 与 され た。

また，公 民 として も積 極 的 に働 い た長 老 は，

1921年 か ら1924年 まで，2期 にわ た って メサ

市議会議 員 を務 め た。 その ほか ， コ ロラ ド川

か らア リゾナ州 に取 水す る事 業 に携 わ った 中

央ア リゾナ事 業 推進 委員 会 の一 員 で もあ った。

教会 で は，1926年 にマ リコパ ス テー キ部 の

高等評議 員 に召 され た。
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その後 ， メサか らフ ェニ ックスに 引 っ越 し

てか ら もス テー キ部 の責 任 を受け ，1938年 に

フ ェニ ックス ステー キ部 が設 立 され た時 に，

第一 副 ステー キ部 長 に召 され た。 長 老は この

職 に あ って10年 間 奉仕 し，そ の間，副 ス テー キ

部 長 としてア リゾナ地 区福 祉 プ ロ グラム の責

任 者 を務 め た。 そ の後1947年12月5日 に，フ

ェニ ッ クスス テー キ部 の 部長 に召 された 。

さ らに3年 後， 教会 の総 大会 に 出 席す るた

め に ソル トレー ク ・シテ ィー を訪 れ た折， ス

テ イ プ レー 長 老は 十二使 徒 評議 員 会会 員 に召

され たの であ っ た。

1974年 ， 記者 の イ ン タビュー を受 けた ステ

イプ レー長 老 は， 当時 を回想 し， 次 の よ うに

述べ た。「私 は 自分 が使徒 に召 され て十 二使徒

会 の空 席 を埋 め るこ とに な るだ ろ うとい う気

持 ち を非常 に 強 く感 じ ま した。 … … その よ う

な思 いが心 に湧 か ん で きた こ とで， とて も戸

惑 い ま した。 そ こで，教 会 幹部 に 召 され ない

よ うに しよ う とい うこ とで， 無 意識 の うちに，

そ こ を立 ち去 ろ う としたの です 。

ところが，(ユタホテ ルの)エ レベ ー ター を

降 りた所 で， ジ ョー ジ ・ア ルバ ー ト ・ス ミス

大管 長 にお会 い して しま い ました。」

こ う して， ス ミス大管 長か ら，ユ タホテ ル

の ロ ビー で その 召 しを受 け る こ とにな っ たの

で あ る。

その後28年 間， ステ イプ レー長 老 は この世

にお け る責任 を数 々 果 た して こ られ た。 そ し

て， そ の務 め を終 えて， 去 る8月24日 ， 大勢

の人 々の 見守 る中 で メサ墓 地 に静 か に埋 葬 さ

れた の であ った 。
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地 区代表セ ミナ ーの

ハイライ ト
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｢私 た ちの 成功 は
,個 人的 に も教 会全 体 と

して も,家 庭 で福 音 を実 践す る こ とに どの程

度 忠実 に取 り組 ん で い るか に よっ て決 ま る。｣

スペ ンサー･W･キ ンボー ル大 管長 は,3月

31日 金 曜 日の地 区代 表 セ ミナ ー の 冒頭 で こ う

語 った。

｢神権 プ ログ ラム も補 助組 織 のプ ログ ラム

もすべ て,家 庭 で福 音 を実践 す る こ とをは っ

き り と打 ち出 し,家 族 と家庭 に焦 点 を当 てな

い ような活動 は控 えて いた だ きたい。｣

34名 の新 たに 召 された兄 弟 た ち を含 め て,

183名 の地区代 表 は｢教 会 員の ため のプ ログ ラ

ム であ って,プ ロ グラム に教会 員 が振 り回わ

され るこ とでは ない｣と い うキ ンボー ル大 管

長の 言葉 に聞 き入 ってい た。過 去11年 間,大

会 に 先立 って地 区代 表 セ ミナー が催 され て き

たが,今 回の セ ミナー で も予言 者 の言葉 は ひ

ときわ脚光 を浴 びる もの であ る。

キンボー ル大 管長 か ら｢人 名抄 出｣プ ログ

ラム を実施 す るとの発 表が あ った。 このプ ロ

グ ラムに よ って,教 会 員は｢2マ イル行 く精

神 で系 図 に取 り組 み… …神殿 の業 … … また死

者 のための儀 式 を早 め る｣こ とが で き るこ とだ
の

ろ っ。 さ らに,合 衆 国内 に おけ る地域 大 会が

計画 され てい る こ と,ス テー キ部 大会 が年4

回か ら2回 に減 る こ とにつ いて も発表 が あ っ

た。 そのほか,一 市 民 として地域社 会 の行 事

に も参加 す る よ う,ま た伝 道 の業 が全世 界に

広が るよ うに絶 えず祈 る よ う勧 告 が与 え られ

た。

キ ンボール 大管 長 の ほ か に 数 人 の 教 会 幹

部 が,｢メ ルケゼデ ク神 権 定貝会 を通 して,個

入 と家族 を強め る｣と い うテー マに 添 って,

活発化 に対 す る定 員会 の役 割 につ いて話 を し

た。

｢最近 出席 した土 曜 日の 夜の ステ ー キ部大

会 で,ひ とりの 青年 の話 を聞 いた｣と,ゴ ー

ドン･B･ヒ ン クレー長 老 は話 した 。 その青
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セ ミナ ー を 閉 じ る に 当 た っ て,ベ ン ソ ン 会

長 は こ う結 ん で い る 。｢す べ て の 人 が 得 る こ と

の で き る 最 高 の 誉 れ は,キ リス トの 真 の 教 会

の 会 員 に な り,神 が 生 き て ま し ま す とい う証

と こ の 偉 大 な み 業 に対 す る証 を持 ち,神 の 聖

な る 神 権 を授 か り,永 遠 の 家 族 と し て の 祝 福

を受 け る こ とで あ る 。｣

セ ミナ ー の 中 で,ベ ン ソ ン 会 長 は 以 下 の 通

り34名 の 新 し い地 区 代 表 を発 表 した 。 ワ シ ン

トン 州 オ リン ピ ア の ハ ー バ ー ト･ス プ リン ガ

ー･ア ン ダー ソ ン
,ハ ワ.イ州 ホ ノ ル ル の ジ ョ

ン･ネ ル ソ ン･ベ ア ー ド,ワ シ ン トン 州 モ ー

ゼ ズ レ イ ク の サ ー ン･ジ ェ ー ム ズ･ベ イ カ ー,

テ キ サ ス 州 ラ マ ー ク の マ ー テ ル･A･ベ ル ナ

ッ プ,サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州 コ ロ ン ビ ア の ウ ィ

リア ム･セ オ ドア･ブ ラ ネ ン,ユ タ州 プ ロ ボ

の リチ ャ ー ド･ア ン ブ ロ ー ズ･コ ー ル,オ レ

ゴ ン 州 ジ ョー ゼ フ の ロバ ー ト･フ ォー ブ ズ･

ク ラ イ ド,ワ シ ン トン 州 シ ア トル の デ ビ ッ ド･

オ リ ン･ダ ン ス,ア イ ダ ホ 州 ブ ラ ッ クフ ッ ト

の ケ イ ス･M･エ リ ソ ン,カ リフ ォ ル ニ ア 州

サ ン ホ セ の ケ ネ ス･デ ビ ッ ド･フ ォ ル ジ ャ

ー
,オ ク ラ ホ マ 州 ノ ー マ ンの ハ イ マ ン･ア ル

ド リ ッ ジ･ギ レ ス ピ,ケ ン タ ッ キ ー 州 ル イ ス

ビル の ヘ ン リー･ハ ー ベ イ･グ リフ ィス,ア

イ ダ ホ州 ポ カ テ ロ の ボ イ ド･フ ラ ン ク･ヘ ン

ダ ー ソ ン,テ キ･サス 州 ダ ラ ス の ア イバ ン･レ

ズ リー･ホ ブ ソ ン･ジ ュ ニ ア,ユ タ州 ロ ー ガ

ン の ル ィ ス･ブ レ ン ト･ホ ガ ン,ユ タ 州 ソ

ル ト レー ク･シ テ ィー の リチ ャ ー ド･C･ハ

ウ,ユ タ州 ソ ル トレー ク･シ テ ィ ー の マ ル カ

ム･セ ス･ジ ェ プ セ ン,イ リ ノ イ州 エ バ ン ス

トン の ジ ョ ン･ダ ロ ル ド･ジ ョ ン ソ ン,ア イ

ダ ホ 州 ブ ラ ッ ク フ ッ トの ア ラ ン･フ ラ ン ク リ

ン･フ ー セ ン,ユ タ州 ハ イ ラ ム の ガ ー ス･ロ

レ イ ン･リ ー,コ ロ ラ ド州 ク レ ー ドの ル イ

ス･レ イ･リ ビ ン グ ス トン,モ ン タナ 州 ミズ

ー ラ の マ ー リ ン･ウ ェ イ.ン･ビ ン セ ン ト･ロ

フ グ レ ン,合 衆 国 領 サ モ ア の フ ァ エ シ ー･P･

マ イ ロ,ユ タ 州 ソ ル トレー ク･シ テ ィ ー の ウ

ィ リア ム.･ジ ェ ー ム ズ･モ ー テ ィマ ー,ニ ュ

ー メ キ シ コ州 ア ル バ カ ー キ め ラ イ ル･ケ イ･

ポー ター,カ リフ ォ ル ニ ア 州 べ 一 カ ー ズ フ ィ

ー ル ドの メ ル ビ ン･ブ レ ン ト･リ チ ャ ー ズ ,

ス イ ス,バ ー ス フ ェ ル デ ンの ハ ン ス･リ ン ガ

ー ,カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ア ナ の ア レ ン･

ク レ ア ー･ロ ウ ザ,ニ ュ ー ジ ャー ジ ー 州 チ ャ

タ ム のJ･ロ レ ン ゾ･ス ミス,ユ タ州 バ ー ナ

ル の グ レ イ ド･ミ ル トン･ソ ワ ー ズ,メ キ･シ

　
コ,コ ア ウ ィ ラ の トマ ス･バ ー ル デ イ ス,フ

ロ リダ 州 ジ ャ ク ソ ン ビル の ル イ ス･ブ レ イ ン･

ボ ー ウ ォ｢ラ ー,フ ロ リダ 州 ラ イ トハ ウ ス ポ

イ ン トの ロバ ー ト･ミ ッ チ ェ ル･ウ イ ン ス ト

ン,コ ロ ラ ド州 フ ォー トコ リン ズ の タ イ ラー･

ア ン ダ ー ソ ン･ウ ー リー 。

ま た,以 下 の10名 の 地 区 代 表 が 解 任 さ れ た 。

ア ン トニ オ･C･カ マ ー ゴ,マ ー ビ ン･R･

カ ー テ ィ ス,ク ラ ー ク･M･ウ ッ ド,ラ ル フ･

B･レ イ ク,ジ ョー ゼ フ･A･ク ジ ャー,ア

ン ト ン･K･ロ ム ニ ー,マ ー ク･B･ウ ィ ー

ド,リ グ ラ ン ド･R･.カ ー テ ィス,ジ ョー ジ･

R･ヒ ル,ジ ョー ジ･1･キ ャ ノ ン 。

噸6曝小曝 小噸 藤 乎争 曝乎 乎争 小曝 乎乎 乎乎 曝乎 乎嚇 乎乎 藤 乎.乎乎乎 乎藤 小乎 乎乎 藤乎 乎藤 乎乎 亭乎 藤
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新 しく召された

ステーキ部役員

前列 左 よ り西 島(書 記),泉

谷(書 記 補 助),本 村,潟 沼,

当真,北 山,渡 辺,近 藤,

後 列 左 よ り倉見,原 田,横

山,横 井,安 田,藤 田,佐

藤,大 田 原,菊 地 兄 弟

諏盤 華灘 離網 翻繕 篭

灘 ダ 轡箋

窯.

難,

愛

聾
噸

　
熱
鮎
ド

響

可｢1

継 轟 凱麟 藏畷翻 ,
〆 赫 ぢ 霧 麺鰯 菱撫 壽､､磁

醗

､

鑛
日本大阪北ステーキ部,

ステーキ部長会替わる
辱

去 る8月6日(日)十 二使徒 評議 員会 会 員ブ ルー ス･R･マ ッコンキ･一長老 の管 理 の

下 に催 され た大 阪北 ス テー キ部大 会 で,ス テ ー キ部 の神 尾昇 兄 弟が 解任 され,新 た に
はるよし

中村 晴兆 兄弟 が ス テー キ部長 に召 され ま した 。.

他 に新 し く召 された ス テー キ部 の役 員 は以 下の 通 りです 。

ス テ ー キ部 長

　る よし

中 村 晴 兆

第一 副ステー キ部長

長 浜 修
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リゾナ州 メサ で生 まれ た。 そ して,幼 少 の 頃

か ら父の農 場 の仕事 を手伝 い,労 働 の価 値 を

学ん だ。

長 老 は,1915年 に メサ高 等学 校 を卒業 す る

と間 もな く,.チ ャ.一ルズ･A･カ リ.ス部長(後

に十 二使徒 評議 員 会会 員に 召 され た)の 管理

す る南部 諸州伝 道 部 で宣教 師 と.して働 く召 し

を受 け た。

この2年 間の 召 しを終 えて戻 った後,ス テ

ィプ レー 長老 は幼 な友達 のエ セル･バ ーデ ッ

ト･デ ー ビス と,1918年1月14日 に,ソ ル ト

レー ク神 殿 で結 婚 した。 その後,長 老 は合 衆

国海 兵隊 に.入隊 し,第 一次世 界大戦 終 決時 ま

で,8ヵ 月間愛す る妻 と別 れ て カ リフォル ニ

ア州 メア島 で補 充 兵 として過 ご した。

除隊後,長 老 は教会 で ス テー キ部MIAの

役貝 に召 され,ス テー キ部YMMIAの ス カ

ウ ト隊長 と管 理会 長 を兼務 した。 こ うして,

ステ イプ レー 長老 とスカ ウテ ィン グの付 き合

いが 何年 も続 くこ とにな っ た。 そ して,1957

年 に地 区の ス カウ トでは最 も名 誉 あ るシルバ

ー･ア ンテ ロー プ賞 を授与 され
,1961年 に は

全米 ス カ ウ ト会議 の最 高賞 で あ るシルバ ー･

バ ッファ ロー賞,さ らに1971年 に は50年 功労

賞 を授与 され た6.,..

また,公 民 と して も積極 的 に働 い た長 老 は,

1921年 か ら1叩4年 まで,2期 にわ た って メサ

市議 会議 員 を務 めた 。そ のほか,コ ロラ ド川

か らア リゾナ州 に取水 す る事業 に携 わ った 中

央ア リゾナ事 業推 進委 員会 の一 員 で もあ った。

教 会 では,1926年 にマ リコパ ステー キ部 の

高等評 議 員 にβ され た。
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そ の後,メ サ か らフェニ ックスに 引 っ越 し

てか らもス テー キ部 の責 任 を受 け,1938年 に

フェ ニ ッ クスステー キ部 が 設立 され た時 に,

第一 副ス テー キ部長 に召 され た。長 老 ぽ ζの

職 に あ って10年 間奉 仕 し,そ の 間,副 ス テー キ

部 長 として ア リゾナ地 区福 祉 プ ログ ラムの責

任者 を務 め た。 その 後1947年12月5日 に,フ

ェニ ヅ クス ステー キ部 の部 長 に召 され た。

さ らに3年 後,教 会 の総:大会 に 出席す るた

めに ソル トレー ク･シ テ ィー を訪れ た折,ス

テ イプ レー 長 老は十 二 使徒 評議 員会 会 員に 召

され たの で あ った。､

1974年,記 者 のイ ンタ ビュー を受 け たス テ

イプ レー長 老 は,当 時 を回想 し,次 の.ように

述べ た。｢私は 自分 が使徒 に召 され て十二 使徒

会 の 空席 を埋 め るこ とに な.るだ ろ う とい う気

持 ち を非常 に強1感 じま レ.た。 …… そ の よ う

な思 いが心 に湧か ん で きた こ とで,と て も.戸

惑 い ました。 そ こで,教 会 幹部 に召 さ紅な い

ように し よう とい うこ と℃ 無,童識 の うちに,

そ こ を立 ち去 ろ うと したの です 。

と ころが,〈エ タホ テル の)エ レベ ー ター を

降 りた所 で, .ジ ョー ジ･ア ルバ ー ト･ス ミス

大管長 に お会 い して しまい ま した。｣'

こ うして,ス ミス大 管長 か ら,ユ タホテ ル

の ロ ビー で その 召 しを受け るこ とに な った の

であ る6

そ の後28年 間,ス テイ プ レー 長老 は この世

にお け る責 任 を数 々果 た して こ られ た。 そ し

て,そ の務 め を終 えて,去 る8月24日,大 勢

の人 々の 見守 る 中で メサ墓地 に静 か に埋葬 さ

れた ので あ った。



1901年9月1日 の断 食日 曜 日， 日本 を訪 れ

た最 初 の宣教 師 ヒー バ ー ・J・ グラ ン ト長 老

(当時 十二 使徒 定 貝会会 長)と3人 の 同僚 は，

横 浜の 森 に入 った 。 そ して ，讃 美 歌 「感謝 を

神 に捧 げ ん」 を歌 っ た後， 彼 らは順 番 に祈 っ

た。 その後 ，讃 美 歌 「恐れ ず来 たれ聖徒 」 を

歌 った。そ して，「…… すべ て は善 し」 の歌 声

が 止む と， ヒー バ ー ・J・ グラ ン ト長 老 は祈

りを捧 げ， 日本 の地 を福音 を宣べ 伝 え る地 と

して奉 献 した。一 行 の ひ と り， アルマ ・0・

テ イラー長 老 は この 時の様 子 を次 の ように記

して い る。

「彼 の舌 はゆ る ま り， み た まが力 強 く彼 の

上 に と どまった 。私 た ちは神 の天 使 が近 くに

お られ る こ とをひ しひ し と感 じた。私 た ちの

心 は， 彼の唇 か ら もれ る言葉 に， 熱 く燃 えて

い たか らで あ る。私 は かつ て この よ うな平安

に満 ちた力 を経 験 した こ とは なか った し， こ

れ程 力 強 い祈 りを聞 いた こ ともなか った。祈

りの一 言一 句が 骨 の髄 ま で しみ わ た り， 私 は

喜 びの余 り感涙 に むせ んだ 。」

奉 献 の祈 りが 終 わ る と， も う一度 讃 美歌 を

歌 っ た。次 いで， グラ ン ト長老 は， 使徒 オル

ソ ン ・ハ イ ドが パ レスチナ の地 を奉 献 した時

の祈 疇 文 を読 ん だ。

この歴 史的 出来事 か ら77年 経 過 した去 る9

月1日 ，七 十 人 第一定 貝会 会 貝菊 地 良彦長 老

を中心 に， 日本 を担 当す る地 区代 表， ス テー

キ部長 ，伝 道部 長 が， 再 び 日本 の.地を奉 献す

るため ，横 浜 の森 に集 まっ た。水 不 足の 大地

に恵 み を もた らす 雨 に洗 わ れた 森の 中か ら，

「時過 ぎて
，福 音 広め る時 は残 り少 し。 され

ば急 ぎ宣べ 伝 え よ…… 」 と讃美 歌 が流 れ始め

たの は，77年 前 と同 じ11時 を少 しまわ った頃

で あ った。福 岡伝 道部 の 山 田五 郎伝 道部 長が

祈 った後 ，数 人が 証 を述べ た。 その後，神 権

者一 同輪 に な ってひ ざまず き， 菊 地良彦 長老

が再 奉献 の祈 りを捧 げ た。

菊 地長 老 は，.天父 に呼 び掛 け た後， み恵 み

を数 え上 げ， 感謝 を捧 げた 。1820年 早春 ， 天

父 と御子 が ジ ョセ ブ ・ス ミスに福 音 の回復 を

告 げ られ た こ と，神権 の回復 ，生 け る予言 者

スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長 の こ と，

主 のみ 業が 全世 界 に確 立 され よ う として い る

こ とな ど， 豊か な祝 福 に感謝 した。 続 いて，

77年 前 に最：初 の宣教 師 た ちが嘆 願 した よ うに，

この 日本 の地 にお け る福 音 の伝 道が 早 ま り，

や が て完 成 され る主 の宮居 で 多 くの人 々が永

遠 の喜 び を享受 で きる よ う， ま た 日本 の国民

が神 の息子 ，娘 であ る こ とに 目覚め ， イス ラ

エル の枝 とな るため に働 くこ とが で きる よ っ，

み た まの導 き を祈 り求 め た。北 の端 か ら南 の

端 まで この地 が祝 福 され るよ う， また各地 で

献身 す る主 の僕 らに 力 を与 えた もうて，主 の

再臨 へ の備 えが 進む よ う請 い求 めた 。真理 に

目覚 め た若 者が ，神 の使 い として 自 らを捧 げ

る よ うに， また彼 らの宣 べ る メ ッセー ジか ら，

多 くの人 々が群 れ をな して 主の み も とに帰 っ

て くる よ うに， 主 の奇跡 を切 に祈 り求め た。

再 奉 献 の祈 りの後 「主 の み た まは 火 の ご

と燃 え」 を歌 い，仙 台伝 道 部の クワ ック伝 道

部 長 の祈 りで再 奉献 の 集 い を終 えた。
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